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はじめに 

 

本第三次とりまとめ（案）は、第二次とりまとめ（2022年 8月公表）の後に行

われた検討結果を踏まえ、誹謗中傷等の違法・有害情報（第１部）、偽情報（第２

部）、利用者情報（第３部）のそれぞれのテーマについて、具体的な方策の在り方

や今後の検討の具体的な方向性を示すものである。 
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第１部 誹謗中傷等の違法・有害情報への対策について 

第１章 誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループの開催 

プラットフォームサービスに関する研究会（以下「本研究会」という。）では、

2020 年 9 月に総務省が公表した、「インターネット上の誹謗中傷への対応に関す

る政策パッケージ」に基づき、プラットフォーム事業者による誹謗中傷を含めた

違法・有害情報対策の取組に関する透明性やアカウンタビリティの確保方策の取

組状況について、自主的な取組の報告を求めること等によりモニタリングを実施

してきた。 

2022年 8月に本研究会が公表した「第二次とりまとめ」では、プラットフォー

ム事業者からの取組状況に関する質問への回答状況について、一部で前年（2021

年）より進展がみられるものの、プラットフォーム事業者による削除等が過不足

なく行われているかを判断するという観点からは、透明性・アカウンタビリティ

の確保について不十分な点があったことから、透明性・アカウンタビリティの確

保方策に関する行動規範の策定及び遵守の求めや法的枠組みの導入等の行政から

の一定の関与について、速やかに具体化することが必要であると取りまとめられ

た。 

これを踏まえ、2022 年 12 月に、①プラットフォーム事業者による削除等の透

明性・アカウンタビリティ確保のあり方、②違法・有害情報の流通を実効的に抑

止する観点からのプラットフォーム事業者が果たすべき役割のあり方をはじめと

した誹謗中傷等の違法・有害情報への対策を主な論点とした上で、専門的な観点

から集中的に、本研究会の下の「誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関する

ワーキンググループ」（以下「誹謗中傷等対策 WG」という。）にて議論を開始した。 

誹謗中傷等対策 WG では、本研究会における有識者からの発表や関係者からの

ヒアリング、アンケート調査の結果等に加え、プラットフォーム事業者、誹謗中

傷等の被害者等、ユーザの声を幅広く集めながら検討するため、誹謗中傷等対策

WGにおける検討アジェンダに関する意見募集を実施した上で、検討アジェンダを

決定し、１．違法・有害情報の流通状況、２．プラットフォーム事業者の責務、

３．プラットフォーム事業者による削除等の透明性・アカウンタビリティ確保の

あり方、４．違法・有害情報の流通を実効的に抑止する観点からのプラットフォ

ーム事業者が果たすべき役割、５．その他について、有識者、誹謗中傷等の被害

者、プラットフォーム事業者及び業界団体などの幅広い関係者からヒアリングを

実施しつつ、検討を行った。 

その上で、2023 年 9月に、引き続き議論を要するとされた項目も含む同時点で

の検討状況について、「今後の検討の方向性」において整理を行った。なお、「今

後の検討の方向性」の取りまとめに当たっては、誹謗中傷等の違法・有害情報へ
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の対策が表現の自由等に関わる論点であることから、意見募集に加えて、より慎

重に多くの方々からの意見を募集し、反映させるべく、再意見募集を実施した。 

2023 年 11 月に公表された「誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワ

ーキンググループとりまとめ」においては、「今後の検討の方向性」において引き

続き議論を要するとされた項目について更に検討を深めた上で、誹謗中傷等対策

WGにおける議論の取りまとめを行った。本「第三次とりまとめ」の第１部は、か

かる誹謗中傷等対策 WGのとりまとめを受けたものである。 
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第２章 誹謗中傷等対策 WG の検討の背景 

誹謗中傷をはじめとするインターネット上の違法・有害情報の流通は引き続き

社会問題であり、その対策は急務である。総務省の違法・有害情報相談センター

に寄せられる相談件数は、令和 4年度も 5,745 件1となっており、依然として高止

まりしていることから、違法・有害情報の流通は引き続き深刻な状況であると考

えられる。 

これまで、その対策として、総務省では、「インターネット上の誹謗中傷への対

応に関する政策パッケージ」に基づき、特定電気通信役務提供者の損害賠償責任

の制限及び発信者情報の開示に関する法律（平成 13年法律第 137 号。以下「プロ

バイダ責任制限法」という。）の改正による発信者情報開示請求に係る裁判手続の

迅速化（令和 4年 10月施行）や、ICTリテラシー教育の充実、相談対応の充実等

に取り組んできた。また、法務省においては、刑法改正による侮辱罪の法定刑の

引き上げ（令和 4 年 7 月施行）等の取組を行ってきた。その後、発信者情報開示

の裁判の受付件数2や侮辱罪の検挙件数が増加しており、これらの取組は、加害者

に対する損害賠償請求や罰則の適用等を通じて、誹謗中傷等の被害の救済や抑制

に貢献していると考えられる。 

しかし、被害者からは、投稿の削除に関する相談が多く、相談件数全体の約 3

分の 2を占めている状況であり3、被害者による投稿の削除を迅速に行いたいとい

う希望への対応の検討が必要である。 

投稿の削除のためには、①プラットフォーム事業者等を相手方とする裁判手続

（典型的には仮処分）による削除と、②プラットフォーム事業者が定める利用規

約等に基づく裁判外での削除の 2 つの手段が存在する。しかしながら、①裁判手

続による削除は、被害者にとって金銭的、時間的に利用のハードルが高く、利用

数が少ない状況となっている。一方、②事業者の利用規約等に基づく裁判外での

削除は、金銭的、時間的なコストも低く、一般的に利用されている。 

このため、誹謗中傷等の情報の流通による被害の発生の低減や早期回復を可能

とするためには、事業者による判断が可能な情報であれば、裁判上の法的な手続

                                                      

 
1 参考 6 違法・有害情報相談センターへの相談件数の推移 
2 発信者情報開示に関する本案訴訟によらない裁判の受付件数（東京地裁）は、2019年 1

月から 12月までは 630件（仮処分申立て）であったが、2022年 10月から 2023年 9月まで

は 3,019件（新たな裁判手続）であった。また、侮辱罪の検挙件数は、2021 年に 38件であ

ったのに対して、2022年は 52件であり、増加している。 
3 参考 6 違法・有害情報相談センターの相談（作業）件数の対応手段別の内訳 
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と比較して簡易・迅速な対応が期待できるという観点からも、プラットフォーム

事業者の利用規約に基づく自主的な削除が迅速かつ適切に行われるようにするこ

とが必要である。 

一方で、プラットフォーム事業者の利用規約に基づく削除については、削除の

申請窓口が分かりにくい、利用規約の内容が日本の法令や被害実態4を十分には考

慮していないといった課題があり、必ずしも十分には機能していない場合がある

と考えられる。 

誹謗中傷等対策 WG においては、このようなプラットフォーム事業者の利用規

約に基づく迅速かつ適切な自主的削除を実現するため、削除に係る手続の整備や

基準の策定・公表といったプラットフォーム事業者に対する規律とともに、送信

防止措置請求権の明文化といったプラットフォーム事業者に対する法的請求等に

ついても検討した。 

  

                                                      

 
4 「被害実態」は、権利侵害情報の流通によって生じる被害の実態を指す。以下同じ。 
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第３章 プラットフォーム事業者の対応の迅速化に係る規律 

不特定の者が情報を発信しこれを不特定の者が閲覧できるサービス（以下、第

１部においては、このようなサービスを指して「プラットフォーム」といい、こ

のようなサービスを提供する者を「プラットフォーム事業者」という。）について

は、情報交換や意見交換の交流の場として有効であるものの、誰もが容易に発信

し、拡散できるため、違法・有害情報の流通が起きやすく、それによる被害及び

悪影響は即時かつ際限なく拡大し、甚大になりやすい。また、プラットフォーム

事業者の中には削除対応等の取組が不十分である者もあるとの指摘もある。 

このようなプラットフォームを提供する事業者については、誹謗中傷等を含む

情報が現に流通している場を構築し広く一般にサービスを提供していること、投

稿の削除を大量・迅速に実施できる立場にあること、利用者からの投稿を広く募

り、それを閲覧しようとする利用者に広告を閲覧させることなどによって収入を

得ていること等から、個別の情報の流通及びその違法性を知ったときやその違法

性を知るに足りる相当の理由があるときは、表現の自由を過度に制限することが

ないよう十分に配慮した上で、プラットフォーム事業者は迅速かつ適切に削除を

行う等の責務があると考えるのが相当である。 

しかしながら、プラットフォーム事業者による利用規約等に基づく削除につい

ては、例えば、利用者にとって削除の申請窓口や申請フォームが分かりにくい、

受付や判断結果について必ずしも通知がなされていない、事業者による削除の基

準が不透明といった課題が指摘されている。 

このような課題に対し、プラットフォーム事業者の誹謗中傷等を含む情報の流

通の低減に係る責務を踏まえ、法制上の手当てを含め、プラットフォーム事業者

に対して以下の具体的措置を求めることが適当である。 

 

１ 措置申請窓口の明示 

プラットフォーム事業者は、現在、被害者等が削除の申請等を行うための窓

口やフォームを設置し、申請等を受け付けている。しかしながら、これらの窓

口については、被害者等から、所在が分かりにくいとの指摘や、日本語での申

請が困難、十分な理由の説明ができないなどの指摘がある。 

このため、プラットフォーム事業者に、削除申請の窓口や手続の整備を求め

ることが適当である。その際、被害者等が削除の申請等を行うに当たって、日

本語で受け付けられるようにすること（申請等の理由を十分に説明できるよう

にすることを含む。）や、申請等の窓口の所在を明確かつ分かりやすく示すこと

等、申請方法が申請者に過重な負担を課するものとならないようにすることが

9



 

 

適当である。 

 

２ 受付に係る通知 

プラットフォーム事業者は、削除の実施に係る申請等を受けた場合、申請等

を受け付けたかを当該申請等を行った者（以下「申請者」という。）に対して必

ずしも通知していない。申請等が受け付けられたか否かに関する通知がないと、

申請者は、プラットフォーム事業者における認識の有無を把握することができ

ないとの指摘がある。 

このようなことから、プラットフォーム事業者が申請等を受けた場合には、

申請者に対して受付通知を行うことが適当である。その際、「４ 申請の処理に

関する期間の定め」において、原則として一定の期間内に対応が求められるこ

とを踏まえ、プラットフォーム事業者が当該申請等を受け付けた日時が申請者

に対して明らかとなるようにすることが適当である。 

 

３ 運用体制の整備 

プラットフォーム事業者における削除の実施に係る運用体制について、日本

の文化・社会的背景を踏まえた対応がなされるよう整備を求めるべきとの指摘

がある。これを踏まえて、プラットフォーム事業者は、自身が提供するサービ

スの特性を踏まえつつ、我が国の文化・社会的背景に明るい人材を配置するこ

とが適当である。 

他方、運用体制については法律において詳細を定めるべきではなく、各事業

者の自主的な判断に任せるべきとの意見もある。こうした意見に鑑みれば、プ

ラットフォーム事業者の自主性や負担に配慮し、前述の人材配置は、日本の文

化・社会的背景を踏まえた対応がなされるために必要最低限のもののみを求め

ることが適当である。 

 

４ 申請の処理に関する期間の定め 

現在、プラットフォーム事業者の中で申請に対する標準処理期間を定めてい

るものは確認されていないが、申請の処理に関する期間を定めることによって、

迅速に審査し、対応を判断することが期待される。プラットフォーム事業者が

具体的な処理期間内に対応を行うことで、違法・有害情報の拡散防止に寄与し、

被害者救済に資するとの意見がある。 

これに対して、サービスによって投稿内容やその分量によって判断に要する

期間が異なる中で、当該期間を定めると、事業者が自ら定めた期間を遵守する
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ことだけにとらわれて申請内容を十分に吟味できず、的確な判断ができなくな

り、結果として発信者の表現の自由に著しい影響を及ぼしかねないといった問

題が生じるとの指摘がある。 

他方、プラットフォーム事業者が、申請に係る投稿が申請者の権利を侵害し

ているかどうかの判断に時間がかかるのであれば、その旨及びその理由につい

て、申請者に対して説明するべきとの意見もある。 

このため、基本的には、プラットフォーム事業者に対し、一定の期間内に、

削除した事実又はしなかった事実及びその理由の通知を求めることが適当であ

る。その際、事業者による的確な判断の機会を損なわないよう、発信者に対し

て意見等の照会を行う場合や専門的な検討を行う場合、その他やむを得ない理

由がある場合には、一定の期間内に検討中である旨及びその理由を通知した上

で、一定の期間を超えての検討を認めることが適当である。なお、以下「５ 判

断結果及び理由に係る通知」のとおり、プラットフォーム事業者が一定の期間

を超えた検討の後に判断を行った際にも、申請者に対して対応結果を通知し、

削除が行われなかった場合にはその理由をあわせて説明することが適当である。 

「一定の期間」の具体的な日数については、アンケート結果によれば、プラ

ットフォーム事業者による不対応が一週間より長い期間続いた場合に許容でき

ないとする人の割合が 8割超に上ること5、誹謗中傷等の権利侵害について事業

者が認識した事案においては実務上一週間程度での削除が合理的であると考え

られること6等を踏まえれば、一週間程度とすることが適当である。ただし、刻々

と変化する情報通信の技術状況に鑑みれば、期間を定めるに当たっては、一定

の余裕を持った期間設定が行われることが適当である。 

 

５ 判断結果及び理由に係る通知 

プラットフォーム事業者は、削除の実施に係る申請等を受けた場合、その申

請等に応じたかといったことを申請者に対して必ずしも通知していない。申請

等に基づく対応結果に係る通知がないと、申請等に対する対応状況や削除が実

施されなかった場合に、申請方法が悪かったのか、証拠が不十分だったのか等

を申請者において把握することが難しく、異議申立て等が困難との指摘がある。 

                                                      

 
5 参考 7 〇〇より長い期間不対応であった場合に許容できない人の割合 
6 誹謗中傷の事案ではないものの、具体的な日数を示した裁判例として、楽天チュッパチャ

プス事件（知財高判平成 24年 2月 14日判タ 1404号 217頁）において、訴状の送達により

商標権侵害の事実を知ったときから 8日間での削除は合理的な期間内での是正であると判

断された。 
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このようなことから、プラットフォーム事業者が判断を行った場合には、申

請者に対して対応結果を通知し、削除を行わなかった場合にはその理由をあわ

せて説明することが適当である。その際、申請件数が膨大となり得ることも踏

まえ、過去に同一の申請者から同一の申請が繰り返し行われていた場合等の正

当な理由がある場合には、判断結果及び理由の通知を求めないことが適当であ

る。 

 

６ 対象範囲 

（１） 対象とする事業者 

「第３章 プラットフォーム事業者の対応の迅速化に係る規律」の対象と

する事業者の範囲については、違法・有害情報が流通した場合の被害の大き

さ（拡散の速度や到達する範囲、被害回復の困難さ等）、事業者の経済的活動

（特に新興サービスや中小サービスに生じる経済的・実務的負担の問題）や

表現の自由に与える影響、削除の社会への影響等を踏まえ、権利侵害情報の

流通が生じやすい不特定者間の交流を目的とするサービスのうち、一定規模

以上のものに対象を限定することが適当である。 

定性的な要件については、権利侵害情報の流通の生じやすさから、不特定

者間の交流を目的とすることに加えて、他のサービスに付随して提供される

サービスではないことも考慮することが適当である。 

規模については、サービスによっては必ずしも利用者登録を要しないこと

を踏まえて、アクティブユーザ数や投稿数といった複数の指標を並列的に用

いて捕捉することが適当である。このような指標の具体的なデータの取得に

当たっては、第一次的には事業者から直接報告を求めることが適当である。

しかしながら、事業者からの報告が望めない場合等においては、他の情報を

基に数値を推計することが適当である。 

また、内外無差別の原則を徹底する観点から、エンフォースメントも含め、

海外事業者に対しても国内事業者と等しく規律が適用されるようにすること

が適当である。 

（２） 対象とする情報 

誹謗中傷等対策 WG において誹謗中傷等を念頭に議論が進められてきたこ

とを踏まえれば、「第３章 プラットフォーム事業者の対応の迅速化に係る規

律」の対象となる情報の範囲には、誹謗中傷等の権利侵害情報を含めること

が適当である。 

これに加えて、個別の行政法規（医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安
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全性の確保等に関する法律、職業安定法等）に抵触する違法情報や有害情報

を対象に含めることも考えられる。 

もっとも、個別の行政法規に抵触する情報については、行政法規について

は行政機関でなければその適用の可否の判断が困難であるとともに、個別具

体的な行政法規の立法過程において保護法益と特定の情報の流通を制限する

利益との衡量が図られるべきである。加えて、受信者の属性や文脈によって

外延が変化する有害情報については、法律上の定義が困難であること等から、

法的な枠組の中で「第３章 プラットフォーム事業者の対応の迅速化に係る

規律」の対象として位置付けることは慎重であるべきである。 

これらを踏まえ、「第３章 プラットフォーム事業者の対応の迅速化に係る

規律」については、その対象となる情報の範囲を誹謗中傷等の権利侵害情報

に限定することが適当である。なお、権利ごとに権利の性質や権利侵害の成

否に係る判断の難しさに差異があることを踏まえ、具体的措置を求めるに当

たっては、ガイドライン等の策定により、その運用のあり方を整理すること

が適当である。その際、ガイドライン等の策定は、開かれた場で、実際に運用

を行うプラットフォーム事業者を含む関係者の意見を丁寧に聴取しながら進

めることが適当である。 
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第４章 プラットフォーム事業者の運用状況の透明化に係る規律 

「第３章 プラットフォーム事業者の対応の迅速化に係る規律」と同様に7、「第

４章 プラットフォーム事業者の運用状況の透明化に係る規律」についても、プ

ラットフォーム事業者の誹謗中傷等を含む情報の流通の低減に係る責務を踏まえ、

法制上の手当てを含め、プラットフォーム事業者に対して以下の具体的措置を求

めることが適当である。 

 

１ 削除指針 

プラットフォーム事業者は、自ら利用規約及びポリシーを定めて削除やアカ

ウントの停止・凍結（以下「削除等」という。）を実施している。 

しかしながら、プラットフォーム事業者の利用規約等に基づく削除等に関す

る本研究会におけるヒアリング結果8や被害者等からの指摘によれば、削除等の

基準が必ずしも明らかではない事業者も存在すると考えられる。特に、海外事

業者については、ポリシーがグローバルに適用される前提で作成されているこ

ともあり、削除等の基準が日本の法令や被害実態に則していない、事業者によ

る削除等の基準が不透明であるとの指摘がある。 

このため、利用者にとっての透明性、実効性の観点から、削除等の基準につ

いて、海外事業者、国内事業者を問わず、投稿の削除等に関する判断基準や手

続に関する「削除指針」を策定し、公表させることが適当である。また、新し

い指針や改訂した指針の運用開始に当たっては、原則として、事前に一定の周

知期間を設けることが適当である。 

「削除指針」の策定、公表に当たっては、日本語で、利用者にとって、明確

かつ分かりやすい表現が用いられるようにするとともに、日本語の投稿に適切

に対応できるものとすることが適当である。また、プラットフォーム事業者が

自ら探知した場合や特定の者からの申出があった場合等、削除等の対象となっ

た情報をプラットフォーム事業者が認知するに至る端緒の別に応じて、できる

限り具体的に、投稿の削除等に関する判断基準や手続が記載されていることが

適当である。 

その際、削除指針をあまりに詳細に定め公表することにより、悪意ある投稿

者によって、削除指針を参考に削除等の対象となることを避けながら投稿する

                                                      

 
7 9ページ「第 3章 プラットフォーム事業者の対応の迅速化に係る規律」冒頭 1段落目

から 3段落目を参照のこと。 
8 参考 8 プラットフォーム事業者等による対応のモニタリング結果 
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という悪用が行われうるという指摘がある。これを踏まえ、過度に詳細な記載

までは求めないことが適当である。ただし、個人情報の保護等に配慮した上で、

実際に削除指針に基づき行われた削除等の具体例を公表することで、利用者に

対する透明性を確保することが適当である。 

 

２ 発信者に対する説明 

プラットフォーム事業者が投稿の削除等を講ずるとき、対象となる情報の発

信者に対して、投稿の削除等を講じた事実及びその理由を説明することが、異

議申立ての機会の確保等の観点から重要との指摘がある。 

このため、プラットフォーム事業者が投稿の削除等を講ずるときには、対象

となる情報の発信者に対して、投稿の削除等を講じた事実及びその理由を説明

することが適当である。理由の粒度については、削除指針におけるどの条項等

に抵触したことを理由に削除等の措置が講じられたのか、削除指針との関係を

明らかにすることが適当である。また、過去に同一の発信者に対して同様の通

知等の措置を講じていた場合や、被害者の二次的被害を惹起する蓋然性が高い

場合等の正当な理由がある場合には、発信者に対する説明を求めないことが適

当である。 

 

３ 運用状況の公表 

プラットフォーム事業者においては、削除等の取組について、各社が独自に

透明性レポートを公表しているほか、本研究会における発表を行っている。し

かしながら、プラットフォーム事業者の削除等の取組状況については、2022年

に本研究会において実施したヒアリング結果や被害者等からの指摘によれば、

その運用状況は必ずしも明らかではないと考えられる。 

このため、プラットフォーム事業者の説明責任を確保する観点から、諸外国

の取組も踏まえつつ、事業者の取組や削除指針に基づく削除等の状況9を含む運

用状況の公表を求めることが適当である。 

公表の対象とする事項については、上記の「第３章 プラットフォーム事業

者の対応の迅速化に係る規律」並びに「第４章 プラットフォーム事業者の運

用状況の透明化に係る規律」のうち「１ 削除指針」及び「２ 発信者に対す

る説明」が利用者にとって重要性が高い事項について一定の措置を求めている

                                                      

 
9 「削除等の状況」は、削除の申出状況、実際の削除件数、削除を実施した具体的なケース

等が考えられる。 
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ことを踏まえ、これらの運用状況の公表を求めることが適当である。 

 

４ 運用結果に対する評価 

プラットフォーム事業者各社は、削除等の取組状況に係る評価と改善につい

て、独自に透明性レポートを公表しているほか、本研究会においても発表を行

っている。 

しかしながら、その評価と改善については、そもそもその運用状況に関する

公表事項が限定的であるため、外部の評価が困難であるとの課題がある。他方、

公表事項については、個人情報や秘匿性の高い情報を守る必要性等を踏まえて、

プラットフォーム事業者における一定程度の柔軟性と裁量が保たれるべきとの

意見がある。 

このため、運用結果に対する評価に当たっては、個人情報や秘匿性の高い情

報に対して配慮した上で、外部からの検証可能性を確保し、客観性や実効性を

高めることが望ましい。 

 

５ 取組状況の共有 

本研究会では、これまで、個別のプラットフォーム事業者や個別のサービス

のみならず、日本の利用者に関連する違法・有害情報の全体の流通状況を俯瞰

するとともに、プラットフォーム事業者をはじめとする各ステークホルダーに

おける取組状況の共有を行ってきた。 

こうした違法・有害情報の全体の流通状況やプラットフォーム事業者をはじ

めとする各ステークホルダーにおける取組状況については、引き続き継続的か

つ専門的に把握・共有することが望ましい。 

その際、情報の取扱いについて、個々の投稿の内容を扱う場合、当該情報が

個人情報保護法上の「個人情報」に該当する可能性があることや、その内容に

よってはプライバシーの問題が生じること等に留意する必要がある。 

 

６ 対象範囲 

（１） 対象とする事業者 

「第４章 プラットフォーム事業者の運用状況の透明化に係る規律」につ

いても、上記「第３章 プラットフォーム事業者の対応の迅速化に係る規律」

の「６（１）対象とする事業者」における整理が妥当することから、その対象

事業者の範囲は「第３章 プラットフォーム事業者の対応の迅速化に係る規
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律」と同じ範囲に限定することが適当である。 

 

（２） 対象とする情報 

誹謗中傷等対策 WG では誹謗中傷等を念頭に議論が進められてきたことを

踏まえれば、「第４章 プラットフォーム事業者の運用状況の透明化に係る規

律」の対象となる情報の範囲には、誹謗中傷等の権利侵害情報を含めること

が適当である。 

加えて、利用者のサービス選択や利用に当たっての安定性及び予見性を確

保する観点からは、情報の種類如何に関わらず、プラットフォーム事業者が

削除等の措置を行う対象となる情報について、プラットフォーム事業者の措

置内容を明らかにすることが適当である。 

以上を踏まえて、「第４章 プラットフォーム事業者の運用状況の透明化に

係る規律」において対象とする情報の範囲については、削除等の対象となる

全ての情報とすることが適当である。なお、権利ごとに権利の性質や権利侵

害の成否に係る判断の難しさに差異があることを踏まえ、具体的措置を求め

るに当たっては、ガイドライン等の策定により、その運用のあり方を整理す

ることが適当である。その際、ガイドライン等の策定は、開かれた場で、実際

に運用を行うプラットフォーム事業者を含む関係者の意見を丁寧に聴取しな

がら進めることが適当である。 
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第５章 プラットフォーム事業者に関するその他の規律 

 

１ 個別の違法・有害情報に関する罰則付の削除義務 

違法・有害情報の流通の低減のために、プラットフォーム事業者に対して、

大量に流通する全ての情報について、包括的・一般的に監視をさせ、個別の違

法・有害情報について削除等の措置を講じなかったことを理由に、罰則等を適

用することを前提とする削除義務を設けることも考えられる。 

しかしながら、このような個別の情報に関する罰則付の削除義務を課すこと

は、この義務を背景として、罰則を適用されることを回避しようとするプラッ

トフォーム事業者によって、実際には違法・有害情報ではない疑わしい情報が

全て削除されるなど、投稿の過度な削除等が行われるおそれがあることや、行

政がプラットフォーム事業者に対して検閲に近い行為を強いることとなり、利

用者の表現の自由に対する制約をもたらすおそれがあること等から、慎重であ

るべきである。 

 

２ 個別の違法・有害情報に関する公的機関等からの削除要請 

現状、法務省の人権擁護機関や警察庁の委託事業であるインターネット・ホ

ットラインセンター等の公的機関等から、プラットフォーム事業者に対して、

違法・有害情報の削除要請が行われており、また、かかる要請を受けたプラッ

トフォーム事業者は、自らが定めるポリシーの条項への該当性や違法性の判断

に基づき投稿の削除等の対応を行っており、これには一定の実効性が認められ

ると考えられる10。 

しかしながら、この要請に応じて自動的・機械的に削除することをプラット

フォーム事業者に義務付けることについては、公的機関等からの要請があれば

内容を確認せず削除されることにより、利用者の表現の自由を実質的に制約す

るおそれがあるため、慎重であるべきである。 

なお、プラットフォーム事業者が、法的な位置付けを伴わない自主的な取組

として、通報に実績のある機関からの違法・有害情報の削除要請や通報を優先

的に審査する手続等を設け、公的機関等からの要請をこの手続の中で取り扱う

ことは考えられる。その場合でも、違法・有害情報に関する公的機関等からの

削除要請に関しては、その要請に強制力は伴わないとしても、事後的に要請の

                                                      

 
10 これらの要請に際しては、違法性について専門的かつ慎重な判断が行われた上で、要件

を満たす投稿のみについて削除要請がされている。 
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適正性を検証可能とするために、公的機関等及びプラットフォーム事業者双方

においてその透明性を確保することが求められる。 

 

３ 違法情報の流通の監視 

（１） 違法情報の流通の網羅的な監視 

プラットフォーム事業者に対し、違法情報の流通に関する網羅的な監視を

法的に義務付けることは、違法情報の流通の低減を図る上で有効とも考えら

れる。 

しかしながら、行政がプラットフォーム事業者に対して検閲に近い行為を

強いることとなり、また、事業者によっては、実際には違法情報ではない疑わ

しい情報も全て削除するなど、投稿の過度な削除等が行われ、利用者の表現

の自由に対する実質的な制約をもたらすおそれがあるため、慎重であるべき

である。 

（２） 繰り返し多数の違法情報を投稿するアカウントの監視 

インターネット上の権利侵害は、スポット的な投稿によってなされるケー

スも多い一方で、そのような投稿を繰り返し行う者によってなされているケ

ースも多く、違法情報の流通の低減のために有効との指摘がある。 

しかしながら、プラットフォーム事業者に対し、特定のアカウントを監視

するよう法的に義務付けることは、「（１）違法情報の流通の網羅的な監視」と

同様の懸念があるため、慎重であるべきである。 

（３） 繰り返し多数の違法情報を投稿するアカウントの停止・凍結等 

繰り返し多数の違法情報を投稿するアカウントへの対応として、アカウン

トの停止・凍結等を行うことを法的に義務付けることも考えられるが、この

ような義務付けは、ひとたびアカウントの停止・凍結等が行われると将来に

わたって表現の機会が奪われる表現の事前抑制の性質を有しているため、慎

重であるべきである。 

 

４ 権利侵害情報に係る送信防止措置請求権の明文化 

人格権を侵害する投稿の削除を求める権利は、判例法理によって認められて

いるため、一定の要件の下で、権利侵害情報の送信防止措置を請求する権利を

明文化することも考えられる。 

当該権利の明文化によるメリットとしては、①被害者が削除を請求できると

広く認知され、請求により救済される被害者が増えること、②特に海外事業者
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に対して、削除請求に応じる義務の存在が明確化され、対応の促進が図られる

こと、③人格権以外の権利利益（例：営業上の利益）が違法に侵害された場合

であっても請求が可能であることが明確化されることが指摘されている。 

一方で、デメリットとして、①裁判例によれば、特定電気通信役務提供者が

送信防止措置の作為義務を負う要件は、被侵害利益やサービス提供の態様など

により異なるため、請求権を明文化するとしても抽象的な規定とならざるを得

ず、期待される効果は生じないのではないか、②安易な削除請求の乱発を招き、

表現の自由に影響を与えるのではないか、③安易な削除請求の乱発の結果、削

除請求の裁判の実務に混乱が生じるのではないか、④著作権法第 112 条や不正

競争防止法第 3 条などの個別法における差止請求の規定との整合性に課題があ

るのではないかといった点が指摘されている。 

なお、かかるメリット及びデメリットを示した上で実施したアンケートによ

れば、法律での明文化に対する考え方として、全体の半数弱（47.7％）は「メ

リット・デメリットがそれぞれに複数あることから、慎重な議論が必要である」

との回答であった11。 

上記メリット及びデメリット並びにアンケート結果を踏まえて、権利侵害情

報の送信防止措置を請求する権利を明文化することについては、引き続き慎重

に議論を行うことが適当である。 

 

５ 権利侵害性の有無の判断の支援 

（１） 権利侵害性の有無の判断を伴わない削除（いわゆるノーティスアンドテ

イクダウン） 

プラットフォーム事業者において権利侵害性の有無の判断が困難であるこ

とを理由に、外形的な判断基準を満たしている場合、例えば、プラットフォー

ム事業者において、被害を受けたとする者から申請があった場合には、原則

として一旦削除する、いわゆるノーティスアンドテイクダウンを導入するこ

とが考えられる。 

しかしながら、既に、プロバイダ責任制限法 3 条 2 項 2 号の規定により発

信者から 7 日以内に返答がないという外形的な基準で、権利侵害性の有無の

判断にかかわらず、責任を負うことなく送信防止措置を実施できることや、

内容にかかわらない自動的な削除が表現の自由に与える影響等を踏まえれば、

                                                      

 
11 参考 9 3. 権利侵害情報に係る送信防止措置請求権の明文化 
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ノーティスアンドテイクダウンの導入については、慎重であるべきである。 

（２） プラットフォーム事業者を支援する第三者機関 

プラットフォーム事業者の判断を支援するため、公平中立な立場からの削

除要請を行う機関やプラットフォーム事業者が違法性の判断に迷った場合に

その判断を支援するような第三者機関を法的に整備することが考えられる12。 

これらの機関が法的拘束力や強制力を持つ要請を行うとした場合、これら

の機関は慎重な判断を行うことが想定されることや、その判断については最

終的に裁判上争うことが保障されていることを踏まえれば、必ずしも、裁判

手続（仮処分命令申立事件）と比べて迅速になるとも言いがたいこと等から、

上述のような第三者機関を法的に整備することについては、慎重であるべき

である。 

（３） 裁判外紛争解決手続（ADR） 

裁判外紛争解決手続（ADR）については、憲法上保障される裁判を受ける権

利との関係や、裁判所以外の判断には従わない事業者も存在することも踏ま

えれば、実効性や有効性が乏しいこと等から、ADRを法的に整備することにつ

いては、慎重であるべきである。 

 

６ その他 

（１） 相談対応の充実 

インターネット上の違法・有害情報に関する相談対応の充実を図ることは、

突然被害に遭った被害者を支援する上で、極めて重要である。特に、相談のた

らい回しを防ぎ、速やかに迅速な相談を図る観点からは、違法・有害情報相談

機関連絡会（各種相談機関ないし削除要請機関が参加している連絡会）等13に

おいて、引き続き、関連する相談機関間の連携を深め、相談機関間の相互理解

による適切な案内を可能にすることや知名度の向上を図ることが適当である。 

（２） DMによる被害への対応 

プラットフォームサービスに付随する DM（Direct Message）機能において

も、誹謗中傷等の権利侵害をはじめとして多くの問題が発生しており、いか

にして誹謗中傷被害を防止するかという大局的な観点から、DM による被害に

                                                      

 
12 事業者団体において、削除対応等の参考とするため、関連する法令、判例等を踏まえ、

ガイドラインを作成・公表している。 
13 違法・有害情報相談センター、一般社団法人セーファーインターネット協会（SIA）、イ

ンターネット・ホットラインセンター、東京都、公益社団法人全国消費生活相談員協会が

参加し、法務省人権擁護局、警察庁サイバー警察局等がオブザーバーとなっている。 
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ついても取り組むべきとの意見があった。具体的には、例えば、DM などの一

対一の通信についても発信者情報開示請求を可能とすべきとの意見があった。 

しかしながら、現行の発信者情報開示制度は、情報が拡散され被害が際限

なく拡大するおそれがあることに着目して不特定の者に受信されることを目

的とする通信を対象とする規定となっているものであり、根本的な見直しを

必要とする事情等があるか否かについて、生じる被害の法的性質も考慮しな

がら、引き続き状況の把握に努めることが適当である。 

（３） 特に青少年にまつわる違法・有害情報の問題 

違法・有害情報が未成年者に与える影響を踏まえて、未成年者のデジタル

サービス利用の実態（未成年者におけるプラットフォームサービスの利用実

態、青少年保護のための削除等の実施状況や機能、サービス上の工夫等）を把

握した上で、必要な政策を検討すべきとの指摘があった。この点については、

諸外国における取組のほか、日本における関連する機関や団体等における検

討状況について、引き続き把握及びその対策の検討に努めることが適当であ

る。 

（４） その他炎上事案への対応 

個々の投稿に違法性はないものの全体として人格権を侵害している投稿群

の事案（いわゆる「炎上事案」）に対応するニーズも存在しており、このよう

な投稿は被害に甚大な影響を与えている。他方、炎上事案については、法解釈

等の観点から課題が存在していることから、人格権侵害の成否を巡る議論の

動向に注視しつつ、引き続きプラットフォーム事業者の自主的取組を促進す

ることが適当である。 

 

なお、「第５章 プラットフォーム事業者に関するその他の規律」において義

務付け等をすることは慎重であるべきとされた事項についても、プラットフォ

ーム事業者が、利用規約等に基づいて、適切な場面において自主的に行うこと

は、妨げられないと考えられる。 
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第２部 偽情報への対策について 

 

第１章 現状と課題 

 

SNS をはじめとするプラットフォームサービスは、経済活動や国民生活などの

社会基盤になりつつあり、情報流通の基盤にもなっていること、また、プラット

フォームサービスの特性が偽情報14の生成・拡散を容易にし、これらの問題を顕在

化させる一因となっていると考えられることから、特にこのようなプラットフォ

ーム上の偽情報への適切な対応が求められる。 

近年、米国や欧州において偽情報が社会問題15になっていることから、我が国に

おいても近い将来同様の問題が生じ得ることを念頭に、今後の対策を検討すべく、

本研究会では、我が国における偽情報への対応の在り方について記載した 2020年

報告書を策定・公表した。 

この 2020年報告書に基づき、偽情報への対応の在り方について、多様なステー

クホルダーによる協力関係の構築、プラットフォーム事業者による適切な対応及

び透明性・アカウンタビリティの確保、ファクトチェックの推進、ICT リテラシ

ー向上の推進など、10 の方向性について、産学官民で連携を行い、取組を進めて

きた。 

また、インターネット上の偽情報への対策に当たっては、透明性・アカウンタ

ビリティの確保が重要である。そこで、プラットフォーム事業者等の取組が十分

か、また、その透明性・アカウンタビリティが十分果たされているかを検証する

ために、2021年以降、本研究会において、日本国内においてサービスを提供する

プラットフォーム事業者等に対してモニタリングを実施し、プラットフォーム事

業者等における偽情報に関する対応状況と、それらの取組に関する透明性・アカ

ウンタビリティの確保状況の把握を行ってきた。 

 

                                                      

 
14 本研究会では、「最終報告書」（2020年 2月）（ https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-

news/01kiban18_01000075.html ）14頁 脚注 3において、「偽情報（disinformation）」（＝

何らかの意図性を持った虚偽の情報）及び「誤情報（misinformation）」（＝単なる誤った

情報）などをいずれも含める形で「偽情報」と記載しており、本第三次とりまとめにおい

ても同様の定義を用いている。もっとも、ヒアリングシートの回答内容を紹介する場面に

おいては、事業者が用いている「偽情報」「disinformation」「誤情報」「misinformation」

等の用語をそのまま記載することとした。 
15 山口真一准教授発表（本研究会（第 42回）資料 2「偽・誤情報の現状とこれから求めら

れる対策」）によれば、2020年以降、グローバルには、新型コロナウイルス感染症やウクラ

イナ侵攻等に関する偽情報が SNS上で拡散するとともに、我が国においても、2022年９月

に発生した静岡県の水害をめぐっては、AIを使って作成した偽の画像が SNSに投稿される

など、偽情報に接触する機会が増加している。 

23



 

 

 

１ プラットフォーム事業者等による対応のモニタリング結果 

 

（１） モニタリングの概要 

 

主要なプラットフォーム事業者に対して、偽情報への対策状況について、

2021 年 9 月の本研究会の中間とりまとめにおいて記載された今後の取組に関

する 10の方向性の項目に沿って、ヒアリングシートに基づく任意の回答を求

め、モニタリングを行った。 

 

  

 

2023年も、2022年と同様に、ヒアリングシートに基づき、本研究会におい

て次のとおりプラットフォーム事業者に対してモニタリングを行い、事業者

団体からも取組状況についてヒアリングを実施した16。 

 

・2023年 2月 10日 本研究会（第 41回） 

                                                      

 
16 ヒアリングにおいては、日本における事業者の取組状況について質問を行ったが、各社の

グローバルな取組についても回答を得ている。 
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対象事業者：ヤフー株式会社、LINE株式会社 

・2023年 4月 13日 本研究会（第 43回） 

対象事業者：Google LLC、Meta Meta Platforms, Inc.、Twitter, Inc. 

 

（２） モニタリングの結果 

 

ア 総論 

 

モニタリングの結果、多様なステークホルダーによる協力関係の構築

や、特定のトピックに関する偽情報や誤解を招く情報の流布に関するポ

リシーの設定、ファクトチェック推進、ICTリテラシー向上に関しては、

日本ファクトチェックセンター（Japan Fact-check Center: JFC）の創

設を通じた協力関係の構築や一般社団法人ソーシャルメディア利用環

境整備機構（SMAJ）での行動規範策定の議論が進んでいることなど、ま

だ十分とは言い切れないものの我が国においても取組が進められつつ

ある。 

Twitter を除く全ての事業者において、我が国における偽情報への対

応及び透明性・アカウンタビリティ確保の取組の進捗は、2022 年 3 月

28日に実施したプラットフォームサービス第 34回におけるヒアリング

（以下「前回ヒアリング」という。）と比較して、一部で進展が見られ

るもののほぼ同等であり、未だ限定的である。特に、Twitter からは、

口頭での発表が行われたものの、ヒアリングシート及び説明資料の提出

がなく（※）、透明性・アカウンタビリティ確保の取組について後退が

あった17。 

※以下「全ての事業者」と記載する場合には、ヒアリングシートの提出

があった、ヤフー、Google、LINE、Metaを指す（Twitter は含まない）。

なお、Twitter による取組については、第 43 回会合における発表の際

に口頭で提供された情報を一部、事務局において確認のうえ掲載してい

る。 

 

イ 各論 

 

                                                      

 
17 本研究会は、事務局を通じて、事業者各社に対し、2023年初めにヒアリングシート及び

発表資料の提出を依頼した。しかし、Twitter からは、いずれの会合についても会合開催日

までにヒアリングシート及び発表資料の提出がなく、事務局を通じて再三依頼を行ったに

もかかわらず、その後も提出がなかった。 
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主な評価項目に関する各事業者の状況は次のとおり。 

 

 

「我が国における実態の把握」関係（２．関係） 

前回ヒアリングに引き続いて、全ての事業者において、発生拡散状況を

把握できる体制や分析・調査内容、我が国における偽情報等の発生・拡散

状況について記載がされている。もっとも、それらの記載は、定性的また

は限定的な記述にとどまり、我が国における偽情報の流通状況に関する実

態把握とその結果の分析・公開が十分に行われているわけではなかった。 

 

各社の具体的な取組は次のとおり。 

ヤフーはパトロールの専門チームによる違法投稿の監視などを通じて、

偽情報の検知、調査及び対応を行っている。また、同社が提供する一部サ

ービスにおいて、メディア透明性レポートの公表を通じて明らかな偽情報

と判断され削除された投稿の件数の公表をしている。このほか、Yahoo!知

恵袋においては、偽情報対策を含めた研究用データを、個人を特定するこ

とができない情報に処理した上で、研究機関に提供している。 

Google は偽情報を含む、有害となる可能性のあるコンテンツに対応す

るために、専門家チームを設け、監視、分析評価、行動計画の立案を行う

とともに、人間と機械によるアプローチを組み合わせて活用している。ま

た、YouTube においては、透明性レポートを発行し、誤った情報に関する

ポリシー含む全世界の動画削除数を公開している。このほか、YouTubeの

動画メタデータに関して、APIを通じて研究者に公開するなどの取組を行

26



 

 

っている。 

LINE は①機械的なチェックや②人の目によるチェックを通じて、偽情

報も含めて規約や法令に反するコンテンツが拡散されないように努めて

いる。 

Meta は知識と専門性を有する独立した専門家と連携し、コンテンツの

真実性や、差し迫った危害のリスクを直接助長する可能性が高いか評価し

ている。また、Facebook 及び Instagram において、グローバルにコミュ

ニティ規定施行レポートを通じて取組状況を公表している。このほか、研

究者やファクトチェック団体とパートナーシップを結んでいる。 

 

「多様なステークホルダーによる協力関係の構築」関係（３．関係） 

前回ヒアリングと比較し、JFC の創設を通じた協力関係の構築や SMAJ

での行動規範策定の議論が進んでいることなど、我が国においても取組が

進められつつある。 

 

各社の具体的な取組は次のとおり。 

ヤフーは「デジタル時代における民主主義を考える有識者会議」（主催：

Zホールディングス株式会社）において、デジタルプラットフォームが民

主主義に及ぼす影響やデジタルプラットフォーム事業者に期待される役

割等について、フェイクニュースなどの例をもとに検討を行っている。そ

のほかにも「Disinformation対策フォーラム」（主催：一般社団法人セー

ファーインターネット協会（SIA））へ参加し、有効な対策について多様な

プレイヤーと議論を行うとともに、特定非営利活動法人ファクトチェッ

ク・イニシアティブ（FIJ）の活動に賛同し、寄付の実施・法人会員とし

て参加している。 

Google は SIA に対する支援を通じて、ファクトチェック団体の設立、

日本のインターネット空間における偽・誤情報の傾向に関する調査、啓発

キャンペーンやトレーニングを実施している。また、First Draft やオッ

クスフォード大学のロイターニュース研究所などの組織で行われる研究

への資金提供を通じて、ジャーナリズムにおける偽情報と信頼の問題を探

求する研究者の活動を支援している。 

Meta は市民社会とのパートナーシップを促進し、現地組織のソーシャ

ルメディア監視能力を強化し、利用者の安全を守るためのポリシー、実施

プロセス、製品を改善するために、信頼できるパートナープログラムを構

築するとともに、社会的コミュニケーション技術に関連する

misinformation や分断・分極化といった社会的課題の解決に関心を持つ
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研究者との関係構築やパートナーシップを構築している。 

LINE含む複数社が参加する SMAJ の誹謗中傷／偽情報・フェイクニュー

ス対策 WG において、行動規範の策定に向けた議論が進展している。 

Twitter は、GitHubにおいて、レコメンデーションのアルゴリズムを実

装したソースコードの一部を公開するとともに、第 43 回会合時点におい

て、引き続きアカデミア向けの Twitter API を提供している18。また、誤

解を招く可能性があるツイートに、Twitterユーザが協力して背景情報を

提供することができるコミュニティノートの提供を 2023 年 3 月に開始し

た。 

 

「プラットフォーム事業者による適切な対応及び透明性・アカウンタビリ

ティの確保」関係（４．関係） 

いずれの事業者においても、前回ヒアリングに引き続き、自らのサービ

ス上で生じている我が国における偽情報の問題について適切に実態把握・

公表が行われていない。 

一方で、既にプラットフォーム事業者では、偽情報等の不適切な情報へ

の措置を講じる必要性が認識され、あらかじめ対応方針や基準となるポリ

シーを自主的に設定し、投稿の削除やアカウントの停止等の「コンテンツ

モデレーション」と呼ばれる措置を行っている。プラットフォーム事業者

が自主的に定めている偽情報に関連するポリシーにおいては、前回ヒアリ

ングと同様に、次のような情報や行為がポリシーで禁止するケースがみら

れた。 

 明らかな偽情報（特に健康情報に関するファクトチェックの結果、

反真実であることが明らかな情報） 

 有害な健康関連の偽情報 

 投票者または国勢調査への干渉 

 実際の危害や暴力を助長する偽情報や検証できない噂 

 気候変動に関する不正確な主張 

 なりすまし 

 加工されたメディア（例：実際には発言していない言葉を言ったと

一般の利用者に誤解させるような編集が行われたコンテンツ等） 

前回ヒアリングと同様に、誤情報は、様々な文脈で触れられ、何が誤情

                                                      

 
18 第 44回会合において、東京工業大学笹原和俊准教授から、無料版の APIは廃止されたこ

とに加え、学術研究向け APIについても将来にわたって維持されるか不明であることか

ら、今後、研究がしづらくなる可能性がある旨、指摘がなされた。 
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報か判断するのが難しく、事業者からは、誤情報について包括的な禁止事

項を定めるのは困難であるという回答がみられた。また、誤情報全般を画

一的にポリシーで禁止するのではなく、特定のトピック（COVID-19 感染

症関連や選挙等）に関するポリシーを設定する例が見られた。 

また、前回ヒアリングと同様に、プラットフォーム事業者が定めるポリ

シーについて、社内外の専門家による見直しが行われている例が見られた

が、どのような基準でポリシーが設定されるかは十分明らかではなかった。 

 

全ての事業者において、我が国におけるプラットフォーム事業者による

偽情報への対応及び透明性・アカウンタビリティ確保の取組の進捗は、前

回ヒアリングに引き続いて、限定的であるものの、Google は日本におけ

る偽情報に関する申告や削除要請に対する削除件数における誤情報に関

するポリシー違反に対する削除件数を新たに公表するなど一部で進展が

見られた。一方で、ヤフー及び Meta は 2022年のヒアリングで公表してい

た一部情報について 2023年のヒアリングでは公表がなかった。 

 

各社の具体的な取組は次のとおり。 

ヤフーは、偽情報等に関する主体的な削除件数における Yahoo ニュー

スコメントにおける削除件数を公開しているが、偽情報等に関する申告や

削除要請に対する削除件数について、前回ヒアリングでは回答があったも

のの、「偽情報」という切り口での回答は困難であることから、2023年の

ヒアリングでは回答がなかった。 

Googleは、前回ヒアリング同様、YouTubeに関し、日本国内におけるス

パム、不正行為、詐欺に関するポリシー違反の削除件数を公開するととも

に、新たに誤情報に関するポリシーに違反したとして削除された件数を公

開している。 

LINE は、新型コロナウイルスに関連して、ガイドラインにおいて、健

康に深刻な被害をもたらす誤情報や社会的混乱をもたらす情報や、政府が

公式に否定する情報等について削除を実施しており、新型コロナウイルス

に関するワクチン接種のデマ情報拡散に関する削除件数について、前回ヒ

アリングと同様に回答している。 

Meta は、新型コロナウイルス関係や選挙・政治関係等に関して、グロ

ーバルのポリシーを具体的に設けており、削除・警告表示・表示順位抑制

等の対応を行っている。前回ヒアリングで公開していた偽情報等に関する

申告や削除要請に対する削除件数（日本）について、2023 年のヒアリン

グでは回答がなかった。 
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「利用者情報を活用した情報配信への対応」関係（５．関係） 

全ての事業者において、ほぼ全ての事項について、前回ヒアリングから

大きな変化は見られなかった。 

広告表示先（配信先）の制限： 

いずれの事業者においても、一定の禁止規定や特定の基準に満たない媒

体・サイトへの広告配信を制限する規定が設けられている。 

 

広告の出稿内容に関する制限： 

いずれの事業者においても、偽情報を内容とする広告について、一定の

禁止規定が設けられている。加えて、ヤフーでは、選挙および政治に関す

る広告は、選挙管理委員会や政党、政治団体による広告のみ掲載を認めて

おり、その他の団体や個人による政治に関する広告は、虚偽か否かに関わ

らず掲載を断っている。また、Google では、選挙運動の一環であるサイ

トを宣伝する広告を日本では表示しないようにしている。 

 

ターゲティング技術の適用に関する規定： 

上記の「広告の出稿内容に関する制限」に該当する偽情報の広告や政治

広告はそもそも配信が禁止されているためターゲティング技術の対象と

ならない旨を説明している事業者が多い。なお、ヒアリング結果からは、

（出稿が許されている）政治広告について、どのようなターゲティング技

術に関する対応が行われているかについては明確になっていない（ヤフー

は政治的意図をもってターゲティングを行うことを禁止する規定を 2022

年 1 月から適用、Google は広告主に対して政治的所属に基づくターゲテ

ィングを禁止）。 

 

出稿者の情報や資金源の公開、透明性レポートの公開等： 

全ての事業者において、広告に関する何らかの透明性確保方策が行われ

ている。 

 

各社の具体的な取組は次のとおり。 

ヤフーは、広告出稿者の情報の明示を広告サイト内に明示することを広

告掲載基準に規定している。政治広告の資金源公開については、今後必要

に応じて検討を行う。広告審査等に関する透明性レポートを公開している。 

Google は、全ての広告主から身元や事業内容に関するより多くの情報

を取得するため、適格性確認プログラムを導入。米国等では選挙に関する
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透明性レポートを公開している（日本では選挙広告は禁止のため未提供）。  

Metaは、「広告ライブラリ」において、出資者・金額・リーチした利用

者層などの情報を 7年間収録され検索可能となっている。 

 

「ファクトチェックの推進」関係（６．関係） 

前回ヒアリングと比較し、JFCの創設を通じた協力関係の構築が進んで

いることなど、各事業者において我が国におけるファクトチェック推進団

体やファクトチェック団体、諸外国のファクトチェック団体との連携が行

われている。 

 

各社の具体的な取組は次のとおり。 

ヤフーは、Disinformation 対策フォーラムの議論に参画し、産官学民

の連携を実践。また、ファクトチェック支援団体である FIJ の活動に賛同

し、寄付の実施や法人会員として支援連携している。加えて JFCの設立に

当たって資金提供を行い、2022年 11月より制作されたファクトチェック

コンテンツを Yahooニュースへ掲載している。 

Google は、Google.org による SIA に対する 150 万米ドルの支援を通じ

て、前述の JFCの設立や、日本のネット空間における偽・誤情報の傾向に

関する調査、そして日本の国民が偽・誤情報を識別し拡散を阻止できるよ

うにするための啓発キャンペーンやトレーニングの実施など、偽・誤情報

対策に取り組んでいる。また、Google News Labは、日本の News Lab フ

ェローの協力のもと、ジャーナリストや大学生を対象に、偽情報や誤った

情報の識別、検索の有効活用、地図や衛星画像の活用など、ジャーナリズ

ムにおけるデジタル技術の活用方法に関する研修を実施している。 

LINE は、LINE Taiwan の LINE ファクトチェックサービスでは、5 つの

ファクトチェック機関（うち 2社は国際ファクトチェックネットワーク19

（IFCN）認証を取得）と連携している。また、我が国では FIJに正会員と

して参加し活動を支援している。 

Meta は、日本を含むグローバルにおけるファクトチェック推進に向け

た取組として、コンテンツの識別、審査および措置の遂行のために、IFCN

に認証された独立した第三者ファクトチェック団体やファクトチェック

パートナーと連携している。また、IFCN と共同で、ファクトチェック入

                                                      

 
19 世界中のファクトチェッカー及び事実に基づく情報の擁護者のコミュニティを結集させ

る目的で、米国において、Poynter Institute（ポインター学院）が 2015年に設立した非

営利組織。 
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門コースを無料で提供している。 

 

「ICTリテラシー向上の推進」関係（７．関係） 

全ての事業者において、引き続き、我が国において偽情報の問題に対応

したリテラシー教育に関する取組が行われている。 

 

各社の具体的な取組は次のとおり。 

ヤフーは、2022 年 2 月に、ニュースを正しく理解するための学習コン

テンツ「Yahoo！ニュース健診」を公開し、のべ 10万人が参加した。 

Googleは、引き続き、「Google News Initiative」を筆頭に、数多くの

メディア・リテラシープログラムを立ち上げ、支援を行っている。また、

我が国において、2022 年、学生にファクトチェックと検証のスキルを学

んでもらう「ファクトチェック・チャレンジ」の第二回目を実施した。加

えて、ファクトチェックを含む主要なオンラインリテラシーのトピックを

扱うオンライン・リテラシー・カリキュラムを中学生・高校生に提供して

いる。その他、「Grow with Google」「ウェブレンジャー」等のプロジェク

トを実施。 その他研究活動やジャーナリズム人材育成に係る活動を実施

している。 

LINEは、GIGA スクール構想の展開にあわせ、2022年 7 月に新たな活用

型情報モラル教材「GIGA ワークブック」を開発した。同年 9 月から、全

国の小中学校で無償提供を開始している。 

Meta は、Facebook や Instagram でオンラインいじめやハラスメント対

策などのリソースを提供する「みんなのデジタル教室」を、日本で 2020

年 12月に開始したが、引き続き取組を推進し、24,000人以上が講座を受

講した。 

 

「研究開発の推進」関係（８．関係） 

前回ヒアリングと同様に、全ての事業者において AI 技術に関する研究

開発が行われているとともに、Google 及び Meta においては、「ディープ

フェイク」対策の研究開発も実施されている。 

 

各社の具体的な取組は次のとおり。 

ヤフーは、AI 技術に関し、偽情報に関する機械学習の開発研究は行っ

ていないが、コメント欄など UGC 機能における品質観点での AI 開発は引

き続き実施している。 

Google は、AI 技術に関し、①有害なコンテンツを積極的に検出してフ
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ラグ付けをする、②以前に削除されたコンテンツと酷似しているコンテン

ツは自動的に削除する、という２つの方法で機械学習を導入している。ま

た、スパムなどポリシー違反の確度が高いコンテンツのみをシステムが自

動的に削除し、残りは人間によるレビューを行うためにフラグ立てを行っ

ている。2022 年第 3四半期に、日本の IPアドレスからアップロードされ

たもののコミュニティガイドラインに違反して削除された動画のうち、

91％が自動システムによって最初にフラグが立てられた。加えて、ディー

プフェイク対策に関し、2019 年、高性能なフェイクオーディオ検出器を

開発するための国際的な取組を支援するため、合成された音声に関するデ

ータセットの公開を発表しており、このデータセットは、取組の一環とし

て 150 以上の研究機関や業界団体によってダウンロードされ、現在は自

由に公開されている。 

LINEは、AI技術に関し、NGセンテンス検出技術の研究開発を実施して

いる。 

Metaは、AI技術に関し、AI研究チームと協力し、学者から学び、第三

者ファクトチェック団体とのパートナーシップを拡大し、他の組織（他の

プラットフォームを含む）と協力する方法について話し合っている。違反

コンテンツを事前に検出し、対策を講じるための AI の機能を向上させた

ことで、利用者からの報告への依存度は大幅に低下した。また、ディープ

フェイク対策に関し、2019年には「Deep Fake Detection Challenge」を

立ち上げ、世界中の人々がディープフェイクを検出するためのより多くの

研究やオープンソースのツールの創出を促進している。また、ロイターと

提携し、無料のオンライントレーニングコースを通じて、世界中のニュー

スルームがディープフェイクや操作されたメディアを識別できるよう支

援する取り組みを実施するとともに、2021 年、ミシガン州立大学（MSU）

と共同で、ディープフェイクの検出・帰属の研究手法を新たに発表した。

これは、AI が生成した 1 枚の画像から、その画像を生成するために使用

した生成モデルをリバースエンジニアリングするものであり、この方法に

より、ディープフェイク画像そのものが検出器の唯一の情報であることが

多い実世界でのディープフェイク検出とトレースが容易になった。 

 

「情報発信者側における信頼性確保方策の検討」関係（９．関係） 

前回ヒアリングから引き続き、いずれの事業者も、公共性の高い情報等

をユーザの目に入りやすい位置に優先的に配置する等の取組を行ってい

る。また、ニュースサービスでは、提携媒体の選定基準策定やテクノロジ

ーの活用等により信頼性の高い情報を掲載している。 
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各社の具体的な取組は次のとおり。 

Twitter においては、有名人や政界の要人等に与えられるブルーバッジ

を従前用意していたが、その仕組みを見直し、ブルーバッジ（サブスクリ

プションを行っている者）、ゴールドバッジ（企業）やグレーバッジ（政

府）を加えて、誰が誰とのコミュニケーションをしているか明瞭化を図っ

ている。 

ヤフーは、引き続き、伝統的メディア等と連携体制を構築しているほか、

LINE は影響の大きなメディアとは定期的に情報交換を実施している。前

回ヒアリングと比較し、Google は検索やニュースに関連して、既存のサ

ポートチャネルでは解決できない問題に関して追加のサポートサービス

を提供しているほか、Meta は世界中の出版社と協力し、コミュニティの

構築、ニュースルームの訓練、ニュース出版社と連携して偽情報と戦い、

リテラシーの促進、新しいプラットフォームへの資金提供などを行ってい

る。 

 

２ その他現状等 

 

（１） 偽情報の流通状況 

 

① 偽情報に関する流通状況調査（アンケート調査）の結果 

 

総務省は、我が国や諸外国における偽情報の流通状況に関するアンケー

ト調査を、2021 年 3 月20、2022 年 2 月21に続き、2023 年 3 月にも行った
22,23。 

2023 年 3 月の調査結果によると、直近 1 か月の間にインターネット上

のメディアで偽情報を週 1回以上見かけた人の割合は、日本で 4割台、諸

                                                      

 
20 株式会社野村総合研究所発表（本研究会（第 26回）資料 1「『フェイクニュース』に関す

るアンケート調査結果」）。 
21 みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社発表（本研究会（第 36回）資料 1「令和３年

度 国内外における偽情報に関する意識調査－フェイクニュース及び新型コロナウイルス

関係の情報流通調査結果－」）。 
22 みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社発表（本研究会（第 45回）資料 4「国内外に

おける偽・誤情報に関する意識調査－令和４年度 国内外における偽・誤情報に関する意

識調査より－」）。 
23 グラフについては、参考 12「偽情報に関する流通状況調査（アンケート調査）の結果」

を参照。 
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外国（米、英、仏、韓）で 5～6割台であった。 

情報源ごとの偽情報を見かける頻度は、日本では SNSが最も高く、それ

にニュース系アプリ・サイト、動画投稿・共有サービスが続いた。日本で

直近 1 か月の間に SNS で偽情報を多く見かけたと回答した人の割合は

41.4％であった。 

 

インターネットやメディアで流れる情報全般について、日本において情

報の真偽を見分ける自信を尋ねると、30 代から 60 代にかけて、「自信が

ない」が「自信がある」よりも高くなった。また、具体的な情報に絞って

尋ねると、「新型コロナウイルスやそのワクチンに関する情報」について

は「自信がある」（32.0％）と「自信がない」（30.5％）の差が小さくなっ

た一方、「ウクライナ情勢に関する情報」については、「自信がない」と答

えた割合（41.5％）が情報全般について尋ねた場合（34.8％）よりも高く

なった。 

関連して、インスタグラムを模した架空の人物のアカウント（画像）を

表示し、そのアカウントが本物か偽物か尋ねたところ、日本では、「はい

（本物）」が 5.4％、「いいえ（偽物）」が 57.1％、「わからない」が 37.6％

であった。米国では「はい（本物）」が 21.9％、「いいえ（偽物）」が 62.7％、

「わからない」が 15.4％であり、これと比べると、日本では「はい（本

物）」と答えた人が少ない一方、「わからない」と答えた人が多かった。 

 

日本における偽情報関連の用語の認知度は、高い方から順に、「誤情報」

が 92.8％、「偽情報」が 91.2％、「ディープフェイク」が 61.4％などであ

った。反対に、「アテンションエコノミー」（16.4％）、「エコーチェンバー」

（18.0％）、「フィルターバブル」（21.7％）など、プラットフォームサー

ビスや広告の仕組みに関連する用語の認知度は低かった24。これらの日本

において認知度が低い用語は、他国では 3～5割台の認知度があった。 

新型コロナウイルスやそのワクチンに関して特に信用できる情報源を

尋ねると、日本における回答は、「自国の政府機関による情報発信」

（41.0％）、「世界保健機関（WHO）や専門機関、病院による情報発信」

（27.7％）、「公共放送局による情報発信」（23.7％）、「該当するものはな

い」（23.2％）、「民間放送局による情報発信」（21.2％）、「新聞社による情

報発信」（14.4％）の順に多かった。 

                                                      

 
24 その他、「アルゴリズム」が 61.0％、「おすすめ・レコメンデーション」が 49.9％、「フ

ァクトチェック」が 43.7％、「確証バイアス」が 41.9％であった。 
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インターネット空間を流れる情報についての意見や考え方について、日

本において「強くそう思う」又は「ある程度そう思う」という回答が多か

ったものとしては、下表記載のものが挙げられる。 

 

意見・考え方 
「思う」

割合 

インターネット上で自身が受け取る情報のうち、何が正しいのか、何が

間違っているのかを判断するのは難しい 

70.1％ 

政府は、インターネット上の情報の真偽を見分けられるようにするため

に、メディア情報リテラシーを向上させる機会を提供するべき 

62.4％ 

偽情報・誤情報対策としてファクトチェックがもっと積極的に行われる

ことが必要だ 

61.8％ 

SNS 事業者や検索サービスを提供する事業者は、インターネット上の情

報の真偽を見分けられるようにするために、メディア情報リテラシーを

向上させる機会を提供するべき 

61.3％ 

インターネット上で表示される検索結果やコンテンツ、広告が自身に最

適化される仕組みを理解する必要がある 

54.8％ 

SNS やポータルサイトでファクトチェックの結果をもっと表示させるべ

き 

53.4％ 

 

② 偽情報に関する流通状況及び接触状況調査の結果 

 

上記①とは別に、実際のコロナワクチンと政治関連の偽情報 12 件を使

って行われた 2022 年の調査結果25によると、40.4％の人が 1 つ以上に接

触していた。偽情報に接触して、その情報が誤っていることに気づいた割

合は、コロナワクチン関連が 43.4％、政治関連は 20.3％にとどまった。

年代別に見ると、とりわけ政治関連の偽情報において、50 代や 60代（誤

っていることに気づいた割合がそれぞれ 18.7％、14.2％）の方が、20 代

から 40代にかけての世代（同 20.9％～26.3％）よりも誤っていると気づ

きにくい傾向が見られた。 

偽情報の拡散行動を分析した結果によると、偽情報を拡散しやすい傾向

                                                      

 
25 山口真一准教授発表（本研究会（第 42回）資料 2「偽・誤情報の現状とこれから求めら

れる対策」）。なお、別の調査結果によると、2020年には年間 2,615件（1日平均 7.2件）

の疑似言説が拡散しており、主に新型コロナウイルス感染症関連・米国大統領選挙関連の

偽情報が拡散していた（山口真一准教授発表（本研究会（第 26回）資料 3「わが国におけ

る誹謗中傷・フェイクニュースの実態と社会的対処」））。 
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にあるのは、偽情報を信じている人（コロワクチン関連の偽情報の場合、

誤っていると気づいている人に比べて拡散確率が 20.7 ポイント高い）、

メディアリテラシーや情報リテラシーが低い人（コロナワクチン関連の偽

情報の場合、メディアリテラシーが最も低い人は、最も高い人に比べて拡

散確率が 27.1％高い）である。 

また、コンサバティブに不利なものとリベラルに不利なものの２つの実

際の政治関連の偽情報を使った実証実験の結果によると、コンサバティ

ブ・リベラルいずれの立場でも、偽情報を見て支持を下げる人が少なくな

かった。特に弱い支持をしていた人ほど支持を下げやすい傾向が見られた
26。 

 

（２） 各ステークホルダーの取組状況 

 

① 多様なステークホルダーによる協力関係の構築 

 

偽情報の問題に対しては、多様なステークホルダーによる多面的な議論

が行われ、プラットフォーム事業者、ファクトチェック機関、メディアな

ど関係者間の協力が進められることが必要である。 

 

この点、2020 年 6 月に設立された「Disinformation 対策フォーラム」
27での議論を経て、2022 年 10 月に、我が国における新たなファクトチェ

ック団体として、SIA により、JFC が設立された。JFC は、インターネッ

ト上に流通する偽情報についてファクトチェックを実施し、自団体のウェ

ブサイトのみではなく、ソーシャルメディアやニュースサイトも活用して

ファクトチェック記事を発信するなどの活動を行っており、2023 年 5 月

には IFCN に加盟（認証を取得）した。 

 

このほか、ソーシャルメディア関連事業者による業界団体である SMAJ

は、2022 年 8 月以降、透明性・アカウンタビリティを確保することを主

眼において、会員企業の自主的な取組として、「誹謗中傷、偽情報・フェ

                                                      

 
26 その他、本研究会の場で結果が共有された有識者による調査研究として、偽情報に関す

るニュースの生態系に関する分析（藤代裕之准教授発表（本研究会（第 27回）資料 4「フ

ェイクニュース生成・拡散のメカニズム」））、SNSにおける偽情報の拡散状況や人間の認知

に関する分析（鳥海不二夫教授発表（本研究会（第 26回）資料 2「データから見るフェイ

クニュース」））がある。 
27 事務局： SIA。 
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イクニュースに対する行動規範」の策定に向けた議論を行っている。 

 

以上のような各ステークホルダーによる取組状況を踏まえ、本研究会は、

偽情報に対するコンテンツモデレーションに関する透明性・アカウンタビ

リティ確保のあり方の具体的な検討に向けて、プラットフォーム事業者等

のステークホルダーによる自主的な対応について追加的にヒアリングを

実施し、関係者間で参照しやすい取組集として、「偽情報対策に係る取組

集 Ver.1.0」を取りまとめ、2023 年 3月に公表した。その中では、JFCの

設立のほか、プラットフォーム事業者による各種対策（公共性の高い情報

やデマを打ち消す情報を最も目立つ場所に掲載、ガイドラインに基づく削

除等の強化・ユーザーへの啓発、偽情報に関する人々の行動を調査分析、

政治的広告・投稿の透明性を高めるツールや製品の導入など）、ファクト

チェックの普及活動を行う FIJによるファクトチェック支援システム（疑

義言説の自動検知システム「Fact Checking Console」、疑義言説データベ

ース「Claim Monitor」）の提供等が紹介されている。 

 

② プラットフォーム事業者による適切な対応及び透明性・アカウンタビ

リティの確保 

 

モニタリング結果のとおり。 

 

③ 利用者情報を活用した情報配信への対応 

 

モニタリング結果のとおり。 

 

④ ファクトチェックの推進 

 

上記①のとおり、「Disinformation 対策フォーラム」での議論を経て、

「ファクトチェック機関の創設」に取り組むことが提言されたことから、

SIAが、2022 年 10月に JFCを創設した。2022年 12月時点で累計 40件の

記事を配信しており、累計 Page View 数は 217万 Page View があった。 

 

⑤ 情報発信者側における信頼性確保方策の検討 

 

モニタリング結果のとおり。 
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⑥ ICTリテラシー向上の推進 

 

ICT リテラシーの取組に関して、「ICT 活用のためのリテラシー向上に

関する検討会」（座長：山本龍彦 慶應義塾大学大学院法務研究科教授）に

おいて、2023 年 6 月、短期的又は中長期的に取り組む事項の方向性がロ

ードマップとして整理された。 

偽情報への対応については、「目指すべきゴール像」として、「情報の批

判的受容」等、「デジタル社会の構成員として、他者への影響に配慮し、

健全な情報空間確保のための責任ある行動を取ることができること」が設

定されている。 

特に短期的に取り組む事項としては、「リテラシーの全体像と指標の作

成」、「世代共通課題」（インターネット上の情報流通に関する仕組み、ビ

ジネスモデルの理解等を含む課題に対応した教材の開発など）に加え、生

成 AIを念頭に「AIの活用におけるリテラシーの整理」が挙げられた。 

 

⑦ 研究開発の推進 

 

第 45 回会合において行われたみずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会

社の発表によれば、以下のとおりである。 

偽情報検知等を目的に研究開発された ICT ツールは、目的別に、「コン

テンツの検証」、「リソースの信頼性検証」、「フェイクニュース検出」、「コ

ンテンツの検証作業支援」、「その他」に分類できる。GPT-3、GPT-4、LaMDA、

PaLM、LLaMA などの大規模言語モデル（LLM）は、偽情報を含む文章生成ツ

ールに用いられるリスクもある一方で、偽情報を検知するためのツールに

用いられる可能性もある。加えて、別目的で開発されたツールを偽情報の

検知等に応用できる可能性もある。 

例えば日本の技術だと、AI により生成されたフェイク顔映像を自動判

定するプログラムを開発した、コンテンツ検証のための「SYNTHETIQ 

VISION」（国立情報学研究所シンセティックメディア国際研究センター 越

前センター長と山岸副センター長のグループ）や、同じくコンテンツ検証

のためのディープフェイク検出 AI「Self-Blended Images (SBIs)」（東京

大学情報理工学系研究科電子情報学 山崎准教授と院生による研究）が挙

げられる。また、疑似言語収集システムと疑似言説データベース、そして

ファクトチェックナビから構成されるファクトチェック支援システム

（FIJが提供）がある。更に、ネット上で意見の分断が起きている、少数

の人が発信しているニュース記事に対してアラートを出す仕組みを開発・
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実証した「フェイクアラート」（TDAI Lab、東京大学鳥海教授、NHKの共同

研究、実証）といったツールがある。 

 

⑧ 国際的な対話の深化 

 

偽情報の問題に対して、国際的な対話を深めていくことが望ましい。 

 

この点、前述のとおり、総務省では、偽情報も含めたインターネット上

の違法・有害情報対策に関する国際的な制度枠組みや対応状況を注視し、

対応方針について国際的な調和（ハーモナイゼーション）を図るため、国

際的な対話を実施している。 

 

加えて、2023 年 4 月 29 日及び 30 日に、デジタル庁・総務省・経済産

業省が共同で「G7群馬高崎デジタル・技術大臣会合」を開催した。「自由

でオープンなインターネットの維持・推進」など 6つのテーマについて議

論が行われ、成果として「G7デジタル・技術閣僚宣言」が採択された。同

宣言の中で、偽情報対策に関する民間企業や市民団体を含む関係者による

プラクティス集（EPaD：Existing Practices against Disinformation）

を作成し、国連主催のインターネット・ガバナンス・フォーラム（IGF）

2023で発表することが宣言された。 

 

３ 情報空間の健全性に関する派生的論点 

 

第二次とりまとめにおいて、インターネット上の言論空間には、プラットフ

ォーム事業者によるレコメンデーションによってユーザが無意識のうちにフィ

ルターバブルに閉じ込められることやエコーチェンバー効果が発生することで、

攻撃的な傾向への誘導やフェイクニュースの拡散、社会的分断を生じ得るとの

指摘があった（第二次とりまとめ 97 頁 脚注 60）。そこで、かかる指摘につい

て、とりわけ偽情報の拡散への影響等を検証する観点から、以下のとおり、ト

ピックごとに有識者へのヒアリングを実施した。 

 

（１） フィルターバブル 

 

第 44回会合において、東京工業大学笹原和俊准教授から、フィルターバ

ブルの定義及び実態について発表が行われた。 
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フィルターバブルとは、インターネット上の情報が、個々のユーザの関心

や過去の検索履歴、閲覧履歴などに基づいて選択的に表示される現象である

とされている。 

フィルターバブルに関する研究は、プラットフォーマーがアルゴリズムを

公開しない限り、アルゴリズムの振る舞いを正確に把握することは難しい点

が指摘されつつ、リコメンデーション機能によって、特定の思想の方向に誘

引されることを示す研究28や、一方で、アルゴリズムによってフィルターバ

ブルが生じているのではなく、友人等社会的ネットワークが情報の偏りに影

響を及ぼしているとする研究29も紹介された。 

 

（２） エコーチェンバー 

 

第 44回会合において、東京工業大学笹原和俊准教授から、エコーチェン

バーの定義、実態及び仕組みについて発表が行われた。 

エコーチェンバーとは、同じ意見を持つ人々が集まり、自分たちの意見を

強化し合うことで、多様な視点に触れることができなくなってしまうような

現象、同じ意見でハウリングが起こってしまうような現象とされており、音

が反響する物理現象のメタファーとして用いられている。 

エコーチェンバーが実際に発生しているかどうかを可視化した例として、

2020年の米国大統領選時における、ツイートの拡散に見る「リベラル系」と

「保守系」のイデオロギーの分断等を可視化した研究30が紹介された。 

また、エコーチェンバーの仕組みについての分析として、数理モデルを用

いたシミュレーションにより、社会的影響を強化したり、アンフォローを高

頻度で行うというオンライン上での行動及びそのようなアンフォローを可能

にするプラットフォームのアーキテクチャーが、エコーチェンバーの発生を

加速化することを示した研究31が紹介された。 

                                                      

 
28 Ribeiro, M. et al. “Auditing radicalization pathways on YouTube” (Proc. of 

the 2020 Conference on Fairness, Accountability, and Transparency) 

https://doi.org/10.1145/3351095.3372879 
29 Bakshy et al. “Exposure to ideologically diverse news and opinion on 

Facebook” (Science (2015)) https://doi.org/10.1126/science.aaa1160 
30 W. Xu and K. Sasahara “Characterizing the roles of bots on Twitter during the 

COVID-19 infodemic” (Journal of Computational Social Science (2022) 5: 591–609) 

https://doi.org/10.1007/s42001-021-00144-6 
31 Sasahara, et al. “Social influence and unfollowing accelerate the emergence of 

echo chambers” (Journal of Computational Social Science (2021) 4: 381-402) 

https://doi.org/10.1007/s42001-022-00167-7 
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出典：プラットフォームサービスに関する研究会（第 44回）資料 1「エコーチ

ェンバーとフィルターバブル:プラットフォームが促進するフィードバックルー

プ」 

 

エコーチェンバーとフィルターバブルの共通点として、どちらも情報源を

制限する環境（あるものは隠し、あるものはより見せるという構造）になっ

ていること、選択的接触を加速させていることが指摘された。これらによ

り、情報の偏りや視野の狭窄が生じ、このような偏りが過度なものとなるこ
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とで、意見の偏り、極性化、対立、分断が生じ得ることが指摘された。他方

で、選択的接触が意見の偏り、極性化、対立、分断に対してどの程度影響を

及ぼすかについて、定量的かつ正確には見積もられておらず、影響は小さい

可能性もある点が指摘された32。 

また、前述の影響を低減する方策として、レコメンデーションに関するア

ルゴリズムの公開等の方法により、選択的接触の状況を可視化するという方

策が指摘された33。 

 

（３） 分極化 

 

第 44回会合において、大阪大学辻大介教授から、インターネット上の政

治的分極化について発表が行われた。 

米国においては、「保守」と「リベラル」の政治的分極化が顕在化してお

り、主要因ではないものの、インターネットの利用が一部影響を与えている

のではないかとする先行研究34が紹介された。 

一方で、我が国において、インターネットの利用によって、人々の態度が

分極化されるかについて、イデオロギーが対立しそうな様々なトピックに対

し、アンケート調査票によるサーベイデータを用いて分析したものの、一部

のトピックには分極化効果は見られたものの、大半のトピックに関して分極

化効果は見られなかったとする結果が紹介された。 

 

（４） 情報的健康 

 

第 46回会合において、山本構成員及び東京大学鳥海不二夫教授から、情

報的健康について発表が行われた。 

                                                      

 
32 この点に関し、総務省は、令和 5年度調査研究において、アルゴリズムによる選択的表

示及び個人の情報に対する受動的態度の実態の仮説を検討するため、シミュレーション型

検証（フィルターバブル現象発生の有無についての実態把握及びデータ分析を通じたフィ

ルターバブルの具体的把握）と、並行して大規模アンケート調査（受動的姿勢につながる

①オンライン空間に対する理解状況、②情報摂食行動、③情報に対する価値観の３要素、

フィルターバブルへの対処状況等に関するアンケート調査）を実施予定であり、こうした

研究の実施と結果の公開は有用と考えられる。 
33 情報的健康の観点からも、偽情報への接触度、情報（情報のカテゴリー）の偏り度等の

指標を提示する「情報ドック」の有用性について指摘があった。 
34 Prior, Markus, 2007, Post-Broadcast Democracy: How Media Choice Increases 

Inequality in Political Involvement and Polarizes Elections, Cambridge U.P. 

 

 

43



 

 

2022年 1月、アテンション・エコノミー35が構造的要因となって、作為

的・他律的な「情報偏食」（システム 1が巧妙に刺激され、反射的に「反

応」してしまう世界）が生じており、それが様々な課題（フェイクニュー

ス、誹謗中傷、エコーチェンバーetc.）を惹起している可能性について指摘

し、情報の摂取行動を意識することの重要性（さまざまな情報に触れること

で「免疫」を獲得すること）や、かかる行動を意識できる環境構築の重要性

を主張する「健全な言論プラットフォームに向けて―デジタル・ダイエット

宣言 ver.1.0」が公表された。 

2023年 5月、当該文書を更新する形で公表された「健全な言論プラットフ

ォームに向けて ver2.0 情報的健康を、実装へ」に関して、以下のとおり紹

介がなされた。 

まず、主な変更点は、①情報的健康の定義をより包摂的なものとする変

更、②生成 AI をめぐる論点の追加、③脳神経科学的観点からの検討、④リ

テラシー・教育に関する記述の充実、⑤広告をめぐる論点の追加、⑥通信事

業者をめぐる論点の追加、⑦「不健康」がもたらす具体的害悪の抽出＆基礎

調査、⑧実装に向けた施策の提案、となっており、実装に向けた今後の取組

として、技術的施策、社会的・制度的施策、技術と制度の双方にまたがる施

策の提案がなされた。 

また、デジタルプラットフォーム事業者の基本原則として、①「認知過程

の自由」への配慮、②フィルターバブル対策（レコメンダー・システムに対

する主体性の確保 etc.）、③フェイクニュース対策（ファクトチェック機関

との連携 etc.）、④公共的アルゴリズムの「例外的」実装（選挙等／災害／

パンデミック／未成年者保護／有事）、⑤透明性確保（レコメンダー・シス

テムのロジック等の透明性、「情報的健康」へのスタンスの可視化）、⑥責任

体制・ガバナンス（倫理委員会 etc.）、⑦実態把握、がなされるべきではな

いかとの提言が紹介された。 

 

４ 海外動向 

 

（１） 米国 

 

                                                      

 
35 例えば、山口真一准教授発表（本研究会（第 42回）資料 2「偽・誤情報の現状とこれか

ら求められる対策」）においては、「「関心経済」のことで、情報が指数関数的に増加してと

ても人々が読み切ることができない時代において、情報の質よりも人々の関心をいかに集

めるかが重視され、その関心や注目の獲得が経済的価値を持って交換財になるということ

を指す。システム 1（速い思考）を刺激することが収入につながる。」と説明されている。 
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米国では、2022 年に国土安全保障省（DHS）が偽情報ガバナンス委員会

（Disinformation Governance Board）の創設を発表した。その目的は、偽情

報の脅威に対抗するためのベストプラクティスの収集を行うことであった。

しかし、当該発表はソーシャルメディア上で炎上し、メディアによる批判を

受けた結果、DHS は委員会の検討を中止し、同年 8月には活動を停止した。 

 

また、ホワイトハウスは 2022年 9月 8日に専門家や実務家とのリスニング

セッションを開催し、「競争及び、技術プラットフォームの説明責任の強化」

を公表した。背景にある 6 つの懸念事項に偽情報が含まれる。また、改革の

ための 6 つの基本原則には、通信品位法第 230 条によるプラットフォームの

保護の撤廃が原則として記載されていた。 

 

更に、2023 年 1 月から 2 月の第 118 回議会の期間中に、通信品位法第 230

条の改正を伴う法案が 4件提出された。 

 

偽情報に関する州法やポリシーステートメントの例として、新型コロナウ

イルスに関して、ミネソタ州、カリフォルニア州では、医師や看護師といった

専門家による情報発信行為が規制された。カリフォルニア州の場合は、医師

の言論の自由に配慮して、オンライン、テレビ等のパブリックドメイン上で

のコメントは対象外であったが、ミネソタ州の看護委員会のポリシーステー

トメントでは、看護師の情報発信が広く対象となった。また、2023 年 2 月に

は、ニューヨーク州、マサチューセッツ州においてディープフェイクを規制

する法案が提出された。 

 

2022 年に行われた中間選挙に関連し、米国では、州単位でオンライン上に

存在する選挙関連の偽情報への対応が行われるケースが確認された。専門機

関・担当者を設置して選挙活動を監視する取組や、選挙に関する誤った噂に

対して、州や選挙管理部門がウェブサイト上で訂正を行う取組があった。前

者はコロラド州、コネチカット州、カリフォルニア州での取組がある。また、

ノースカロライナ州ではソーシャルメディア上での「月曜日の神話バスター」

や、カリフォルニア州では、「カリフォルニア州選挙のうわさ」等の情報発信

の取組が行われた。 

 

（２） 欧州連合（EU） 

 

デジタルサービス法においては、超大規模オンラインプラットフォーム事
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業者等は、違法コンテンツやシステム上のリスクが起こす悪影響の軽減策の

検討が必要であるとされており（第 35 条）、リスク軽減策の 1 つとして、行

動規範を通じた協力が掲げられている（同条第 1 項(h)）。加えて、このよう

な行動規範の作成は、欧州委員会が奨励・促進するものとされている（第 45

条第 1項）。そして、同法の前文においては、2022年 6月の「強化された偽情

報 に 関 す る 行 動 規 範 」（ The Strengthened Code of Practice on 

Disinfromation 2022）も言及されている（前文（106））。 

この「強化された偽情報に関する行動規範」には、幅広い関係者が署名を行

っており、2023 年 5月 25 日時点において、署名者が 34 者に増えている。同

行動規範は第Ⅱ章から第Ⅹ章で構成されており、44のコミットメント、128の

措置、指標が含まれている。 

そして、2023 年 1 月には、同行動規範に対する初のベースラインレポート

が提出された。2023 年 2 月、Google、Meta、TikTok、Microsoft が初めて EU

加盟国レベルでデータを提供し、各署名者のレポートは、同行動規範の規定

に基づき「透明性センター」と呼ばれるウェブサイト上に公開された。一方、

Twitter（現 X）の報告はデータ不足との指摘を受けている。 

 

（３） 豪州 

 

豪州では、デジタル産業の業界団体である DIGI が、2019 年 12 月に発表さ

れた政府からの要請に応じて検討を行い、2021 年 2 月に「偽・誤情報に関す

るオーストラリアの行動規範」を策定・公表した。同行動規範への署名者 8者

は、2021年 5 月 22日、2022 年 5月 30 日の 2回、透明性レポートを公表して

いる。2回目には、全ての署名者のレポートが専門家によって事前レビューさ

れている。 

豪州における偽情報の削減量について各社が情報を公開しており、具体例

として、TikTok は豪州国内で医療関連の偽情報動画の削除件数を月別に公表

している。 

2022年 12月 22日、DIGIが更新版の行動規範を公表している。主な変更点

は、より小規模なデジタルプラットフォームの参加を促進する工夫が追加さ

れた点である。また、偽情報を拡散しないように、レコメンド機能やデジタル

広告に対するコミットメントを追加している。 

豪州では、現在、偽情報対策を目的とした法律の制定に向けた動きがある。

2023年 1月 20 日、政府は同年上半期に、偽情報に関する法案を公開協議にか

ける予定であると公表した。同時に、オーストラリア通信メディア庁（ACMA）

に対して、デジタルプラットフォームへの新たな権限を付与することも公表
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された。例えば、ACMAによる情報収集や、ACMAに強制力のある行動規範の作

成権限を与えるということが含まれる。 

豪州は 2023 年 7月から 8月にかけて、偽情報に対応するための「通信法改

正案」についてパブリックコメントを実施した。 

 

（４） ファクトチェック団体・ファクトチェック支援団体の動向 

 

① 海外におけるファクトチェック団体の動向 

 

韓国ではテレビ放送局、ケーブルテレビ専門チャンネル、新聞社、イン

ターネットニュース等がファクトチェック情報を公開している。例えば、

テレビ放送では、ニュース番組内でファクトチェックコーナー36を設けた

り、ファクトチェック専門番組37を制作している。一方で、運営資金難か

ら活動を停止する機関もある。市民参加型のファクトチェック機関「ファ

クトチェックネット」は政府資金が 2 年連続で削減されたため、2023 年

1月末に解散した。 

 

② 海外におけるファクトチェック支援団体の動向 

 

国際連携の動きとしては、①IFCN の取組、②ヨーロッパ域内の取組が

ある。①の例として、ファクトチェック活動「#UkraineFacts」では、IFCN

の署名済機関 120 団体が参加し、ウクライナ情勢に関して共同で取り組

んだ。また、②の例として、EFCSN（European Fact-Checking Standards 

Network）がある。2022 年に欧州評議会加盟国 46 か国のファクトチェッ

ク及び OSINT 組織38を対象に、偽情報と闘うためのプロジェクトが開始さ

れた。当該プロジェクトにおいては、ファクトチェック機関が偽情報と闘

うための取組の指針、標準規範が同年 8月に公表されており、当該規範に

準拠することが確認されれば、EFCSN のメンバーとなる。 

 

                                                      

 
36 テレビ局 KBSの番組内のコーナー「ファクトチェック K」。 
37 テレビ局 MBCの専門番組「あなたが信じていたフェイクシーズン２」。 
38 オープン・ソース・インテリジェンス（Open-Source Intelligence）を行う組織。 
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第２章 今後の方向性（結論） 

 

１ モニタリング 

 

本研究会では、プラットフォーム事業者による偽情報への対応の実施状況に

ついてモニタリングを行ってきた。プラットフォーム事業者による投稿の削除

やアカウントの停止等の措置に関する透明性・アカウンタビリティを確保する

ことは、当該サービスのユーザ及びユーザ以外の者による客観的な根拠に基づ

く批評を可能にし、こうした批評がプラットフォームサービスの運営にフィー

ドバックされることを通じて、投稿の削除やアカウントの停止等の措置の運用

の改善につながることが期待される。したがって、こうしたモニタリングの取

組については、継続的に実施していくことが適当である。 

なお、前述のとおり、2023年のモニタリングにおいて、Twitter（現 X）から

は、再三の求めにもかかわらずヒアリングシート及び発表資料が提出されなか

った。任意とはいえ、資料が提出されなかったことは遺憾である。 

 

２ 今後の更なる検討 

 

本研究会では、派生的論点として、フィルターバブル、エコーチェンバー及

び分極化等の現象についても検討した。こうした現象が偽情報の拡散に寄与し

ているか否かは、計算社会科学等の学術分野における更なる研究が期待される

ところであり、本研究会において結論づけることができるものではない。もっ

とも、第 44 回会合及び第 46 回会合において有識者から指摘された点を踏まえ

ると、レコメンデーションに関するアルゴリズムの公開やリテラシー教育等の

方法により、利用者が情報に対して選択的接触を行っていることを、当該利用

者に対して認知させることが重要である。 

加えて、近時は、生成 AIやメタバース等の新たな技術・サービスの出現によ

りデジタル空間が更に拡大・深化している。このような中、インターネット上

の偽情報の生成・拡散やプラットフォーム利用者の情報に対する選択的接触の

問題は、アテンション・エコノミーを構造的要因とする場合を含め、プラット

フォーム事業者だけでなく、生成 AI事業者、仮想空間関係事業者、通信・放送

事業者、利用者等の多様なステークホルダーが連携・協力して対応すべき、デ

ジタル空間における情報流通の健全性に関わる課題の一つと言える。 

総務省は、生成 AI等による巧妙な偽情報の生成や拡散に伴う社会的な影響の

深刻化を含む、デジタル空間における情報流通を巡る新たな課題と多様化する
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ステークホルダーによる対応等の現状を分析し、デジタル空間における情報流

通の健全性確保に向けた今後の対応方針と具体的な方策について検討するため、

2023 年 11 月より「デジタル空間における情報流通の健全性確保の在り方に関

する検討会」（座長：宍戸常寿 東京大学大学院法学政治学研究科教授）を開催

し、検討を継続している。今後、インターネット上の偽情報の生成・拡散やプ

ラットフォーム利用者の情報に対する選択的接触の問題については、以上述べ

た観点を踏まえ、当該検討会において議論を深化させていくことが期待される。 

なお、フィルターバブル、エコーチェンバー及び分極化等の現象を分析する

研究を含むデジタル空間における情報流通に関する研究においては、実データ

の入手が重要であると考えられる。プラットフォーム事業者においては、APIの

開放等により、研究者が情報空間に関する実データを入手しやすい環境を整備

することが期待される。 
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第３部 利用者情報の適正な取扱いの確保について 

第１章 プラットフォームサービスに係る利用者情報の取扱いに関するワーキン

ググループの議論の結果について 

令和 4年 6月に成立した電気通信事業法の一部を改正する法律（令和 4年法律

第 70号。以下「改正法」という。）により新たに定められた外部送信規律につい

ては、その施行に向けて関係省令及びガイドライン等を整備することとされてお

り、本研究会の第二次とりまとめにおいては、検討が必要な事項として 5つの論

点を提示し、それぞれ検討の方向性を示したところである。 

 

外部送信規律の施行に向けた論点及び検討の方向性 
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これを踏まえ、総務省において、電気通信事業法施行規則（昭和 60年郵政省

令第 25号。以下「施行規則」という。）の改正案を作成の上、「プラットフォー

ムサービスに係る利用者情報の取扱いに関するワーキンググループ」（以下「利

用者情報 WG」という。）において、事業者団体・消費者団体等へのヒアリングを

実施し、その内容について検討を行った。構成員等より、規律の対象範囲や通知

公表の事項等について明確化を行うべきとの意見が示されたことを踏まえ、外部

送信規律の施行について配慮すべき事項を整理し、各事項に対する対応方針を示

した。 
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外部送信規律の施行に向けて配慮すべき事項に対する対応 

 

 

上記対応方針を含め、規律の詳細について明確化を行うため、「電気通信事業に

おける個人情報等の保護に関するガイドライン」（令和 4年個人情報保護委員会・

総務省告示第 4 号。以下「電気通信事業 GL」という。）及びその解説において、

新たに外部送信規律に係る章を設けることとし、総務省において電気通信事業 GL

の解説の改正案を作成の上、事業者団体・消費者団体等へのヒアリングを実施の

上、その内容について検討を行った。構成員等より、通知等を行うべき事項とし

て記載する内容や、役務提供のために真に必要な情報に係る適用除外の考え方、

同意取得の方法等について意見があったことを踏まえ、改正案への反映を行った。

また、意見のあった事項のうち、個別事例の記載については、電気通信事業 GLの

解説において網羅的に記載することには限界がある等の意見があったことを踏ま

え、同解説からは削除し、総務省のホームページにおいて、FAQ39の形で公開する

こととなった。 

これら改正後の施行規則並びに電気通信事業 GL 及びその解説については、令

和 5 年 6 月に改正法とともに施行されたところ、前述の対応方針における指摘を

踏まえ、今後、外部送信規律の施行状況をモニタリングしていくことが適当であ

る。 

 

                                                      

 
39 https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/d_syohi/gaibusoushin_kiritsu_00002.h 

tml 
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第２章 プラットフォーム事業者における利用者情報の取扱状況のモニタリング

結果 

１ モニタリングの概要 

電気通信事業 GLにおいて、同ガイドラインの遵守状況及び電気通信事業者に

よる情報の取扱いについて、定期的にモニタリングを行うことで現状を把握し、

その結果を踏まえ、電気通信事業 GLについて必要な見直しを検討することとさ

れている。 

今年度の利用者情報の取扱いに関するモニタリングについては、「デジタル広

告市場の競争評価 最終報告」（デジタル市場競争会議 令和 3 年 4 月 27 日）

において、経済産業省による「特定デジタルプラットフォームの透明性及び公

正性の向上に関する法律」（令和 2 年法律第 38 号。以下「透明化法」という。）

に係るモニタリングと連携することとされていることを踏まえ、同法の規律対

象事業者である Google、Meta、LINEヤフーの 3社に対して、デジタル広告分野

におけるパーソナル・データの取扱いの観点から実施した（令和 5年 9月 19日

及び 26日）。 

今年度のモニタリングに当たっては、令和 4年度の利用者情報 WGにおけるヒ

アリング項目を基本としながら、「デジタル広告市場の競争評価 最終報告」に

おいて確認することとされていた項目等を中心にヒアリングを実施し、プラッ

トフォーム事業者の取組を通じ、消費者の理解やオプションなどの認知・利用

がどの程度進んでいるかという観点から、各事業者の取組状況の確認を行った。 

 

ヒアリング項目 
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ヒアリングシート 

 
 

２ モニタリングの結果 

今年度のモニタリング結果は、各確認項目について、以下のとおりであった。 

（１） 取得する情報の内容、取得・使用の条件の開示 

ア 事業者の説明の概要 

・ プライバシーポリシーを策定し、取得する情報の内容、取得・使用の

条件について定めている。また、各社独自のコンテンツ・ツールによ

って利用者にわかりやすくするための工夫を行っている。 

・ サービス等の利用・閲覧に伴って自動的に利用者情報が取得される場

合がある。 

・ 第三者から利用者情報の提供を受ける場合がある。 

 

イ モニタリング結果 

・ アカウントを取得している利用者に対しては、利用者情報の取扱いの

概要をわかりやすく説明する工夫を継続して行っている点は評価で

きる。 

・ 一方、アカウントを取得していない利用者やログインしていない利用

者に対しては、こうした利用者がサービスを利用する場合に利用者情

報が取得され利用される場合があるにも関わらず、必ずしも利用者情

報の取扱いの概要がわかりやすく説明されているとは言えず、説明方

法について改善の余地があるため、今後更なる検討を要する。 
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・ 利用者情報の取扱いの詳細を定めたプライバシーポリシーにおいて

は、個別の記載事項の中には一般の利用者にとってわかりにくいもの

もあるため、記載方法について改善の余地がある。 

・ 第三者から利用者情報の提供を受けている場合や第三者のウェブサ

イトを通じて利用者情報を取得しているものについては、利用者によ

る情報取得の認知が困難であるため、利用者がよりよく知り得るよう

にした方がよいとの意見が構成員からあり、利用者への説明の在り方

について今後更なる検討を要する。 

・ プロファイリングにより生成した情報など、対象事業者が利用者から

直接取得した情報以外の情報の取扱いについても、利用者にわかりや

すく説明した方がよいとの意見が構成員からあり、今後更なる検討を

要する。 

 

（２） ターゲティング広告を実施する旨及び事前の設定の機会やオプトアウト

機会の提供についての開示 

ア 事業者の説明の概要 

・ 利用者から取得した利用者情報を活用し広告配信を行っている。広告

表示を行うに当たって利用される情報を、ユーザがコントロールがで

きる。 

➢ ヤフーは、IDの「登録情報」やプライバシーセンターの「プライ

バシー設定」において、アプリケーションやサービス上でのデー

タ利用における個別の外部企業へのデータ提供について、オプト

アウトが可能。 

➢ Google は、アカウントの一括管理用ダッシュボードを通じてアカ

ウントの設定を確認し、オプトアウト等の設定が可能。 

➢ Meta は、ダッシュボードを通じて、利用者はプライバシー設定、

セキュリティとログイン情報、広告の表示等の設定の変更が可能。 

 

イ モニタリング結果 

・ アカウントを取得している利用者に対しては、概ね広告設定に関する

ツールが提供されており、利用者自身で利用者情報を活用した広告の

表示に関する設定を行うことができるようになっている点は評価で

きる。 

・ 一方で、アカウントを取得していない利用者やログインしていない利

用者がサービスを利用する場合には、広告の表示に関する設定ができ

ないか、限られた範囲内でしか設定ができないため、わかりやすい説
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明とともに、オプトアウト等の設定方法を示す必要がある旨の意見が

構成員からあり、今後更なる検討を要する。 

・ 利用者情報の取扱いについて、利用者が設定・コントロールできるこ

とはよいが、全てを理解して設定することは難しいため、説明方法や

設定支援など工夫の余地がある。 

・ オプトアウト等の設定画面への導線がわかりにくいため、利用者に対

しわかりやすく周知がなされるとよいのではないかとの意見が構成

員からあり、今後更なる検討を要する。 

 

（３） 消費者がデータの取得・利用を拒否した場合の、サービスを利用するオ

プション提供の可否の開示 

ア 事業者の説明の概要 

・ 各社、オプトアウトした場合にもサービスの継続利用は可能となって

いる。 

 

イ モニタリング結果 

・ 利用者情報について、当該情報を活用した広告表示に用いない旨の設

定を行った場合に、広告以外の方法には利用されないのか、削除され

ているのかといった点は確認が必要であるとの意見が構成員からあ

り、今後更なる検討を要する。 

 

（４） データ・ポータビリティの可否・方法の開示 

ア 事業者の説明の概要 

・ ヤフーは、自身のサービス利用履歴や位置情報・アクセス情報履歴の

ダウンロードが可能。 

・ Google は、データを複数のフォーマットでダウンロード可能。また、

一部の他社サービスにデータを直接転送することが可能。 

・ Metaは、利用者は、アプリで共有したデータの閲覧、ダウンロードが

可能。また、一部の他社サービスにデータを直接転送することが可能。 

 

イ モニタリング結果 

・ 事業者によって利活用される利用者情報には、取得したデータだけで

なく、その取得したデータを元に事業者が生成したデータが存在する

が、こうした生成データについては利用者がダウンロードできない点

について、改善の余地があるのではないかとの意見が構成員からあり、

今後更なる検討を要する。 
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３ 今後の取組の方向性 

今年度のモニタリング結果を踏まえ、総務省による今後の利用者情報の取扱

いに関するモニタリングについては、以下のとおり行っていくことが適当であ

る。 

・ 電気通信事業 GL第 52条第 2項等に基づき、デジタル広告分野に限らず、

利用者情報の取扱いについて、継続的にモニタリングを行うべきである。 

・ 上記のモニタリングを行うに当たり、総務省において安定的なモニタリ

ングの枠組みを作ることが必要である。 

・ 上記のモニタリングを行うに当たり、事業者からの情報提供が十分に得

られるように、総務省においては、ヒアリング項目や方法の工夫を行うと

ともに、必要に応じ制度的な対応も検討すべきである。 

・ 上記のモニタリングを行うに当たっては、特に利用者保護の観点に立ち、

新たなターゲティング手法の登場等の業界の動向を踏まえながら、プラッ

トフォーム事業者における情報取得の方法等、利用者情報の取扱いについ

て確認していく必要がある。 

・ 上記のモニタリングを行うに当たっては、特に、今般のモニタリング結

果において要検討事項と指摘された事項について検討を深めることが必要

である。その上で、プラットフォーム事業者が、アカウントを取得していな

い利用者やログインをしていない利用者からも情報を取得していること、

第三者や、第三者のウェブサイトを通じて情報を取得していることに関し、

利用者保護の観点から、対応を行うべき点がないかについて検討を行うこ

とが必要である。 
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おわりに 

 

本第三次とりまとめ（案）は、第二次とりまとめ（2022年 8月公表）の後に行わ

れた検討結果を踏まえ、誹謗中傷等の違法・有害情報（第１部）、偽情報（第２部）、

利用者情報（第３部）のそれぞれのテーマについて、具体的な方策の在り方や今後

の検討の具体的な方向性を示したものである。 

総務省においては、今後ともプラットフォームサービスを巡る市場動向が電気通

信分野に及ぼす影響や環境変化、さらには国際動向を注視するとともに、必要に応

じて、政策対応の在り方について不断の見直しを行い、利用者が安心・信頼してプ

ラットフォームサービス及び電気通信サービスを利用できるよう努めていくこと

が適当である。 

  

以上 
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プラットフォームサービスに関する研究会 構成員等名簿 
 

（敬称略・五十音順） 

 

【構成員】 

生貝 直人   一橋大学大学院 法学研究科 教授 

大谷 和子   株式会社日本総合研究所 執行役員 法務部長 

木村 たま代  主婦連合会 事務局長 

崎村 夏彦   東京デジタルアイディアーズ 主席研究員 

（座長）宍戸 常寿   東京大学大学院 法学政治学研究科 教授 

（座長代理）新保 史生   慶應義塾大学 総合政策学部 教授 

手塚 悟    慶應義塾大学 環境情報学部 教授 

寺田 眞治   一般財団法人日本情報経済社会推進協会 客員研究員 

松村 敏弘   東京大学 社会科学研究所 教授 

宮内 宏    宮内・水町 IT法律事務所 弁護士 

森  亮二   英知法律事務所 弁護士 

山口 いつ子  東京大学大学院 情報学環 教授 

山本 龍彦   慶應義塾大学大学院 法務研究科 教授 

 

【オブザーバー】 

  個人情報保護委員会事務局 

  法務省人権擁護局 

  一般財団法人マルチメディア振興センター 

  

参考１ 
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プラットフォームサービスに関する研究会 

審議経過 

 

会合 開催日 主な内容 

第 40回 
令和４年

12月 16日 

（１）これまでの議論の経緯について（事務局） 

（２）有識者・構成員による発表（（株）三菱総合研究所、清水陽平弁護

士、生貝直人構成員） 

（３）今後の検討の進め方について（案）（事務局） 

第 41回 
令和５年 

２月 10日 

（１）偽情報対策に関する関係者ヒアリング（ヤフー（株）、LINE（株）、

Google LLC、認定 NPO法人ファクトチェック・イニシアティブ、

（一社）セーファーインターネット協会） 

第 42回 
令和５年

３月９日 

（１）偽情報対策に関する関係者ヒアリング（（一社）ソーシャルメディ

ア利用環境整備機構、山口真一 国際大学グローバルコミュニケー

ション・センター准教授） 

（２）偽情報対策に関する取組集（案）について（事務局） 

（３）誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループ

での議論について（事務局） 

第 43回 
令和５年

４月 13日 

（１）偽情報対策に関する事業者ヒアリング（Twitter, Inc.、Google 

LLC、Meta Platforms, Inc.） 

（２）誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループ

での議論について（事務局） 

第 44回 
令和５年

５月 11日 

（１）フィルターバブル・エコーチェンバーに関する有識者ヒアリング

（笹原和俊 東京工業大学環境・社会理工学院准教授、辻大介 大阪

大学大学院人間科学研究科人間学専攻教授） 

（２）誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループ

での議論について（事務局） 

第 45回 
令和５年

５月 25日 

（１）偽情報対策に関する有識者ヒアリング（みずほリサーチ＆テクノロ

ジーズ（株）） 

（２）プラットフォーム事業者による偽情報等の対応状況のモニタリング

結果について（事務局） 

（３）偽情報対策に関する総務省の取組について（総務省） 

第 46回 
令和５年

６月９日 

（１）情報的健康に関する有識者・構成員による発表（（一社）セーファ

ーインターネット協会、山本龍彦構成員、鳥海不二夫 東京大学大

学院工学系研究科教授） 

（２）プラットフォームサービスにおける偽情報等への対応に関する透明

性・アカウンタビリティ確保状況について（事務局） 

第 47回 
令和５年

９月 19日 

（１）利用者情報の取扱いに関するモニタリングについて（事務局） 

（２）利用者情報の取扱いに関する事業者ヒアリング（ヤフー（株）） 

（３）誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループ

における議論について（事務局） 

第 48回 
令和５年

９月 26日 

（１）利用者情報の取扱いに関する事業者ヒアリング（Google LLC、Meta 

Platforms, Inc.） 

第 49回 
令和５年

10月３日 

（１）利用者情報の取扱いに関する構成員による発表（寺田眞治構成員、

太田祐一構成員、沢田登志子構成員、古谷由紀子構成員） 

（２）利用者情報の取扱いに関するモニタリング 意見とりまとめ案につ

いて（事務局） 

第 50回 
令和５年

10月 31日

（１）利用者情報の取扱いに関するモニタリング 意見とりまとめ案につ

いて 

参考２ 

62



～同年 

11月２日 

第 51回 
令 和 ５ 年

12 月 12 日 

（１）第三次とりまとめ（案）について 
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第１部 誹謗中傷等の違法・有害情報への対策について 
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誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループ  
構成員等名簿 

 

（敬称略・五十音順） 

 

【構成員】 

生貝 直人 一橋大学大学院 法学研究科 教授 

伊藤 和真 株式会社 PoliPoli 代表取締役 

上沼 紫野 虎ノ門南法律事務所 弁護士 

宍戸 常寿 東京大学大学院 法学政治学研究科 
教授 

清水 陽平 法律事務所アルシエン 弁護士 

藤原 総一郎 長島・大野・常松法律事務所 弁護士 

水谷 瑛嗣郎 関西大学 社会学部 准教授 

山口 いつ子 東京大学大学院 情報学環・学際情
報学府 教授 

山根 香織 主婦連合会 常任幹事 

    

【オブザーバー】 

法務省人権擁護局、警察庁サイバー警察局 

（主査） 

（主査代理） 

参考３ 
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誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループ 

審議経過 
 

会合 開催日 主な内容 

第１回 
令和４年 

12月 26日 

（１）今後の検討の進め方（事務局） 

（２）誹謗中傷等の違法有害情報に対するプラットフォーム

事業者による対応のあり方について（意見募集）

（案）（事務局） 

第２回 
令和５年 

２月 21日 

（１）意見募集結果及び検討アジェンダ（案）（事務局） 

（２）関係者ヒアリング（一般社団法人日本音楽事業者協

会、一般社団法人日本音楽制作者連盟、UUUM株式会

社、公益社団法人日本プロサッカーリーグ） 

第３回 
令和５年 

３月３日 

（１）事業者等ヒアリング（ヤフー株式会社、LINE株式会

社、Google LLC、Meta Platforms, Inc.、一般社団法

人セーファーインターネット協会、一般社団法人ソー

シャルメディア利用環境整備機構、Twitter, Inc.） 

第４回 
令和５年 

３月 28日 

（１）有識者ヒアリング（竹内和雄 兵庫県立大学環境人間

学部 教授、橋本佳幸 京都大学大学院法学研究科 教

授、森田宏樹 東京大学大学院法学政治学研究科 教

授） 

第５回 
令和５年 

４月７日 

（１）検討アジェンダ３－２（１）の「削除請求権」が必要

とされる事情について（事務局） 

（２）構成員発表（水谷瑛嗣郎 関西大学 社会学部 准教

授、伊藤和真 株式会社 PoliPoli 代表取締役） 

第６回 
令和５年 

４月 25日 
（１）論点整理（案）（事務局） 

第７回 
令和５年 

６月１日 

（１）関係省庁ヒアリング（法務省、総務省） 

（２）今後の検討の方向性（案）（事務局） 

第８回 
令和５年 

７月 14日 

（１）意見募集結果について 

（２）今後の検討の方向性（案）について 

第９回 
令和５年 

９月４日 

（１）意見募集及び再意見募集の結果等について 

（２）今後の検討の方向性（案）について 

第 10回 
令和５年 

10月 31日 

（１）インターネット上の違法・有害情報に関する流通実態

アンケート調査（（株）三菱総合研究所） 

（２）誹謗中傷等の違法・有害情報に関するワーキンググル

参考４ 
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ープ 現状の整理及び更なる検討を要する点について

（事務局） 

第 11回 
令和５年 

11月 21日 

（１）誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキ

ンググループ とりまとめ骨子（案）（事務局） 

第 12回 
令和５年 

11月 28日 

（１）誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキ

ンググループ とりまとめ（案）（事務局） 
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誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループ 

検討アジェンダ 

全体の検討を通じて留意すべき事項 

「誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループ」（以下「本ＷＧ」

という。）においては、次の事項について十分留意しつつ、検討を進める。 

情報の流通によって権利が侵害された被害者の救済の観点と発信者の表現の自由の観点、

プラットフォームサービスを提供する事業者（以下「プラットフォーム事業者」という。）

が措置を講じることに伴って生じる言論空間への影響や経済的負担の観点に、それぞれ十

分留意する。 

誹謗中傷等の違法・有害情報への対策にあたっては、プラットフォーム事業者が自らのサ

ービスの特性に応じて、効果的な取組を自律的な創意工夫により実施することが原則であ

ることに十分留意する。 

情報の流通によって権利を侵害された被害者、こうした情報をプラットフォームサービ

ス上に流通せしめた発信者、及びプラットフォーム事業者の三者間の関係性について、それ

ぞれの主体の法的責任や、どのような場合に、どの主体がどの主体に対して何を請求するこ

とが可能かといったことや、どの主体間での問題解決が適切かといったことに十分留意す

る。 

ユーザ数や投稿数が多い大規模なサービスを提供するプラットフォーム事業者の多くが、

海外に拠点を置くプラットフォーム事業者であることを踏まえ、検討にあたっては、海外プ

ラットフォーム事業者を含めた業界全体の健全化を目指すスキームを作ること、国内での

法人登記義務の履行など、国内外の事業者が、法律上のみならず、実務面、執行面も含めて

等しく扱われることといった内外無差別の原則について、準拠法や国際裁判管轄権に関す

る一般的理解も踏まえつつ、十分留意する。 

プラットフォームサービス以外のインターネット上の情報流通に係るサービス（例えば、

Web 検索サービス、電子掲示板、まとめサイト等のサービスや、SMS、メール等の一般非公

開のサービス）の特性や、これらのサービスを提供する事業者の役割や責任にも十分留意す

る。 

具体的な検討事項 

１．プラットフォーム事業者の責務 

参考５
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プラットフォームサービスは、匿名で気軽に書き込みを行うことができる仕組みや、誰も

が容易に情報を拡散し得る仕組みを有しており、情報の閲覧者が多くなるほどより多くの

関心を集める機能を通じて、関心を得ることを目的とした刺激的な情報の発信を誘引する

仕組みなどを備えており、こうした仕組みを背景に、ひとたび被害を生じさせる情報の送信

や拡散が行われた場合には、被害が即時かつ際限なく拡大し、甚大になりやすく、プラット

フォームサービスがインターネット上の違法・有害情報の流通の主要な舞台の一つとなっ

ていると考えられるが、どうか。 

こうした点に加え、ユーザが投稿するコンテンツを流通させることを通じて収益を上げ

るというプラットフォーム事業者の収益構造、プラットフォーム事業者が自らのサービス

上の違法・有害情報の流通に最も実効的に関与し得る点を踏まえれば、プラットフォーム事

業者には、表現の自由を確保しつつ、違法・有害情報の流通に対応し、自らのプラットフォ

ームサービス上の情報流通の適正化を図る責務があると考えられるが、どうか。 

また、プラットフォーム事業者がこのような責務を果たすための環境整備として、以下の

２.から４.までに記載された事項が検討項目として考えられるが、どうか。

２．透明性・アカウンタビリティの確保方策の在り方 

違法・有害情報に対応するにあたり、表現の自由を確保しつつ情報流通の適正化を図るた

めには、プラットフォーム事業者による自主的な取組を促進することが重要と考えられる

が、どうか。具体的には、特定の要件を満たすプラットフォーム事業者に対し、予めコンテ

ンツモデレーション1に関する運用方針を策定・公表するとともに（Plan）、運用結果を公表

し（Do）、運用結果について自己評価を実施・公表し（Check）、必要に応じて運用方針を改

定する（Act）ことを求めることにより、プラットフォーム事業者による自主的な改善サイ

クル（PDCAサイクル）を確立することについて、どう考えるか。

また、個別のコンテンツモデレーションに関する手続の適正性を確保するために、特定の

プラットフォーム事業者に対して、コンテンツモデレーションに関する申請窓口等の透明

化や、コンテンツモデレーションの実施又は不実施の判断に係る理由の説明等の一定の措

置を求めることについて、どう考えるか。 

さらに、違法・有害情報に対する効果的かつ継続的な取組を確保する観点から、違法・有

1 本検討アジェンダにおいて、「コンテンツモデレーション」は、例えば、問題となる投稿

の削除・表示順位の低下、そのような投稿を行ったアカウントの凍結・停止、投稿に注

意喚起を促すラベルの付与、当該サービスにおける検索結果からの排除・表示順位の低

下、特定の地域での表示制限といった、違法・有害情報の流通を抑止するために講じる

措置を指す。これには、投稿を行ったユーザ自身に気づかれない形で実施される投稿の

非表示又は表示順位低下等の措置を含む。 
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害情報への対応に関する取組状況の共有等の継続的な実施について、どう考えるか。また、

こうした情報について、一般に公表することと、２－６において述べるような取組状況の共

有の場に限って報告することの違いについて、どう考えるか。 

２－１ 透明性・アカウンタビリティの確保が求められる事業者 

本来、なるべく多くのプラットフォーム事業者において、透明性・アカウンタビリティの

確保が図られることが望ましいと考えられる。一方で、透明性・アカウンタビリティの確保

には事業者に少なからず経済的負担が生じることや、ユーザ数や投稿数が多く、利用する時

間が長いサービスにおいて、違法・有害情報の流通とそれに触れる機会が多いと考えられる

こと等の諸点を踏まえて、まずは、違法・有害情報の流通の多い大規模なサービスから、サ

ービスの特性等を踏まえ、透明性・アカウンタビリティの確保を求めることについて、どう

考えるか。 

２－２ 運用方針及び運用結果の公表 

運用方針及び運用結果を公表することについて、次の項目を検討する。 

（１） コンテンツモデレーションの運用方針（実施基準、実施の手続）

 プラットフォーム事業者におけるコンテンツモデレーションの実施の基準となる運用方

針として、措置の対象となる情報や行為、取り得る措置の内容やその適用にあたっての判断

基準、措置の実施のために経ることを要する手続を公表することについて、どう考えるか。

また、公表する運用方針は、日本語で、明確かつ分かりやすい表現を用いることについて、

どう考えるか。 

（２） コンテンツモデレーションの運用結果

 上記（１）の運用方針に沿って、どのようにコンテンツモデレーションが運用されたかを

公表することについて、どう考えるか。例えば、削除2等のコンテンツモデレーションの実

施に係る端緒の件数、端緒ごとに措置が実施された又は実施されなかった件数、根拠となる

ポリシーや法的根拠ごとに行われた措置件数、苦情申立ての件数やそれに対する対応結果

ごとの件数、措置に要した時間の中央値等を公表することについて、どう考えるか。また、

これらの数値は、日本のユーザに関連する投稿等に関するものとすることについて、どう考

えるか。 

2 本検討アジェンダにおいて、「削除」は、サーバ内のデータの抹消ではなく、情報の送

信を防止する措置を念頭に置いている。 
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２－３ プラットフォーム事業者による評価、運用方針の改善 

プラットフォーム事業者が、コンテンツモデレーションの運用について、自ら評価を行い

その結果を公表することについて、どう考えるか。また、必要に応じて、プラットフォーム

事業者が、自己評価結果に基づいて運用方針を改定することについて、どう考えるか。その

際、自己評価には、ともすればいわゆるお手盛り評価となる可能性があり、評価の客観性や

実効性を高める工夫を行うことが考えられるが、具体的にどのような工夫が考えられるか。

プラットフォーム事業者によっては、コンテンツモデレーションの判断の際、助言・審査等

一定の関与を行う機関を設けるなど、判断の客観性向上に資する工夫を行っているところ、

こうした取組状況を公表することについてどう考えるか。 

このほか、自己評価の前提条件の把握のために、プラットフォーム事業者が、自らのサー

ビス上に流通している違法・有害情報とそれによって生じている被害の実態についても、把

握・公表することについて、どう考えるか。 

２－４ その他透明性・アカウンタビリティの確保が求められる事項（運用体制等） 

コンテンツモデレーションに従事する人員の数や監督者の有無など、実施に係る人的体

制の整備や育成状況について、プラットフォーム事業者に公表を求めることについて、どう

考えるか。また、これらの整備状況は、日本のユーザに関連する投稿等に関するものとする

ことについて、どう考えるか。 

また、プラットフォーム事業によっては、AI 等による自動処理といった、コンテンツモ

デレーションの迅速化に資する工夫を行っているところ、こうした取組状況を公表するこ

とについてどう考えるか。 

さらに、プラットフォーム事業者は、例えば投稿時に再考・再検討を促す機能といった、

アーキテクチャ上の工夫による違法・有害情報の被害低減に取り組んでいるところ、そうし

た取組状況について公表することについて、どう考えるか。 

その他、プラットフォーム事業者に、透明性・アカウンタビリティの確保が求められる事

項はあるか。 
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２－５ 手続の適正性確保のために透明性・アカウンタビリティの確保が求められる事項 

（１） コンテンツモデレーションの措置申請窓口

プラットフォーム事業者による適切な対応につなげるため、被害者等がプラットフォ

ーム事業者のポリシーに基づくコンテンツモデレーションの申請や法的な削除請求（以

下「コンテンツモデレーションの申請等」という。）を行うにあたって、申請や請求の理

由を容易かつ十分に説明できるよう手続を整備することについて、どう考えるか。 

例えば、コンテンツモデレーションの申請等の窓口の所在を分かりやすく公表するこ

とについて、どう考えるか。また、コンテンツモデレーションの申請等を受けた場合に、

プラットフォーム事業者が当該申請等を行った者に申請等の受付に関する通知を行うこ

とについて、どう考えるか。プラットフォーム事業者が当該申請等の受付に関する通知を

行ったときには、申請等に係る情報の流通についてプラットフォーム事業者に認識があ

ったものとみなすことについて、どう考えるか。 

また、プラットフォーム事業者が措置を実施するか否かの判断に必要な期間をあらか

じめ明らかにすることについて、どう考えるか。 

（２） 個別のコンテンツモデレーションの実施又は不実施に関する理由

プラットフォーム事業者がコンテンツモデレーションの申請等に対して措置を実施し

なかった場合に、申請等を行った者に対して、措置を実施しなかった事実及びその理由を

説明することについて、どう考えるか。 

プラットフォーム事業者がコンテンツモデレーションを実施した場合に、発信者に対

して、コンテンツモデレーションを実施した事実及びその理由を説明することについて、

どう考えるか。とりわけ、アカウントの停止・凍結やアカウントの再作成の制限等につい

ては、コンテンツモデレーションの中でも特に将来の投稿を制限する点で影響が大きい

と考えられるが、これらの措置の実施にあたって発信者に対する手続的保障について、ど

う考えるか。 

（３） コンテンツモデレーションに関する苦情処理

コンテンツモデレーションの申請等が認められなかった被害者等や、コンテンツモデ

レーションが行われた投稿の発信者に対して、苦情申出の機会を設けるため、処理手続や

窓口について開示するとともに、こうした苦情への誠実な対応をプラットフォーム事業

者に求めることについて、どう考えるか。 

その他、個別具体の措置申請や措置に関する手続の適正性を確保する観点から、透明性・

アカウンタビリティの確保が必要な事項として、何があるか。
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２－６ 取組状況の共有等の継続的な実施 

プラットフォームサービスに関する研究会では、これまで、個別のプラットフォーム事業

者や個別のサービスのみならず、日本のユーザに関連する違法・有害情報の全体の流通状況

を俯瞰するとともに、プラットフォーム事業者をはじめとする各ステークホルダーにおけ

る取組状況の共有を行ってきたところ、こうした取組について、引き続き、産官学民が協力

して、継続的に実施することについて、どう考えるか。 

３．プラットフォーム事業者が果たすべき積極的な役割 

プラットフォームサービス上では、ひとたび被害を生じさせる情報の送信や拡散が行わ

れた場合、被害が即時かつ際限なく拡大し、甚大になりやすく、現に、誹謗中傷等の被害が

発生し続けている。こうした点を踏まえ、表現の自由を確保しつつ、プラットフォーム事業

者のより積極的な役割を検討する。具体的には、問題となる投稿の検知、削除の要請・請求、

削除の実施といった各フェーズに応じて、以下のとおり検討を行う。 

３－１ 投稿のモニタリングのフェーズ 

（１）権利侵害情報の流通の網羅的なモニタリング

プラットフォーム事業者に対し権利侵害情報の流通を網羅的にモニタリングすることを

法的に義務づける場合、検閲に近い行為を強いることとなり、表現の自由や検閲の禁止の観

点から問題が生じうると考えられ、また、事業者によっては、実際には権利侵害情報ではな

い疑わしい情報を全て削除することにつながりかねず、表現の自由に著しい萎縮効果をも

たらす可能性があることについて、どう考えるか。 

（２）繰り返し多数の権利侵害情報を投稿するアカウントのモニタリング

インターネット上の権利侵害は、スポット的な投稿によってなされるケースも多い一方

で、そのような投稿を繰り返し行う者によってなされているケースも多いとの指摘がある。

権利侵害情報の流通を網羅的にモニタリングすることをプラットフォーム事業者に対し法

的に義務づけることには前述した問題があるとしても、繰り返し多数の権利侵害情報を投

稿するアカウントに対象を限定した上でこれを継続的にモニタリングすることは、権利侵

害情報の流通を効果的に抑制する上で有効と考えられるか。その際、そうしたアカウントに

よる投稿については、プロバイダ責任制限法第３条が定める責任制限の要件に関して、プラ 

ットフォーム事業者に情報流通の認識があったとみなすことで、プラットフォーム事業者
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自身による適切な投稿の削除の促進に資すると考えられるか。その一方で、限定されたアカ

ウントを対象とする場合であっても、プラットフォーム事業者に対し個別の権利侵害情報

の流通をモニタリングすることを法的に義務づけた場合、表現の自由に萎縮効果をもたら

す可能性があることについて、対象となる発信者のプライバシーへの影響も踏まえつつ、ど

う考えるか。さらに、悪質な侵害者は次々にアカウントを作成することでモニタリングを逃

れることが可能であり、また、モニタリングの対象とするアカウントの範囲を法律で明確に

規定することも困難であることを踏まえて、どう考えるか。 

その他、繰り返し多数の権利侵害情報を投稿するアカウントへの対応として、アカウント

の停止・凍結等を行うことは、将来の権利侵害の抑止に有効と考えられるか。このようなケ

ースでは、同一人が複数のアカウントを用いて権利侵害情報の投稿を行う場合も考えられ

ることから、繰り返し多数の権利侵害情報を投稿するアカウントの保有者が新たなアカウ

ントを作成することや別のアカウントを用いた投稿をすることを制限する措置をとること

は有効と考えられるか。一方で、アカウントの停止・凍結やアカウントの再作成の制限等に

ついては、将来の投稿を制限する点においてその影響が非常に大きく、繰り返し多数の権利

侵害情報を投稿するアカウントへの対応であっても、公法上義務付けることについては極

めて慎重であるべきとも考えられるが、どうか。 

３－２ 要請・請求のフェーズ 

（１） 削除請求権

人格権を侵害する投稿の削除をプラットフォーム事業者に求める権利は、判例法理によ

って認められているところ、かかる権利を明文化することは、一定の要件において被害者が

プラットフォーム事業者に対して差止請求を行うことが可能であるという事実を明確化し、

被害者による削除請求に基づく権利侵害情報の削除の促進に資すると考えられるがどうか。

一方で、判例法理を明文化するだけでは、現状とあまり変わらず、必ずしも被害者による削

除請求に基づく権利侵害情報の削除の促進に資さない可能性もあることについて、どう考

えるか。 

また、営業権などの排他性を有しない財産上の権利を侵害する投稿も見受けられるとの

指摘があり、こうした権利を侵害する情報について、削除を求める権利を創設することは有

効と考えられるか。その一方で、こうした投稿の削除を求める権利が一般に認められるかに

ついては、実務上あるいは学説上も明らかではなく、こうした権利の創設には慎重な検討を

要すると考えられることについて、どう考えるか。 

さらに、個々の投稿に違法性はないものの全体として人格権を侵害している投稿群の事

案（いわゆる「炎上事案」）があるところ、このような事案について、現行法では削除請求

74



できるか必ずしも明らかではないため、炎上事案においても削除請求を可能とする規定を

定めることは有効と考えられるか。その一方で、削除できる投稿の範囲、個別には違法性が

ない投稿の削除の可否について、このような投稿を行った者の被害拡大への甚大な影響を

考慮しつつも表現の自由との関係を検討する必要があると考えられ、検討すべき課題は多

く慎重な検討を要すると考えられることについて、どう考えるか。 

（２） プラットフォーム事業者による権利侵害性の有無の判断の支援

プラットフォーム事業者は、被害者から投稿の削除の請求を受けた際に、投稿内容の権利

侵害性について一定の判断を行うことが求められるものの、プラットフォーム事業者は、特

定の情報が真実かどうか、ひいては権利侵害性があるかどうかを判断することに困難を伴

うことが多いことについて、どう考えるか。これに関して、削除の判断の迅速化を図るため、

例えば、プラットフォーム事業者において、削除請求や苦情があった場合は、外形的な判断

基準を満たしているときは、いたずらや嫌がらせと判断できるものでない限り、可及的速や

かに削除の処置を行うこととし、発信者に削除の対象になったことを通知し、発信者から異

議の申立てなどを受け付けた場合には再表示する環境を整備することについて、どう考え

るか。 

また、プラットフォーム事業者による権利侵害性の有無の判断を支援するための環境を

整備することについて、どう考えるか。例えば、プラットフォーム事業者の判断を支援する

ための環境整備として、公平中立な立場からの削除要請等の法的位置づけや、要請を受けた

プラットフォーム事業者に求められる対応を明確化することについて、どう考えるか。 

そのほか、かかる公平中立な立場からの要請に対して、その実効性を高めるため、例えば、

応答義務を課すことや、要請された投稿を削除した場合の免責を定めることについて、どう

考えるか。一方で、要請の実効性を担保する仕組み、要請をする者の判断の確からしさや中

立性を担保するための要件や仕組み、要請をする者の運営に関する事項、要請に法的効果を

与える場合の根拠など、検討すべき課題は多く慎重な検討を要すると考えられることにつ

いて、どう考えるか。 

さらに、削除の仮処分手続について、申立てから発令まで数ヶ月を要することが通例であ

り、その間に被害が拡大してしまうとの課題が考えられるところ、民事保全手続よりも簡

易・迅速な、削除に特化した手続（裁判外紛争解決手続（ＡＤＲ）等）を創設することにつ

いて、どう考えるか。一方で、ＡＤＲの制度設計によっては、プラットフォーム事業者が手

続に参加しなければ実効性が伴わないとの課題が考えられるが、ＡＤＲの有効性について、

どう考えるか。 

（３） 行政庁からの削除要請を受けたプラットフォーム事業者の対応の明確化

現状、法務省の人権擁護機関や警察庁の委託事業であるインターネット・ホットラインセ
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ンター等の行政庁からプラットフォーム事業者に対して、違法・有害情報の削除要請が行わ

れており、一定の実効性が認められるところ、かかる削除要請を受けたプラットフォーム事

業者が取ることが求められる対応を明確化することは、更なる実効性の向上を図る上で有

効と考えられるか3。 

一方、この要請に応じることをプラットフォーム事業者に義務付けることは、検閲の禁止

の規定の趣旨や表現の自由への影響を踏まえると困難であると考えられるが、どうか。さら

に、行政庁からの削除要請については、その要請に強制力は伴わないとしても、プラットフ

ォーム事業者に対し何らかの対応を求めるのであれば、さらなる透明性の確保が求められ

ると考えられるが、どうか。そのためには、どのような制度的対応が考えられるか。 

３－３ 削除等の判断・実施のフェーズ 

（１） プラットフォーム事業者による削除等の義務付け

プラットフォーム事業者に対して、権利侵害など一定の条件を満たす投稿について削除

等の措置を行うことを公法上義務付けることは、この義務を背景として、当該プラットフォ

ーム事業者によって、実際には権利侵害情報ではない疑わしい情報を全て削除するなど投

稿の過度な削除等が行われ表現の自由への著しい萎縮効果をもたらすおそれがあることか

ら、極めて慎重であるべきと考えられるが、どうか。 

（２） 裁判外の請求への誠実な対応

プラットフォーム事業者によっては、裁判外での投稿の法的な削除請求に応じないケー

スもあるところ、裁判外の削除請求や削除要請に関して権利侵害性の有無の真摯な検討な

どの誠実な対応を行うことをプラットフォーム事業者に求めることは有効と考えられるか。 

４． その他 

４－１ 検討対象となる情報の範囲 

受信者の属性や文脈によって評価が変化し、法律上の定義が一義的に定まらない有害情

報については、プラットフォーム事業者や発信者、受信者との間の権利義務関係の変動をと

もなう措置や行政庁からの強制力を伴う削除要請等によって対応することには極めて慎重

であるべきであり、まずは、プラットフォーム事業者によるポリシーの策定及びその運用と、

3 例えば、警察庁によれば、一部のプラットフォーム事業者における、当該プラットフォ 
ーム事業者が自主的に用意した一定の要件を満たした団体等からの通報について優先的

にポリシー違反や違法性の有無の審査を行うなどの仕組みにおいて、警察やインターネ 

ット・ホットラインセンターからの要請について対応してもらうという考え方がある。 
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それらの透明性・アカウンタビリティの確保を通じた対応の適正性を担保する仕組みによ

って対応されることが必要と考えられるが、どうか。 

４－２ 行政の体制や手続 

２.や３.に記載された事項についてプラットフォーム事業者に対応を求めるに当たって、

行政の体制や手続について留意すべき点があるか。 

４－３ 相談対応の充実 

インターネット上の違法・有害情報による被害の救済に関して、インターネット上の違

法・有害情報に関する相談対応の充実を図ることが重要であると考えられるが、どうか。相

談対応の充実を図るにあたって、改善すべき現状の課題や留意すべき点はあるか。 

４－４ 発信者情報開示請求 

DM（ダイレクトメッセージ）など一対一の通信における侮辱、差別表現、暴力的表現、脅

迫により権利侵害が生じた際に、こうした情報の発信者が不明であることを踏まえ、これら

の対象についても発信者情報開示請求を可能とすることについて、どう考えるか。一方で、

現行の発信者情報開示制度は、情報が拡散され被害が際限なく拡大するおそれがあること

に着目して不特定の者に受信されることを目的とする通信を対象としていることや、仮に

そのようにした場合に、開示請求を受けた事業者において、開示の可否を判断するために、

公になっていない一対一の通信の内容について確認することとなることについて、どう考

えるか。また、DM などの機能については、プラットフォーム事業者の中には、受信する側

のアカウントにおいて、受信する範囲を選択することができる機能（例：友達の友達以外の

者からの DMは受け取らないように設定可能とする等）を設けるなどの工夫を講じているこ

とについて、どう考えるか。 

以上 
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インターネット上の違法・有害情報の流通状況等 

総務省が運営を委託している違法・有害情報相談センターで受け

付けている相談件数は高止まり傾向にあり、令和４年度の相談件数

は、5,745 件であった。令和４年度において相談件数が多い事業者

/サービス上位５者は、Twitter、Google、Meta、５ちゃんねる、爆

サイであった。また、相談者からの相談内容は「削除方法を知りた

い」が 67.0％であり、「発信者の特定方法を知りたい」（16.1％）を

大きく上回っている。 

法務省が相談等を通じて調査救済手続を開始したインターネッ

ト上の人権侵害情報に関する人権侵犯事件は、引き続き高水準で推

移している。令和４年に法務省人権擁護機関により把握されたイン

ターネット上の人権侵害情報に関する人権侵犯事件の件数は、新規

開始件数が 1,721 件、処理件数が 1,600 件となっており、平成 25 年

と比べて令和４年は２倍近い件数となっている。また、令和４年の

新規開始件数のうち、プライバシー侵害事案が 665 件、識別情報の

摘示が 414 件、名誉毀損事案が 346 件となっており、これらの事案

が大きな割合を占めている。 

違法・有害情報相談センターへの相談件数の推移

 
出典：誹謗中傷等対策 WG（第７回）資料２「「インターネット上の誹謗中傷への対応に

関する政策パッケージ」に基づく取組」 

  

参考６ 
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違法・有害情報相談センターの相談（作業）件数の事業者別の内訳 

 
出典：誹謗中傷等対策 WG（第７回）資料２「「インターネット上の誹謗中傷への対応に

関する政策パッケージ」に基づく取組」 

違法・有害情報相談センターの相談（作業）件数の 

対応手段別の内訳 

 
出典：誹謗中傷等対策 WG（第７回）資料２「「インターネット上の誹謗中傷への対応に

関する政策パッケージ」に基づく取組」 
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法務省の人権擁護機関により把握された人権侵犯事件の件数 

 
出典：「令和４年における「人権侵犯事件」の状況について（概要）～法務省の人権擁

護機関の取組～」（https://www.moj.go.jp/content/001393246.pdf）より抜粋 

また、三菱総合研究所が総務省の委託を受けて実施した SNS 等ユ

ーザを対象としたアンケート調査結果 1（以下「アンケート調査結

果」という。）では、「他人を傷つけるような投稿（誹謗中傷）」につ

いて、６割以上（65.0％）が目撃しており、投稿を目撃したサービ

スとしては、Twitter（66.0％）が最も多く、匿名掲示板（35.4％）
2、YouTube（27.6％）、Yahoo!コメント（ニュース）（21.5％）がこ

れに続いている。また、過去１年間に SNS 等を利用した人の２割弱

（18.3％）が「他人を傷つけるような投稿（誹謗中傷）」の被害に遭

っており、年代別にみると 20 代（23.9％）及び 30 代（22.3％）の

被害経験が相対的に多かった。 

1  調査実施期間：2023年８月 23日（水）～８月 28日（月）、調査方法：インターネットアン
ケート調査、調査対象：日本国内の 15歳から 99歳までの男女（以下の条件に該当する人が対
象。調査群①条件なし、調査群②SNSなどのインターネットのサービス上で、サービス提供事
業者へ違反申告や報告をしたことがある人、調査群③SNSなどのインターネットのサービスを
利用するなかで、サービス提供事業者から投稿の削除などの対応をされたことがある人）、回答
者数：調査群①2,000名、調査群②3,582名、調査群③3,247名（※②及び③については、特定
の設問に対して有意な回答数を確保するため、①とは別に 3,200名以上の回答を回収）、回答割
付：調査群①住民基本台帳人口（2023年１月１日付）の性別・年齢階級別人口に、通信利用動
向調査（令和４年度）のインターネット利用率を掛け合わせることで、インターネット利用人
口の性・年代別構成比を算出。回収総数を 2,000人とし、算出したインターネット利用人口の
構成比に基づいて、性別・年代別の割付を実施）調査群②及び調査群③割付なし。 
2 複数サービス（２ちゃんねる（14.6％）、５ちゃんねる（15.3％）、爆サイ（5.5%））を合

計している。 
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SNS 等ユーザを対象としたアンケート調査結果（目撃経験） 

 
出典：誹謗中傷等対策 WG（第 10回）資料１－１「インターネット上の違法・有害情

報に関する流通実態アンケート調査（誹謗中傷等）」 

SNS ユーザを対象としたアンケート調査結果（被害経験） 

 
出典：誹謗中傷等対策 WG（第 10回）資料１－１「インターネット上の違法・有害情

報に関する流通実態アンケート調査（誹謗中傷等）」 

調査 群①  

調査 群①  
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申請の手続等に関するアンケート調査結果の概要 

措置申請窓口に関し、アンケート調査結果においては、違反申告

や報告について、「わからなかった」・「知らなかった」という人が３

割弱（29.1％）であった。また、違反申告・報告方法、連絡先の見

つけやすさについて、「難しかった」・「やや難しかった」という人が

33.6％を占めている。加えて、申告フォームについて、「申告理由に

近い選択肢もなかったので、適当に選んだ」・「フォームに選択肢が

なく、自由記入だった」・「適切な選択肢がなく選べなかった」とい

う人は 25.6％であった。 

さらに、申請フォームの文章記入欄に「主張を十分に記入するこ

とができた」と回答したのは約４割（40.3％）であり、残りの約６

割（59.7％）は、「文字数制限等があり、主張を十分に記入すること

ができなかった」又は「文章記入欄がなかった」と回答した。また、

申請フォームからの違反申告や報告の際に「証拠を添付することが

できなかった」・「証拠添付をすることができたが、ファイル形式の

制限等があり、やりづらかった」と回答したのは、35.4％だった。

また、違反申告や報告への対応がなされなかった場合の理由につい

て、半数以上（57.9％）が「何も通知がなかった」と回答している。 

違反申告・報告の認知度/ 

違反申告・報告方法、連絡先の見つけやすさ/ 

申告フォームの適切さ                      

 

出典：誹謗中傷等対策 WG（第 10回）資料１－１「インターネット上の違法・有害情

参考７ 

調査 群①  

調査 群②  
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報に関する流通実態アンケート調査（誹謗中傷等）」 

申請フォームへの主張の記入及び証拠添付の可否 

 
出典：誹謗中傷等対策 WG（第 10回）資料１－１「インターネット上の違法・有害情

報に関する流通実態アンケート調査（誹謗中傷等）」 

違反申告・報告への対応結果に関する理由通知の有無 

及び理由の納得度 

 
出典：誹謗中傷等対策 WG（第 10回）資料１－１「インターネット上の違法・有害情

報に関する流通実態アンケート調査（誹謗中傷等）」 

 

また、アンケート調査結果においては、違反申告・報告時の受領

連絡に関し、違反申告や報告を行った際に、「受領連絡があったサー

調査 群②  

調査 群②  
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ビスとないサービスがあった」・「受領連絡を受取ったことがない」

と回答したのは、４割強（46.0％）だった。 

違反申告・報告時の受領連絡及び対応の有無 

 
出典：誹謗中傷等対策 WG（第 10回）資料１－１「インターネット上の違法・有害情

報に関する流通実態アンケート調査（誹謗中傷等）」 

 

サービス事業者からの対応時における通知や理由の説明につい

て、７割強（71.8％）の回答者は通知と説明を求めている。また、

「通知は必要であるし、理由についても、担当者と会話し、納得が

いくまで説明してほしい」と考える人は 27.2％であった。全体の８

割以上（83.8％）の回答者は、少なくとも通知が必要であると考え

ている。 

調査 群②  
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対応についての通知・説明の在り方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：誹謗中傷等対策 WG（第 10回）資料１－１「インターネット上の違法・有害情

報に関する流通実態アンケート調査（誹謗中傷等）」 

 

加えて、深刻な誹謗中傷等を含む権利侵害（名誉毀損、プライバ

シー侵害、著作権侵害等）の被害に遭った場合に、事業者による対

応（投稿の削除、アカウントの削除等）が行われるまでの期間とし

て、１週間より長い期間では許容できないとする人が８割強

（83.1％）であった。また、２週間より長い期間では許容できない

とする人は９割（90.0％）であった。 

調査 群①  
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〇〇より長い期間不対応であった場合に許容できない人の割合 

 

 

出典：誹謗中傷等対策 WG（第 10回）資料１－１「インターネット上の違法・有害情

報に関する流通実態アンケート調査（誹謗中傷等）」 

調査 群①  
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プラットフォーム事業者等による対応のモニタリング結果 

プラットフォームサービスに関する研究会（以下「本研究会」と

いう。）では、2020 年９月に総務省が公表した、「インターネット上

の誹謗中傷への対応に関する政策パッケージ」に基づき、プラット

フォーム事業者による誹謗中傷を含めた違法・有害情報対策の取組

に関する透明性やアカウンタビリティの確保方策の取組状況につ

いて、自主的な取組の報告を求めること等によりモニタリングを実

施し、2021 年９月に「中間とりまとめ」、2022 年８月に「第二次と

りまとめ」として公表した。 

1. モニタリングの概要 

主要なプラットフォーム事業者（ヤフー株式会社、Google LLC、

LINE 株式会社、Meta Platforms, Inc.、Twitter, Inc.）に対して、

誹謗中傷等への対策状況について、ヒアリングシートに基づく任意

での回答を求め、モニタリングを行った。第二次とりまとめに向け

たモニタリングにおける主な論点は次のとおり。 

項目１ サービス概要とポリシー 

誹謗中傷等に関する利用規約・ポリシーについて、適切に設定

されているか。 

項目２ 削除申告等の受付・審査のプロセス 

誹謗中傷等に適切に対応するための態勢は適切か。特に、日本

国内における態勢が適切か。ポリシーに違反し得る投稿等につい

て適切にユーザ申告の受付又は事業者による検知が行われてい

るか。申告受付又は検知された投稿について、適切に審査されて

いるか。審査結果等に関する発信者や申立者に対する異議申立て

の受付態勢が適切か。 

項目３ 削除等の対応の実施状況及び機能上の工夫 

利用規約・ポリシー等について、適切にポリシー等に基づいて

削除等の対応がなされているか。 

項目４ 発信者情報開示請求への対応 

参考８ 
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発信者情報開示請求について、適切に対応されているか。 

項目５ 情報分析・公開 

透明性レポートや取組の効果分析は適切に公開されているか。

特に、日本国内において公開されているか。 

項目６ その他の取組 

上記の各項目に係るプラットフォーム事業者による誹謗中傷

対策に関する透明性・アカウンタビリティについて、次の観点か

ら検証を行った。 

・ 利用者が安心・信頼してサービスを利用できるよう、透明性・

アカウンタビリティ確保が十分に図られているか 

・ 定量的な数値等を用いて、客観的に透明性・アカウンタビリテ

ィの確保が十分に図られているか 

・ グローバルな取組だけでなく、我が国における透明性・アカウ

ンタビリティの確保が十分に図られているか 

・ 中間とりまとめに向けて実施した 2021 年２月 25 日時点のヒ

アリング（以下、「前回ヒアリング」という。）と比較して、事

業者による透明性・アカウンタビリティ確保のための取組に進

展はみられるか 
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プラットフォーム事業者等による対応のモニタリング 

 

出典：「プラットフォームサービスに関する研究会第二次とりまとめ」より抜粋 

プラットフォーム事業者に対するヒアリングの質問項目 
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出典：本研究会第 37 回会合 資料１ 『プラットフォームサービスに係る違法・有害情

報（誹謗中傷、偽情報）への対策に関する主な論点（案）』より抜粋 

2022 年には、ヒアリングシートに基づき、本研究会において次の

とおりプラットフォーム事業者に対してモニタリングを行い、事業

者団体（一般社団法人セーファーインターネット協会、一般社団法

人ソーシャルメディア利用環境整備機構）からも取組状況について

ヒアリングを実施した。 

・2022 年２月 21 日 本研究会（第 32 回） 

対象事業者団体：SIA、SMAJ 

・2022 年３月７日 本研究会（第 33 回） 

対象事業者：ヤフー、Google、LINE、Meta、Twitter 

 

プラットフォーム事業者に対するヒアリングに対する回答 

（一部抜粋） 

 

出典：本研究会第 37 回会合 資料１ 「プラットフォームサービスに係る違法・有害情

報（誹謗中傷、偽情報）への対策に関する主な論点（案）」より抜粋 
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2. モニタリング結果 

プラットフォーム事業者の誹謗中傷への対応に関する透明性・ア

カウンタビリティ確保状況は、前回ヒアリングの状況から一部進展

がみられるものの、一部項目において、依然、透明性・アカウンタ

ビリティの確保が十分とは言えない状況であった。 

ヤフー及び LINEは、我が国における誹謗中傷への対応について、

具体的な取組や定量的な数値を公表しており、透明性・アカウンタ

ビリティ確保に向けた施策が進められている。特に、ヤフーでは透

明性レポートが新たに公表された。 

Google は、我が国における定量的な削除件数等が一部新たに示さ

れており、透明性・アカウンタビリティ確保に向けた施策に進展が

見られた。 

また、Meta は、我が国における定量的な削除件数等が事後的に一

部示され、透明性・アカウンタビリティ確保に向けた施策に一定の

進展が見られた。Twitter は、我が国における定量的な削除件数等

を事後的にポリシー別に詳細に示し、透明性・アカウンタビリティ

確保に向けた施策に進展が見られた。 

一方で、我が国における誹謗中傷等の投稿の削除やアカウント停

止などの対応について、具体的には、我が国における誹謗中傷対策

に十分なリソースが投入されているかという点や削除要請等に対

する審査のプロセス、発信者情報開示請求に関する対応状況、サー

ビス上の取組に関する効果分析、透明性レポートの公表状況等につ

いて、Google、Meta、Twitter による透明性・アカウンタビリティ

の確保状況には、事業者ごとの状況には差異があるものの、不十分

な点があり、誹謗中傷等違法・有害情報への対応のために、我が国

において十分なリソースが投入され、文化的、社会的、政治的背景

を踏まえた措置が行われているか、十分に明らかではなかった。 

その他、各社の回答において、回答対象とするサービスや回答に

用いる指標、期間等には、差異が見られた。 
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プラットフォーム事業者等による対応のモニタリング結果 

（誹謗中傷への対応に関する透明性・アカウンタビリティ確保状況

に対する評価の概要） 

 

出典：「プラットフォームサービスに関する研究会第二次とりまとめ」より抜粋 
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プラットフォーム事業者が果たすべき積極的な役割 

（削除要請、監視、削除請求権等）及びその他に関する 

アンケート調査及び関係者からのヒアリング結果等の概要 

 

１．個別の違法・有害情報に関する行政庁からの削除要請 

法務省が相談等を通じて調査救済手続を開始したインターネ

ット上の人権侵害情報に関する人権侵犯事件は、引き続き高水

準で推移している。法務省は、インターネット上の人権侵害情報

について、法務省の人権擁護機関による削除要請件数と削除対

応率のサイト別の数値を公表しており、2020 年１月～2022 年 12

月の期間内に、人権侵犯事件として処理されたのは 5,105 件で

あり、そのうち、法務局において、当該情報の違法性を判断した

上で、実際に削除要請を実施した件数の合計は 1,376 件、削除対

応率は 69.26％であった。さらに、投稿の類型別（私事性的画像

情報、プライバシー侵害、名誉毀損、識別情報の摘示）の削除要

請件数及び削除対応率についても公表した。 

警察庁が運営を委託しているインターネットホットラインセ

ンター（以下「IHC」という。）においては、令和４年中における

違法情報の削除依頼が 2,433 件であった。また、削除依頼が行わ

れたうち、削除件数は 2,206 件、削除率は 83.3％となっている。  

参考９ 
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法務省の人権擁護機関による削除要請と削除対応率 

 

 
出典：誹謗中傷等対策 WG（第７回）資料１「インターネット上の人権侵犯事件の処理

について」 
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インターネットホットラインセンターにおける違法情報の削除依頼 

 

 
出典：インターネットホットラインセンター シエンプレ株式会社『令和４年中にお

けるインターネットホットラインセンターの運用状況について』 
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２．違法情報の流通の監視 

繰り返し不適切な投稿を行うアカウントに関し、特定の者か

ら繰り返し多数の誹謗中傷を受けて傷つく方が多いという声

（音事協、音制連、J リーグ）や過去に違反と認定された同一の

投稿の場合には投稿の時点で制限するべきという声（音制連）が

あった。また、アンケート調査結果においては、「特定の人物に

粘着する目的のアカウント」による誹謗中傷等が行われている

ことを半数近い（47.5％）ユーザが数回に１回以上目撃していた。

また、違法・有害情報に関する投稿を「されたことがある」とい

う人のうち、３割以上（32.1％）の人は「特定の人が繰り返し不

適切な投稿をしてきた」と回答している。 

繰り返し不適切な投稿を行うアカウント 

 
出典：誹謗中傷等対策 WG（第１回）資料３「インターネット上の違法・有害情報に関

する流通状況等について」 

96



３．権利侵害情報に係る送信防止措置請求権の明文化 

削除請求権の明文化に伴うメリット・課題について、それぞれ

具体的に示した上で 1、どのメリット又は課題が一番重要と思う

かについてアンケート調査を実施した。削除を請求する権利を

法律で明文化する場合のメリットについては、「被害者が削除を

請求できると広く認知され、請求により救済される被害者が増

える」と考える人が最も多く、全体の３分の２弱（64.7％）であ

った。課題については、いずれの回答もほぼ同程度で、突出した

ものはなかった。 

また、法律での明文化に対する考え方については、全体の半数

弱（47.7％）は「メリット・デメリットがそれぞれに複数あるこ

とから、慎重な議論が必要である」と回答した。次いで「直ちに

明文化するべきである」が多く、30.4％であった。他方、「当面

見送るべき」は非常に少なく（2.7％）、また「わからない」は２

割弱（19.1％）だった。 

1 メリットとしては、①被害者が削除を請求できると広く認知され、請求により救済され

る被害者が増えること、②特に海外事業者に対して、削除請求に応じる義務の存在が明確

化され、対応の促進が図られること、③人格権以外の権利利益（例：営業上の利益）の侵

害の場合であっても請求が可能であることが明確化されることを提示した。課題として

は、①抽象的な規定であり、期待される効果は生じないのではないか、②安易な削除請求

の乱発を招き、表現の自由に影響を与えるのではないか、③安易な削除請求の乱発の結

果、削除請求の裁判の実務に混乱が生じるのではないか、④著作権法や不正競争防止法な

どの個別法における差止請求の規定との整合性に課題があるのではないかといった点を提

示した。 

97



削除請求権の明文化に伴うメリット・課題 

 
出典：誹謗中傷等対策 WG（第 10回）資料１－２「インターネット上の違法・有害情

報に関する流通実態アンケート調査（その他権利や利益を侵害する情報等）」 

明文化に対する考え 

 
出典：誹謗中傷等対策 WG（第 10回）資料１－２「インターネット上の違法・有害情

報に関する流通実態アンケート調査（その他権利や利益を侵害する情報等）」 

 

調査 群①  

調査 群①  
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４．権利侵害性の有無の判断にかかる困難性の支援 

一般社団法人セーファーインターネット協会が運営する誹謗

中傷ホットラインについては、2022 年１月１日から 12 月 31 日

までの受領件数が 2,152 件（1,382 名）であった。また、各社の

利用規約に基づいた削除等の対応を促す通知を行った 861URL の

うち、削除が行われたのは 573URL、削除率は 67％であった。な

お、SNS における削除率は 60％未満であった。 

99



民間団体による削除要請 

 

 
出典：誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループ（第３回）

資料５「誹謗中傷対策（一般社団法人セーファーインターネット協会）」 

 

５．その他炎上事案への対応 

アンケート調査結果によると、２割以上（22.2％）の人が数

日に１回以上の頻度で、特定の人物を誹謗中傷するような投稿

が複数回繰り返されている状況（いわゆる炎上事案）を目撃し

ている。 
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炎上事案の目撃状況 

 
出典：誹謗中傷等の違法・有害情報への対策に関するワーキンググループ（第１回）

資料３「インターネット上の違法・有害情報に関する流通状況等について」 
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め
サ

イ
ト

等
は

も
っ

ぱ
ら

レ
ン

タ
ル

サ
ー

バ
会

社
を

利
用

し
て

い
る

。
レ

ン
タ

ル
サ

ー
バ

の
利

用
に

お
い

て
は

本
人

確
認

が
厳

格
に

さ
れ

な
い

こ
と

か
ら

、
加

害
者

に
辿

り
着

け
な

い
例

が
あ

り
、

一
定

の
規

制
が

必
要

と
考

え
る

。
（

清
水

構
成

員
）

2
こ

う
し

た
点

に
加

え
、

ユ
ー

ザ
が

投
稿

す
る

コ
ン

テ
ン

ツ
を

流
通

さ
せ

る
こ

と
を

通
じ

て
収

益
を

上
げ

る
と

い
う

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
の

収
益

構
造

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

が
自

ら
の

サ
ー

ビ
ス

上
の

違
法

・
有

害
情

報
の

流
通

に
最

も
実

効
的

に
関

与
し

得
る

点
を

踏
ま

え
れ

ば
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

は
、

表
現

の
自

由
を

確
保

し
つ

つ
、

違
法

・
有

害
情

報
の

流
通

に
対

応
し

、
自

ら
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

サ
ー

ビ
ス

上
の

情
報

流
通

の
適

正
化

を
図

る
責

務
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

ど
う

か
。

・
一

般
論

と
し

て
は

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
側

に
対

す
る

規
制

強
化

を
希

望
す

る
（

音
制

連
)

・
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

は
、

そ
の

社
会

的
責

任
と

し
て

、
誹

謗
中

傷
等

に
対

し
積

極
的

な
役

割
を

果
た

す
べ

き
で

あ
る

（
L
I
N
E
)

・
削

除
さ

れ
る

べ
き

問
題

投
稿

の
多

く
が
⼀

部
の

海
外

事
業

者
の

サ
ー

ビ
ス

に
残

存
し

て
い

る
事

実
か

ら
す

る
と

、
仮

に
何

か
し

ら
の

新
制

度
を

設
け

る
と

し
た

場
合

は
、

確
実

に
執
⾏
ベ

ー
ス

で
当

該
海

外
事

業
者

に
有

効
に

働
く

仕
掛

け
に

す
る

こ
と

が
必

要
（

S
I
A
)

・
本

W
G
の

親
会

で
こ

れ
ま

で
議

論
さ

れ
て

き
た

よ
う

に
、

も
し

、
特

に
海

外
を

拠
点

と
し

て
日

本
市

場
で

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
民

間
事

業
者

が
、

日
本

法
の

下
で

の
法

的
義

務
を

果
た

し
て

い
な

い
と

い
う

状
況

が
あ

る
と

す
れ

ば
、

そ
の

事
実

を
確

認
し

た
上

で
、

当
該

義
務

が
果

た
さ

れ
る

よ
う

に
、

法
的

措
置

を
含

む
諸

対
策

に
つ

い
て

、
速

や
か

な
検

討
が

求
め

ら
れ

る
。

（
山

口
構

成
員

）
・

た
だ

、
こ

こ
に

い
う

「
情

報
流

通
の

適
正

化
を

図
る

責
務

」
に

つ
い

て
、

特
に

憲
法

上
の

表
現

の
自

由
と

の
関

係
で

、
情

報
の

内
容

に
か

か
わ

る
場

合
に

は
、

何
が

「
適

正
」

か
は

曖
昧

さ
が

あ
る

と
言

え
る

。
（

山
口

構
成

員
）

・
そ

こ
で

、
今

後
の

対
策

の
在

り
方

と
し

て
、

法
的

措
置

の
可

能
性

を
検

討
す

る
際

に
は

、
そ

の
対

象
・

範
囲

を
で

き
る

限
り

明
確

化
す

る
必

要
が

あ
る

。
（

山
口

構
成

員
）

・
そ

の
対

象
・

範
囲

の
明

確
化

に
あ

た
っ

て
は

、
本

Ｗ
Ｇ

の
名

称
に

掲
げ

ら
れ

て
い

る
、

「
違

法
」

情
報

に
関

す
る

責
務

と
、

「
有

害
」

情
報

に
関

す
る

責
務

と
の

間
に

は
、

少
な

か
ら

ぬ
差

異
が

あ
る

こ
と

に
、

注
意

を
要

す
る

。
（

山
口

構
成

員
）

・
と

り
わ

け
、

日
本

法
の

下
で

明
ら

か
に

「
違

法
」

な
情

報
に

つ
い

て
は

、
そ

の
対

策
の

現
状

に
関

す
る

事
実

の
確

認
を

、
早

急
に

行
う

必
要

が
あ

る
。

（
山

口
構

成
員

）
・

そ
の

上
で

、
ま

ず
は

、
日

本
法

の
下

で
明

ら
か

に
「

違
法

」
な

情
報

へ
の

対
策

に
関

し
て

、
こ

こ
に

い
う

「
適

正
化

を
図

る
責

務
」

が
何

を
意

味
す

る
か

に
つ

い
て

、
以

下
の

２
．

か
ら

４
．

ま
で

の
そ

れ
ぞ

れ
の

事
項

ご
と

に
、

及
び

、
こ

れ
ら

を
全

体
的

に
見

渡
す

視
野

を
も

っ
て

、
議

論
を

詰
め

て
お

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

（
山

口
構

成
員

）

3
ま

た
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
が

こ
の

よ
う

な
責

務
を

果
た

す
た

め
の

環
境

整
備

と
し

て
、

以
下

の
２

.
か

ら
４

.
ま

で
に

記
載

さ
れ

た
事

項
が

検
討

項
目

と
し

て
考

え
ら

れ
る

が
、

ど
う

か
。

・
被

害
者

救
済

の
観

点
、

発
信

者
の

表
現

の
自

由
の

観
点

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

の
リ

ソ
ー

ス
、

経
済

的
負

担
の

観
点

等
を

踏
ま

え
て

、
全

て
の

違
法

・
有

害
情

報
と

い
う

の
を

一
く

く
り

に
全

て
対

処
、

対
応

す
る

と
い

う
こ

と
で

は
な

く
、

被
害

が
即

時
に

拡
大

し
や

す
か

っ
た

り
、

悪
質

な
も

の
に

あ
る

程
度

的
を

絞
っ

て
検

討
し

た
り

す
る

必
要

が
あ

る
（

U
U
U
M
)

・
被

害
者

を
含

む
個

人
と

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

、
海

外
事

業
者

と
国

内
事

業
者

な
ど

の
利

害
が

必
ず

し
も

一
致

し
な

い
こ

と
や

、
事

業
や

ユ
ー

ザ
ー

体
験

、
サ

ー
ビ

ス
形

態
な

ど
に

も
求

め
る

こ
と

に
も

違
う

が
あ

る
よ

う
に

感
じ

る
。

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

ル
ー

ル
整

備
、

ル
ー

ル
メ

イ
キ

ン
グ

を
慎

重
に

進
め

る
必

要
が

あ
る

と
感

じ
ま

す
。

（
伊

藤
構

成
員

）

5
ま

た
、

個
別

の
コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
手

続
の

適
正

性
を

確
保

す
る

た
め

に
、

特
定

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
対

し
て

、
コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
申

請
窓

口
等

の
透

明
化

や
、

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
又

は
不

実
施

の
判

断
に

係
る

理
由

の
説

明
等

の
一

定
の

措
置

を
求

め
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

・
窓

口
が

分
か

り
に

く
い

こ
と

に
つ

い
て

は
合

理
的

理
由

が
な

い
の

で
明

確
に

す
べ

き
で

あ
る

。
一

方
、

様
々

な
申

立
が

あ
り

得
る

こ
と

や
抜

け
穴

探
し

の
可

能
性

が
あ

る
こ

と
な

ど
に

鑑
み

る
と

全
て

の
判

断
に

理
由

を
開

示
す

る
必

要
は

な
い

が
、

重
大

な
利

害
関

係
が

あ
る

よ
う

な
内

容
に

つ
い

て
は

適
正

手
続

き
の

面
か

ら
も

あ
る

程
度

の
説

明
を

求
め

ら
れ

る
仕

組
み

は
必

要
で

は
な

い
か

と
思

う
（

事
実

上
意

見
発

表
の

場
が

特
定

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

限
定

さ
れ

て
い

る
現

状
に

お
い

て
、

ア
カ

ウ
ン

ト
バ

ン
な

ど
は

意
見

表
明

の
場

か
ら

の
閉

め
出

し
を

意
味

す
る

こ
と

に
な

る
）

。
（

上
沼

主
査

代
理

）
・

申
請

窓
口

の
透

明
化

は
望

ま
れ

る
。

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
・

不
実

施
の

判
断

理
由

に
つ

い
て

も
、

開
示

さ
れ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
（

山
根

構
成

員
）

6
さ

ら
に

、
違

法
・

有
害

情
報

に
対

す
る

効
果

的
か

つ
継

続
的

な
取

組
を

確
保

す
る

観
点

か
ら

、
違

法
・

有
害

情
報

へ
の

対
応

に
関

す
る

取
組

状
況

の
共

有
等

の
継

続
的

な
実

施
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。
ま

た
、

こ
う

し
た

情
報

に
つ

い
て

、
一

般
に

公
表

す
る

こ
と

と
、

２
－

６
に

お
い

て
述

べ
る

よ
う

な
取

組
状

況
の

共
有

の
場

に
限

っ
て

報
告

す
る

こ
と

の
違

い
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。

・
政

府
や

一
部

の
関

係
者

だ
け

で
は

な
く

、
広

く
社

会
に

お
い

て
社

会
イ

ン
フ

ラ
た

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

議
論

を
行

う
前

提
と

な
る

フ
ァ

ク
ト

で
あ

る
た

め
、

例
外

的
に

公
表

が
困

難
な

事
項

を
除

き
、

原
則

と
し

て
一

般
に

公
表

さ
れ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
（

生
貝

構
成

員
）

・
上

記
の

と
お

り
ユ

ー
ザ

ー
の

選
択

権
の

確
保

と
い

う
点

か
ら

は
継

続
的

な
実

施
は

必
須

で
あ

る
と

考
え

る
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
継

続
的

な
実

施
を

促
す

た
め

に
も

必
要

な
措

置
と

考
え

る
（

清
水

構
成

員
）

7
２

－
１

　
透

明
性

・
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保
が

求
め

ら
れ

る
事

業
者

本
来

、
な

る
べ

く
多

く
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

お
い

て
、

透
明

性
・

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ

ィ
の

確
保

が
図

ら
れ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

と
考

え
ら

れ
る

。
一

方
で

、
透

明
性

・
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保
に

は
事

業
者

に
少

な
か

ら
ず

経
済

的
負

担
が

生
じ

る
こ

と
や

、
ユ

ー
ザ

数
や

投
稿

数
が

多
く

、
利

用
す

る
時

間
が

長
い

サ
ー

ビ
ス

に
お

い
て

、
違

法
・

有
害

情
報

の
流

通
と

そ
れ

に
触

れ
る

機
会

が
多

い
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
等

の
諸

点
を

踏
ま

え
て

、
ま

ず
は

、
違

法
・

有
害

情
報

の
流

通
の

多
い

大
規

模
な

サ
ー

ビ
ス

か
ら

、
サ

ー
ビ

ス
の

特
性

等
を

踏
ま

え
、

透
明

性
・

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ

ィ
の

確
保

を
求

め
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

・
単

一
の

サ
ー

ビ
ス

の
規

模
の

み
に

着
目

す
る

と
、

リ
ン

ク
の

貼
付

等
に

よ
り

複
数

の
サ

イ
ト

に
拡

散
し

て
流

通
す

る
ケ

ー
ス

を
と

ら
え

き
れ

な
い

お
そ

れ
が

あ
る

。
ま

た
、

比
較

的
小

規
模

な
サ

ー
ビ

ス
で

あ
っ

て
も

、
運

営
方

針
や

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
程

度
に

よ
っ

て
違

法
・

有
害

投
稿

の
出

現
・

流
通

リ
ス

ク
は

高
ま

る
。

段
階

的
で

あ
っ

て
も

何
ら

か
の

規
律

を
設

け
る

方
向

で
検

討
す

べ
き

（
ヤ

フ
ー

)
・

単
に

ユ
ー

ザ
ー

数
の

多
寡

に
よ

っ
て

指
定

す
る

の
で

は
な

く
、

違
法

・
有

害
情

報
の

流
通

が
多

い
サ

ー
ビ

ス
、

か
つ

、
透

明
性

・
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保
に

係
る

対
応

が
十

分
に

行
わ

れ
て

い
な

い
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

を
ま

ず
は

対
象

と
す

べ
き

で
あ

る
（

L
I
N
E
)

・
メ

ッ
セ

ー
ジ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

は
、

通
信

の
秘

密
の

確
保

を
保

障
す

る
た

め
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
は

、
原

則
と

し
て

ユ
ー

ザ
ー

間
の

や
り

取
り

の
内

容
を

確
認

等
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

（
暗

号
化

し
て

い
る

場
合

も
あ

る
。

）
性

質
の

サ
ー

ビ
ス

で
あ

り
、

除
外

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

（
L
I
N
E
)

・
交

換
さ

れ
る

メ
ッ

セ
ー

ジ
数

が
一

定
数

を
超

え
る

と
問

題
発

生
が

急
激

に
高

ま
る

と
い

う
状

況
を

考
慮

す
る

な
ら

ば
実

効
性

の
観

点
か

ら
、

ま
ず

は
大

規
模

サ
ー

ビ
ス

に
対

し
て

取
組

を
求

め
る

べ
き

と
考

え
る

。
（

上
沼

主
査

代
理

）
・

メ
ッ

セ
ー

ジ
に

つ
い

て
は

通
信

の
秘

密
と

い
う

観
点

も
あ

る
も

の
の

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

付
随

す
る

メ
ッ

セ
ー

ジ
に

お
い

て
多

く
の

問
題

が
発

生
し

て
い

る
と

い
う

事
実

に
鑑

み
る

な
ら

ば
、

こ
れ

を
全

て
除

外
す

る
と

い
う

点
に

は
同

意
で

き
な

い
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

規
模

に
つ

い
て

、
S
N
S
と

い
う

の
は

、
い

わ
ゆ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
・

エ
フ

ェ
ク

ト
が

発
生

し
や

す
い

よ
う

な
事

業
体

に
な

っ
て

い
て

、
全

て
の

サ
ー

ビ
ス

形
態

で
当

て
は

ま
る

と
は

言
え

ま
せ

ん
が

、
ユ

ー
ザ

数
が

増
え

た
ら

、
指

数
関

数
的

に
ユ

ー
ザ

数
、

経
済

的
な

利
益

も
増

え
る

と
い

う
特

性
が

一
定

は
あ

る
と

思
い

ま
す

。
中

小
の

サ
ー

ビ
ス

全
て

を
同

じ
規

制
で

当
て

は
め

る
と

い
う

の
は

現
実

的
で

は
な

い
と

思
っ

て
い

ま
し

て
、

国
の

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
政

策
を

鑑
み

て
新

し
い

サ
ー

ビ
ス

が
生

ま
れ

づ
ら

く
な

る
リ

ス
ク

も
考

慮
し

、
規

模
な

ど
は

慎
重

に
配

慮
さ

れ
る

べ
き

か
と

思
っ

て
い

ま
す

。
た

だ
、

特
定

の
事

業
者

を
狙

い
撃

ち
す

る
と

い
う

こ
と

も
不

公
平

感
が

あ
る

こ
と

思
い

ま
す

の
で

、
事

業
者

を
含

め
て

公
平

な
基

準
な

ど
を

つ
く

る
べ

き
と

思
い

ま
す

。
（

伊
藤

構
成

員
）

・
ま

ず
は

大
規

模
な

サ
ー

ビ
ス

か
ら

ス
タ

ー
ト

す
る

と
し

て
も

、
全

体
へ

波
及

効
果

を
目

指
し

て
ほ

し
い

。
小

規
模

事
業

者
の

不
適

切
対

応
が

見
逃

さ
れ

な
い

よ
う

に
。

（
山

根
構

成
員

）

8
２

－
２

　
運

用
方

針
及

び
運

用
結

果
の

公
表

運
用

方
針

及
び

運
用

結
果

を
公

表
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

次
の

項
目

を
検

討
す

る
。

・
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
が

別
々

だ
っ

た
り

、
事

業
者

の
取

組
内

容
が

そ
れ

ぞ
れ

異
な

る
と

、
国

や
ユ

ー
ザ

に
と

っ
て

も
分

か
り

づ
ら

く
な

る
と

思
い

ま
す

の
で

、
国

や
第

三
者

機
関

が
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

す
る

な
ど

も
検

討
し

て
い

た
だ

き
つ

つ
、

事
業

者
へ

の
過

度
な

負
担

に
な

ら
な

い
と

み
な

さ
れ

る
範

囲
で

サ
ー

ビ
ス

形
態

や
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

も
考

慮
に

入
れ

つ
つ

、
一

定
の

基
準

や
必

要
な

事
項

は
最

低
限

そ
ろ

え
た

方
が

好
ま

し
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

（
伊

藤
構

成
員

）

4
・

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

お
け

る
対

応
の

透
明

性
が

必
要

で
あ

る
（

J
リ

ー
グ

)
・

透
明

性
・

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ

ィ
の

確
保

と
い

う
方

向
性

に
は

賛
成

（
ヤ

フ
ー

・
G
o
o
g
l
e
)

・
い

か
な

る
内

容
が

国
に

よ
る

過
剰

介
入

で
あ

る
の

か
を

明
確

化
し

た
上

で
、

そ
の

防
止

を
担

保
す

る
枠

組
が

必
要

で
あ

る
（

ヤ
フ

ー
)

・
有

害
コ

ン
テ

ン
ツ

や
誹

謗
中

傷
の

定
義

が
明

確
で

な
け

れ
ば

、
ど

の
よ

う
な

デ
ー

タ
を

開
示

す
れ

ば
い

い
の

か
分

か
ら

な
い

（
G
o
o
g
l
e
)

・
デ

ー
タ

の
種

類
に

よ
っ

て
は

収
集

が
難

し
い

、
あ

る
い

は
そ

の
よ

う
な

特
定

の
デ

ー
タ

を
要

求
し

て
し

ま
っ

た
が

た
め

に
、

逆
に

事
業

者
が

事
を

急
い

で
、

よ
く

考
え

ず
に

削
除

に
走

っ
て

し
ま

う
こ

と
も

あ
る

（
G
o
o
g
l
e
)

・
透

明
性

の
詳

細
な

実
現

方
法

は
事

業
者

に
任

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

（
G
o
o
g
l
e
)

・
透

明
性

の
確

保
に

際
し

て
は

、
プ

ロ
セ

ス
で

は
な

く
、

表
示

頻
度

の
よ

う
な

成
果

に
注

力
を

す
べ

き
で

あ
る

（
M
e
t
a
)

・
透

明
性

は
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保
の

第
一

歩
で

あ
る

が
、

絶
対

善
と

捉
え

ら
れ

て
は

な
ら

な
い

（
M
e
t
a
)

・
透

明
性

や
説

明
責

任
を

確
保

す
る

上
で

は
、

協
力

し
て

自
分

た
ち

で
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

を
見

つ
け

ら
れ

る
と

い
う

こ
と

を
見

つ
け

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

り
、

で
き

る
限

り
協

力
す

る
（

T
w
i
t
t
e
r
)

・
本

来
、

透
明

性
レ

ポ
ー

ト
と

い
う

も
の

は
、

ユ
ー

ザ
ー

や
社

会
に

対
し

て
、
⾃
ら

の
サ

ー
ビ

ス
で
⽣
じ

て
い

る
こ

と
や
⾃

ら
の

施
策

に
つ

い
て

説
明

し
、

安
⼼
し

て
利
⽤
し

て
も

ら
う

た
め

に
公

開
す

る
も

の
で

あ
る

。
不
⾜
し

て
い

る
指

摘
が

あ
れ

ば
、

真
摯

に
受

け
⽌
め

て
改

善
し

て
い

く
こ

と
が
⾃

然
（

S
I
A
)

・
先
⾏
し

て
い

る
企

業
ら

の
そ

れ
を

参
考

に
し

て
推

進
す

る
⼯
夫

は
あ

っ
て

も
よ

い
。

項
⽬
に

つ
い

て
は

先
⾏
事

業
者

の
意
⾒
を

⼗
分

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

す
る

こ
と

が
有
⽤

（
S
I
A
)

・
業

界
団

体
の

提
供

す
る

枠
組

み
な

ど
に

よ
り

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
が
⾃
主

的
な

取
組

を
実

施
し

て
い

る
場

合
に

は
、

そ
れ

ら
の

取
組

を
尊

重
し

て
い

た
だ

き
た

い
（

S
M
A
J
)

２
．

透
明

性
・

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ

ィ
の

確
保

方
策

の
在

り
方

違
法

・
有

害
情

報
に

対
応

す
る

に
あ

た
り

、
表

現
の

自
由

を
確

保
し

つ
つ

情
報

流
通

の
適

正
化

を
図

る
た

め
に

は
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

よ
る

自
主

的
な

取
組

を
促

進
す

る
こ

と
が

重
要

と
考

え
ら

れ
る

が
、

ど
う

か
。

具
体

的
に

は
、

特
定

の
要

件
を

満
た

す
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
対

し
、

予
め

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

 
に

関
す

る
運

用
方

針
を

策
定

・
公

表
す

る
と

と
も

に
（

P
l
a
n
）

、
運

用
結

果
を

公
表

し
（

D
o
）

、
運

用
結

果
に

つ
い

て
自

己
評

価
を

実
施

・
公

表
し

（
C
h
e
c
k
）

、
必

要
に

応
じ

て
運

用
方

針
を

改
定

す
る

（
A
c
t
）

こ
と

を
求

め
る

こ
と

に
よ

り
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

よ
る

自
主

的
な

改
善

サ
イ

ク
ル

（
P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
）

を
確

立
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。

・
各

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
は

自
ら

の
P
F
上

で
流

通
す

る
情

報
等

を
規

約
に

よ
っ

て
あ

る
程

度
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ユ
ー

ザ
ー

に
よ

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
選

択
の

観
点

も
考

え
れ

ば
、

当
該

事
業

者
の

コ
ン

テ
ン

ツ
に

対
す

る
方

針
（

権
利

侵
害

情
報

、
そ

の
他

違
法

情
報

へ
の

対
応

、
当

該
事

業
者

が
考

え
る

有
害

情
報

・
青

少
年

有
害

情
報

の
内

容
や

そ
の

対
応

な
ど

を
含

む
）

や
運

営
状

況
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

は
必

要
で

あ
る

（
寧

ろ
、

ユ
ー

ザ
ー

に
選

択
の

た
め

の
情

報
を

与
え

な
い

の
で

あ
れ

ば
、

ユ
ー

ザ
ー

に
よ

る
選

択
に

つ
い

て
そ

の
責

任
は

問
う

こ
と

は
で

き
な

く
な

る
）

。
（

上
沼

主
査

代
理

）
・

特
定

の
要

件
を

満
た

す
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

は
対

応
す

べ
き

」
と

い
う

部
分

に
つ

い
て

、
特

定
の

要
件

と
い

う
の

は
慎

重
に

決
め

る
べ

き
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

ユ
ー

ザ
ー

数
な

の
か

、
誹

謗
中

傷
な

ど
が

考
え

ら
れ

る
と

思
い

ま
す

が
、

慎
重

に
決

め
る

べ
き

だ
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

（
伊

藤
構

成
員

）
・

消
費

者
に

と
っ

て
わ

か
り

や
す

い
運

用
方

針
を

策
定

し
、

多
く

の
人

の
目

に
映

る
形

で
公

表
す

る
こ

と
。

そ
し

て
そ

の
方

針
に

基
づ

く
取

り
組

み
状

況
と

、
自

ら
改

善
し

た
点

を
示

す
こ

と
で

、
信

頼
と

安
心

を
届

け
る

よ
う

努
め

て
ほ

し
い

。
（

山
根

構
成

員
）

1
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N
o
.

検
討

ア
ジ

ェ
ン

ダ
第

２
回

及
び

第
３

回
W
G
で

の
ご

発
表

者
に

よ
る

ご
意

見
構

成
員

か
ら

の
ご

意
見

9
（

１
）

　
コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

運
用

方
針

（
実

施
基

準
、

実
施

の
手

続
）

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

お
け

る
コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

の
基

準
と

な
る

運
用

方
針

と
し

て
、

措
置

の
対

象
と

な
る

情
報

や
行

為
、

取
り

得
る

措
置

の
内

容
や

そ
の

適
用

に
あ

た
っ

て
の

判
断

基
準

、
措

置
の

実
施

の
た

め
に

経
る

こ
と

を
要

す
る

手
続

を
公

表
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。
ま

た
、

公
表

す
る

運
用

方
針

は
、

日
本

語
で

、
明

確
か

つ
分

か
り

や
す

い
表

現
を

用
い

る
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。

・
公

表
さ

れ
る

べ
き

（
音

事
協

)
・

ア
カ

ウ
ン

ト
停

止
を

求
め

た
場

合
に

措
置

を
す

る
か

し
な

い
か

、
実

施
基

準
が

不
明

確
（

J
リ

ー
グ

）
・

削
除

対
象

に
な

る
事

例
集

の
よ

う
な

も
の

が
あ

る
と

よ
い

の
で

は
な

い
か

（
J
リ

ー
グ

）
・

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
す

る
場

合
の

理
由

の
通

知
を

し
て

ほ
し

い
（

理
由

が
よ

く
分

か
ら

な
い

ま
ま

、
ア

カ
ウ

ン
ト

が
停

止
さ

れ
る

ケ
ー

ス
も

あ
る

た
め

）
（

J
リ

ー
グ

）
・

判
断

基
準

を
公

表
す

る
こ

と
と

す
る

と
、

公
表

情
報

の
悪

用
（

判
断

基
準

の
す

り
抜

け
、

判
断

基
準

に
定

義
さ

れ
て

い
な

い
違

法
・

有
害

情
報

に
関

す
る

投
稿

等
）

の
懸

念
が

あ
る

。
な

お
、

当
社

で
は

、
誹

謗
中

傷
に

該
当

す
る

可
能

性
の

あ
る

行
為

や
、

誹
謗

中
傷

に
当

た
る

と
判

断
し

た
場

合
の

措
置

等
を

定
め

、
ユ

ー
ザ

ー
に

周
知

し
て

い
る

。
（

L
I
N
E
)

・
当

該
事

業
者

が
ど

の
よ

う
な

ポ
リ

シ
ー

で
自

ら
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
運

用
し

て
い

る
の

か
は

上
記

ユ
ー

ザ
ー

の
選

択
と

い
う

観
点

か
ら

も
必

要
で

あ
る

し
、

ま
た

、
か

か
る

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

が
意

見
表

明
の

場
に

つ
い

て
の

寡
占

状
況

と
な

っ
て

い
る

こ
と

を
考

え
れ

ば
、

異
議

申
立

の
方

法
な

ど
を

公
表

す
る

こ
と

も
必

要
と

考
え

る
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
ほ

と
ん

ど
の

事
業

者
に

お
い

て
日

本
語

で
の

運
用

方
針

の
概

要
が

記
載

さ
れ

て
は

い
る

が
、

極
め

て
概

括
的

で
ど

の
よ

う
に

運
用

さ
れ

て
い

る
の

か
の

実
態

が
分

か
ら

な
い

。
他

方
で

、
詳

し
く

書
き

す
ぎ

る
と

、
そ

れ
に

該
当

し
な

い
形

で
の

中
傷

等
が

さ
れ

る
お

そ
れ

も
あ

る
た

め
、

あ
る

程
度

詳
し

く
書

き
つ

つ
、

そ
れ

に
と

ど
ま

る
も

の
で

は
な

い
と

い
う

こ
と

を
明

示
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

（
清

水
構

成
員

）
・

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

に
よ

る
自

動
化

が
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

こ
と

を
前

提
に

、
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
手

続
き

上
、

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

が
ど

の
部

分
に

介
在

し
て

い
る

か
（

例
え

ば
、

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

に
よ

る
フ

ラ
グ

立
て

が
行

わ
れ

て
い

る
か

。
人

間
が

ま
っ

た
く

関
与

を
し

な
い

手
続

き
が

あ
る

の
か

等
）

を
明

確
に

す
べ

き
で

あ
る

。
（

水
谷

構
成

員
）

1
0
（

２
）

　
コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

運
用

結
果

上
記

（
１

）
の

運
用

方
針

に
沿

っ
て

、
ど

の
よ

う
に

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
運

用
さ

れ
た

か
を

公
表

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

例
え

ば
、

削
除

 
等

の
コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

に
係

る
端

緒
の

件
数

、
端

緒
ご

と
に

措
置

が
実

施
さ

れ
た

又
は

実
施

さ
れ

な
か

っ
た

件
数

、
根

拠
と

な
る

ポ
リ

シ
ー

や
法

的
根

拠
ご

と
に

行
わ

れ
た

措
置

件
数

、
苦

情
申

立
て

の
件

数
や

そ
れ

に
対

す
る

対
応

結
果

ご
と

の
件

数
、

措
置

に
要

し
た

時
間

の
中

央
値

等
を

公
表

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
数

値
は

、
日

本
の

ユ
ー

ザ
に

関
連

す
る

投
稿

等
に

関
す

る
も

の
と

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

・
公

表
さ

れ
る

べ
き

（
音

事
協

)
・

サ
ー

ビ
ス

の
特

性
や

措
置

の
手

段
に

よ
り

数
値

の
持

つ
意

味
が

異
な

る
。

ま
た

、
事

業
者

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

に
意

図
せ

ざ
る

影
響

が
生

じ
る

お
そ

れ
も

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
ど

の
デ

ー
タ

を
用

い
る

か
は

事
業

者
の

自
律

的
な

選
択

に
委

ね
、

当
該

選
択

を
含

め
た

説
明

内
容

を
総

合
的

に
評

価
し

て
い

く
べ

き
（

ヤ
フ

ー
)

・
違

反
内

容
や

削
除

手
段

（
A
I
か

人
的

か
）

に
よ

り
措

置
時

間
は

異
な

り
、

中
央

値
の

含
意

が
必

ず
し

も
明

確
で

な
い

。
ま

た
、

対
応

の
迅

速
性

に
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

が
偏

り
、

熟
慮

の
回

避
・

過
剰

削
除

に
つ

な
が

る
お

そ
れ

が
あ

る
（

ヤ
フ

ー
)

・
国

際
的

な
比

較
に

基
づ

く
評

価
・

政
策

議
論

の
基

礎
と

な
る

フ
ァ

ク
ト

デ
ー

タ
と

す
る

た
め

に
も

、
E
U
デ

ジ
タ

ル
サ

ー
ビ

ス
法

に
規

定
さ

れ
る

透
明

性
レ

ポ
ー

ト
な

ど
、

諸
外

国
の

同
様

の
取

り
組

み
と

で
き

る
限

り
公

表
項

目
を

合
わ

せ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

運
用

結
果

の
数

値
は

日
本

の
ユ

ー
ザ

ー
に

関
す

る
投

稿
等

に
関

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
（

生
貝

構
成

員
）

・
公

表
に

伴
う

事
業

者
の

負
担

や
そ

れ
に

よ
る

実
効

性
の

観
点

も
あ

る
の

で
、

あ
ま

り
に

細
か

い
も

の
ま

で
は

不
要

だ
と

は
思

う
が

、
ユ

ー
ザ

ー
の

選
択

の
た

め
に

必
要

な
程

度
の

開
示

は
し

て
ほ

し
い

。
特

に
、

日
本

の
ユ

ー
ザ

ー
に

つ
い

て
ど

の
よ

う
な

対
応

が
さ

れ
て

い
る

か
は

、
日

本
の

ユ
ー

ザ
ー

が
自

ら
利

用
す

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

ど
う

選
択

す
る

か
と

い
う

観
点

か
ら

必
要

で
あ

る
（

他
の

地
域

と
同

様
に

対
応

が
さ

れ
て

い
る

か
、

他
の

地
域

よ
り

対
応

が
お

ざ
な

り
で

な
い

か
、

な
ど

の
点

は
、

ユ
ー

ザ
ー

は
気

に
す

る
と

考
え

る
）

。
（

上
沼

主
査

代
理

）

1
1
２

－
３

　
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
よ

る
評

価
、

運
用

方
針

の
改

善
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

が
、

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
運

用
に

つ
い

て
、

自
ら

評
価

を
行

い
そ

の
結

果
を

公
表

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
が

、
自

己
評

価
結

果
に

基
づ

い
て

運
用

方
針

を
改

定
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。
そ

の
際

、
自

己
評

価
に

は
、

と
も

す
れ

ば
い

わ
ゆ

る
お

手
盛

り
評

価
と

な
る

可
能

性
が

あ
り

、
評

価
の

客
観

性
や

実
効

性
を

高
め

る
工

夫
を

行
う

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

が
、

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
工

夫
が

考
え

ら
れ

る
か

。
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
よ

っ
て

は
、

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
判

断
の

際
、

助
言

・
審

査
等

一
定

の
関

与
を

行
う

機
関

を
設

け
る

な
ど

、
判

断
の

客
観

性
向

上
に

資
す

る
工

夫
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

、
こ

う
し

た
取

組
状

況
を

公
表

す
る

こ
と

に
つ

い
て

ど
う

考
え

る
か

。

ブ
ラ

ッ
ク

ボ
ッ

ク
ス

の
中

で
処

理
さ

れ
る

の
を

防
ぐ

た
め

に
、

独
立

し
た

機
関

を
設

け
て

実
効

性
の

あ
る

評
価

を
し

、
そ

れ
を

公
表

す
る

べ
き

（
音

事
協

)
・

単
な

る
デ

ー
タ

の
公

表
の

有
無

に
と

ど
ま

ら
な

い
評

価
の

在
り

方
に

つ
い

て
議

論
が

必
要

で
あ

る
（

ヤ
フ

ー
)

・
評

価
に

つ
い

て
は

、
マ

ク
ロ

要
因

の
影

響
も

大
き

く
、

因
果

関
係

の
解

明
に

は
限

界
が

あ
る

。
社

会
的

な
研

究
が

必
要

（
ヤ

フ
ー

)
・

評
価

基
準

に
つ

い
て

は
、

他
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
の

数
値

と
比

較
可

能
な

も
の

と
す

る
こ

と
が

適
当

で
あ

り
、

そ
の

時
々

の
違

法
・

有
害

情
報

の
流

行
、

シ
ス

テ
ム

の
ユ

ー
ザ

ー
に

よ
る

通
報

等
の

閾
値

の
変

化
、

シ
ス

テ
ム

の
検

知
精

度
な

ど
、

様
々

な
要

素
が

影
響

す
る

こ
と

を
踏

ま
え

つ
つ

、
実

効
性

の
あ

る
評

価
ス

キ
ー

ム
の

確
立

が
必

要
で

あ
る

（
L
I
N
E
)

・
自

社
の

成
績

を
自

分
た

ち
で

つ
け

る
わ

け
に

は
い

か
ず

、
第

三
者

に
評

価
を

し
て

い
た

だ
か

な
く

て
は

な
ら

な
い

（
M
e
t
a
)

・
数

値
だ

け
を

公
表

さ
れ

て
も

ユ
ー

ザ
ー

と
し

て
は

判
断

が
難

し
い

た
め

そ
の

評
価

を
公

表
す

る
こ

と
に

は
賛

成
で

あ
る

。
評

価
方

法
に

つ
い

て
第

三
者

機
関

に
よ

る
評

価
は

客
観

性
や

事
業

者
間

の
比

較
の

容
易

性
な

ど
の

点
が

期
待

で
き

る
が

、
費

用
や

運
営

方
法

な
ど

検
討

を
要

す
る

面
も

あ
る

の
で

、
望

ま
し

い
と

い
う

レ
ベ

ル
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。
自

己
評

価
で

あ
っ

て
も

そ
の

よ
う

な
評

価
と

な
っ

た
理

由
な

ど
を

公
表

す
る

こ
と

で
一

定
の

客
観

性
は

保
た

れ
る

と
期

待
す

る
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
い

ず
れ

に
し

て
も

「
自

分
た

ち
は

し
っ

か
り

や
っ

て
い

る
」

と
い

う
方

向
で

の
公

表
に

し
か

な
ら

な
い

と
思

わ
れ

る
が

、
自

主
的

に
公

表
さ

せ
、

検
証

を
受

け
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

を
意

識
さ

せ
る

こ
と

自
体

を
否

定
す

る
理

由
は

な
い

と
考

え
る

。
（

清
水

構
成

員
）

・
外

部
者

に
よ

る
評

価
が

な
さ

れ
る

ほ
う

が
望

ま
し

い
と

思
い

ま
す

の
で

、
有

識
者

な
ど

の
外

部
者

に
よ

る
評

価
委

員
会

の
よ

う
な

も
の

を
設

置
し

て
い

る
の

で
あ

れ
ば

そ
の

旨
を

公
表

す
る

な
ど

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

と
思

い
ま

す
。

（
藤

原
構

成
員

）
・

判
断

の
際

、
並

び
に

自
ら

評
価

を
す

る
際

に
、

第
三

者
の

助
言

・
審

査
等

の
関

与
を

受
け

る
こ

と
は

望
ま

し
い

と
考

え
る

。
（

山
根

構
成

員
）

1
2
こ

の
ほ

か
、

自
己

評
価

の
前

提
条

件
の

把
握

の
た

め
に

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

が
、

自
ら

の
サ

ー
ビ

ス
上

に
流

通
し

て
い

る
違

法
・

有
害

情
報

と
そ

れ
に

よ
っ

て
生

じ
て

い
る

被
害

の
実

態
に

つ
い

て
も

、
把

握
・

公
表

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

・
自

ら
の

事
業

に
つ

い
て

の
実

態
の

把
握

は
、

必
要

な
も

の
で

は
な

い
か

？
（

上
沼

主
査

代
理

）
・

把
握

・
公

表
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

あ
れ

ば
、

是
非

し
て

い
た

だ
き

た
い

が
、

実
際

上
ど

こ
ま

で
の

こ
と

が
把

握
で

き
る

の
か

に
は

疑
義

が
あ

る
。

暗
数

が
あ

り
得

る
も

の
に

つ
い

て
、

公
表

さ
れ

た
数

字
の

み
が

一
人

歩
き

す
る

リ
ス

ク
は

な
い

か
。

（
清

水
構

成
員

）
・

自
社

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

上
で

生
じ

て
い

る
違

法
情

報
の

流
通

に
よ

る
被

害
状

況
の

把
握

に
加

え
て

、
偽

情
報

や
ヘ

イ
ト

ス
ピ

ー
チ

、
選

挙
に

対
す

る
介

入
工

作
な

ど
の

有
害

情
報

に
関

し
て

は
、

そ
れ

ら
が

ど
の

程
度

の
リ

ス
ク

を
生

じ
さ

せ
て

い
る

の
か

を
把

握
す

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
際

、
特

に
重

要
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
の

は
、

自
社

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
U
I
／

U
X
を

は
じ

め
と

し
た

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
、

パ
ー

ソ
ナ

ラ
イ

ズ
・

フ
ィ

ル
タ

ー
を

は
じ

め
と

し
た

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

が
上

記
の

被
害

状
況

や
リ

ス
ク

に
ど

の
程

度
、

関
与

し
て

い
る

の
か

に
つ

い
て

、
外

部
の

研
究

者
も

参
加

し
て

研
究

・
把

握
す

る
こ

と
に

努
め

、
結

果
を

公
表

す
る

こ
と

を
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

（
水

谷
構

成
員

）

1
3
２

－
４

　
そ

の
他

透
明

性
・

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ

ィ
の

確
保

が
求

め
ら

れ
る

事
項

（
運

用
体

制
等

）
コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

従
事

す
る

人
員

の
数

や
監

督
者

の
有

無
な

ど
、

実
施

に
係

る
人

的
体

制
の

整
備

や
育

成
状

況
に

つ
い

て
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

公
表

を
求

め
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
整

備
状

況
は

、
日

本
の

ユ
ー

ザ
に

関
連

す
る

投
稿

等
に

関
す

る
も

の
と

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

・
事

業
と

し
て

の
裁

量
に

関
わ

る
部

分
ま

で
は

公
表

は
不

要
と

思
う

。
（

上
沼

主
査

代
理

）
・

か
か

る
情

報
の

公
表

が
さ

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

日
本

に
お

け
る

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
ど

の
く

ら
い

き
ち

ん
と

行
わ

れ
て

い
る

か
を

検
討

す
る

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
公

表
す

る
べ

き
。

（
清

水
構

成
員

）
・

こ
れ

ら
に

つ
い

て
は

、
特

に
日

本
の

ユ
ー

ザ
に

関
連

し
て

対
応

し
て

い
る

仕
組

み
（

ロ
ー

カ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

）
を

公
表

す
べ

き
で

あ
る

。
例

え
ば

、
人

間
の

モ
デ

レ
ー

タ
ー

全
体

の
う

ち
、

日
本

の
ユ

ー
ザ

ー
対

応
を

し
て

い
る

人
員

が
ど

れ
く

ら
い

の
規

模
な

の
か

と
い

っ
た

点
で

あ
る

。
（

水
谷

構
成

員
）

・
運

用
体

制
の

公
表

は
（

項
目

等
は

別
途

議
論

す
る

と
し

て
）

、
体

制
整

備
の

充
実

や
向

上
に

資
す

る
と

思
わ

れ
る

の
で

望
ま

し
い

の
で

は
な

い
か

。
（

山
根

構
成

員
）

1
4
ま

た
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

に
よ

っ
て

は
、

A
I
等

に
よ

る
自

動
処

理
と

い
っ

た
、

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
迅

速
化

に
資

す
る

工
夫

を
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
、

こ
う

し
た

取
組

状
況

を
公

表
す

る
こ

と
に

つ
い

て
ど

う
考

え
る

か
。

・
グ

ッ
ド

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

の
共

有
と

し
て

は
望

ま
し

い
（

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
効

果
的

な
対

応
は

、
非

競
争

領
域

で
い

い
の

で
は

な
な

い
か

と
思

う
の

で
）

。
（

上
沼

主
査

代
理

）
・

公
表

す
る

こ
と

は
構

わ
な

い
と

考
え

る
が

、
義

務
づ

け
る

必
要

は
な

い
と

考
え

る
。

（
清

水
構

成
員

）
・

自
動

化
に

伴
う

エ
ラ

ー
に

よ
り

大
規

模
な

事
故

（
例

え
ば

、
明

ら
か

に
通

常
時

と
比

べ
て

大
量

に
削

除
や

ア
カ

ウ
ン

ト
停

止
が

発
生

す
る

と
い

っ
た

状
況

な
ど

）
が

発
生

し
た

場
合

、
そ

の
原

因
に

対
す

る
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

は
確

保
さ

れ
る

べ
き

で
あ

る
。

も
っ

と
も

こ
の

場
合

、
個

別
の

ユ
ー

ザ
ー

に
対

す
る

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ

ィ
を

確
保

す
べ

き
と

い
う

よ
り

も
、

よ
り

広
く

、
利

用
者

全
体

・
社

会
全

体
に

対
す

る
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

を
確

保
す

べ
き

で
あ

る
。

（
水

谷
構

成
員

）

1
5
さ

ら
に

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

は
、

例
え

ば
投

稿
時

に
再

考
・

再
検

討
を

促
す

機
能

と
い

っ
た

、
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

上
の

工
夫

に
よ

る
違

法
・

有
害

情
報

の
被

害
低

減
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

こ
ろ

、
そ

う
し

た
取

組
状

況
に

つ
い

て
公

表
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。

・
グ

ッ
ド

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

の
共

有
と

し
て

は
望

ま
し

い
（

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
効

果
的

な
対

応
は

、
非

競
争

領
域

で
い

い
の

で
は

な
な

い
か

と
思

う
の

で
）

。
（

上
沼

主
査

代
理

）
・

そ
れ

に
よ

っ
て

投
稿

が
ど

の
く

ら
い

思
い

と
ど

ま
ら

れ
る

の
か

と
い

っ
た

情
報

が
あ

る
の

で
あ

れ
ば

、
効

果
検

証
の

た
め

に
も

公
表

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
（

清
水

構
成

員
）

・
単

に
、

現
在

実
装

し
て

い
る

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
の

公
表

の
み

な
ら

ず
、

そ
れ

ら
が

ど
の

程
度

、
有

効
に

機
能

し
て

い
る

の
か

（
違

法
・

有
害

情
報

の
投

稿
な

ど
が

有
意

に
減

少
し

て
い

る
か

等
）

、
逆

に
新

た
な

リ
ス

ク
は

生
じ

て
い

な
い

か
（

表
現

活
動

に
対

す
る

萎
縮

が
生

じ
て

い
な

い
か

等
）

と
い

っ
た

実
効

的
な

内
容

に
よ

り
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

が
満

た
さ

れ
る

こ
と

を
目

指
す

べ
き

で
あ

る
。

（
水

谷
構

成
員

）

1
6
そ

の
他

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
、

透
明

性
・

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ

ィ
の

確
保

が
求

め
ら

れ
る

事
項

は
あ

る
か

。
・

特
定

コ
ン

テ
ン

ツ
の

削
除

や
可

視
性

の
低

下
に

主
眼

を
置

く
「

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
」

に
加

え
、

そ
れ

と
表

裏
一

体
で

あ
る

特
定

コ
ン

テ
ン

ツ
の

可
視

性
を

上
昇

さ
せ

る
「

レ
コ

メ
ン

デ
ー

シ
ョ

ン
」

や
行

動
タ

ー
ゲ

テ
ィ

ン
グ

広
告

等
に

関
し

て
も

、
検

討
の

視
野

に
入

れ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

（
生

貝
構

成
員

）

2
 /

 6
 ペ

ー
ジ
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N
o
.

検
討

ア
ジ

ェ
ン

ダ
第

２
回

及
び

第
３

回
W
G
で

の
ご

発
表

者
に

よ
る

ご
意

見
構

成
員

か
ら

の
ご

意
見

1
7
２

－
５

　
手

続
の

適
正

性
確

保
の

た
め

に
透

明
性

・
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保
が

求
め

ら
れ

る
事

項
・

ユ
ー

ザ
ー

か
ら

の
削

除
要

求
の

数
は

非
常

に
膨

大
で

あ
り

、
不

完
全

な
請

求
内

容
や

、
お

互
い

に
矛

盾
し

た
り

す
る

リ
ク

エ
ス

ト
も

存
在

す
る

（
G
o
o
g
l
e
)

1
9
ま

た
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
が

措
置

を
実

施
す

る
か

否
か

の
判

断
に

必
要

な
期

間
を

あ
ら

か
じ

め
明

ら
か

に
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。
・

標
準

処
理

期
間

の
明

示
が

行
わ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
な

か
っ

た
と

き
に

次
の

手
が

打
ち

や
す

く
な

る
（

U
U
U
M
)

・
「

被
害

者
」

の
側

か
ら

す
る

と
一

刻
も

早
く

と
い

う
気

持
ち

に
は

な
っ

て
し

ま
う

の
で

、
「

放
置

さ
れ

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
」

と
い

う
安

心
感

の
た

め
に

も
、

目
安

等
は

あ
っ

た
方

が
お

互
い

の
た

め
で

は
な

い
か

、
と

は
思

う
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
最

終
的

な
判

断
ま

で
の

期
間

は
ケ

ー
ス

バ
イ

ケ
ー

ス
と

思
わ

れ
る

が
、

少
な

く
と

も
審

査
開

始
ま

で
の

時
間

く
ら

い
は

明
示

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
（

清
水

構
成

員
）

2
0
（

２
）

　
個

別
の

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
又

は
不

実
施

に
関

す
る

理
由

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
が

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
申

請
等

に
対

し
て

措
置

を
実

施
し

な
か

っ
た

場
合

に
、

申
請

等
を

行
っ

た
者

に
対

し
て

、
措

置
を

実
施

し
な

か
っ

た
事

実
及

び
そ

の
理

由
を

説
明

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

・
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
は

削
除

に
つ

い
て

不
可

解
な

裁
量

が
あ

る
（

音
制

連
)

・
個

々
の

事
案

に
お

け
る

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
や

不
実

施
の

判
断

の
理

由
が

明
ら

か
で

な
い

と
、

申
請

方
法

が
悪

か
っ

た
の

か
、

証
拠

が
不

十
分

だ
っ

た
の

か
等

が
分

か
ら

ず
、

動
き

づ
ら

い
の

で
、

理
由

は
絶

対
に

明
ら

か
に

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

（
音

事
協

、
音

制
連

)
・

違
反

申
告

に
は

、
①

違
反

投
稿

の
検

知
手

段
、

②
被

害
救

済
の

申
出

と
い

う
２

つ
の

機
能

が
あ

り
、

①
に

つ
い

て
は

極
力

間
口

を
広

く
す

る
必

要
が

あ
る

が
、

申
告

内
容

の
粒

度
は

様
々

で
あ

り
、

一
律

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

は
困

難
で

あ
る

。
ま

た
、

必
ず

し
も

す
べ

て
の

申
告

者
が

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

求
め

て
い

る
と

は
限

ら
な

い
（

ヤ
フ

ー
)

・
発

信
者

に
対

し
て

、
コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
た

事
実

及
び

そ
の

理
由

を
説

明
す

る
こ

と
に

つ
い

て
は

、
サ

ー
ビ

ス
上

の
情

報
流

通
量

が
年

々
増

加
し

て
い

る
た

め
実

効
的

な
対

応
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

り
、

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
考

え
方

を
あ

ら
か

じ
め

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
形

で
公

表
す

る
対

応
と

、
個

別
の

事
案

に
応

じ
て

理
由

を
説

明
等

す
る

対
応

と
を

組
み

合
わ

せ
て

対
応

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
（

L
I
N
E
)

・
理

由
の

通
知

は
（

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
が

不
要

と
明

示
し

た
申

告
以

外
は

）
適

切
な

申
告

や
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

判
断

へ
の

異
議

申
し

立
て

の
前

提
と

な
る

た
め

、
行

わ
れ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
（

生
貝

構
成

員
）

・
個

別
の

理
由

を
全

て
説

明
す

る
こ

と
は

事
業

者
に

過
度

の
負

担
で

あ
る

と
考

え
る

一
方

、
上

記
の

と
お

り
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

上
で

の
発

言
の

可
否

は
、

利
用

者
に

重
大

な
影

響
を

与
え

る
点

に
鑑

み
、

異
議

申
立

な
ど

の
手

続
き

を
設

け
、

そ
の

中
で

一
定

の
説

明
を

す
る

な
ど

の
仕

組
み

は
あ

っ
た

方
が

望
ま

し
い

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。
（

上
沼

主
査

代
理

）
・

詳
細

な
理

由
の

表
示

を
す

る
こ

と
ま

で
は

困
難

と
し

て
も

、
一

定
の

理
由

明
示

は
再

申
請

の
検

討
時

に
も

必
要

で
あ

り
、

対
応

い
た

だ
き

た
い

。
少

な
く

と
も

「
権

利
侵

害
で

は
な

い
と

判
断

に
至

っ
た

」
等

の
説

明
で

は
不

十
分

と
考

え
る

。
（

清
水

構
成

員
）

・
申

請
ご

と
に

事
情

が
大

き
く

異
な

る
こ

と
、

大
量

の
申

請
が

な
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

を
考

慮
す

れ
ば

、
個

別
に

理
由

を
伝

え
る

の
は

事
業

者
の

負
担

が
大

き
す

ぎ
て

現
実

的
で

は
な

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
ま

た
、

申
請

時
に

判
明

す
る

情
報

の
少

な
さ

を
考

え
て

も
、

有
意

義
な

理
由

の
伝

達
が

で
き

る
可

能
性

は
低

く
、

そ
の

意
味

で
は

申
請

者
に

と
っ

て
も

意
味

の
あ

る
結

果
に

は
な

ら
な

い
の

で
は

な
い

か
と

危
惧

し
ま

す
。

（
藤

原
構

成
員

）
・

申
告

者
が

置
き

去
り

に
さ

れ
な

い
よ

う
な

配
慮

が
必

要
。

（
山

根
構

成
員

）

2
1
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

が
コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
た

場
合

に
、

発
信

者
に

対
し

て
、

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

た
事

実
及

び
そ

の
理

由
を

説
明

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

と
り

わ
け

、
ア

カ
ウ

ン
ト

の
停

止
・

凍
結

や
ア

カ
ウ

ン
ト

の
再

作
成

の
制

限
等

に
つ

い
て

は
、

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
中

で
も

特
に

将
来

の
投

稿
を

制
限

す
る

点
で

影
響

が
大

き
い

と
考

え
ら

れ
る

が
、

こ
れ

ら
の

措
置

の
実

施
に

あ
た

っ
て

発
信

者
に

対
す

る
手

続
的

保
障

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

・
上

記
の

と
お

り
異

議
申

立
の

手
続

き
は

必
要

と
考

え
る

。
（

上
沼

主
査

代
理

）
・

手
続

保
障

の
観

点
か

ら
、

少
な

く
と

も
ど

の
投

稿
が

、
ど

の
条

項
等

に
抵

触
し

た
か

程
度

は
説

明
す

る
必

要
が

あ
る

。
な

お
、

詳
細

理
由

を
説

明
す

る
こ

と
で

、
再

度
同

種
の

行
為

を
巧

妙
に

行
う

よ
う

に
な

る
リ

ス
ク

も
高

い
こ

と
に

留
意

す
る

必
要

が
あ

る
。

（
清

水
構

成
員

）
・

個
々

の
ユ

ー
ザ

ー
に

対
す

る
理

由
告

知
と

い
う

点
で

は
、

も
っ

と
も

ダ
メ

ー
ジ

が
大

き
い

ア
カ

ウ
ン

ト
停

止
や

再
作

成
制

限
な

ど
の

場
合

に
、

手
続

き
保

障
を

充
実

す
べ

き
で

あ
る

。
（

水
谷

構
成

員
）

2
2
（

３
）

　
コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
苦

情
処

理
コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

申
請

等
が

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

被
害

者
等

や
、

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
行

わ
れ

た
投

稿
の

発
信

者
に

対
し

て
、

苦
情

申
出

の
機

会
を

設
け

る
た

め
、

処
理

手
続

や
窓

口
に

つ
い

て
開

示
す

る
と

と
も

に
、

こ
う

し
た

苦
情

へ
の

誠
実

な
対

応
を

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

求
め

る
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。

・
苦

情
処

理
を

適
切

に
行

っ
て

い
た

だ
き

た
い

（
J
リ

ー
グ

)
・

間
違

っ
た

対
応

を
す

る
こ

と
も

あ
り

得
る

以
上

、
異

議
や

苦
情

申
出

の
窓

口
を

設
け

て
、

そ
れ

に
対

応
す

る
こ

と
は

必
要

（
清

水
構

成
員

）

2
3
そ

の
他

、
個

別
具

体
の

措
置

申
請

や
措

置
に

関
す

る
手

続
の

適
正

性
を

確
保

す
る

観
点

か
ら

、
透

明
性

・
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保
が

必
要

な
事

項
と

し
て

、
何

が
あ

る
か

。
・

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
実

態
を

客
観

的
に

評
価

す
る

た
め

、
デ

ジ
タ

ル
サ

ー
ビ

ス
法

4
0
条

の
規

定
を

参
考

に
、

政
府

や
研

究
者

に
よ

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
デ

ー
タ

へ
の

ア
ク

セ
ス

確
保

の
あ

り
方

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
余

地
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。
（

生
貝

構
成

員
）

2
4
２

－
６

　
取

組
状

況
の

共
有

等
の

継
続

的
な

実
施

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

研
究

会
で

は
、

こ
れ

ま
で

、
個

別
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
や

個
別

の
サ

ー
ビ

ス
の

み
な

ら
ず

、
日

本
の

ユ
ー

ザ
に

関
連

す
る

違
法

・
有

害
情

報
の

全
体

の
流

通
状

況
を

俯
瞰

す
る

と
と

も
に

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

を
は

じ
め

と
す

る
各

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

に
お

け
る

取
組

状
況

の
共

有
を

行
っ

て
き

た
と

こ
ろ

、
こ

う
し

た
取

組
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

、
産

官
学

民
が

協
力

し
て

、
継

続
的

に
実

施
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。

産
官

学
民

で
の

取
組

状
況

の
共

有
の

継
続

的
な

実
施

に
大

賛
成

で
あ

る
（

音
事

協
)

・
違

法
・

有
害

情
報

の
被

害
低

減
へ

の
取

組
に

つ
い

て
は

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

間
の

競
争

領
域

で
は

な
く

、
協

調
領

域
で

あ
る

。
よ

っ
て

、
ア

ー
キ

テ
ク

チ
ャ

上
の
⼯
夫

な
ど

の
取

組
状

況
に

つ
い

て
は

、
ベ

ス
ト

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

と
し

て
情

報
共

有
す

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
（

S
M
A
J
)

・
継

続
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
等

は
で

き
た

方
が

よ
い

が
、

そ
の

実
施

主
体

を
ど

う
す

る
か

に
つ

い
て

は
、

上
記

運
用

評
価

に
対

す
る

第
三

者
機

関
と

同
様

、
資

金
や

運
用

方
法

の
問

題
が

あ
る

と
考

え
る

。
（

上
沼

主
査

代
理

）
・

情
報

共
有

の
場

は
必

要
で

し
ょ

う
が

、
現

在
の

研
究

会
や

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を

永
続

的
な

組
織

に
す

る
の

は
難

し
い

と
推

測
す

る
た

め
、

類
似

の
構

成
員

に
よ

る
組

織
を

（
現

在
の

も
の

と
は

別
に

、
任

務
を

限
定

し
て

）
設

置
し

て
も

良
い

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
（

藤
原

構
成

員
）

2
5
３

．
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

が
果

た
す

べ
き

積
極

的
な

役
割

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

サ
ー

ビ
ス

上
で

は
、

ひ
と

た
び

被
害

を
生

じ
さ

せ
る

情
報

の
送

信
や

拡
散

が
行

わ
れ

た
場

合
、

被
害

が
即

時
か

つ
際

限
な

く
拡

大
し

、
甚

大
に

な
り

や
す

く
、

現
に

、
誹

謗
中

傷
等

の
被

害
が

発
生

し
続

け
て

い
る

。
こ

う
し

た
点

を
踏

ま
え

、
表

現
の

自
由

を
確

保
し

つ
つ

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

の
よ

り
積

極
的

な
役

割
を

検
討

す
る

。
具

体
的

に
は

、
問

題
と

な
る

投
稿

の
検

知
、

削
除

の
要

請
・

請
求

、
削

除
の

実
施

と
い

っ
た

各
フ

ェ
ー

ズ
に

応
じ

て
、

以
下

の
と

お
り

検
討

を
行

う
。

・
世

間
の

耳
目

を
集

め
や

す
い

芸
能

人
に

関
し

て
根

も
葉

も
な

い
こ

と
を

言
っ

て
い

る
人

が
大

勢
い

る
。

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
と

っ
て

は
広

告
収

入
を

得
る

手
段

で
あ

る
か

ら
、

責
任

を
取

り
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

は
コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
透

明
性

や
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保
は

当
然

の
こ

と
と

し
て

、
被

害
の

防
止

や
回

復
の

た
め

の
積

極
的

な
関

与
も

し
て

い
た

だ
き

た
い

（
音

事
協

)
・

日
本

の
慣

習
や

法
律

を
踏

ま
え

た
コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

を
行

っ
て

い
た

だ
き

た
い

（
J
リ

ー
グ

)
・

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

た
め

に
は

、
セ

ー
フ

ハ
ー

バ
ー

原
則

（
通

知
が

あ
っ

た
際

に
違

法
な

コ
ン

テ
ン

ツ
を

削
除

し
て

い
れ

ば
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
が

法
的

に
保

護
さ

れ
る

と
い

う
も

の
）

と
、

よ
き

サ
マ

リ
ア

人
の

保
護

（
コ

ン
テ

ン
ツ

の
削

除
に

関
し

て
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
が

法
的

に
保

護
さ

れ
る

と
い

う
も

の
）

の
2
つ

が
重

要
で

あ
る

（
G
o
o
g
l
e
、

M
e
t
a
)

・
事

業
者

に
対

し
て

質
問

を
差

し
上

げ
た

と
こ

ろ
で

は
あ

る
が

、
日

本
法

に
お

い
て

「
よ

き
サ

マ
リ

ア
人

の
保

護
」

が
な

さ
れ

て
い

な
い

と
考

え
る

具
体

的
理

由
が

不
明

で
あ

る
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
セ

ー
フ

ハ
ー

バ
ー

原
則

に
し

て
も

、
通

知
が

あ
っ

た
だ

け
で

対
象

の
コ

ン
テ

ン
ツ

を
削

除
し

て
よ

い
と

す
る

か
ど

う
か

は
、

事
業

者
の

利
用

規
約

で
一

定
程

度
対

応
可

能
な

の
で

は
な

い
か

。
（

上
沼

主
査

代
理

）

2
6
３

－
１

　
投

稿
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
フ

ェ
ー

ズ
（

１
）

権
利

侵
害

情
報

の
流

通
の

網
羅

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

対
し

権
利

侵
害

情
報

の
流

通
を

網
羅

的
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

こ
と

を
法

的
に

義
務

づ
け

る
場

合
、

検
閲

に
近

い
行

為
を

強
い

る
こ

と
と

な
り

、
表

現
の

自
由

や
検

閲
の

禁
止

の
観

点
か

ら
問

題
が

生
じ

う
る

と
考

え
ら

れ
、

ま
た

、
事

業
者

に
よ

っ
て

は
、

実
際

に
は

権
利

侵
害

情
報

で
は

な
い

疑
わ

し
い

情
報

を
全

て
削

除
す

る
こ

と
に

つ
な

が
り

か
ね

ず
、

表
現

の
自

由
に

著
し

い
萎

縮
効

果
を

も
た

ら
す

可
能

性
が

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

・
検

閲
は

、
権

力
者

が
行

っ
て

き
た

も
の

で
あ

る
が

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

は
権

力
者

に
近

い
。

し
た

が
っ

て
、

自
主

規
制

の
よ

う
な

こ
と

は
望

む
べ

き
で

な
い

の
か

も
し

れ
な

い
が

、
A
I
等

に
よ

り
、

も
う

少
し

事
前

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
は

で
き

る
と

思
う

（
音

事
協

)
・

違
法

も
し

く
は

不
適

切
な

文
言

を
A
I
技

術
で

自
動

検
出

し
て

投
稿

前
に

警
告

を
発

す
る

よ
う

な
仕

組
み

が
で

き
な

い
か

と
考

え
て

い
る

（
J
リ

ー
グ

)
・

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
側

が
継

続
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

対
象

と
し

て
い

る
こ

と
が

、
当

該
権

利
侵

害
情

報
を

投
稿

す
る

者
に

伝
わ

っ
た

場
合

、
別

の
ア

カ
ウ

ン
ト

を
作

成
し

た
り

、
手

段
を

変
え

て
投

稿
を

行
う

こ
と

が
想

定
さ

れ
、

権
利

侵
害

情
報

の
流

通
の

抑
制

効
果

が
薄

く
な

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
（

L
I
N
E
)

・
網

羅
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

法
的

に
義

務
付

け
る

こ
と

は
避

け
る

べ
き

と
考

え
る

。
同

時
に

、
(
1
)
「

網
羅

的
な

・
網

羅
的

で
は

な
い

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

」
は

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
も

の
か

、
(
2
)
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

が
「

自
主

的
」

に
A
I
等

を
利

用
し

た
広

範
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

う
こ

と
へ

の
政

府
や

各
ス

テ
イ

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

関
与

の
あ

り
方

に
つ

い
て

は
精

査
す

る
余

地
が

あ
る

と
考

え
る

。
（

生
貝

構
成

員
）

・
一

律
網

羅
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

義
務

づ
け

る
こ

と
は

、
表

現
の

自
由

な
ど

の
観

点
か

ら
賛

成
で

き
な

い
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
義

務
の

書
き

方
に

よ
っ

て
国

が
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

方
針

を
決

め
る

こ
と

が
で

き
て

し
ま

う
可

能
性

が
あ

り
、

検
閲

に
類

す
る

効
果

が
生

じ
う

る
こ

と
を

考
え

る
と

、
事

前
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
よ

る
コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
は

法
的

義
務

に
基

づ
く

も
の

で
は

な
く

あ
く

ま
で

事
業

者
が

必
要

に
応

じ
て

任
意

に
行

う
行

為
と

整
理

す
べ

き
よ

う
に

思
い

ま
す

。
（

藤
原

構
成

員
）

1
8

・
所

属
の

芸
能

事
務

所
が

削
除

の
手

続
を

代
行

で
き

る
よ

う
な

法
整

備
が

な
さ

れ
る

と
有

り
難

い
（

音
事

協
)

・
窓

口
の

自
体

が
誹

謗
中

傷
の

抑
止

力
と

な
る

の
で

、
窓

口
の

所
在

を
分

か
り

や
す

く
公

表
し

て
い

た
だ

き
た

い
（

音
事

協
)

・
被

害
者

側
が

適
切

な
申

請
を

行
え

る
環

境
の

整
備

が
必

要
。

具
体

的
に

は
、

誰
が

見
て

も
わ

か
る

よ
う

に
、

申
請

窓
口

を
一

箇
所

に
ま

と
め

る
こ

と
、

及
び

、
何

を
選

択
・

記
載

す
べ

き
か

、
わ

か
り

や
す

い
よ

う
に

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
（

U
U
U
M
)

・
文

字
数

の
制

限
や

フ
ァ

イ
ル

の
制

限
、

形
式

の
制

限
、

デ
ー

タ
容

量
の

制
限

と
い

う
よ

う
な

様
々

な
制

限
等

が
な

さ
れ

て
い

る
ケ

ー
ス

が
あ

り
、

必
要

な
事

実
を

十
分

に
説

明
で

き
な

い
こ

と
が

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

形
式

上
の

課
題

を
解

決
す

べ
き

で
あ

る
（

U
U
U
M
)

・
複

数
の

権
利

侵
害

が
な

さ
れ

て
い

る
場

合
に

、
複

眼
的

に
判

断
さ

れ
る

申
請

窓
口

を
設

け
る

等
、

被
害

者
に

寄
り

添
っ

た
窓

口
設

計
が

さ
れ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

（
U
U
U
M
)

・
申

請
等

の
受

付
に

関
す

る
通

知
が

行
わ

れ
る

必
要

が
あ

る
。

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
な

か
っ

た
と

き
に

次
の

手
が

打
ち

や
す

く
な

る
（

U
U
U
M
)

・
加

害
者

側
に

被
害

者
の

情
報

が
通

知
さ

れ
て

し
ま

う
等

の
恐

怖
感

、
危

機
感

が
あ

る
。

そ
う

い
っ

た
も

の
を

伝
え

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

れ
ば

、
そ

れ
を

だ
し

に
し

た
二

次
的

被
害

を
生

む
恐

れ
も

あ
り

、
被

害
者

側
が

申
請

を
行

う
こ

と
を

委
縮

又
は

断
念

せ
ざ

る
を

得
な

い
と

い
う

こ
と

に
な

ら
な

い
よ

う
な

配
慮

が
必

要
（

U
U
U
M
)

・
オ

ー
プ

ン
か

つ
迅

速
に

対
応

す
る

窓
口

の
設

置
を

義
務

づ
け

て
も

よ
い

の
で

は
な

い
か

（
J
リ

ー
グ

)
・

違
法

・
有

害
情

報
を

目
撃

し
た

場
合

の
通

報
と

、
権

利
侵

害
に

あ
っ

た
被

害
者

か
ら

の
削

除
申

請
と

い
っ

た
目

的
別

に
、

複
数

の
フ

ォ
ー

ム
を

設
け

て
お

く
こ

と
も

有
効

で
あ

る
（

L
I
N
E
)

・
単

に
申

請
フ

ォ
ー

ム
か

ら
申

請
が

行
わ

れ
、

そ
れ

に
対

す
る

返
信

を
行

っ
た

こ
と

を
も

っ
て

、
「

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
が

当
該

申
請

等
の

受
付

に
関

す
る

通
知

を
行

っ
た

と
き

に
は

、
申

請
等

に
係

る
情

報
の

流
通

に
つ

い
て

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

認
識

が
あ

っ
た

も
の

と
み

な
す

こ
と

」
は

、
実

務
的

に
困

難
と

想
定

さ
れ

る
（

L
I
N
E
)

（
１

）
　

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
措

置
申

請
窓

口
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
よ

る
適

切
な

対
応

に
つ

な
げ

る
た

め
、

被
害

者
等

が
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

の
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

く
コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

申
請

や
法

的
な

削
除

請
求

（
以

下
「

コ
ン

テ
ン

ツ
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
申

請
等

」
と

い
う

。
）

を
行

う
に

あ
た

っ
て

、
申

請
や

請
求

の
理

由
を

容
易

か
つ

十
分

に
説

明
で

き
る

よ
う

手
続

を
整

備
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。
例

え
ば

、
コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

申
請

等
の

窓
口

の
所

在
を

分
か

り
や

す
く

公
表

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

ま
た

、
コ

ン
テ

ン
ツ

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

申
請

等
を

受
け

た
場

合
に

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

が
当

該
申

請
等

を
行

っ
た

者
に

申
請

等
の

受
付

に
関

す
る

通
知

を
行

う
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

が
当

該
申

請
等

の
受

付
に

関
す

る
通

知
を

行
っ

た
と

き
に

は
、

申
請

等
に

係
る

情
報

の
流

通
に

つ
い

て
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
認

識
が

あ
っ

た
も

の
と

み
な

す
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。

・
デ

ジ
タ

ル
サ

ー
ビ

ス
法

1
6
条

各
項

の
規

定
を

念
頭

に
、

申
請

窓
口

に
求

め
ら

れ
る

要
件

を
整

理
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
（

生
貝

構
成

員
）

・
窓

口
を

明
示

し
、

か
つ

、
請

求
方

法
を

分
か

り
や

す
く

す
る

こ
と

は
当

然
に

必
要

と
考

え
る

。
日

本
語

で
の

申
請

が
で

き
な

か
っ

た
り

、
申

請
の

根
拠

が
日

本
法

ベ
ー

ス
に

な
っ

て
い

な
い

な
ど

は
、

日
本

に
お

い
て

事
業

を
展

開
し

て
い

る
以

上
、

適
切

に
対

応
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。
な

お
、

通
知

に
関

す
る

認
識

に
つ

い
て

は
、

申
請

を
受

け
付

け
た

か
否

か
は

本
来

事
業

者
が

明
確

に
す

べ
き

事
項

で
あ

り
、

こ
の

よ
う

な
「

み
な

し
」

が
必

要
な

の
で

は
な

い
か

と
い

う
意

見
が

な
ぜ

出
て

い
る

か
に

つ
い

て
は

考
え

て
も

ら
い

た
い

。
(
上

沼
主

査
代

理
)

・
窓

口
が

分
か

り
づ

ら
い

場
合

は
少

な
か

ら
ず

あ
る

た
め

、
す

ぐ
に

辿
り

着
け

る
よ

う
な

工
夫

を
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

申
請

が
本

当
に

届
い

て
い

る
の

か
、

審
査

さ
れ

て
い

る
の

か
も

不
明

な
こ

と
が

あ
る

た
め

、
受

け
付

け
た

場
合

に
は

そ
の

旨
の

連
絡

は
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

（
清

水
構

成
員

）
・

窓
口

を
わ

か
り

や
す

く
す

る
の

は
望

ま
し

い
取

り
組

み
で

あ
る

と
思

い
ま

す
し

、
受

け
付

け
た

時
点

で
何

ら
か

の
反

応
が

あ
る

よ
う

に
し

た
方

が
良

い
と

思
い

ま
す

が
、

大
量

の
（

場
合

に
よ

っ
て

は
そ

の
多

く
は

理
由

が
な

い
）

申
請

が
な

さ
れ

る
可

能
性

を
考

え
る

と
、

自
動

返
信

等
を

も
っ

て
認

識
が

あ
っ

た
と

み
な

す
の

は
少

し
厳

し
す

ぎ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

（
藤

原
構

成
員

）
・

わ
か

り
や

す
い

申
請

窓
口

の
必

要
性

は
、

本
W
G
の

親
会

で
も

度
々

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

(
山

口
構

成
員

)
・

例
え

ば
、

特
に

未
成

年
者

へ
の

対
応

に
つ

い
て

、
各

機
関

の
相

談
窓

口
の

入
り

口
と

な
る

い
わ

ば
＜

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

の
連

絡
先

＞
が

あ
り

、
そ

こ
か

ら
相

談
内

容
に

応
じ

て
関

係
窓

口
に

円
滑

に
つ

な
が

る
よ

う
に

な
れ

ば
望

ま
し

い
。

各
機

関
の

権
限

等
の

違
い

も
あ

り
、

難
し

い
点

も
あ

る
と

こ
ろ

、
利

用
者

の
視

点
か

ら
見

れ
ば

ぜ
ひ

ご
検

討
を

お
願

い
し

た
い

（
本

W
G
の

親
会

、
第

3
2

回
、

令
和

4
年

2
月

2
1
日

開
催

）
。

(
山

口
構

成
員

)

3
 /

 6
 ペ

ー
ジ
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N
o
.

検
討

ア
ジ

ェ
ン

ダ
第

２
回

及
び

第
３

回
W
G
で

の
ご

発
表

者
に

よ
る

ご
意

見
構

成
員

か
ら

の
ご

意
見

2
7
（

２
）

繰
り

返
し

多
数

の
権

利
侵

害
情

報
を

投
稿

す
る

ア
カ

ウ
ン

ト
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
権

利
侵

害
は

、
ス

ポ
ッ

ト
的

な
投

稿
に

よ
っ

て
な

さ
れ

る
ケ

ー
ス

も
多

い
一

方
で

、
そ

の
よ

う
な

投
稿

を
繰

り
返

し
行

う
者

に
よ

っ
て

な
さ

れ
て

い
る

ケ
ー

ス
も

多
い

と
の

指
摘

が
あ

る
。

権
利

侵
害

情
報

の
流

通
を

網
羅

的
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

こ
と

を
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
対

し
法

的
に

義
務

づ
け

る
こ

と
に

は
前

述
し

た
問

題
が

あ
る

と
し

て
も

、
繰

り
返

し
多

数
の

権
利

侵
害

情
報

を
投

稿
す

る
ア

カ
ウ

ン
ト

に
対

象
を

限
定

し
た

上
で

こ
れ

を
継

続
的

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
こ

と
は

、
権

利
侵

害
情

報
の

流
通

を
効

果
的

に
抑

制
す

る
上

で
有

効
と

考
え

ら
れ

る
か

。
そ

の
際

、
そ

う
し

た
ア

カ
ウ

ン
ト

に
よ

る
投

稿
に

つ
い

て
は

、
プ

ロ
バ

イ
ダ

責
任

制
限

法
第

３
条

が
定

め
る

責
任

制
限

の
要

件
に

関
し

て
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

情
報

流
通

の
認

識
が

あ
っ

た
と

み
な

す
こ

と
で

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

自
身

に
よ

る
適

切
な

投
稿

の
削

除
の

促
進

に
資

す
る

と
考

え
ら

れ
る

か
。

そ
の

一
方

で
、

限
定

さ
れ

た
ア

カ
ウ

ン
ト

を
対

象
と

す
る

場
合

で
あ

っ
て

も
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

対
し

個
別

の
権

利
侵

害
情

報
の

流
通

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
こ

と
を

法
的

に
義

務
づ

け
た

場
合

、
表

現
の

自
由

に
萎

縮
効

果
を

も
た

ら
す

可
能

性
が

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
対

象
と

な
る

発
信

者
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

へ
の

影
響

も
踏

ま
え

つ
つ

、
ど

う
考

え
る

か
。

さ
ら

に
、

悪
質

な
侵

害
者

は
次

々
に

ア
カ

ウ
ン

ト
を

作
成

す
る

こ
と

で
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

逃
れ

る
こ

と
が

可
能

で
あ

り
、

ま
た

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

対
象

と
す

る
ア

カ
ウ

ン
ト

の
範

囲
を

法
律

で
明

確
に

規
定

す
る

こ
と

も
困

難
で

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

て
、

ど
う

考
え

る
か

。

・
プ

ロ
バ

イ
ダ

責
任

制
限

法
第

３
条

の
侵

害
情

報
の

認
識

が
あ

っ
た

と
み

な
す

こ
と

は
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

よ
る

適
切

な
違

法
・

有
害

情
報

の
削

除
促

進
に

な
る

（
音

事
協

)
・

大
量

投
稿

を
繰

り
返

す
者

に
つ

い
て

は
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
側

に
お

い
て

も
更

な
る

対
応

が
可

能
と

考
え

る
。

一
度

権
利

侵
害

が
認

め
ら

れ
た

投
稿

内
容

に
つ

い
て

は
、

同
一

の
投

稿
や

類
似

の
投

稿
が

投
稿

の
時

点
で

制
限

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

（
音

制
連

)
・

通
信

ロ
グ

や
本

人
確

認
ツ

ー
ル

な
ど

を
用

い
て

ア
カ

ウ
ン

ト
の

再
作

成
（

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

逃
れ

）
を

防
ぐ

こ
と

が
可

能
で

あ
る

（
音

事
協

)
・

ア
カ

ウ
ン

ト
の

取
得

に
対

し
て

は
一

定
程

度
の

制
約

を
課

し
て

い
た

だ
き

た
い

（
音

制
連

)
・

違
法

・
有

害
情

報
を

継
続

的
に

投
稿

す
る

よ
う

な
悪

質
な

発
信

者
に

対
し

て
は

、
被

害
者

が
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
対

し
て

直
接

是
正

措
置

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

な
法

律
が

あ
れ

ば
よ

い
（

音
事

協
)

・
繰

り
返

し
権

利
侵

害
を

行
う

者
に

対
し

て
は

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
お

い
て

、
警

告
を

送
る

か
、

本
人

確
認

情
報

を
把

握
し

て
い

た
だ

き
た

い
（

J
リ

ー
グ

)
・

繰
り

返
し

多
数

の
権

利
侵

害
情

報
を

投
稿

す
る

投
稿

者
で

あ
っ

て
も

、
「

ア
カ

ウ
ン

ト
の

停
止

・
凍

結
や

ア
カ

ウ
ン

ト
の

再
作

成
の

制
限

等
に

つ
い

て
は

、
将

来
の

投
稿

を
制

限
す

る
点

に
お

い
て

そ
の

影
響

が
非

常
に

大
き

く
」

、
法

令
に

よ
る

義
務

付
け

に
つ

い
て

は
慎

重
な

検
討

を
要

す
る

（
L
I
N
E
)

・
問

題
発

言
を

繰
り

返
す

ユ
ー

ザ
ー

を
自

ら
の

P
F
内

に
留

め
る

こ
と

は
事

業
者

が
リ

ス
ク

を
負

う
こ

と
に

も
な

る
の

で
、

こ
れ

を
ど

う
扱

う
か

に
つ

い
て

事
業

者
に

判
断

を
委

ね
て

も
あ

る
程

度
合

理
的

な
対

応
が

期
待

さ
れ

る
と

思
わ

れ
る

（
し

た
が

っ
て

、
法

的
な

義
務

付
け

ま
で

は
不

要
と

考
え

る
）

。
（

上
沼

主
査

代
理

）
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
義

務
づ

け
る

こ
と

ま
で

は
、

（
検

閲
で

は
な

い
も

の
の

、
そ

れ
に

近
い

も
の

で
あ

る
と

し
て

）
難

し
い

と
思

わ
れ

る
。

（
清

水
構

成
員

）
・

も
っ

と
も

、
繰

り
返

し
投

稿
す

る
者

は
、

個
別

に
見

る
と

権
利

侵
害

が
非

常
に

弱
い

も
の

を
繰

り
返

し
投

稿
し

て
い

る
ケ

ー
ス

も
多

い
よ

う
に

感
じ

ら
れ

、
現

在
の

裁
判

実
務

に
お

い
て

必
ず

し
も

法
的

措
置

に
馴

染
ま

な
い

こ
と

も
多

い
。

そ
の

た
め

、
た

と
え

ば
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
し

て
い

る
と

い
う

こ
と

自
体

を
通

知
す

る
、

と
い

う
方

法
で

発
信

者
へ

の
自

制
を

促
す

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

の
で

は
な

い
か

。
（

清
水

構
成

員
）

2
8
そ

の
他

、
繰

り
返

し
多

数
の

権
利

侵
害

情
報

を
投

稿
す

る
ア

カ
ウ

ン
ト

へ
の

対
応

と
し

て
、

ア
カ

ウ
ン

ト
の

停
止

・
凍

結
等

を
行

う
こ

と
は

、
将

来
の

権
利

侵
害

の
抑

止
に

有
効

と
考

え
ら

れ
る

か
。

こ
の

よ
う

な
ケ

ー
ス

で
は

、
同

一
人

が
複

数
の

ア
カ

ウ
ン

ト
を

用
い

て
権

利
侵

害
情

報
の

投
稿

を
行

う
場

合
も

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

繰
り

返
し

多
数

の
権

利
侵

害
情

報
を

投
稿

す
る

ア
カ

ウ
ン

ト
の

保
有

者
が

新
た

な
ア

カ
ウ

ン
ト

を
作

成
す

る
こ

と
や

別
の

ア
カ

ウ
ン

ト
を

用
い

た
投

稿
を

す
る

こ
と

を
制

限
す

る
措

置
を

と
る

こ
と

は
有

効
と

考
え

ら
れ

る
か

。
一

方
で

、
ア

カ
ウ

ン
ト

の
停

止
・

凍
結

や
ア

カ
ウ

ン
ト

の
再

作
成

の
制

限
等

に
つ

い
て

は
、

将
来

の
投

稿
を

制
限

す
る

点
に

お
い

て
そ

の
影

響
が

非
常

に
大

き
く

、
繰

り
返

し
多

数
の

権
利

侵
害

情
報

を
投

稿
す

る
ア

カ
ウ

ン
ト

へ
の

対
応

で
あ

っ
て

も
、

公
法

上
義

務
付

け
る

こ
と

に
つ

い
て

は
極

め
て

慎
重

で
あ

る
べ

き
と

も
考

え
ら

れ
る

が
、

ど
う

か
。

・
上

記
の

と
お

り
問

題
発

言
を

繰
り

返
す

ユ
ー

ザ
ー

に
対

す
る

対
応

は
事

業
者

自
身

に
判

断
を

委
ね

て
も

、
あ

る
程

度
合

理
的

な
対

応
が

期
待

さ
れ

る
の

で
は

な
い

か
と

思
わ

れ
る

。
一

方
、

公
法

的
に

こ
れ

を
義

務
づ

け
る

こ
と

は
表

現
の

自
由

な
ど

の
観

点
か

ら
賛

成
で

き
な

い
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
公

法
上

の
義

務
づ

け
は

難
し

い
と

思
料

す
る

も
の

の
、

自
主

的
な

取
り

組
み

と
し

て
、

ヤ
フ

ー
の

ヤ
フ

コ
メ

に
お

け
る

取
り

組
み

が
参

考
に

な
る

の
で

は
な

い
か

。
す

な
わ

ち
、

ア
カ

ウ
ン

ト
登

録
時

の
電

話
番

号
の

登
録

を
す

る
こ

と
は

検
討

に
値

す
る

と
思

わ
れ

る
。

（
清

水
構

成
員

）
・

要
件

を
定

め
る

こ
と

が
困

難
で

す
し

、
そ

の
決

め
方

に
よ

っ
て

は
国

が
表

現
者

を
選

別
す

る
よ

う
な

効
果

が
生

じ
う

る
と

思
い

ま
す

の
で

、
こ

れ
も

あ
く

ま
で

事
業

者
が

任
意

に
行

う
行

為
と

整
理

す
べ

き
よ

う
に

思
い

ま
す

。
（

藤
原

構
成

員
）

3
0
ま

た
、

営
業

権
な

ど
の

排
他

性
を

有
し

な
い

財
産

上
の

権
利

を
侵

害
す

る
投

稿
も

見
受

け
ら

れ
る

と
の

指
摘

が
あ

り
、

こ
う

し
た

権
利

を
侵

害
す

る
情

報
に

つ
い

て
、

削
除

を
求

め
る

権
利

を
創

設
す

る
こ

と
は

有
効

と
考

え
ら

れ
る

か
。

そ
の

一
方

で
、

こ
う

し
た

投
稿

の
削

除
を

求
め

る
権

利
が

一
般

に
認

め
ら

れ
る

か
に

つ
い

て
は

、
実

務
上

あ
る

い
は

学
説

上
も

明
ら

か
で

は
な

く
、

こ
う

し
た

権
利

の
創

設
に

は
慎

重
な

検
討

を
要

す
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

・
事

業
者

が
対

応
し

な
い

場
合

事
業

者
自

身
が

責
任

を
負

い
う

る
こ

と
の

裏
返

し
と

し
て

削
除

義
務

を
認

め
る

と
い

う
こ

と
な

ら
、

賛
成

で
あ

る
。

た
だ

し
、

特
定

の
権

利
・

利
益

に
つ

い
て

差
止

（
≒

削
除

請
求

）
が

認
め

ら
れ

る
か

ど
う

か
は

、
当

該
権

利
・

利
益

の
内

容
や

他
の

権
利

・
利

益
の

調
整

等
で

判
断

さ
れ

て
き

て
い

る
こ

と
に

鑑
み

れ
ば

、
そ

の
よ

う
な

調
整

が
で

き
な

く
な

る
よ

う
な

形
で

の
削

除
請

求
権

を
明

文
化

す
る

こ
と

に
つ

い
て

は
慎

重
で

あ
る

べ
き

と
考

え
る

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
3
/
2
8
の

会
議

に
お

い
て

、
人

格
権

侵
害

以
外

の
不

法
行

為
で

あ
っ

て
も

削
除

を
認

め
る

潮
流

と
な

っ
て

い
る

と
い

う
こ

と
で

あ
り

、
そ

の
観

点
か

ら
し

て
も

権
利

を
創

設
す

る
こ

と
に

支
障

は
な

い
と

思
料

さ
れ

る
。

（
清

水
構

成
員

）
・

営
業

権
を

射
程

に
入

れ
る

場
合

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

メ
デ

ィ
ア

上
の

投
稿

以
外

に
も

、
G
o
o
g
l
e
M
a
p
上

で
の

飲
食

店
に

対
す

る
口

コ
ミ

評
価

や
、

A
m
a
z
o
n
の

レ
ビ

ュ
ー

な
ど

に
も

射
程

を
広

げ
な

け
れ

ば
実

効
性

を
欠

く
よ

う
に

思
わ

れ
る

。
こ

の
点

に
つ

い
て

は
、

継
続

的
に

議
論

さ
れ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

と
思

わ
れ

る
が

、
本

W
G
で

の
議

論
で

そ
こ

ま
で

対
象

範
囲

を
拡

大
し

う
る

の
か

、
慎

重
を

期
す

必
要

が
あ

る
よ

う
に

思
わ

れ
る

。
（

水
谷

構
成

員
）

3
1
さ

ら
に

、
個

々
の

投
稿

に
違

法
性

は
な

い
も

の
の

全
体

と
し

て
人

格
権

を
侵

害
し

て
い

る
投

稿
群

の
事

案
（

い
わ

ゆ
る

「
炎

上
事

案
」

）
が

あ
る

と
こ

ろ
、

こ
の

よ
う

な
事

案
に

つ
い

て
、

現
行

法
で

は
削

除
請

求
で

き
る

か
必

ず
し

も
明

ら
か

で
は

な
い

た
め

、
炎

上
事

案
に

お
い

て
も

削
除

請
求

を
可

能
と

す
る

規
定

を
定

め
る

こ
と

は
有

効
と

考
え

ら
れ

る
か

。
そ

の
一

方
で

、
削

除
で

き
る

投
稿

の
範

囲
、

個
別

に
は

違
法

性
が

な
い

投
稿

の
削

除
の

可
否

に
つ

い
て

、
こ

の
よ

う
な

投
稿

を
行

っ
た

者
の

被
害

拡
大

へ
の

甚
大

な
影

響
を

考
慮

し
つ

つ
も

表
現

の
自

由
と

の
関

係
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

、
検

討
す

べ
き

課
題

は
多

く
慎

重
な

検
討

を
要

す
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

・
炎

上
案

件
は

個
々

の
表

現
自

体
は

表
現

の
自

由
の

対
象

と
し

て
守

ら
れ

る
べ

き
も

の
も

あ
り

得
る

た
め

、
こ

れ
に

対
し

て
一

律
に

削
除

請
求

を
規

定
す

る
こ

と
に

は
賛

成
で

き
な

い
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
投

稿
対

象
の

特
定

性
や

、
投

稿
数

の
急

激
な

拡
大

な
ど

、
表

現
の

内
容

と
は

別
の

側
面

を
考

慮
し

て
の

対
応

は
可

能
か

も
し

れ
な

い
と

は
思

う
が

、
そ

れ
を

義
務

づ
け

る
と

す
る

か
ど

う
か

は
疑

問
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
ど

ち
ら

か
と

い
う

と
攻

撃
の

対
象

者
の

側
面

か
ら

、
自

分
を

守
る

た
め

の
仕

組
み

の
具

備
（

ミ
ュ

ー
ト

・
ブ

ロ
ッ

ク
等

）
の

充
実

を
求

め
る

方
が

優
先

で
は

な
い

か
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
3
/
2
8
の

会
議

に
お

い
て

示
唆

さ
れ

た
よ

う
に

、
殺

到
す

る
中

傷
等

を
放

置
し

た
と

い
う

プ
ロ

バ
イ

ダ
側

の
不

作
為

を
も

っ
て

、
全

体
の

削
除

を
認

め
る

と
い

う
構

成
は

あ
り

得
る

と
考

え
る

。
（

清
水

構
成

員
）

・
個

別
の

行
為

を
ま

と
め

る
と

な
る

と
、

共
同

不
法

行
為

の
理

論
を

用
い

る
し

か
な

く
、

違
法

性
の

な
い

投
稿

を
い

か
に

扱
う

か
と

い
う

問
題

が
生

じ
る

こ
と

か
ら

、
上

記
の

構
成

の
方

が
対

応
し

や
す

い
の

で
は

な
い

か
と

思
料

す
る

。
（

清
水

構
成

員
）

・
も

っ
と

も
、

ヤ
フ

コ
メ

や
掲

示
板

の
ス

レ
ッ

ド
な

ど
で

あ
れ

ば
構

成
し

や
す

い
が

、
T
w
i
t
t
e
r
で

個
別

に
投

稿
が

さ
れ

て
い

る
と

い
っ

た
ケ

ー
ス

で
の

対
応

は
難

し
い

と
思

料
さ

れ
、

そ
の

よ
う

な
も

の
を

含
め

て
ど

の
よ

う
な

対
応

が
で

き
る

の
か

、
法

的
構

成
が

あ
り

得
る

か
、

さ
ら

に
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

（
清

水
構

成
員

）

2
9

・
事

業
者

が
対

応
し

な
い

場
合

事
業

者
自

身
が

責
任

を
負

い
う

る
こ

と
の

裏
返

し
と

し
て

削
除

義
務

を
認

め
る

と
い

う
こ

と
な

ら
、

賛
成

で
あ

る
。

た
だ

し
、

特
定

の
権

利
・

利
益

に
つ

い
て

差
止

（
≒

削
除

請
求

）
が

認
め

ら
れ

る
か

ど
う

か
は

、
当

該
権

利
・

利
益

の
内

容
や

他
の

権
利

・
利

益
の

調
整

等
で

判
断

さ
れ

て
き

て
い

る
こ

と
に

鑑
み

れ
ば

、
そ

の
よ

う
な

調
整

が
で

き
な

く
な

る
よ

う
な

形
で

の
削

除
請

求
権

を
明

文
化

す
る

こ
と

に
つ

い
て

は
慎

重
で

あ
る

べ
き

と
考

え
る

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
要

件
を

ど
う

す
る

か
に

つ
い

て
は

さ
て

お
き

、
プ

ロ
バ

イ
ダ

責
任

制
限

法
に

お
い

て
定

め
れ

ば
、

裁
判

手
続

で
開

示
請

求
と

削
除

請
求

を
併

せ
て

す
る

こ
と

が
で

き
る

点
で

、
依

頼
者

の
負

担
が

減
る

こ
と

に
な

る
た

め
、

定
め

る
こ

と
に

意
味

は
あ

る
。

（
清

水
構

成
員

）
・

要
件

と
し

て
は

、
判

例
法

理
を

明
確

化
す

る
と

し
て

も
各

権
利

の
内

容
に

よ
り

要
件

が
異

な
る

こ
と

か
ら

、
そ

れ
を

個
別

に
定

め
る

こ
と

は
現

実
的

で
は

な
く

、
権

利
・

利
益

の
侵

害
が

あ
る

場
合

と
い

っ
た

抽
象

的
な

要
件

を
定

め
る

こ
と

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。
（

清
水

構
成

員
）

・
な

お
、

人
格

権
侵

害
に

つ
い

て
は

、
そ

の
投

稿
が

存
在

し
て

い
る

こ
と

に
よ

っ
て

生
じ

る
も

の
で

、
不

法
行

為
の

よ
う

に
故

意
過

失
が

要
求

さ
れ

な
い

こ
と

か
ら

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

マ
ー

の
認

識
の

有
無

は
要

求
さ

れ
る

べ
き

で
は

な
い

。
そ

の
た

め
、

次
の

項
目

の
よ

う
に

、
営

業
権

侵
害

等
に

つ
い

て
の

削
除

を
認

め
る

と
し

て
も

、
民

法
7
0
9
条

の
成

立
を

前
提

と
す

る
よ

う
な

定
め

方
は

さ
れ

る
べ

き
で

は
な

い
。

（
清

水
構

成
員

）
・

換
言

す
れ

ば
、

故
意

過
失

を
要

求
す

る
よ

う
な

定
め

方
、

あ
る

い
は

解
説

を
す

れ
ば

、
現

状
よ

り
も

削
除

請
求

に
関

す
る

救
済

が
後

退
す

る
こ

と
に

な
る

た
め

、
そ

の
よ

う
な

事
態

は
避

け
ら

れ
る

必
要

が
あ

る
。

（
清

水
構

成
員

）
・

判
例

理
論

を
明

文
化

す
る

こ
と

し
か

で
き

ず
、

さ
ら

に
要

件
を

詳
細

に
決

め
て

い
く

の
は

難
し

い
の

で
は

な
い

か
と

推
測

し
ま

す
の

で
、

純
粋

に
法

律
的

に
は

あ
ま

り
意

味
が

な
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
具

体
的

条
文

に
基

づ
く

請
求

と
整

理
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

特
に

外
国

事
業

者
等

に
お

い
て

権
利

行
使

に
対

し
て

無
視

し
づ

ら
く

な
る

と
い

っ
た

事
実

上
の

効
果

は
期

待
で

き
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

（
藤

原
構

成
員

）
・

削
除

請
求

権
の

明
文

化
を

検
討

す
る

に
あ

た
り

、
特

に
憲

法
上

の
表

現
の

自
由

に
か

か
わ

る
争

点
を

め
ぐ

っ
て

は
、

人
格

権
に

関
す

る
最

高
裁

判
例

の
解

釈
に

も
、

必
ず

し
も

明
確

で
な

い
部

分
が

残
さ

れ
て

い
る

。
（

山
口

構
成

員
）

・
本

W
G
の

検
討

に
お

い
て

、
表

現
の

自
由

に
か

か
わ

る
事

項
に

つ
い

て
は

、
と

り
わ

け
、

日
米

の
比

較
法

的
観

点
を

踏
ま

え
て

お
く

必
要

が
あ

る
。

（
山

口
構

成
員

）
・

今
後

、
日

本
に

お
い

て
、

例
え

ば
、

現
行

法
の

改
正

措
置

に
よ

る
削

除
請

求
権

の
明

文
化

を
検

討
す

る
際

に
は

、
表

現
の

自
由

と
の

い
わ

ゆ
る

＜
バ

ラ
ン

シ
ン

グ
＞

の
基

準
を

め
ぐ

っ
て

、
現

在
の

判
例

法
理

の
下

で
の

対
抗

利
益

間
の

調
整

の
難

し
さ

が
、

そ
の

改
正

法
の

実
務

に
持

ち
込

ま
れ

て
さ

ら
に

一
層

複
雑

化
す

る
と

い
っ

た
状

況
に

な
ら

な
い

よ
う

に
、

多
角

的
な

検
討

が
不

可
欠

と
な

る
。

（
山

口
構

成
員

）

・
削

除
請

求
権

は
、

明
文

化
し

な
い

と
世

間
に

伝
わ

ら
な

い
た

め
、

明
文

化
を

望
む

。
財

産
上

の
権

利
に

つ
い

て
も

削
除

請
求

が
認

め
ら

れ
る

べ
き

で
あ

る
（

音
事

協
)

・
受

け
取

っ
た

本
人

が
不

快
を

感
じ

て
訴

え
出

た
も

の
に

つ
い

て
は

削
除

さ
れ

る
仕

組
み

が
で

き
な

い
か

と
思

っ
て

い
る

（
J
リ

ー
グ

)
・

削
除

請
求

権
は

、
抽

象
的

・
包

括
的

な
要

件
の

ま
ま

実
体

権
を

定
め

て
も

効
果

は
薄

い
。

裁
判

所
の

判
断

を
類

型
化

す
る

な
ど

に
よ

り
、

実
体

法
上

の
要

件
を

明
確

化
し

て
判

断
が

容
易

に
な

る
よ

う
制

度
設

計
す

る
必

要
が

あ
る

（
ヤ

フ
ー

)

３
－

２
　

要
請

・
請

求
の

フ
ェ

ー
ズ

（
１

）
　

削
除

請
求

権
人

格
権

を
侵

害
す

る
投

稿
の

削
除

を
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
求

め
る

権
利

は
、

判
例

法
理

に
よ

っ
て

認
め

ら
れ

て
い

る
と

こ
ろ

、
か

か
る

権
利

を
明

文
化

す
る

こ
と

は
、

一
定

の
要

件
に

お
い

て
被

害
者

が
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
対

し
て

差
止

請
求

を
行

う
こ

と
が

可
能

で
あ

る
と

い
う

事
実

を
明

確
化

し
、

被
害

者
に

よ
る

削
除

請
求

に
基

づ
く

権
利

侵
害

情
報

の
削

除
の

促
進

に
資

す
る

と
考

え
ら

れ
る

が
ど

う
か

。
一

方
で

、
判

例
法

理
を

明
文

化
す

る
だ

け
で

は
、

現
状

と
あ

ま
り

変
わ

ら
ず

、
必

ず
し

も
被

害
者

に
よ

る
削

除
請

求
に

基
づ

く
権

利
侵

害
情

報
の

削
除

の
促

進
に

資
さ

な
い

可
能

性
も

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

4
 /

 6
 ペ

ー
ジ
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N
o
.

検
討

ア
ジ

ェ
ン

ダ
第

２
回

及
び

第
３

回
W
G
で

の
ご

発
表

者
に

よ
る

ご
意

見
構

成
員

か
ら

の
ご

意
見

3
3
ま

た
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

よ
る

権
利

侵
害

性
の

有
無

の
判

断
を

支
援

す
る

た
め

の
環

境
を

整
備

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

例
え

ば
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
の

判
断

を
支

援
す

る
た

め
の

環
境

整
備

と
し

て
、

公
平

中
立

な
立

場
か

ら
の

削
除

要
請

等
の

法
的

位
置

づ
け

や
、

要
請

を
受

け
た

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

求
め

ら
れ

る
対

応
を

明
確

化
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。

・
課

題
が
⽣
じ

た
場

合
も

意
⾒

交
換

が
可

能
な

場
合

は
齟

齬
を

無
く

し
円

滑
な

対
処

に
繋

が
っ

た
事

も
あ

る
た

め
、

対
話

で
き

る
事

が
重

要
。

被
害

者
全

部
と

の
対

話
が

出
来

な
い

と
す

る
と

、
第

三
者

機
関

と
事

業
者

の
対

話
が

進
む

仕
掛

け
が

あ
っ

て
も

良
い

（
S
I
A
）

・
⾃

主
的

な
取

組
の

場
合

、
⺠

間
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
は

、
事

業
者

の
利
⽤

規
約

に
基

づ
く

措
置

を
促

す
も

の
で

あ
り

、
措

置
の

責
任

は
事

業
者

に
あ

る
た

め
、

第
三

者
機

関
で

の
確

認
へ

の
期

待
は
⼀

定
程

度
に

留
ま

る
こ

と
か

ら
、

迅
速

な
通

知
が

実
現

し
て

い
る

。
時

間
の

経
過

と
と

も
に

被
害

が
拡
⼤

す
る

こ
と

に
鑑

み
る

と
利

点
が

あ
る

（
S
I
A
)

・
削

除
要

請
に
⼀
定

の
法

的
拘

束
⼒
・

強
制
⼒

を
も

た
せ

る
と

す
る

と
、

削
除

要
請

発
出

の
判

断
を

よ
り

慎
重

に
⾏

う
必

要
が
⽣

じ
る

た
め

、
確

実
性

が
上

が
る

反
⾯
、

ス
ピ

ー
ド

は
落

ち
る

と
予

想
さ

れ
る

（
S
I
A
)

・
上

記
の

と
お

り
。

な
お

、
裁

判
所

と
は

別
の

「
公

平
中

立
な

立
場

」
の

必
要

性
を

あ
ま

り
感

じ
な

い
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
P
F
事

業
者

が
ど

の
く

ら
い

支
援

を
必

要
と

し
て

い
る

か
に

よ
る

と
思

わ
れ

、
そ

の
ニ

ー
ズ

は
実

際
に

あ
る

の
か

、
あ

る
と

し
て

ど
の

よ
う

な
サ

ポ
ー

ト
が

必
要

と
考

え
て

い
る

の
か

の
調

査
が

必
要

で
は

な
い

か
。

（
清

水
構

成
員

）
・

例
え

ば
違

法
情

報
該

当
性

に
関

す
る

専
門

的
な

意
見

照
会

を
行

う
第

三
者

機
関

は
、

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

適
正

性
を

確
保

す
る

う
え

で
も

、
重

要
で

あ
る

と
考

え
る

。
現

在
の

モ
デ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

仕
組

み
は

、
各

事
業

者
が

判
断

プ
ロ

セ
ス

を
結

果
的

に
独

占
し

て
し

ま
っ

て
お

り
、

そ
こ

に
不

透
明

さ
が

生
じ

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
て

、
モ

デ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
一

部
を

外
部

化
す

る
こ

と
は

適
正

性
確

保
の

方
策

と
し

て
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

（
水

谷
構

成
員

）
・

削
除

要
請

が
法

的
に

位
置

づ
け

ら
れ

支
援

体
制

が
整

え
ば

、
違

法
性

の
判

断
が

迅
速

に
行

え
る

よ
う

に
な

る
の

で
は

な
い

か
。

（
山

根
構

成
員

）

3
4
そ

の
ほ

か
、

か
か

る
公

平
中

立
な

立
場

か
ら

の
要

請
に

対
し

て
、

そ
の

実
効

性
を

高
め

る
た

め
、

例
え

ば
、

応
答

義
務

を
課

す
こ

と
や

、
要

請
さ

れ
た

投
稿

を
削

除
し

た
場

合
の

免
責

を
定

め
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

一
方

で
、

要
請

の
実

効
性

を
担

保
す

る
仕

組
み

、
要

請
を

す
る

者
の

判
断

の
確

か
ら

し
さ

や
中

立
性

を
担

保
す

る
た

め
の

要
件

や
仕

組
み

、
要

請
を

す
る

者
の

運
営

に
関

す
る

事
項

、
要

請
に

法
的

効
果

を
与

え
る

場
合

の
根

拠
な

ど
、

検
討

す
べ

き
課

題
は

多
く

慎
重

な
検

討
を

要
す

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。

・
事

業
者

が
自

ら
の

費
用

と
判

断
で

か
か

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
こ

と
に

は
反

対
し

な
い

が
、

こ
れ

を
裁

判
所

の
判

断
に

換
え

る
こ

と
に

は
反

対
す

る
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
請

求
を

受
領

し
た

か
ど

う
か

、
受

領
し

た
と

し
て

結
果

が
ど

う
な

っ
た

の
か

自
体

に
つ

い
て

の
回

答
は

い
た

だ
き

た
い

。
そ

れ
が

な
い

と
、

次
の

行
動

に
い

つ
移

る
か

に
つ

い
て

の
判

断
が

し
づ

ら
い

。
投

稿
さ

れ
た

記
事

の
削

除
を

し
た

場
合

の
免

責
は

、
プ

ロ
責

3
条

2
項

が
あ

り
、

新
た

に
設

け
る

必
要

は
な

い
。

（
清

水
構

成
員

）

3
6
（

３
）

　
行

政
庁

か
ら

の
削

除
要

請
を

受
け

た
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

の
対

応
の

明
確

化
現

状
、

法
務

省
の

人
権

擁
護

機
関

や
警

察
庁

の
委

託
事

業
で

あ
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
・

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

等
の

行
政

庁
か

ら
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
対

し
て

、
違

法
・

有
害

情
報

の
削

除
要

請
が

行
わ

れ
て

お
り

、
一

定
の

実
効

性
が

認
め

ら
れ

る
と

こ
ろ

、
か

か
る

削
除

要
請

を
受

け
た

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
が

取
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

対
応

を
明

確
化

す
る

こ
と

は
、

更
な

る
実

効
性

の
向

上
を

図
る

上
で

有
効

と
考

え
ら

れ
る

か
。

・
行

政
庁

か
ら

の
削

除
要

請
を

受
け

た
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

の
対

応
を

明
確

化
す

る
と

し
て

も
、

削
除

を
実

行
す

る
か

ど
う

か
に

つ
い

て
は

、
最

終
的

に
個

別
の

事
業

者
の

内
部

基
準

が
相

当
程

度
に

尊
重

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
ま

た
、

明
確

な
理

由
が

あ
っ

て
削

除
要

求
や

削
除

要
請

に
応

じ
て

い
な

い
場

合
も

あ
る

た
め

、
個

別
の

ケ
ー

ス
に

応
じ

た
対

応
が

必
要

で
は

な
い

か
と

考
え

ら
れ

る
（

L
I
N
E
)

・
行

政
庁

か
ら

の
削

除
請

求
に

対
す

る
対

応
の

義
務

化
は

憲
法

的
観

点
か

ら
賛

成
で

き
な

い
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
法

的
義

務
を

課
す

と
い

う
前

提
と

す
れ

ば
、

検
閲

等
の

問
題

を
生

じ
る

こ
と

か
ら

、
あ

く
ま

で
も

任
意

の
協

力
を

求
め

る
形

を
取

ら
ざ

る
を

え
な

い
の

で
は

な
い

か
。

（
清

水
構

成
員

）
・

行
政

庁
の

申
請

を
特

別
扱

い
す

る
の

は
行

政
に

よ
る

検
閲

の
権

利
を

作
る

の
と

同
様

に
な

る
可

能
性

が
あ

る
の

で
慎

重
で

あ
る

べ
き

よ
う

に
思

い
ま

す
。

現
在

行
政

庁
の

申
請

の
多

く
が

認
め

ら
れ

て
い

る
と

す
れ

ば
、

そ
れ

は
そ

の
内

容
が

適
切

だ
か

ら
で

あ
り

、
今

後
も

そ
の

よ
う

に
整

理
す

れ
ば

良
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
（

藤
原

構
成

員
）

3
7
一

方
、

こ
の

要
請

に
応

じ
る

こ
と

を
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
義

務
付

け
る

こ
と

は
、

検
閲

の
禁

止
の

規
定

の
趣

旨
や

表
現

の
自

由
へ

の
影

響
を

踏
ま

え
る

と
困

難
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

ど
う

か
。

さ
ら

に
、

行
政

庁
か

ら
の

削
除

要
請

に
つ

い
て

は
、

そ
の

要
請

に
強

制
力

は
伴

わ
な

い
と

し
て

も
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

対
し

何
ら

か
の

対
応

を
求

め
る

の
で

あ
れ

ば
、

さ
ら

な
る

透
明

性
の

確
保

が
求

め
ら

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

ど
う

か
。

そ
の

た
め

に
は

、
ど

の
よ

う
な

制
度

的
対

応
が

考
え

ら
れ

る
か

。

・
行

政
庁

か
ら

の
削

除
請

求
に

対
す

る
対

応
の

義
務

化
は

憲
法

的
観

点
か

ら
賛

成
で

き
な

い
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
行

政
庁

か
ら

の
要

請
は

検
閲

等
の

問
題

を
生

じ
さ

せ
る

た
め

、
義

務
づ

け
や

、
事

実
上

義
務

づ
け

る
よ

う
な

こ
と

は
問

題
が

あ
る

。
要

請
を

受
け

た
事

業
者

の
自

主
的

判
断

に
委

ね
る

以
外

に
な

い
と

考
え

る
（

清
水

構
成

員
）

・
違

法
情

報
に

対
す

る
行

政
庁

か
ら

の
削

除
要

請
に

関
し

て
は

、
も

し
こ

れ
を

義
務

化
す

る
場

合
は

、
判

例
上

の
「

検
閲

」
の

定
義

に
仮

に
該

当
し

な
い

と
し

て
も

、
事

業
者

を
「

検
閲

代
理

人
」

化
す

る
リ

ス
ク

が
高

く
、

諮
問

機
関

の
関

与
な

ど
、

行
政

庁
（

お
よ

び
政

府
・

政
治

家
）

側
の

濫
用

可
能

性
を

低
減

し
、

ま
た

事
後

的
に

要
請

の
適

正
性

を
判

断
可

能
と

す
る

た
め

に
、

そ
の

透
明

性
を

確
保

す
る

こ
と

が
強

く
求

め
ら

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
例

え
ば

要
請

内
容

を
き

ち
ん

と
リ

ス
ト

化
し

、
削

除
要

請
の

濫
用

が
な

か
っ

た
か

を
事

後
的

に
監

督
す

る
仕

組
み

を
設

け
る

べ
き

で
あ

る
。

い
ず

れ
に

せ
よ

、
こ

う
し

た
手

段
は

、
違

法
情

報
対

策
に

お
い

て
表

現
の

自
由

に
対

す
る

リ
ス

ク
が

低
い

手
段

を
実

装
し

て
も

な
お

、
効

果
的

な
状

況
が

見
ら

れ
な

い
場

合
に

、
検

討
さ

れ
る

べ
き

も
の

と
考

え
る

。
例

え
ば

、
義

務
化

以
外

に
も

、
ト

ラ
ス

テ
ッ

ド
・

フ
ラ

ッ
ガ

ー
と

し
て

、
行

政
庁

が
協

力
を

行
う

方
向

性
を

よ
り

積
極

的
に

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
（

水
谷

構
成

員
）

3
2

3
5

・
侵

害
さ

れ
た

権
利

の
内

容
に

か
か

わ
ら

ず
、

N
o
t
i
c
e
 
&
 
T
a
k
e
d
o
w
n
的

な
仕

組
み

を
設

け
る

こ
と

に
つ

い
て

は
賛

成
で

き
な

い
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
情

報
流

通
に

関
す

る
事

業
に

従
事

し
て

い
る

事
業

者
は

、
特

に
、

利
用

規
約

の
整

備
な

ど
で

一
定

の
裁

量
が

与
え

ら
れ

て
い

る
こ

と
を

考
慮

す
れ

ば
、

該
当

す
る

情
報

の
削

除
の

可
否

に
つ

い
て

自
ら

の
責

任
で

判
断

す
る

の
が

原
則

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
上

記
は

、
事

例
集

積
な

ど
に

よ
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
充

実
を

否
定

す
る

も
の

で
は

な
い

。
（

上
沼

主
査

代
理

）
・

真
実

性
の

判
断

が
難

し
い

こ
と

は
否

定
し

な
い

が
、

一
定

程
度

の
確

か
ら

し
さ

の
確

認
を

す
る

余
地

は
あ

る
。

証
拠

等
の

提
出

が
な

い
の

で
あ

れ
ば

侵
害

の
判

断
が

で
き

な
い

と
い

う
の

で
あ

れ
ば

仕
方

が
無

い
が

、
そ

も
そ

も
証

拠
提

出
が

し
得

な
い

場
合

も
あ

り
（

海
外

S
N
S
等

）
、

そ
の

よ
う

な
体

制
整

備
も

せ
ず

に
対

応
が

困
難

で
あ

る
と

い
う

態
度

を
取

る
こ

と
を

許
す

べ
き

で
は

な
い

。
（

清
水

構
成

員
）

・
他

方
で

、
ノ

ー
テ

ィ
ス

ア
ン

ド
テ

イ
ク

ダ
ウ

ン
の

手
続

き
は

、
濫

用
の

リ
ス

ク
が

高
い

。
発

信
者

が
面

倒
が

っ
て

異
議

申
立

ま
で

は
し

な
い

ケ
ー

ス
も

考
え

ら
れ

る
。

（
清

水
構

成
員

）
・

削
除

請
求

に
対

し
て

理
由

が
あ

る
こ

と
が

明
確

で
な

い
場

合
の

扱
い

に
つ

い
て

原
則

と
例

外
を

ど
ち

ら
に

す
る

か
（

原
則

維
持

と
し

て
理

由
が

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
と

き
に

削
除

す
る

か
、

原
則

削
除

と
し

て
理

由
が

な
い

こ
と

が
分

か
っ

た
と

き
に

元
に

戻
す

か
）

の
違

い
で

あ
り

、
ど

ち
ら

に
も

メ
リ

ッ
ト

デ
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

と
思

い
ま

す
が

、
あ

え
て

こ
れ

を
逆

に
す

る
必

要
が

あ
る

ほ
ど

の
立

法
事

実
は

な
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。

（
藤

原
構

成
員

）
・

事
実

の
適

示
に

よ
る

名
誉

毀
損

に
関

し
て

は
、

事
業

者
が

調
査

能
力

を
持

た
な

い
以

上
、

困
難

で
あ

る
こ

と
は

確
か

で
あ

る
。

こ
れ

に
関

し
て

は
、

通
常

と
は

別
の

手
続

き
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
が

、
む

し
ろ

現
在

、
問

題
と

な
っ

て
い

る
誹

謗
中

傷
の

内
容

の
多

く
は

、
刑

事
上

の
侮

辱
、

民
事

上
の

名
誉

感
情

侵
害

、
論

評
に

よ
る

名
誉

毀
損

と
い

っ
た

も
の

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

。
こ

れ
ら

に
つ

い
て

は
、

判
例

や
事

例
の

蓄
積

が
あ

る
た

め
、

外
形

的
に

判
断

基
準

を
満

た
す

か
ど

う
か

の
判

断
は

可
能

で
あ

り
、

可
及

的
速

や
か

に
対

処
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
ま

ず
は

こ
ち

ら
に

注
力

し
て

は
ど

う
か

。
（

水
谷

構
成

員
）

・
外

形
的

な
判

断
基

準
か

ら
み

て
削

除
相

当
で

あ
る

も
の

は
、

速
や

か
に

削
除

さ
れ

る
べ

き
。

そ
の

上
で

、
異

議
申

し
立

て
等

が
あ

っ
た

と
き

は
、

別
途

対
応

出
来

れ
ば

よ
い

の
で

は
な

い
か

。
（

山
根

構
成

員
）

・
判

例
集

や
事

例
集

等
、

削
除

請
求

を
受

け
た

際
の

判
断

に
資

す
る

事
例

が
整

理
さ

れ
た

も
の

が
あ

れ
ば

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
よ

る
削

除
の

判
断

が
し

や
す

く
な

る
も

の
と

考
え

ら
れ

る
（

L
I
N
E
)

・
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

は
、

各
当

事
者

に
証

拠
の

提
出

を
求

め
、

事
実

を
認

定
し

、
プ

ロ
セ

ス
に

基
づ

い
て

法
律

を
適

用
す

る
、

裁
判

所
の

よ
う

な
権

限
を

有
し

て
い

な
い

た
め

、
多

く
の

場
合

、
そ

の
表

現
が

真
実

で
あ

る
か

ど
う

か
、

ひ
い

て
は

名
誉

毀
損

に
該

当
す

る
か

ど
う

か
、

分
か

ら
な

い
（

G
o
o
g
l
e
)

（
２

）
　

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

よ
る

権
利

侵
害

性
の

有
無

の
判

断
の

支
援

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
は

、
被

害
者

か
ら

投
稿

の
削

除
の

請
求

を
受

け
た

際
に

、
投

稿
内

容
の

権
利

侵
害

性
に

つ
い

て
一

定
の

判
断

を
行

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
も

の
の

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

は
、

特
定

の
情

報
が

真
実

か
ど

う
か

、
ひ

い
て

は
権

利
侵

害
性

が
あ

る
か

ど
う

か
を

判
断

す
る

こ
と

に
困

難
を

伴
う

こ
と

が
多

い
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。
こ

れ
に

関
し

て
、

削
除

の
判

断
の

迅
速

化
を

図
る

た
め

、
例

え
ば

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
お

い
て

、
削

除
請

求
や

苦
情

が
あ

っ
た

場
合

は
、

外
形

的
な

判
断

基
準

を
満

た
し

て
い

る
と

き
は

、
い

た
ず

ら
や

嫌
が

ら
せ

と
判

断
で

き
る

も
の

で
な

い
限

り
、

可
及

的
速

や
か

に
削

除
の

処
置

を
行

う
こ

と
と

し
、

発
信

者
に

削
除

の
対

象
に

な
っ

た
こ

と
を

通
知

し
、

発
信

者
か

ら
異

議
の

申
立

て
な

ど
を

受
け

付
け

た
場

合
に

は
再

表
示

す
る

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。

・
A
D
R
の

利
用

を
法

的
に

義
務

付
け

る
べ

き
か

否
か

は
別

と
し

て
、

本
分

野
で

有
効

に
機

能
す

る
A
D
R
の

育
成

や
利

用
の

普
及

を
支

援
す

る
施

策
は

積
極

的
に

検
討

を
進

め
る

価
値

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

（
生

貝
構

成
員

）
・

裁
判

所
と

は
別

の
A
D
R
の

必
要

性
を

感
じ

な
い

。
上

記
の

と
お

り
、

事
業

者
は

、
削

除
の

可
否

の
判

断
を

自
ら

行
え

る
状

況
で

あ
り

、
そ

れ
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
裁

判
所

の
判

断
が

必
要

な
ケ

ー
ス

と
い

う
の

は
そ

れ
な

り
に

争
い

が
あ

る
ケ

ー
ス

と
予

想
さ

れ
る

。
だ

と
す

れ
ば

、
そ

れ
は

裁
判

所
の

判
断

が
必

要
な

ケ
ー

ス
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

な
お

、
削

除
と

発
信

者
情

報
開

示
請

求
を

同
じ

手
続

き
で

行
う

こ
と

が
実

効
的

で
あ

る
と

考
え

る
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
A
D
R
を

創
設

し
て

も
、

以
下

の
理

由
か

ら
迅

速
な

判
断

が
で

き
る

と
は

思
え

な
い

。
（

清
水

構
成

員
）

-
相

手
方

の
反

論
の

機
会

を
与

え
る

必
要

が
あ

る
以

上
、

反
論

の
た

め
の

一
定

の
準

備
期

間
が

必
要

-
反

論
に

対
す

る
再

反
論

に
も

一
定

の
準

備
期

間
が

必
要

-
最

終
的

に
納

得
で

き
る

結
論

で
な

け
れ

ば
、

決
定

が
出

て
も

従
わ

な
い

と
い

う
こ

と
に

な
り

え
る

。
-
A
D
R
の

決
定

に
法

的
効

果
を

持
た

せ
る

こ
と

が
で

き
な

い
と

す
れ

ば
、

従
わ

な
い

場
合

に
は

裁
判

手
続

に
移

行
せ

ざ
る

を
得

な
い

。
-
特

に
海

外
事

業
者

が
応

じ
る

動
機

が
乏

し
い

・
上

記
を

考
慮

す
れ

ば
、

最
初

か
ら

裁
判

手
続

を
選

択
す

る
の

が
合

理
的

（
清

水
構

成
員

）
・

現
在

の
手

続
き

が
遅

い
一

つ
の

理
由

は
、

裁
判

所
の

リ
ソ

ー
ス

の
問

題
で

あ
り

、
こ

れ
を

解
決

す
る

の
が

本
来

的
な

順
番

で
あ

る
（

清
水

構
成

員
）

・
A
D
R
が

本
当

に
裁

判
手

続
き

よ
り

簡
易

で
迅

速
に

な
る

の
か

、
そ

の
コ

ス
ト

を
誰

が
持

つ
の

か
は

考
え

た
ほ

う
が

良
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。

当
事

者
が

A
D
R
を

利
用

す
る

こ
と

に
合

意
し

な
け

れ
ば

A
D
R
に

よ
る

終
局

的
な

解
決

は
期

待
で

き
な

い
と

こ
ろ

、
外

国
の

事
業

者
を

中
心

に
ポ

リ
シ

ー
と

し
て

裁
判

所
の

判
決

を
求

め
る

事
業

者
も

多
い

と
想

像
さ

れ
ま

す
し

、
有

用
な

A
D
R
手

続
を

設
計

し
運

営
す

る
の

は
か

な
り

大
変

だ
ろ

う
と

想
像

し
て

い
ま

す
。

む
し

ろ
、

裁
判

手
続

を
合

理
化

し
て

、
審

理
の

二
重

化
を

回
避

し
つ

つ
迅

速
に

判
断

で
き

る
手

続
を

創
設

す
る

ほ
う

が
効

果
的

な
の

で
は

な
い

か
と

い
う

気
が

し
ま

す
。

（
藤

原
構

成
員

）
・

通
信

分
野

に
特

化
し

た
A
D
R
が

、
ト

ラ
ブ

ル
の

迅
速

な
解

決
や

被
害

者
の

泣
き

寝
入

り
を

な
く

す
こ

と
に

寄
与

す
る

と
期

待
す

る
面

も
あ

る
の

で
、

議
論

や
調

査
は

継
続

し
て

ほ
し

い
。

（
山

根
構

成
員

）

・
A
D
R
の

創
設

に
は

大
賛

成
だ

が
、

大
手

の
海

外
事

業
者

の
参

加
は

確
保

し
て

い
た

だ
き

た
い

（
音

事
協

)
・

A
D
R
は

、
判

断
事

例
の

蓄
積

を
通

じ
た

各
事

業
者

の
判

断
の

ブ
レ

の
縮

小
に

も
つ

な
が

る
。

裁
判

手
続

と
比

較
し

て
簡

易
迅

速
な

解
決

が
可

能
と

考
え

ら
れ

、
前

向
き

な
検

討
を

す
べ

き
（

ヤ
フ

ー
)

さ
ら

に
、

削
除

の
仮

処
分

手
続

に
つ

い
て

、
申

立
て

か
ら

発
令

ま
で

数
ヶ

月
を

要
す

る
こ

と
が

通
例

で
あ

り
、

そ
の

間
に

被
害

が
拡

大
し

て
し

ま
う

と
の

課
題

が
考

え
ら

れ
る

と
こ

ろ
、

民
事

保
全

手
続

よ
り

も
簡

易
・

迅
速

な
、

削
除

に
特

化
し

た
手

続
（

裁
判

外
紛

争
解

決
手

続
（

Ａ
Ｄ

Ｒ
）

等
）

を
創

設
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。
一

方
で

、
Ａ

Ｄ
Ｒ

の
制

度
設

計
に

よ
っ

て
は

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

が
手

続
に

参
加

し
な

け
れ

ば
実

効
性

が
伴

わ
な

い
と

の
課

題
が

考
え

ら
れ

る
が

、
Ａ

Ｄ
Ｒ

の
有

効
性

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

5
 /

 6
 ペ

ー
ジ

106



N
o
.

検
討

ア
ジ

ェ
ン

ダ
第

２
回

及
び

第
３

回
W
G
で

の
ご

発
表

者
に

よ
る

ご
意

見
構

成
員

か
ら

の
ご

意
見

3
8
３

－
３

　
削

除
等

の
判

断
・

実
施

の
フ

ェ
ー

ズ
（

１
）

　
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
よ

る
削

除
等

の
義

務
付

け
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
対

し
て

、
権

利
侵

害
な

ど
一

定
の

条
件

を
満

た
す

投
稿

に
つ

い
て

削
除

等
の

措
置

を
行

う
こ

と
を

公
法

上
義

務
付

け
る

こ
と

は
、

こ
の

義
務

を
背

景
と

し
て

、
当

該
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
よ

っ
て

、
実

際
に

は
権

利
侵

害
情

報
で

は
な

い
疑

わ
し

い
情

報
を

全
て

削
除

す
る

な
ど

投
稿

の
過

度
な

削
除

等
が

行
わ

れ
表

現
の

自
由

へ
の

著
し

い
萎

縮
効

果
を

も
た

ら
す

お
そ

れ
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
極

め
て

慎
重

で
あ

る
べ

き
と

考
え

ら
れ

る
が

、
ど

う
か

。

・
削

除
に

あ
た

っ
て

は
、

ユ
ー

ザ
ー

か
ら

の
削

除
申

請
の

真
偽

や
表

現
の

自
由

の
観

点
も

含
め

た
総

合
的

な
判

断
が

必
要

と
な

る
た

め
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

削
除

等
を

義
務

付
け

る
こ

と
は

慎
重

で
あ

る
べ

き
と

考
え

る
（

L
I
N
E
)

・
公

法
的

な
違

法
情

報
は

本
来

流
通

が
許

さ
れ

な
い

情
報

で
あ

る
か

ら
削

除
を

公
法

的
に

義
務

づ
け

る
こ

と
も

理
論

的
に

は
考

え
得

る
。

た
だ

し
、

判
断

の
誤

り
に

つ
い

て
公

法
的

責
任

を
課

す
と

な
る

と
表

現
の

自
由

へ
の

著
し

い
萎

縮
的

効
果

が
生

じ
る

と
思

わ
れ

る
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
公

法
上

の
義

務
を

持
た

せ
る

こ
と

ま
で

は
行

き
す

ぎ
と

思
わ

れ
る

う
え

、
投

稿
等

の
監

視
を

義
務

づ
け

る
こ

と
に

つ
な

が
り

、
事

業
者

に
過

度
な

負
担

を
強

い
る

こ
と

に
な

り
、

プ
ロ

バ
イ

ダ
責

任
制

限
法

の
考

え
方

か
ら

も
齟

齬
し

て
い

る
。

（
清

水
構

成
員

）
・

義
務

の
書

き
方

に
よ

っ
て

は
過

度
な

削
除

が
行

わ
れ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
し

、
事

前
検

閲
を

義
務

付
け

る
効

果
を

も
つ

リ
ス

ク
も

あ
り

ま
す

の
で

、
慎

重
に

考
え

る
べ

き
と

思
い

ま
す

。
（

藤
原

構
成

員
）

・
法

的
な

義
務

付
け

は
な

く
と

も
、

違
法

性
が

高
く

誰
が

見
て

も
悪

質
な

も
の

は
、

迅
速

に
削

除
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（
山

根
構

成
員

）

3
9
（

２
）

　
裁

判
外

の
請

求
へ

の
誠

実
な

対
応

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

よ
っ

て
は

、
裁

判
外

で
の

投
稿

の
法

的
な

削
除

請
求

に
応

じ
な

い
ケ

ー
ス

も
あ

る
と

こ
ろ

、
裁

判
外

の
削

除
請

求
や

削
除

要
請

に
関

し
て

権
利

侵
害

性
の

有
無

の
真

摯
な

検
討

な
ど

の
誠

実
な

対
応

を
行

う
こ

と
を

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

求
め

る
こ

と
は

有
効

と
考

え
ら

れ
る

か
。

・
情

報
の

流
通

サ
ー

ビ
ス

を
業

と
し

て
い

る
の

で
あ

る
か

ら
、

こ
れ

に
対

し
て

誠
実

な
対

応
を

行
う

こ
と

は
必

要
。

「
被

害
者

」
の

泣
き

寝
入

り
は

放
置

さ
れ

る
べ

き
で

は
な

い
が

、
上

記
の

「
第

三
者

機
関

」
や

「
A
D
R
」

な
ど

に
つ

い
て

、
「

裁
判

所
で

は
時

間
が

か
か

る
か

ら
」

と
い

う
理

由
に

基
づ

く
要

求
は

、
事

業
者

が
誠

実
な

対
応

を
行

う
こ

と
で

解
決

さ
れ

る
ケ

ー
ス

が
多

い
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
真

摯
な

対
応

を
す

る
べ

き
と

い
う

こ
と

を
要

請
す

る
こ

と
自

体
は

賛
成

。
（

清
水

構
成

員
）

・
利

用
者

の
安

全
・

安
心

や
、

健
全

な
情

報
社

会
の

発
展

の
た

め
に

必
要

な
”

誠
実

な
対

応
”

を
お

ろ
そ

か
に

す
る

事
業

者
に

は
、

厳
し

く
対

処
す

べ
き

。
（

山
根

構
成

員
）

4
0
４

．
　

そ
の

他
４

－
１

　
検

討
対

象
と

な
る

情
報

の
範

囲
受

信
者

の
属

性
や

文
脈

に
よ

っ
て

評
価

が
変

化
し

、
法

律
上

の
定

義
が

一
義

的
に

定
ま

ら
な

い
有

害
情

報
に

つ
い

て
は

、
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

や
発

信
者

、
受

信
者

と
の

間
の

権
利

義
務

関
係

の
変

動
を

と
も

な
う

措
置

や
行

政
庁

か
ら

の
強

制
力

を
伴

う
削

除
要

請
等

に
よ

っ
て

対
応

す
る

こ
と

に
は

極
め

て
慎

重
で

あ
る

べ
き

で
あ

り
、

ま
ず

は
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
に

よ
る

ポ
リ

シ
ー

の
策

定
及

び
そ

の
運

用
と

、
そ

れ
ら

の
透

明
性

・
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保
を

通
じ

た
対

応
の

適
正

性
を

担
保

す
る

仕
組

み
に

よ
っ

て
対

応
さ

れ
る

こ
と

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
が

、
ど

う
か

。

・
有

害
情

報
の

定
義

が
明

ら
か

で
は

な
い

。
規

制
を

進
め

て
い

く
の

で
あ

れ
ば

、
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
全

て
に

と
っ

て
満

足
の

い
く

よ
う

な
定

義
で

あ
る

こ
と

を
担

保
す

べ
き

で
あ

る
（

G
o
o
g
l
e
)

・
「

有
害

情
報

」
に

つ
い

て
は

P
F
事

業
者

の
利

用
規

約
等

で
対

応
し

て
い

る
の

が
実

際
で

あ
り

、
そ

れ
が

適
切

だ
と

思
わ

れ
る

。
事

業
者

が
何

を
「

有
害

情
報

」
と

し
て

削
除

対
象

に
し

て
い

る
か

は
公

表
す

べ
き

で
は

あ
る

が
、

そ
れ

は
透

明
性

の
対

象
と

し
て

含
ま

れ
て

い
る

事
項

と
考

え
る

。
（

上
沼

主
査

代
理

）
・

違
法

と
評

価
で

き
な

い
情

報
の

扱
い

に
つ

い
て

は
や

は
り

慎
重

に
す

べ
き

と
思

い
ま

す
。

ど
う

し
て

も
削

除
す

べ
き

と
考

え
ら

れ
る

有
害

情
報

が
あ

れ
ば

、
そ

れ
は

も
は

や
違

法
と

評
価

さ
れ

る
場

合
が

多
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
（

藤
原

構
成

員
）

・
有

害
情

報
に

つ
い

て
は

、
ま

ず
は

リ
ス

ク
が

高
い

と
考

え
ら

れ
る

も
の

を
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

て
定

義
し

た
う

え
で

、
透

明
性

と
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

を
高

め
た

う
え

で
、

前
述

し
た

と
お

り
、

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
や

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

の
介

在
に

よ
る

シ
ス

テ
ミ

ッ
ク

・
リ

ス
ク

を
把

握
・

公
表

す
る

こ
と

を
検

討
す

べ
き

で
あ

る
。

（
水

谷
構

成
員

）

4
1
４

－
２

　
行

政
の

体
制

や
手

続
２

.
や

３
.
に

記
載

さ
れ

た
事

項
に

つ
い

て
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

に
対

応
を

求
め

る
に

当
た

っ
て

、
行

政
の

体
制

や
手

続
に

つ
い

て
留

意
す

べ
き

点
が

あ
る

か
。

4
2
４

－
３

　
相

談
対

応
の

充
実

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
違

法
・

有
害

情
報

に
よ

る
被

害
の

救
済

に
関

し
て

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

違
法

・
有

害
情

報
に

関
す

る
相

談
対

応
の

充
実

を
図

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
が

、
ど

う
か

。
相

談
対

応
の

充
実

を
図

る
に

あ
た

っ
て

、
改

善
す

べ
き

現
状

の
課

題
や

留
意

す
べ

き
点

は
あ

る
か

。

・
相

談
者

が
た

ら
い

回
し

と
な

ら
な

い
よ

う
、

相
談

機
関

及
び

そ
の

対
象

と
な

る
相

談
な

ど
の

情
報

の
周

知
に

つ
い

て
は

よ
り

必
要

と
考

え
ら

れ
る

。
（

上
沼

主
査

代
理

）
・

3
/
2
8
の

会
議

で
、

相
談

体
制

と
し

て
電

話
で

話
し

た
い

と
い

う
要

望
が

あ
っ

た
こ

と
を

踏
ま

え
た

対
応

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。
（

清
水

構
成

員
）

・
情

報
通

信
問

題
に

詳
し

い
専

門
家

、
相

談
員

の
育

成
、

増
員

は
必

要
。

（
山

根
構

成
員

）

4
3
４

－
４

　
発

信
者

情
報

開
示

請
求

D
M
（

ダ
イ

レ
ク

ト
メ

ッ
セ

ー
ジ

）
な

ど
一

対
一

の
通

信
に

お
け

る
侮

辱
、

差
別

表
現

、
暴

力
的

表
現

、
脅

迫
に

よ
り

権
利

侵
害

が
生

じ
た

際
に

、
こ

う
し

た
情

報
の

発
信

者
が

不
明

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

こ
れ

ら
の

対
象

に
つ

い
て

も
発

信
者

情
報

開
示

請
求

を
可

能
と

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
ど

う
考

え
る

か
。

一
方

で
、

現
行

の
発

信
者

情
報

開
示

制
度

は
、

情
報

が
拡

散
さ

れ
被

害
が

際
限

な
く

拡
大

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

こ
と

に
着

目
し

て
不

特
定

の
者

に
受

信
さ

れ
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

通
信

を
対

象
と

し
て

い
る

こ
と

や
、

仮
に

そ
の

よ
う

に
し

た
場

合
に

、
開

示
請

求
を

受
け

た
事

業
者

に
お

い
て

、
開

示
の

可
否

を
判

断
す

る
た

め
に

、
公

に
な

っ
て

い
な

い
一

対
一

の
通

信
の

内
容

に
つ

い
て

確
認

す
る

こ
と

と
な

る
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。
ま

た
、

D
M
な

ど
の

機
能

に
つ

い
て

は
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
の

中
に

は
、

受
信

す
る

側
の

ア
カ

ウ
ン

ト
に

お
い

て
、

受
信

す
る

範
囲

を
選

択
す

る
こ

と
が

で
き

る
機

能
（

例
：

友
達

の
友

達
以

外
の

者
か

ら
の

D
M
は

受
け

取
ら

な
い

よ
う

に
設

定
可

能
と

す
る

等
）

を
設

け
る

な
ど

の
工

夫
を

講
じ

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
、

ど
う

考
え

る
か

。

・
D
M
等

の
一

対
一

の
通

信
に

つ
い

て
も

開
示

請
求

を
可

能
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

（
音

事
協

・
J
リ

ー
グ

)
・

憲
法

に
お

い
て

、
通

信
の

秘
密

は
個

人
と

し
て

生
き

て
い

く
上

で
必

要
不

可
欠

な
権

利
と

し
て

保
障

さ
れ

て
い

る
こ

と
は

も
と

よ
り

、
通

信
の

秘
密

の
保

障
に

は
、

通
信

の
内

容
だ

け
で

な
く

そ
の

存
在

の
秘

密
が

確
保

さ
れ

る
こ

と
も

含
む

と
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
一

対
一

の
通

信
に

お
け

る
発

信
者

情
報

開
示

請
求

を
可

能
と

す
る

こ
と

に
つ

い
て

は
極

め
て

慎
重

と
す

べ
き

で
あ

る
（

L
I
N
E
)

・
損

害
賠

償
等

民
事

上
の

請
求

に
つ

い
て

、
警

察
を

関
与

し
な

い
と

請
求

が
で

き
な

い
と

い
う

現
状

に
つ

い
て

は
改

善
の

余
地

が
あ

る
と

は
思

う
が

、
民

事
的

手
続

き
で

の
開

示
の

可
否

や
そ

の
要

件
等

に
つ

い
て

は
十

分
な

議
論

が
必

要
。

な
お

、
受

信
者

側
に

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

権
を

与
え

る
こ

と
は

積
極

的
に

進
め

る
こ

と
に

つ
い

て
賛

成
す

る
。

（
上

沼
主

査
代

理
）

・
D
M
に

よ
る

中
傷

に
つ

い
て

の
相

談
は

実
際

相
当

数
あ

り
、

し
か

も
も

っ
ぱ

ら
海

外
S
N
S
の

も
の

で
あ

る
た

め
、

警
察

が
捜

査
す

る
こ

と
も

事
実

上
不

可
能

な
こ

と
が

多
い

。
そ

の
た

め
、

D
M
に

つ
い

て
も

開
示

請
求

が
で

き
る

よ
う

検
討

を
進

め
る

べ
き

。
（

清
水

構
成

員
）

・
匿

名
性

に
隠

れ
た

中
傷

を
許

容
す

る
べ

き
で

は
な

い
。

（
清

水
構

成
員

）
・

開
示

可
否

の
判

断
に

関
し

て
、

請
求

者
側

が
提

示
す

る
通

信
内

容
を

確
認

す
る

こ
と

は
や

む
を

得
な

い
も

の
と

し
て

許
容

さ
れ

る
べ

き
。

他
方

で
、

そ
れ

以
外

の
通

信
内

容
を

調
査

す
る

と
い

う
こ

と
は

許
さ

れ
る

べ
き

で
な

い
。

（
清

水
構

成
員

）
・

Ｄ
Ｍ

に
関

し
て

は
、

被
害

が
問

題
と

な
る

と
い

う
点

に
つ

い
て

は
理

解
で

き
る

も
の

の
、

公
然

性
の

あ
る

表
現

と
い

う
よ

り
も

や
は

り
通

信
に

該
当

す
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

う
で

あ
る

以
上

、
こ

の
点

に
関

す
る

発
信

者
情

報
開

示
請

求
は

、
通

信
の

秘
密

と
の

抵
触

も
考

え
れ

ば
き

わ
め

て
慎

重
に

な
る

べ
き

と
思

わ
れ

る
。

む
し

ろ
、

大
量

に
送

ら
れ

て
く

る
Ｄ

Ｍ
を

被
害

者
が

み
な

い
で

済
む

よ
う

な
、

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
の

実
装

を
支

援
す

る
こ

と
の

方
が

、
有

効
で

あ
る

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

（
水

谷
構

成
員

）

4
4
上

記
の

い
ず

れ
に

も
該

当
し

な
い

事
項

・
損

害
回

復
が

困
難

な
事

案
や

二
次

的
被

害
の

発
生

が
予

見
さ

れ
る

も
の

に
つ

い
て

は
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

者
側

に
お

い
て

優
先

順
位

を
上

げ
て

処
理

し
て

い
た

だ
き

た
い

（
U
U
U
M
)

・
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
者

の
理

解
の

み
な

ら
ず

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
利

用
者

に
向

け
た

注
意

喚
起

や
意

識
啓

蒙
等

の
情

報
発

信
も

重
要

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
の

違
法

・
有

害
情

報
に

よ
る

被
害

の
全

体
数

を
減

ら
す

こ
と

に
も

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

た
だ

き
た

い
（

U
U
U
M
）

・
違

法
性

・
権

利
侵

害
性

が
な

い
投

稿
に

つ
い

て
ポ

リ
シ

ー
で

定
め

る
場

合
、

参
照

可
能

な
裁

判
例

が
乏

し
く

紛
争

解
決

の
予

見
可

能
性

が
乏

し
い

も
の

と
な

る
。

実
体

法
の

改
正

、
事

業
者

の
免

責
規

定
の

拡
充

と
い

っ
た

選
択

肢
も

排
除

せ
ず

検
討

す
べ

き
（

ヤ
フ

ー
)

・
違

法
情

報
の

う
ち

、
権

利
侵

害
情

報
と

並
行

し
て

、
主

に
「

２
．

透
明

性
・

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ

ィ
の

確
保

方
策

の
在

り
方

」
の

記
載

事
項

に
関

し
て

、
法

令
違

反
情

報
の

位
置

付
け

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。
（

生
貝

構
成

員
）

・
S
N
S
ネ

イ
テ

ィ
ブ

と
言

わ
れ

る
若

い
世

代
を

は
じ

め
全

世
代

の
文

化
形

成
で

で
大

き
な

影
響

が
あ

る
政

策
分

野
だ

と
感

じ
ま

す
。

幅
広

い
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
や

国
民

か
ら

意
見

を
広

く
聞

き
な

が
ら

、
適

切
な

バ
ラ

ン
ス

で
の

慎
重

な
ル

ー
ル

メ
イ

キ
ン

グ
が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

。
（

伊
藤

構
成

員
）

6
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第２部 偽情報への対策について 
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偽情報対策に関する民間企業や市民団体を含む関係者によるプラクティス集 

（EPaD：Existing Practices against Disinformation） 
※以下、本研究会第 45回資料６から抜粋。 

 
 

なお、2023年 10月開催のインターネット・ガバナンス・フォーラム京都 2023におい

て、偽・誤情報対策に関し、総務省が連携・協力したセッションが開催されるとともに、

その中で、G7各国等における多様な関係者による偽情報対策に関する既存プラクティス集

「Existing Practices against Disinformation (EPaD)」が公表された。 

（総務省 HP https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu02_02000373.html） 

  

参考 11 

109

https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu02_02000373.html


 

国内外における偽・誤情報に関する意識調査 

－令和４年度 国内外における偽・誤情報に関する意識調査よりー 
※以下、本研究会第 45回資料４から抜粋。 
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第３部 利用者情報の適正な取扱いの確保について 
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プラットフォームサービスに関する研究会 
プラットフォームサービスに係る利用者情報の取扱いに関する WG 構成員等名簿 

 

（敬称略・五十音順） 

 

【構成員】 

生貝 直人   一橋大学大学院 法学研究科 准教授 

石井 夏生利  中央大学 国際情報学部 教授 

板倉 陽一郎  ひかり総合法律事務所 弁護士 

太田 祐一   株式会社 DataSign代表取締役社長 

小林 慎太郎  株式会社野村総合研究所 上級コンサルタント 

佐藤 一郎   国立情報学研究所 情報社会相関研究系 教授 

沢田 登志子  一般社団法人 ECネットワーク 理事 

（主査）宍戸 常寿   東京大学大学院 法学政治学研究科 教授 

新保 史生   慶應義塾大学 総合政策学部 教授 

高橋 克巳   NTT社会情報研究所 主席研究員 

寺田 眞治   一般財団法人日本情報経済社会推進協会 主席研究員 

古谷 由紀子  公益社団法人日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相
談員協会 監事 

森  亮二   英知法律事務所 弁護士 

（主査代理）山本 龍彦   慶應義塾大学大学院 法務研究科 教授 
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【オブザーバー】 

  デジタル市場競争本部事務局 

  個人情報保護委員会事務局 

伊藤 直之 一般社団法人 MyDataJapan 常務理事 

奥田 真滝 一般社団法人電気通信事業者協会 業務部長 

岸原 孝昌 一般社団法人モバイル・コンテンツ・フォーラム 専務理事 

仲上 竜太 一般社団法人日本スマートフォンセキュリティ協会 技術部会長 

長田 三紀 情報通信消費者ネットワーク 

野口 尚志 一般社団法人日本インターネットプロバイダー協会 理事 兼 

行政法律部会長 

平野 祐子 主婦連合会 副会長 

柳田 桂子 一般社団法人日本インタラクティブ広告協会 事務局長 

若目田 光生 一般社団法人日本経済団体連合会 デジタルエコノミー推進委
員会企画部会データ戦略ワーキング・グループ 主査 
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プラットフォームサービスに関する研究会 

プラットフォームサービスに係る利用者情報の取扱いに関する WG 審議経過 

 

会合 開催日 主な内容 

第１回 
令 和 ３ 年

３月 18 日 

【事業者団体ヒアリング】 

・一般社団法人 日本インタラクティブ広告協会 

「インターネット広告市場の動向と利用者情報の取扱い等に

関する取り組みについて」 

【事業者ヒアリング】利用者情報の取扱いについて 

・株式会社 NTTドコモ 

・KDDI株式会社 

・ソフトバンク株式会社 

・楽天モバイル株式会社 

【構成員発表】 

・高橋構成員 

「位置情報の取扱いの検討について」 

【その他】 

・事務局 

「利用者情報の適切な取扱いの確保に向けた検討課題」 

「今後の検討の進め方（案）」 

第２回 
令 和 ３ 年

４ 月 ６ 日 

【事業者ヒアリング】利用者情報の取扱いについて 

・Apple Inc. 

・ヤフー株式会社 

【構成員発表等】 

・小林構成員 

「実効性のある通知・同意取得方法の在り方に関する実証事

業の報告」 

・株式会社インターネットイニシアティブ 

「ePrivacy規則 閣僚理事会案について」 

第３回 
令 和 ３ 年

４月 22 日 

【構成員発表】 

・寺田構成員 

「オンライン広告における利用者情報取扱いの動向」 

【事業者ヒアリング】利用者情報の取扱いについて 

・Facebook Japan株式会社 

・Google合同会社 

・株式会社 Agoop 

第４回 
令 和 ３ 年

５月 18 日 

【事業者ヒアリング】利用者情報の取扱いについて 

・LINE株式会社 

【構成員等発表】 

・株式会社日本総合研究所 

「スマートフォン上のアプリケーションにおける利用者情報

の取扱いに係る調査・分析」 

・森構成員 

「利用者端末情報等に関する規制の方向性」 

【その他】 

・事務局 

「プラットフォームサービスに係る利用者情報の取扱いに関

する主な論点」 

参考 14 
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第５回 
令 和 ３ 年

６ 月 ４ 日 

【その他】 

・個人情報保護委員会事務局 

「令和２年度改正個人情報保護法ガイドライン（案）につい

て」 

・事務局 

「電気通信事業における個人情報保護に関するガイドライン

改正に向けた考え方（案）」 

・事務局 

「プラットフォームサービスに係る利用者情報の取扱いに関

する主な論点」 

第６回 
令 和 ３ 年

７ 月 ９ 日 

【その他】 

・事務局 

「プラットフォームサービスに係る利用者情報の取扱いに関

する WG 中間とりまとめ（案）」 

第７回 
令 和 ３ 年

11 月２日 

【事業者団体ヒアリング】 

・一般社団法人 日本インタラクティブ広告協会 

「インターネット広告における利用者情報の取扱いに関する

動向および今後の取り組みについて」 

【事業者ヒアリング】 

・株式会社インティメート・マージャー 

「インティメート・マージャーの取り組みについて」 

・LiveRamp Japan株式会社 

「より高いユーザーエクスペリエンスを提供する世界最高水

準のセキュリティ/プライバシー対応した人ベースの ID ソ

リューション」 

【その他】 

・事務局 

「電気通信事業における個人情報保護に関するガイドライン

改正 骨子（案）」 

第８回 
令 和 ３ 年

12 月１日 

【事業者団体ヒアリング】 

・一般社団法人 LBMA Japan 

「位置情報データのマーケティング・サービス活用」 

【事業者ヒアリング】 

・トレジャーデータ株式会社 

「トレジャーデータ CDP とプライバシー保護に向けた取り組

み」 

【その他】 

・事務局 

「電気通信事業における個人情報保護に関するガイドライン

改正（案）」 

「利用者情報の適切な取扱いの確保に向けた今後の取組の方

向性について」 

第９回 
令 和 ４ 年

１月 24 日 

【その他】 

・事務局 

「今後の検討の進め方について（案）」 

「電気通信事業における個人情報保護に関するガイドライン

改正案の概要」 

第 10回 令 和 ４ 年 【事業者発表】 
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３月 16 日 ・株式会社野村総合研究所 

「利用者情報の取扱いに関する諸外国の法令・自主規制・事

例」 

【その他】 

・事務局 

「電気通信事業における個人情報保護に関するガイドライン

及びその解説の改正案に対する意見募集結果」 

「利用者に関する情報の外部送信の際の措置について」 

「今後の検討の進め方について（案）」 

第 11回 
令 和 ４ 年

４月 22 日 

【事業者モニタリング】利用者情報の取扱いについて 

・株式会社 NTTドコモ 

・KDDI株式会社 

・ソフトバンク株式会社 

・楽天モバイル株式会社 

【その他】 

・事務局 

「利用者情報の取扱いに係るモニタリングについて」 

第 12回 
令 和 ４ 年

４月 27 日 

【事業者発表】 

・株式会社野村総合研究所 

「利用者情報に関する技術動向及び業界団体による自主ルー

ル等の状況」 

「プライバシーポリシー等のベストプラクティス及び通知同

意取得方法に関するユーザー調査結果」 

・株式会社日本総合研究所 

「スマートフォン上のアプリケーションにおける利用者情報

の取扱いに係る調査・分析」 

第 13回 
令 和 ４ 年

５月 12 日 

【事業者モニタリング】利用者情報の取扱いについて 

・Apple Inc. 

・ヤフー株式会社 

・LINE株式会社 

第 14回 
令 和 ４ 年

５月 17 日 

【事業者モニタリング】利用者情報の取扱いについて 

・Google合同会社 

・Facebook Japan株式会社 

第 15回 
令 和 ４ 年

６月 17 日 

【事業者ヒアリング】外部送信規律について 

・一般社団法人モバイル・コンテンツ・フォーラム 

・一般社団法人日本インターネットプロバイダー協会 

・主婦連合会 

【その他】 

・事務局 

「今後の検討の進め方（案）」 

「利用者に関する情報の外部送信の際の措置について」 

第 16回 
令 和 ４ 年

６月 22 日 

【事業者ヒアリング】外部送信規律について 

・一般社団法人日本経済団体連合会 

・一般社団法人新経済連盟 

・一般社団法人日本インタラクティブ広告協会 

・一般社団法人日本スマートフォンセキュリティ協会 

・一般社団法人 MyDataJapan 

・一般社団法人電気通信事業者協会 
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【その他】 

・事務局 

「プラットフォームサービスに係る利用者情報の取扱いに関

する主な論点」 

第 17回 
令 和 ４ 年

６月 27 日 

【その他】 

・事務局 

「プラットフォームサービスに係る利用者情報の取扱いに関

する WG とりまとめ（案）」 

第 18回 
令 和 ４ 年

８月 25 日 

【事業者ヒアリング】外部送信規律に関する総務省令案について 

 ・一般社団法人新経済連盟 

 ・一般社団法人日本インターネットプロバイダー協会 

 ・一般社団法人日本インタラクティブ広告協会 

 ・一般社団法人モバイル・コンテンツ・フォーラム 

 ・一般社団法人 MyDataJapan 

【その他】 

 ・事務局 

 「外部送信規律に関する総務省令案について」 

第 19回 
令 和 ４ 年

９ 月 ７ 日 

【その他】 

 ・事務局 

  「外部送信規律に関する総務省令案について」 

「外部送信規律の施行に向けて配慮すべき事項（案）」 

第 20回 
令 和 ４ 年

11 月４日 

【その他】 

 ・事務局 

「外部送信規律に係る電気通信事業における個人情報保護に

関するガイドラインの解説案について」 

「外部送信規律の施行に向けて配慮すべき事項に対する対応

について」 

「次回会合におけるヒアリング内容について」 

第 21回 
令 和 ４ 年

12 月２日 

【事業者ヒアリング】 

外部送信規律に係る電気通信事業における個人情報保護に関す

るガイドラインの解説案について 

 ・主婦連合会 

 ・一般社団法人日本経済団体連合会 

 ・一般社団法人日本インタラクティブ広告協会 

・一般社団法人日本スマートフォンセキュリティ協会 

 ・一般社団法人モバイル・コンテンツ・フォーラム 

 ・一般社団法人 MyDataJapan 

 ・一般社団法人電気通信事業者協会 

【その他】 

 ・事務局 

 「外部送信規律に関するガイドライン解説（案）について」 

第 22回 
令 和 ４ 年

12 月 23 日 

【その他】 

 ・事務局 

 「外部送信規律に係る電気通信事業における個人情報保護に

関するガイドラインの解説案について」 
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プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
お
け
る
利
用
者
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
 

 

以
下
の
各
項
目
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
広
告
の
観
点
に
お
け
る
貴
社
の
取
組
・
状
況
を
ご
記
載
く
だ
さ
い
。
 

 
 社
名

 
 
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
 

G
o
o
g
l
e
 
L
L
C
 

M
e
t
a
,
 
P
l
a
t
f
o
r
m
s
,
 
I
n
c
.
 

１
．

利
用
者
情
報
の
取
扱
い
の
状
況
 

1
-
1
. 

利
用
者
情
報
取
得
の

場
面
・
取
得
す
る
情
報

の
内
容

 
 

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
従
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
場
合

に
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
取
得
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

 ①
 
端
末
操
作
を
通
じ
て
お
客
様
に
ご
入
力
い
た
だ
く
場
合

 

代
表
例
： 

・
Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
 I
D
を
取
得
す
る
際
に
、
登
録
情
報
を
入
力
し
、
送
信
し
て

い
た
だ
く
場
合

 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
く
場
合

 

②
 
お
客
様
か
ら
直
接
ま
た
は
書
面
な
ど
を
通
じ
て
ご
提
供
い
た
だ
く
場
合

 

代
表
例
： 

・
お
客
様
か
ら
本
人
確
認
書
類
を
ご
送
付
い
た
だ
く
場
合

 

③
 
お
客
様
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
・
閲
覧
に
伴
っ
て
自
動
的
に
送
信
さ
れ

る
場
合

 

代
表
例

： 

・
Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
伴
っ
て
送
信
さ
れ
た

「
IP

ア
ド
レ
ス
」
を
取
得
す
る
場
合

 

・
Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
履
歴
を
取
得
す
る
場
合

 

・
Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
の
検
索
機
能
を
利
用
す
る
際
に
入
力
さ
れ
た
検
索
キ
ー

ワ
ー
ド
を
取
得
す
る
場
合

 

・
Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
で
の
購
買
履
歴
を
取
得
す
る

場
合

 

・
「
Y
ah

o
o
!防

災
速
報
」
「
Y
ah

o
o
!天

気
」
「
Y
ah

o
o
!マ

ッ
プ
」
な
ど
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
さ
れ
て
い
る
端
末
に
対
し
て
、
所
在
地
に
応
じ
た
災
害
情
報
な
ど
を
お
知

ら
せ
す
る
た
め
に
、
端
末
の
位
置
情
報
を
取
得
す
る
場
合
（
お
客
様
が
ご
利

用
の
端

末
の
設
定
で
、

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
に
位
置
情
報
を
送
信
す
る
た
め

の
設
定

が
有
効
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
限
り
ま
す
） 

・
Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
の
広
告
主
や
広
告
配
信
先
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
や
ア

プ
リ
を
利
用
し
た
場
合
に
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
や
ア
プ
リ
に

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
の
「
ウ
ェ
ブ
ビ
ー
コ
ン
」
な
ど
を
設
置
し
て
「
ク
ッ
キ
ー
」
や
端

末
情
報
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
お
客
様
が
ご
利
用
の
端
末
を
識
別
す
る
た
め

の
情
報
を
取
得
す
る
場
合

 

④
 
第
三
者
か
ら
情
報
の
提
供
を
受
け
る
場
合

 

代
表
例
： 

・
第
三
者

と
連
携
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
し
て
い
る
場
合
、
当
該
第
三
者
と

情
報
の

連
携
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N

が
当
該
第
三
者
か
ら
情
報
の
提
供
を
受
け
る
場
合

 

 な
お
、
こ
れ

ら
は
当
社
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー

（
h
tt

p
s:

/
/
p
ri
va

c
y.

ya
h
o
o
.c

o
.jp

/
）
の
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
取
得
」

（
h
tt

p
s:

/
/
p
ri
va

c
y.

ya
h
o
o
.c

o
.jp

/
ac

q
u
is

it
io

n
/
）
に
お
い
て
お
客
様
に
対
し
て
詳

細
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

 

G
o
o
gl

e
 サ

ー
ビ
ス
の
利
用
時
に

 G
o
o
gl

e
 が

収
集
す
る
情
報

 

G
o
o
gl

e
 は

、
す
べ
て
の
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
情

報
を
収
集
し
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
の
使
用
言
語
と
い
っ
た
基
本
的
な
事
項
を
理
解
す

る
こ
と
や
、
お
客
様
に
と
っ
て
最
も
役
に
立
つ
広
告
は
ど
の
広
告
か
、
お
す
す
め

の
 Y

o
u
T
u
b
e
 動

画
は
ど
れ
か
、
な
ど
の
複
雑
な
事
項
を
推
定
す
る
こ
と
が
含
ま

れ
ま
す
。

G
o
o
gl

e
 が

ど
の
情
報
を
収
集
す
る
か
、
そ
の
情
報
が
ど
の
よ
う
に
使

用
さ
れ
る
か
は
、
お
客
様
が
ど
の
よ
う
に

 G
o
o
gl

e
 の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る

か
、
ま
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
設
定
を
ど
の
よ
う
に
管
理
す
る
か
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま

す
。

G
o
o
gl

e
 は

ユ
ー
ザ
ー
が
作
成
し
、
提
供
す
る
情
報
（
例
え
ば

 G
o
o
gl

e
 ア

カ

ウ
ン
ト
）
、

G
o
o
gl

e
 の

サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
利
用
す
る
ア
プ
リ
や
ブ

ラ
ウ
ザ
及
び
デ
バ
イ
ス
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
お
す
す
め
の

 Y
o
u
T
u
b
e
 動

画
を
提
示
す
る
な
ど
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
り
役
立
つ
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に
活
用
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、

G
o
o
gl

e
 サ

ー
ビ
ス
利
用
時
の
位
置
情
報
も
収
集
し
ま
す
が
、

ユ
ー
ザ
ー
は

 G
o
o
gl

e
 ア

カ
ウ
ン
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、

G
o
o
gl

e
 に

共
有
す
る
情

報
や
位
置
情
報
の
よ
う
な
情
報
を
い
つ
削
除
す
る
か
を
確
認
、
管
理
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、

G
o
o
gl

e
 は

、
位
置
情
報
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
か
を
ユ

ー
ザ
ー
に
説
明
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
を
更
新
し
ま
し
た
。

G
o
o
gl

e
 は

、

包
括
的
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
よ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
デ

ー
タ
を
管
理
で
き
る
の
か
を
分
か
り
や
す
く
示
す
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

弊
社
は
、
個
人
デ
ー
タ
を
収
集
し
使
用
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
利
用

者
に
明

確
で

有
意
義
か
つ
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
弊

社

は
、
意
義
あ
る
透
明
性
の
促
進
に
努
め
て
お
り
、
可
能

な
限
り
多
く
の

人
々

が
情

報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、
平
易
な
言
葉
遣
い
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
色

調
及

び
ア
イ
コ

ン
を
主
に
使
用
す
る
デ
ザ
イ
ン
方
針
を
採
用
し
て
お
り
ま
す
。

 

 個
人
デ
ー
タ
の
収
集

 

人
々
は
、
友
人
や
家
族
と
つ
な
が
り
を
保
ち
続
け
る
た
め
に
、
世
界

で
起

き
て
い

る
こ
と
を
知
る
た
め
に
、
ま
た
、
利
用
者
に
と
っ
て
重

要
な
こ
と
を
共

有
・
表

現
す
る

た
め
に
、
弊
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。
弊

社
は

、
こ
う
し
た
使

用
者

の
興

味
・
関
心
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
個
人

デ
ー
タ
を
収
集

す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

 弊
社
は
、

F
ac

e
b
o
o
k、

In
st

ag
ra

m
 及

び
 M

e
ss

e
n
ge

r 
の

各
サ
ー
ビ
ス
を
提

供

す
る
際
、

(i
)利

用
者
等
が
実
行
お
よ
び
提
供
す
る
も
の

（
誰
と
繋
が

っ
て
い
る
か

を
含
む
）
、

(i
i)
利
用
者
が
弊
社
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
当

た
っ
て
使

用
す
る
デ

バ
イ
ス
の
情
報
、
及
び
、

(i
ii)
広
告
主
、
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
、
広

告
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

な
ど
、
第
三
者
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
受
領
す
る
情
報

、
と
い
う

3
 つ

の
基

本
カ
テ
ゴ
リ

の
利
用
者
に
関
す
る
情
報
を
受
領
し
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ

に
つ
い
て

F
ac

e
b
o
o
k 
の

サ
ー

 ビ
ス
、

In
st

ag
ra

m
 及

び
M

e
ss

e
n
ge

r 
に
適
用

さ
れ
る
弊

社
の

デ
ー
タ
に
関

す
る
ポ
リ
シ
ー
に
概
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
者

に
は

、
F
ac

e
b
oo

kま
た
は

 

In
st

ag
ra

m
 の

ア
カ
ウ
ン
ト
を
最
初
に
作
成
す
る
際

に
、
デ
ー
タ
に
関

す
る
ポ
リ
シ

ー
に
同
意
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

 

 弊
社
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
際
し
て
利

用
者

が
提

供
を
求

め
ら
れ

る

情
報
は
、
氏
名
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
又
は
電
話
番
号

、
性

別
、
生
年

月
日

の
み
で

す
。

 I
n
st

ag
ra

m
 の

利
用
に
際
し
て
提
供
を
求
め
ら
れ
る
情

報
は

、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
又
は
電
話
番
号
、
及
び
生
年
月
日
の
み
で
す
。
ま
た
、
利

用
者

は
、
自

ら
の

選
択
に
よ
り
、
自
身
の
住
所
、
言
語
、
学
歴
、
仕
事

、
趣

味
及

び
好

き
な
映

画
や

本
、
音
楽
に

 関
す
る
情
報
等
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の

追
加
情

報
を
弊

社
に
提

供
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
利
用
者
の
弊
社
サ
ー
ビ
ス
と
の

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に

関
す
る
情
報
も
収
集
さ
れ
ま
す
。
こ
の
利
用
者
の

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る

情
報
に
は
、
例
え
ば
、
利
用
者
が
｢い

い
ね
！
｣ボ

タ
ン
を
押

し
た

 F
ac

e
b
o
o
k 
ペ

ー
ジ
、
利
用
者
が
参
加
し
て
い
る

 F
ac

e
b
o
o
k 
グ
ル

ー
プ
、
利

用
者

が
使

用
し
て

い
る
他
の
ア
カ
ウ
ト
、
利
用
者
が
閲
覧
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
ア

ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
（
投
稿
、
写
真
、
動
画

、
ス
ト
ー
リ
ー
等

）
及

び
任

意

で
行
う
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
広
告
が
不
適
切
で
あ
る
こ
と
又
は

興
味
が

な
い
こ
と
等

）

が
含
ま
れ
ま
す
。

 

 弊
社
は
、
利
用
者
が
弊
社
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
の

に
使

用
す
る
デ
バ

イ
ス

か
ら
の
情
報
、
及
び
当
該
デ
バ
イ
ス
に
関
す
る
情
報
を
収

集
し
ま
す
。
弊

社
の

プ

ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
で
説
明
す
る
と
お
り
、
弊
社

が
収

集
す
る
デ
バ

イ
ス
情

報

に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

 

 ●
デ
バ
イ
ス
の
特
質

: 
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
ハ

ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ

参
考

1
5
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ェ
ア
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
、
電
池
レ
ベ
ル
、
信
号
強
度
、
ス
ト
レ
ー
ジ
の
空

き
容

量
、
ブ

ラ
ウ
ザ
ー
の
種
類
、
ア
プ
リ
と
フ
ァ
イ
ル
の
名
称
と
種

類
、
プ
ラ
グ
イ
ン
な
ど
の

 情

報
。

 

●
デ
バ
イ
ス
の
信
号

:B
lu

e
to

o
th

 シ
グ
ナ
ル
、
お
よ
び
近

く
の

 W
i-

F
i 
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
、
ビ
ー
コ
ン
、
セ
ル
タ
ワ
ー
に
関
す
る
情

報
。

 

●
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
よ
び
接
続

: 
携
帯
電
話
会
社
名

、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

ー
ビ
ス

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
名
、
言
語
、
タ
イ
ム
ゾ
ー
ン
、
携
帯

電
話
番

号
、

IP
 ア

ド
レ
ス
、
接

続
速
度
、
場
合
に
よ
っ
て
は
近
く
に
あ
る
ま
た
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
あ
る
他

の
デ

バ
イ
ス
に
関
す
る
情
報
な
ど
、
弊
社
が
利
用
者
の
利
用

を
手

助
け
す
る
た
め
の

情
報

 (
動
画
を
携
帯
電
話
か
ら
テ
レ
ビ
に
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
す
る
な
ど

)。
 

 第
３
者
か
ら
受
領
す
る
デ
ー
タ
に
は
、
他
の
利
用

者
か

ら
共
有

さ
れ

た
デ
ー
タ

（
例
え
ば
利
用
者
が
他
の
利
用
者
の
写
真
を
共

有
し
た
場

合
）
、
広

告
主

、
ア
プ

リ
開
発
業
社
、
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
の
情
報
（
例

え
ば

、
広

告
主
が

ハ
ッ
シ
ュ
化

さ
れ
た
カ
ス
タ
マ
ー
デ
ー
タ
を
用
い
て
広
告
の
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
を
構

築
す
る
場

合
な
ど
）が

含
ま
れ
ま
す
。

 

1
-
2
 

取
得
情
報
の
加
工
・
分

析
・
利
用
状
況

 

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
は
、
取
得
し
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
、

改
善
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
等
の
検
討
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
ご
利
用
状
況
な
ど
の
調

査
、
分
析
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
具
体
的
な
活
用
例
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

 

 ①
 
認
証

 

ロ
グ
イ
ン
の
際
に
、
同
じ
お
客
様
か
ら
の
ロ
グ
イ
ン
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
、

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
 I
D
、
パ
ス
ワ
ー
ド
そ
の
他
の
お
客
様
の
登
録
情
報
を

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

ま
た
、
ロ
グ
イ
ン
方
法
の
再
設
定
の
際
に
は
、
上
記
の
登
録
情
報
等
に
加
え

て
、
お
客
様
の
ロ
グ
イ
ン
時
の
サ
ー
ビ
ス
等
の
ご
利
用
履
歴
を
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

②
 
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ

 

個
々
の
お
客
様
に
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
す
る
場
合
に
、

Y
ah

o
o
! 

J
A

P
A

N
独
自
の
基
準
で
推
定
し
た
お
客
様
の
興
味
関
心
に
関
す
る
情
報
を

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

具
体
的

に
は
、
お
客
様
の
居
住
地
域
、
性
別
、
生
年
月
な
ど
の
情
報
や
、
お

客
様
の

サ
ー
ビ
ス
等
の
ご
利
用
履
歴
（検

索
キ
ー
ワ
ー
ド
、
閲
覧
さ
れ
た
ウ

ェ
ブ
ペ
ー
ジ
、
ご
利
用
に
な
っ
た
ア
プ
リ
、
購
入
さ
れ
た
商
品
な
ど
）
を
分
析
し

て
、
お
客
様
の
興
味
関
心
に
関
す
る
情
報
を
推
定
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー

ビ
ス
等
を
個
々
の
お
客
様
に
合
わ
せ
て
最
適
化
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

Y
ah

o
o
!ニ

ュ
ー
ス
で
は
過
去
に
閲
覧
し
た
ニ
ュ
ー
ス
記
事
な
ど
を
分
析
し
て

関
心
が
高
い
と
推
定
さ
れ
る
記
事
を
表
示
し
、

Y
ah

o
o
!シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
は
商

品
の
閲

覧
履
歴
や
購
買
履
歴
な
ど
を
分
析
し
て
お
す
す
め
商
品
情
報
を
表

示
し
ま
す
。

 

③
 
サ
ー
ビ
ス
等
の
改
善
・
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
等
の
検
討

 

お
客
様
の
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
分
析
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
改

善
や
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
等
の
検
討
を
す
る
た
め
に
、
お
客
様
の
居
住
地
域
、

性
別
、
生
年
月
な
ど
の
情
報
や
、
お
客
様
の
サ
ー
ビ
ス
等
の
ご
利
用
履
歴

（
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
、
閲
覧
さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
、
ご
利
用
に
な
っ
た
ア
プ

リ
、
購
入

さ
れ
た
商
品
な
ど
）
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

④
 
広
告
の

表
示

 

個
々
の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
、
よ
り
適
切
な
広
告
が
表
示
さ
れ
る
よ

う
に
、
お
客
様
の
居
住
地
域
、
性
別
、
生
年
月
等
の
情
報
を
利
用
し
、
ま
た
、

お
客
様

の
サ
ー
ビ
ス
等
の
ご
利
用
履
歴
（
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
、
閲
覧
さ
れ
た

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
、
ご
利
用
に
な
っ
た
ア
プ
リ
、
購
入
さ
れ
た
商
品
、
位
置
情
報

等
）
や
提
供
を
受
け
た
情
報
を
分
析
し
て

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
独
自
の
基
準
で

推
定
し
た
お
客
様
の
興
味
関
心
に
関
す
る
情
報
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

G
o
o
gl

e
 は

、
G

o
o
gl

e
 の

サ
ー
ビ
ス
を
通
し
て
お
預
か

り
し
た
情
報

を
以

下
の

目

的
に
使
用
し
ま
す
。

 

 サ
ー
ビ
ス
の
提
供

 

ユ
ー
ザ
ー
の
情
報
を
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
使
用
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、

検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
を
処
理
し
て
結
果
を
表
示
す
る
た
め
、
ユ
ー
ザ
ー
の
連
絡
先
か

ら
共

有
相

手
の

候
補

を
表

示
し
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
共

有
し
や

す
く
す
る
た
め
な
ど

に
使
用
し
ま
す
。

 

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
向
上

 

ユ
ー
ザ

ー
の

情
報
を
、
サ

ー
ビ
ス
を
意

図
し
た
と
お
り
に
稼
動

さ
せ

る
た
め
に
使

用
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
障
害
事
例
を
追
跡
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
報
告
を
い
た
だ

い
た
問
題

の
解
決

に
取
り
組

む
た
め
な
ど
に
使

用
し
ま
す
。
ま
た
、
ユ
ー
ザ

ー
の

情
報

を
、

G
o
o
gl

e
 の

サ
ー
ビ
ス
を
向

上
さ
せ

る
た
め

に
使

用
し
ま
す
。
た
と
え

ば
、
特

に
ス
ペ
ル

ミ
ス
の

多
い
検

索
キ
ー
ワ
ー
ド
を
把

握
し
、
各

種
サ

ー
ビ
ス
で

の
ス
ペ
ル
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
向
上
に
役
立
て
ま
す
。

 

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

 

既
存
の
サ
ー
ビ
ス
で
収
集
し
た
情
報
を
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
役
立
て
ま

す
。
た
と
え
ば

、
P

ic
as

a（
G

o
o
gl

e
 の

最
初
の
写
真
ア
プ
リ
）
で
ユ
ー
ザ
ー
が
ど
の

よ
う
に
写
真
を
整
理
す
る
か
を
把
握
し
た
こ
と
が
、

G
o
o
gl

e
 フ

ォ
ト
の
設
計
と
サ
ー

ビ
ス
開
始
に
役
立
ち
ま
し
た
。

 

コ
ン
テ
ン
ツ
や
広
告
な
ど
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

 

G
o
o
gl

e
 は

、
G

o
o
gl

e
 の

サ
ー
ビ
ス
を
個
々
の
ユ
ー
ザ
ー
に
合

わ
せ
て
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
す
る
た
め
に
、
収
集
し
た
情
報
を
使
用
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
お
す
す
め
情
報

を
表
示

す
る
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
表
示

す
る
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た

検
索
結
果
を
表
示
す
る
な
ど
の
目
的
で
使
用
し
ま
す
。

 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
測
定

 

G
o
o
gl

e
 は

、
G

o
o
gl

e
 の

サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
よ
う
に
利
用

さ
れ
て
い
る
の
か
を
把

握
す
る
た
め
に
、
分

析
や

測
定

の
た
め

の
デ
ー
タ
を
使

用
し
ま
す
。
た
と
え
ば

、

G
o
o
gl

e
 の

サ
イ
ト
へ
の

ユ
ー
ザ
ー
の
ア
ク
セ
ス
に
関

す
る
デ
ー
タ
を
分

析
し
て
、

サ
ー
ビ
ス

 デ
ザ
イ
ン
の
最
適
化
な
ど
に
役
立
て
ま
す
。
ま
た
、
広
告
主
が
広
告
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の

効
果
を
把
握

で
き
る
よ
う
支
援

す
る
た
め
に
、
ユ
ー
ザ

ー
が
操

作

し
た
広
告
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
使
用
し
ま
す
。

 

ユ
ー
ザ

ー
の
皆
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 

G
o
o
gl

e
 は

、
収
集
し
た
ユ
ー
ザ

ー
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
情

報
を
、
直

接
ユ

ー
ザ
ー
に
ご
連
絡
を
差
し
上
げ
る
た
め
に
使
用
し
ま
す
。

 

G
o
o
gl

e
、

G
o
o
gl

e
 の

ユ
ー
ザ
ー
、
一
般
の
人
々
の
保
護

 

G
o
o
gl

e
 は

、
収
集
し
た
情
報
を

 G
o
o
gl

e
 の

サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
と
信
頼
性
を

向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
に
使
用
し
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
は
、

G
o
o
gl

e
、

弊
社
の
デ
ー
タ
に
関
す
る
ポ
リ
シ
ー
に
は
、
利
用
者

に
よ
る
選

択
に
服

す
る
こ
と

を
条
件
と
し
て
、
弊
社
が
弊
社
の
有
す
る
情
報
を
ど
の
よ
う
に
利
用

す
る
の

か
が

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
弊
社
は
、
下
記
の

目
的
の

た
め
に
受

領
し
た
デ

ー
タ
を
利
用
し
ま
す
。

 

 弊
社
製
品
の
提
供
、
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
、
向
上

 

弊
社
は
、
弊
社
製
品
の
提
供
と
向
上
の
た
め
に
、
保

有
し
て
い
る
情

報
を
使

用
し

ま
す
。
こ
れ
に
は
、

F
ac

e
b
o
o
k 
フ
ィ
ー
ド
、

In
st

ag
ra

m
 フ

ィ
ー
ド
、
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
、

広
告
な
ど
の
機
能
や
コ
ン
テ
ン
ツ
、
お
す
す
め
の
パ

ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
が

含
ま
れ

ま

す
。
自
ら
の
判
断
で
ご
提
供
い
た
だ
い
た
特
別
保

護
対
象

の
情
報

に
つ
い
て

は
、
こ
う
し
た
目
的
の
た
め
に
使
用
し
ま
す
が
、
広
告

の
表
示

目
的

で
は

使
用

し

ま
せ
ん
。

 

 広
告
や
そ
の
他
の
ス
ポ
ン
サ
ー
ド
コ
ン
テ
ン
ツ
・
商

業
コ
ン
テ
ン
ツ
の

表
示

方
法

 

弊
社
製
品
を
ご
利
用
の
際
、
利
用
者
に
は
広
告

や
、
シ
ョ
ッ
プ
の
商

品
リ
ス
ト
な

ど
の
ス
ポ
ン
サ
ー
ド
コ
ン
テ
ン
ツ
・
商
業
コ
ン
テ
ン
ツ
が

表
示

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ほ

か
の
ア
プ
リ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
際
に
、

M
e
ta

 A
u
d
ie

n
c
e
 N

e
tw

o
rk

 を
通
じ
て
広

告
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
利
用
者
に
表
示
さ
れ
る
す
べ
て
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
利
用

者
に
と
っ
て
興
味
の
あ
る
、
役
に
立
つ
内
容
に
し
た
い
と
弊
社

は
考

え
て
い
ま

す
。

 

利
用
者
や
ほ
か
の
利
用
者
に
表
示
さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
決

定
す
る
に
当

た
っ

て
、
弊
社
は
利
用
者
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
情
報
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

 

• 
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
情
報

 

• 
C

o
o
ki

e
 な

ど
の
技
術
を
通
じ
て
弊
社
が
受
け
取
る
情

報
な
ど
、
弊

社
製

品
の

内
外
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

(利
用
者
の
設
定
に
従
う

) 

• 
F
ac

e
b
o
o
k 
と

In
st

ag
ra

m
 全

体
で
作
成
し
た
り
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
行

し
た
り
す
る

コ
ン
テ
ン
ツ

 

• 
利
用
者
が
興
味
を
持
ち
そ
う
だ
と
弊
社
が
考
え
る
ト
ピ
ッ
ク
な
ど
、
利

用
者

に
関

す
る
推
察

 

• 
友
達
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
、
そ
の
他
の
つ
な
が
り
に
関
す
る
情

報
(こ

れ
ら
の

人
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
興
味
・関

心
を
含
む

) 

 弊
社
製
品
の
向
上
を
目
的
と
し
た
情
報
の
使
用

方
法

 

弊
社
は
常
に
製
品
の
改
善
と
、
利
用
者
が
望
む
機
能

を
備
え
た
新

製
品

の
開
発

に
努
め
て
い
ま
す
。
利
用
者
か
ら
取
得
す
る
情
報
は

、
そ
れ

を
ど
う
実

現
す
る
か

を
知
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

 

弊
社
は
、
取
得
す
る
情
報
を
以
下
の
目
的
で
使
用

し
ま
す
。

 

• 
製
品
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
確

認
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す
。

 

※
複
数

の
環
境
（
端
末
、
ア
プ
リ
、
ブ
ラ
ウ
ザ
ー
等
）
の
情
報
を
利
用
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

 

⑤
 
入
力
補
助
等

 

商
品
を
購
入
さ
れ
る
際
等
に
必
要
な
お
客
様
の
情
報
の
入
力
、
送
信
を
簡

単
に
行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
自
動
的
に
入
力
画
面
に
表
示
さ
せ
た
り
、

送
信
用
の
情
報
を
生
成
し
た
り
、
お
客
様
が
ご
利
用
に
な
ろ
う
と
す
る
サ
ー

ビ
ス
等

の
提
供
者
に
転
送
し
て
登
録
し
た
り
す
る
場
合
に
、
お
客
様
の
登
録

情
報
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

⑥
 
本
人
確
認

 

本
人
確

認
が
必
要
な
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
等
を
ご
利
用
い
た
だ
く
場
合
や
、
お

客
様
か

ら
の
お
問
い
合
わ
せ
を
受
け
お
客
様
の
本
人
確
認
を
行
う
場
合

に
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
、
銀
行
口
座
番
号
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
番

号
、
運
転
免
許
証
番
号
、
配
達
証
明
付
き
郵
便
の
到
達
結
果
等

の
情
報

を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

⑦
 
お
問
い
合
わ
せ
対
応

 

お
客
様

か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
場
合
に
、
お
客
様
に
つ
い
て

の
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
等
の
ご
利
用
状
況
な
ど
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

 

⑧
 
代
金
請
求

 

有
料
サ

ー
ビ
ス
を
ご
利
用
の
お
客
様
に
代
金
を
請
求
す
る
場
合
に
、
購
入
さ

れ
た
商
品
名
や
数
量
、
利
用
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
期
間
、
回
数
、
ご

利
用
金

額
や
、
氏
名
、
住
所
、
銀
行
口
座
番
号
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
等

の
情
報

（
登
録
情
報
を
含
み
ま
す
）を

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

⑨
 
お
知
ら
せ
等
の
ご
連
絡
や
送
付

 

お
客
様
に
お
知
ら
せ
や
連
絡
（
Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
や
パ
ー
ト
ナ
ー
の
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
等
の
ご
案
内
を
含
み
ま
す
）を

し
た
り
、
商
品
な
ど
を
送
付
し
た

り
す
る
場
合
に
、
お
客
様
の
氏
名
、
住
所
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
連
絡
先

情
報
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

⑩
 
位
置
情
報
と
連
動
し
た
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供

 

お
客
様
が
サ
ー
ビ
ス
等
を
ご
利
用
に
な
る
端
末
の
位
置
情
報
を
取
得
し
、
サ

ー
ビ
ス
等
の
提
供
に
あ
た
っ
て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

Y
ah

o
o
!カ

ー
ナ
ビ
で
ル
ー
ト
案
内
を
し
た
り
、

Y
ah

o
o
!マ

ッ
プ
で
お
客
様
の
現

在
地
を
表
示
し
た
り
す
る
場
合
に
、
お
客
様
の
端
末
の
位
置
情
報
を
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
お
客
様
が
現
在
い
ら
っ
し
ゃ
る
地
域
の
災
害
に

関
す
る
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
す
る
等
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
に
不
可

欠
な
場
合
の
ほ
か
、
お
客
様
に
よ
り
一
層
快
適
に
サ
ー
ビ
ス
等
を
ご
利
用
い

た
だ
く
た
め
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

⑪
 
メ
ー
ル
の
解
析
に
よ
る
便
利
機
能
の
提
供
、
広
告
の
最
適
化

 

Y
ah

o
o
!メ
ー
ル
で
は
、

Y
ah

o
o
!メ
ー
ル
で
送
受
信
さ
れ
る
メ
ー
ル
を
機
械
的

に
解
析
し
た
結
果
を
利
用
し
、
お
客
様
に
よ
り
便
利
に

Y
ah

o
o
!メ
ー
ル
を
お

使
い
い
た
だ
く
た
め
の
機
能
を
提
供
し
た
り
、
お
客
様
の
関
心
と
関
連
性
が

高
い
と
判
定
さ
れ
た
広
告
や
お
知
ら
せ
を
配
信
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

 

⑫
 
迷
惑
行

為
・
不
正
利
用
の
対
策

 

利
用
規
約
違
反
や
詐
欺
、
不
正
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
犯
罪
行
為
、
不
正
・
不
当

な
目
的
で
の
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
を
防
止
、
検
出
、
調
査
す
る
場
合
に
、
お

客
様
の
登
録
情
報
や
お
客
様
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
等
の
ご
利
用
履
歴
な
ど
を

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

⑬
 
ム
ー
ド
（
気
分
）
の
推
定
と
括
用

 

お
客
様

の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
り
、
社
会
の
ム
ー

ド
(気

分
)を

理
解
・
推
定
し
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
お
客
様
の
デ
ー
タ

を
活
用
し
ま
す
。

 

例
え
ば
、
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
の
情
報
を
基
に
世
の
中
の
ム
ー
ド
を
推
定

し
、
「
全
国
ム
ー
ド
指
数
」
（
h
tt

p
s:

/
/
m

o
o
d
sc

o
re

.y
ah

o
o
.c

o
.jp

/
）と

し
て
公

開
し
て
い
ま
す
。

 

G
o
o
gl

e
 の

ユ
ー
ザ
ー
、
も
し
く
は
一
般
の
人
々
に
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る

不
正
行
為
、
不
正
使
用
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
、
ま
た
は
技
術
的
な
問
題
の
検

知
、
防
止
、
対
応
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

 

• 
正
常
に
機
能
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
解
決
と
回
復

 

• 
新
製
品
や
新
機
能
が
機
能
す
る
か
確
認
す
る
た
め
の

テ
ス
ト

 

• 
製
品
や
機
能
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
の

受
け
取
り

 

• 
弊
社
製
品
、
ブ
ラ
ン
ド
の
気
に
入
っ
て
い
る
点
や
改

善
方

法
に
関

す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
な
ど
の
調
査
の
実
施

 

 位
置
関
連
情
報
の
使
用
方
法

 

位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
デ
バ
イ
ス
設
定
が
オ
ン
に
な
っ
て
い
る
場

合
に
は

、
受

け

取
り
が
許
可
さ
れ
て
い
る
位
置
関
連
情
報
を
使
用
し
ま
す
。
こ
れ
に
は

、
G

P
S
 位

置
情
報
や
そ
の
他
の
デ
バ
イ
ス
の
信
号

(ご
利
用

の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
に
応
じ
る

)な
ど
が
あ
り
ま
す
。

 

ま
た
、
位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス
が
オ
フ
に
な
っ
て
い
て
も
、
一

定
の
位

置
関

連
情
報

を
受
け
取
っ
て
使
用
し
ま
す
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

 

• 
IP

 ア
ド
レ
ス

(概
略
位
置
情
報
を
推
定
す
る
の
に
使

用
)。
利

用
者

や
ほ

か
の
人

の
安
全
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
保
護
す
る
の
に
必
要
な
場

合
、
具

体
的

な
位

置
情

報

を
推
定
す
る
た
め
に

IP
 ア

ド
レ
ス
を
使
用
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

 

• 
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
弊
社
製
品
で
の

利
用
者

や
ほ
か

の
利

用
者
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

 

• 
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
現
在
の
居
住
地
を
入
力
し
た
場

合
や

、
M

ar
ke

tp
la

c
e
 で

住
所

を
提
供
し
た
場
合
な
ど
、
利
用
者
が
弊
社
に
直
接

提
供

す
る
情
報

 

 弊
社
は
、
以
下
の
目
的
な
ど
、
本
ポ
リ
シ
ー
の
「
利

用
者

の
情

報
の

使
用

方
法

」

の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
記
載
す
る
事
項
を
行
う
目
的
で
、
利

用
者

の
現
在

位
置

、
住

所
、
好
ん
で
行
く
場
所
、
付
近
の
事
業
者
や
人
々
な
ど
の
位

置
関

連
情

報
を
利

用
し
ま
す
。

 

• 
利
用
者
や
ほ
か
の
利
用
者
の
た
め
に
行
う
、
弊

社
製
品

(広
告
を
含

む
)の

提

供
、
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
、
向
上
。

 

• 
不
審
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
検
知
や
、
ア
カ
ウ
ン
ト
の
安

全
確
保

 

 安
全
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
保
全
の
推
進

 

弊
社
は
、
人
々
を
危
害
か
ら
守
り
、
安
全
で
セ
キ
ュ
ア
な
製

品
を
提

供
す
る
の

に

役
立
て
る
た
め
に
、
取
得
す
る
情
報
を
使
用
し
ま
す
。

 

 効
果
測
定
、
分
析
、
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

 

多
く
の
事
業
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
運
営
、
宣
伝
に
弊

社
製
品

を
使
用

し
て
い
ま
す
。

弊
社
は
、
こ
う
し
た
事
業
者
が
広
告
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
製

品
、
サ

ー
ビ
ス
の
効

果
を
測
定
す
る
の
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

 

 利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
入
力
い
た
だ
い
た
連
絡
先
情
報
な
ど
、
ご
提

供
い
た
だ
い
た
情

報
を
用
い
て
、
利
用
者
に
連
絡
を
取
り
ま
す
。

 

 公
益
目
的
で
の
調
査
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

 

調
査
の
実
施
お
よ
び
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
て
、
弊

社
が

有
す
る
情

報
や

リ
サ

ー

チ
ャ
ー
か
ら
得
た
情
報
の
ほ
か
、
公
開
さ
れ
て
い
る
ソ
ー
ス
、
専
門

家
団

体
、
非

営
利
団
体
か
ら
得
た
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
使
用
し
ま
す
。

 

123



⑭
 
企
業
や

自
治
体
で
の
統
計
デ
ー
タ
の
活
用

 

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
の
デ
ー
タ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

（
h
tt

p
s:

/
/
d
s.

ya
h
o
o
.c

o
.jp

/
）
に
お
い
て
、
お
客
様
の
デ
ー
タ
を
元
に
作
成
し

た
「
誰
か
の
情
報
」と

は
言
え
な
い
状
態
に
な
っ
た
統
計
デ
ー
タ
や
公
開
情

報
を
、
企

業
や
自
治
体
が
活
用
し
ま
す
。

 

例
え
ば

、
あ
る
ト
ピ
ッ
ク
が
ど
の
く
ら
い
検
索
さ
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
エ
リ
ア

に
ど
の

く
ら
い
人
が
集
ま
っ
て
い
る
の
か
な
ど
の
分
析
結
果
が
、
お
客
様
の

生
活
を
便
利
に
す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

 

⑮
 
通
信
環

境
改
善

 

通
信
環
境
の
改
善
や
そ
の
公
表
に
向
け
た
参
考
資
料
と
す
る
た
め
に
、
お

客
様
の
ご
利
用
環
境
情
報
を
、
携
帯
電
話
事
業
者
に
提
供
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

 

⑯
 
利
用
状

況
等
の
調
査
・
分
析

 

サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
者
数
や

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
や
パ
ー
ト
ナ
ー
が
配
信
す

る
広
告
の
閲
覧
数
、
ク
リ
ッ
ク
数
な
ど
を
調
査
・
分
析
す
る
た
め
に
、
お
客
様

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
等
の
ご
利
用
履
歴
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

 な
お
、
こ
れ

ら
は
当
社
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー

（
h
tt

p
s:

/
/
p
ri
va

c
y.

ya
h
o
o
.c

o
.jp

/
）
の
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
」

（
h
tt

p
s:

/
/
p
ri
va

c
y.

ya
h
o
o
.c

o
.jp

/
u
ti
liz

at
io

n
/
）
に
お
い
て
お
客
様
に
対
し
て
詳

細
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

 

1
-
3
. 

利
用
者
情
報
の
第
三

者
提
供
の
状
況

 

法
令
で
認
め
ら
れ
た
場
合
の
ほ
か
、
お
客
様
等
の
同
意
を
い
た
だ
い
た
場
合

は
、
当
社
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
等
の
第
三
者
（
外
国
に
あ
る
第
三
者
を
含
み
ま
す
）

に
対
し
て
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

 

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
定
め
る
範
囲
に
限
定
し
て
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー

タ
を
第
三
者
に
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
お
客
様
の
デ
ー
タ

は
、
氏
名
や

住
所
な
ど
直
接
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
を
除

外
し
た
上
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
定
め
る
目
的
の
た
め
に
必
要
最
小
限

の
デ
ー
タ
の
み
を
連
携
い
た
し
ま
す
。

 

な
お
、
グ
ル
ー
プ
企
業
や
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
へ
の
デ
ー
タ
連
携
に
つ
い
て
は
、
当

社
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
（
h
tt

p
s:

/
/
p
ri
va

cy
.y

ah
o
o
.c

o
.jp

/）
の
「
パ
ー
ソ
ナ

ル
デ
ー
タ
の

連
携
」
（
h
tt

p
s:

/
/
p
ri
va

c
y.

ya
h
o
o
.c

o
.jp

/
c
o
n
n
ec

ti
o
n
/
）
に
お
い
て

お
客
様
に
対
し
て
詳
細
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

 

ユ
ー
ザ
ー
は
、

G
o
o
gl

e
 の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
と
き
に
、
下
記
の
内
容
が
明

記
さ
れ

た
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
同

意
の

上
で
、
利

用
を
開

始
さ
れ

ま
す
。

下
記
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
該
当
箇
所
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

 

 G
o
o
gl

e
 は

、
以
下
の
場
合
を
除
い
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
個
人
情
報
を

 G
o
o
gl

e
 以

外

の
企
業
、
組
織
、
個
人
と
共
有
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 ユ
ー
ザ

ー
の
同
意
を
得
た
場
合

 

G
o
o
gl

e
 は

、
ユ
ー
ザ
ー
の
同
意
を
得
た
場
合
に
、

G
o
o
gl

e
 以

外
の
者
と
個
人
情

報
を
共

有
し
ま
す
。
機

密
性

の
高

い
個

人
情

報
を
共

有
す
る
場

合
は

、
ユ
ー
ザ

ー
に
明
示
的
な
同
意
を
求
め
ま
す
。

 

 外
部
処
理
の
場
合

 

G
o
o
gl

e
 は

、
G

o
o
gl

e
 の

関
連
会
社
お
よ
び
そ
の
他
の
信
頼
で
き
る
企
業
ま
た
は

個
人
に
対
し
、
個
人
情
報
を

 G
o
o
gl

e
 の

た
め
に
処
理
さ
せ
る
目
的
で
当
該
個
人

情
報

を
提
供

し
ま
す
。
そ
の

場
合

、
当

該
関

連
会

社
、
企

業
、
ま
た
は

個
人

は
、

G
o
o
gl

e
 の

指
示
に
基
づ
き

 G
o
o
gl

e
 の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

 ポ
リ
シ
ー
な
ら
び
に
そ
の

他
の
適
切
な
機
密
保
持
お
よ
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
方
策
に
従
っ
て
当
該
処
理
を
行

い
ま
す
。
た
と
え
ば

、
G

o
o
gl

e
 で

は
カ
ス
タ
マ
ー

 サ
ポ
ー
ト
の

提
供
を
サ
ー
ビ
ス

 

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
委
託
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

 法
律
上
の
理
由
の
場
合

 

G
o
o
gl

e
 は

、
個
人
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
使
用
、
保
存
、
ま
た
は
開
示
が
以
下
の

理
由
で
合
理
的
に
必
要
だ
と
誠
実
に
判
断
し
た
場
合
、
そ
の
情
報
を

 G
o
o
gl

e
 以

外
の
者
と
共
有
し
ま
す
。

 

・
適
用
さ
れ
る
法
律

、
規
制
、
法
的
手
続
き
ま
た
は
強
制
力
の

あ
る
政
府
機
関
の

要
請

に
応

じ
る
た
め
。
政

府
か

ら
受

け
た
要

請
の

数
と
種

類
に
つ
い
て
の

情
報

は
、

G
o
o
gl

e
 の

透
明
性
レ
ポ
ー
ト
で
開
示
し
て
い
ま
す
。

 

・
違

反
の

可
能

性
の

調
査

な
ど
、
適

用
さ
れ

る
利

用
規

約
の

遵
守

徹
底

を
図

る

た
め
。

 

・
不

正
行

為
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や

技
術

上
の

問
題

に
つ
い
て
検

知
、
防

止
ま
た
は

そ
の
他
の
対
処
を
行
う
た
め
。

 

・
法

律
上

の
義

務
に

応
じ
て

、
ま
た

は
法

律
上

認
め

ら
れ

る
範

囲
内

で
、

弊
社
は
以
下
の
者
と
一
定
の
情
報
を
共
有
し
ま
す

 

•弊
社
製
品
で
広
告
を
表
示
す
る
広
告
主

 

•弊
社
製
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
目
的
で
弊
社

が
起
用

す
る
事
業

者
 

•カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
な
ど
の
目
的

で
弊

社
が

起
用
す
る
事
業
者

 

•イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
、
安
全
向

上
な
ど
の

目
的

で
情

報
を
利

用
す
る
リ
サ
ー
チ
専
門
家

 

 現
在
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
弊
社
が
利
用
者
の
情

報
を
他

者
に
販

売
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
弊
社
が
提
供
す
る
情
報
の
使

用
方

法
や
開

示
方

法
、
使

用

禁
止
に
関
す
る
ル
ー
ル
に
従
う
よ
う
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や

そ
の

他
の
第

三
者

に
求

め

て
い
ま
す
。

 

情
報
の
共
有
先
の
詳
細
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

 

 広
告
主

 

弊
社
は
、
広
告
を
見
て
、
そ
れ
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
行

す
る
人

の
数

お
よ
び

種
類
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
広
告
主
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
レ
ポ
ー
ト
に

は
、
広
告
主
の
広
告
に
対
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
行

し
た
利
用

者
の

一
般

的
な
利

用
者
層
デ
ー
タ
や
興
味
・
関
心
に
関
す
る
情
報
が

盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
広
告
主
は
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
に
つ
い
て
理

解
を
深

め
る
こ
と
が

で
き
ま
す

 

 A
u
d
ie

n
c
e
 N

e
tw

o
rk

 の
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
や
そ
の
ベ
ン
ダ
ー

 

M
e
ta

 A
u
d
ie

n
c
e
 N

e
tw

o
rk

 を
利
用
す
る
と
、
広
告

主
は

弊
社

に
掲

載
す
る
広

告

を
M

e
ta
外
の
他
の
ア
プ
リ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

こ
う
し
た
ア
プ
リ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
利
用
者
に
広
告
が

表
示
さ
れ
る
よ
う
、
弊

社

は
A

u
d
ie

n
c
e
 N

e
tw

o
rk

 を
使
用
す
る
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
、
お
よ
び
そ
の

使
用
を
促

進
す
る
ベ
ン
ダ
ー
と
情
報
を
共
有
し
ま
す
。

 

 弊
社
の
分
析
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

 

利
用
者
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
運
営
、
促
進
を
目
的
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ア
カ
ウ
ン
ト
、
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ー
ル
、

F
ac

eb
o
o
k 
ペ
ー
ジ
な
ど
の
弊

社
製
品

を
使

っ
て
い

ま
す
。
事
業
者
は
弊
社
の
分
析
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
自

社
の

コ
ン
テ
ン
ツ
、
機

能
、
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
理
解

を
深

め
る
の

に
役

立
て
て
い
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G
o
o
gl

e
、

G
o
o
gl

e
 ユ

ー
ザ
ー
、
ま
た
は
一
般
の
人
々
の
権
利
、
財
産
、
ま
た
は
安

全
に
害
が
及
ぶ
こ
と
を
防
ぐ
た
め
。

 

 
G

o
o
gl

e
 は

、
個
人
を
特
定
で
き
な
い
情
報
を
公
開
す
る
、
ま
た
は

 G
o
o
gl

e
 の

パ
ー
ト
ナ
ー
（
サ
イ
ト
運
営
者
、
広
告
主

、
デ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
、
権
利

者
な
ど
）
と
共
有

す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば

、
G

o
o
gl

e
 サ

ー
ビ
ス
の
一

般
的

な
利
用

傾
向

が
わ

か
る
情

報
を
公

開
し
ま
す
。
ま
た
、
特

定
の

パ
ー
ト
ナ
ー
に
、
広

告
お
よ
び

測
定
の
目
的
で
パ
ー
ト
ナ
ー
自
身
の

 C
o
o
ki

e
 や

類
似
の
技
術
を
使
用
し
て
ユ
ー

ザ
ー
の

ブ
ラ
ウ
ザ

ま
た
は

デ
バ
イ
ス
か

ら
情

報
を
収
集

す
る
こ
と
を
許

可
し
て
い

ま
す
。

 

 
G

o
o
gl

e
 が

合
併
、
買
収
、
ま
た
は
資
産
譲
渡
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
、

G
o
o
gl

e
 

は
引
き
続
き
ユ
ー
ザ
ー
の
個
人
情
報
の
機
密
性
が
保
持
さ
れ
る
よ
う
取
り
計
ら

い
、
個
人
情
報
が
譲
渡
さ
れ
る
前
、
ま
た
は
別
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
適

用
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
前
に
、
対
象
の
ユ
ー
ザ
ー
に
通
知
し
ま
す
。

 

ま
す
。

 

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
弊
社
は

利
用

者
に
関
し
て
取
得

し
た

情
報
を
使
用
し
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
が
自
社
の
コ
ン
テ
ン
ツ
、
機
能

、
製

品
、
サ

ー

ビ
ス
の
効
果
に
つ
い
て
知
り
、
そ
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
、
製
品

、
サ

ー
ビ
ス
で
の

利
用
者
の
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
な
ど
を
理
解
で
き
る
よ
う
、
こ
の
よ
う
な
情

報
は

レ

ポ
ー
ト
に
集
計
さ
れ
ま
す
。

 

 弊
社
製
品
や
コ
マ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上

で
商

品
や

サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

 

利
用
者
が
販
売
者
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
慈

善
団

体
、
決

済
サ

ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
、
コ
マ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
取

引
す
る
か

、

あ
る
い
は
別
の
形
で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
を
選

択
し
た
場
合

、
弊

社
は

当
該
者

や
、
当
該
者
を
代
理
す
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
情
報
を
共

有
し
ま
す
。

 

 統
合
パ
ー
ト
ナ
ー

 

統
合
パ
ー
ト
ナ
ー
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
と
し
た
場

合
、
そ
の
パ

ー
ト
ナ
ー
は
利
用
者
と
そ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
関

す
る
情
報

を
受

け
取

る
可

能

性
が
あ
り
ま
す

 

 効
果
測
定
を
行
う
ベ
ン
ダ
ー

 

弊
社
は
、
自
社
で
す
べ
て
の
効
果
測
定
・
分
析
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

弊
社
は
、
効
果
測
定
を
行
う
ベ
ン
ダ
ー
と
情
報

(利
用
者

が
広

告
を
見
た
か

ど
う

か
、
広
告
に
対
し
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
行
し
た
か
ど
う
か
な
ど

)を
共
有

し
、
こ
れ

ら
の

企
業
が
そ
の
情
報
を
集
計
し
、
レ
ポ
ー
ト
を
提
供

し
ま
す
。

 

 マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
ベ
ン
ダ
ー

 

弊
社
は
利
用
者
に
関
す
る
情
報
を
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行

う
ベ
ン
ダ
ー
と
共

有

し
ま
す
。
例
え
ば
、
利
用
者
の
興
味
・
関
心
に
最

も
関

連
度
の

高
い
広

告
を
配

信

で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の
デ
バ
イ
ス
識
別
情
報
や
そ
の

他
の

識
別

情
報

を
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
ベ
ン
ダ
ー
と
共
有
し
ま
す
。

 

 サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

 

サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は
、
弊
社
製
品
を
利
用

者
に
提

供
す
る
の

を
サ
ポ
ー
ト

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
、
弊

社

は
利
用
者
に
つ
い
て
有
す
る
情
報
を
共
有
し
ま
す
。
こ
れ

に
は
以

下
の

よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
が
含
ま
れ
ま
す
。

 

• 
不
審
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
調
査

 

• 
弊
社
の
職
員
や
財
産
に
対
す
る
脅
威
の
検
出
お
よ
び
阻

止
 

• 
決
済
の
円
滑
化

 

• 
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
提
供

 

• 
弊
社
製
品
の
機
能
向
上

 

• 
技
術
面
で
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
サ
ー
ビ
ス
の

提
供

 

• 
弊
社
製
品
の
使
用
状
況
に
関
す
る
分
析

 

• 
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

 

• 
弊
社
製
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
宣
伝

 

 外
部
の
リ
サ
ー
チ
ャ
ー

 

弊
社
は
外
部
の
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
に
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の

パ
ー
ト
ナ
ー

は
、
研
究
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
展
さ
せ
る
よ
う
な
調

査
を
実
施
し
、
安

全
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
、
保
全
を
推
進
す
る
た
め
に
そ
の
情

報
を
使

用
し
ま
す
。

 

 そ
の
他
の
第
三
者

 

ま
た
、
法
的
要
請
へ
の
対
応
、
適
用
法
の
遵
守
、
ま
た
は

危
害
の

防
止

の
た
め
、

そ
の
他
の
第
三
者
と
情
報
を
共
有
し
ま
す
。
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1
-
4
. 

広
告
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

へ
の
利
用
者
情
報
の

活
用
状
況

 

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
は
、
お
客
様
に
よ
り
適
切
な
広
告
を
表
示
す
る
た
め
に
、
お
客

様
か
ら
取
得

し
た
以
下
の
よ
う
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
広
告
な
ど
を

配
信
し
て
い
ま
す
。

 

・
Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
 I
D
の
登
録
情
報
（
生
年
月
、
性
別
な
ど
） 

・
広
告
配
信

時
に
取
得
す
る
情
報
（
時
間
帯
、
お
お
ま
か
な
現
在
地
、
広
告
が
表

示
さ
れ
る
ペ
ー
ジ
、
広
告
表
示
時
に
検
索
し
て
い
た
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
） 

・
広
告
配
信
前
に
取
得
し
た
過
去
の
履
歴
（※

） 

①
 

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
履
歴
（過

去
に
検
索
し
た
キ
ー
ワ
ー

ド
、
閲
覧
し
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
や
広
告
、
利
用
し
た
ア
プ
リ
、
購
入
し
た
商

品
、
利

用
時
間
帯
、
地
域
、
デ
バ
イ
ス
な
ど
） 

②
 
広
告
主

や
パ
ー
ト
ナ
ー
サ
イ
ト
の
利
用
履
歴

 

※
 法

令
に
基
づ
く
場
合
を
除
き
、
履
歴
を
蓄
積
す
る
期
間
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

 

・
分
析
し
、
独
自
の
基
準
で
興
味
関
心
別
に
分
類
す
る
目
的
の
た
め
に
蓄
積
す

る
各
種
履
歴

：最
大

1
8
0
日
間

 

・
お
客
様
が
特
定
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
訪
問
さ
れ
た
履
歴
に
基
づ
い
て
広
告
を
配

信
す
る
目
的
の
た
め
に
蓄
積
す
る
ペ
ー
ジ
閲
覧
履
歴
：
最
大

2
年

 

ま
た
、
人
種

、
宗
教
、
性
的
指
向
、
健
康
状
態
な
ど
、
慎
重
に
扱
う
べ
き
個
人
に

関
す
る
デ
ー
タ
は
利
用
し
ま
せ
ん
。

 

G
o
o
gl

e
 は

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
共
有
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に

 G
o
o
gl

e
 の

サ
ー
ビ
ス

を
提

供
、
維

持
、
改
善
し
、
新
し
い
サ

ー
ビ
ス
を
開

発
し
て
い
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
ご

自
身

に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
管
理

に
よ
っ
て
、
パ

ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
コ
ン
テ
ン

ツ
、
広
告
を
含
め
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

G
o
o
gl

e
 ア

カ
ウ
ン
ト
に
サ

イ
ン
イ
ン
し
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
管

理
の

ペ
ー
ジ
か

ら
、
ウ
ェ
ブ
と
ア
プ
リ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
オ
ン
に
す
る
と
、

G
o
o
gl

e
 は

ユ
ー
ザ
ー

に
対

し
パ

ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
広
告
を
ユ
ー
ザ

ー
の

関
心

に
基

づ
き
示

す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば

、
｢マ

ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
｣と

検
索

す
る
と
、
ユ
ー
ザ

ー
は

 

G
o
o
gl

e
 か

ら
提
供
さ
れ
た
広
告
を
表
示
す
る
サ
イ
ト
を
見
る
と
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の

広
告

を
目

に
す
る
か

も
し
れ

ま
せ

ん
。

G
o
o
gl

e
 が

ユ
ー
ザ

ー
に
広

告
を
出

す
た

め
に
利

用
す
る
情

報
は

、
広

告
設

定
か

ら
ユ

ー
ザ

ー
ご
自

身
で
管

理
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ユ
ー
ザ
ー
は
広
告
主
か

ら
の

情
報
に
基

づ
い
て
パ
ー
ソ
ナ

ラ
イ
ズ
広

告
を
目

に
す
る
こ
と
が

あ
る
か

も
し
れ

ま
せ

ん
。
例

え
ば

、
広

告
主

の

サ
イ
ト
で
商

品
を
購

入
し
た
の
で
あ
れ

ば
、
広

告
主

は
サ

イ
ト
を
訪

問
し
た
情
報

を
利
用
し
広
告
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

G
o
o
gl

e
 は

、
2
0
2
3
年

5
月
、
検
索
、

Y
o
uT

u
b
e
、

D
is

c
o
ve

r
な
ど
の

G
o
o
gl

e
サ

ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
ユ
ー
ザ
ー
が
自
分
の
興
味
に
沿
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
カ
テ
ゴ

リ
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
広
告
体
験
を
さ
ら

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
す
る
「
M

y 
A

d
 C

e
n
te

r」
の
提
供
を
開
始
し
ま
し

た
。

M
y 

A
d
 C

e
n
te

r
は
、

G
o
o
gl

e
が
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
広
告
を
表
示
す
る

か
ど
う
か
を
日
本
の
ユ
ー
ザ
ー
が
簡
単
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
、
い
つ
で
も
オ
ン

/
オ
フ
を
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

デ
ー
タ
が

広
告

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
収
集

、
利

用
さ
れ
る
の
か

に
つ
い
て
は

下

記
の
リ
ン
ク
よ
り
ご
確
認
頂
け
ま
す
。

 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー

 

パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
広
告

 

広
告
が
表
示
さ
れ
る
理
由

 

弊
社
は
、
広
告
や
ク
ー
ポ
ン
な
ど
の
利
用
者
に
表
示

す
る
ス
ポ
ン
サ

ー
コ
ン
テ
ン

ツ
を
選
定
お
よ
び
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
す
る
目
的
で
、
利

用
者

に
関
し
て
弊
社

が
保

有
す
る
、
利
用
者
の
趣
味
・
関
心
、
ア
ク
シ
ョ
ン
、
つ
な
が

り
な
ど
の

情
報

を
利

用

し
ま
す
。
弊
社
が
利
用
者
の
個
人
デ
ー
タ
を
広
告
主

に
販

売
す
る
こ
と
は

あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
利
用
者
の
明
確
な
許
可
を
得
ず
に
、
利
用

者
を
直
接

特
定

で
き
る

情
報

(氏
名
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
た
は
他
の
連
絡
先

情
報
な
ど

)を
広

告
主
と
共

有
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
、
広
告

主
は

自
社

の
広

告
の

配
信
を

希
望
す
る
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
類
型
な
ど
を
弊
社
に
知

ら
せ

る
こ
と
が

で
き
、
弊

社
は
興
味
を
持
ち
そ
う
な
人
に
そ
の

 広
告
を
配
信
し
ま
す
。

 

1
-
5
 

利
用
者
の
プ
ロ
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
・
セ
グ
メ
ン
ト
化

状
況

 

個
々
の
お
客

様
に
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
す
る
場
合
に
、

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N

独
自
の
基
準
で
推
定
し
た
お
客
様
の
興
味
関
心
に
関
す
る
情
報
を
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

 

お
客
様
の
居
住
地
域
、
性
別
、
生
年
月
な
ど
の
情
報
や
、
お
客
様
の
サ
ー
ビ
ス

等
の
ご
利
用
履
歴
（
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
、
閲
覧
さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
、
ご
利
用
に

な
っ
た
ア
プ
リ
、
購
入
さ
れ
た
商
品
な
ど
）
を
分
析
し
て
、
お
客
様
の
興
味
関
心
に

関
す
る
情
報
を
推
定
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス
等
を
個
々
の
お
客
様
に
合
わ

せ
て
最
適
化
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

Y
ah

o
o
!ニ

ュ
ー
ス
で
は
過
去
に
閲
覧
し

た
ニ
ュ
ー
ス
記
事
な
ど
を
分
析
し
て
関
心
が
高
い
と
推
定
さ
れ
る
記
事
を
表
示

し
、

Y
ah

o
o
!シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
は
商
品
の
閲
覧
履
歴
や
購
買
履
歴
な
ど
を
分
析
し

て
お
す
す
め
商
品
情
報
を
表
示
し
ま
す
。

 

G
o
o
gl

e
 は

収
集
し
た
情
報
を
、
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
広
告
に
同
意
す
る
ユ
ー
ザ

ー
に
お
い
て
、
お
す
す
め
の
提
供
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
化
、
検
索

結
果
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
含
め
た

 G
o
o
gl

e
 の

ユ
ー
ザ
ー
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
た
め
に
利
用
し
ま
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
診
断
の
ツ
ー
ル
で
は
、

利
用
す
る

 G
o
o
gl

e
 の

製
品
ご
と
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
設
定
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

 

ユ
ー
ザ
ー
の
設
定
に
よ
っ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
は
関
心
に
基
づ
い
た
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ

ズ
ド
広
告
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
｢マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
｣と

検

索
す
る
と
、
ユ
ー
ザ
ー
は

 G
o
o
gl

e
 か

ら
提
供
さ
れ
た
広
告
を
示
す
サ
イ
ト
を
見

る
と
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
広
告
を
目
に
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ユ
ー
ザ
ー
は

広

告
設
定
よ
り
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
広
告
設
定
の
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
ユ

ー
ザ
ー
に
は
以
下
の
点
が
通
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
｢広

告
は
、

G
o
o
gl

e
 ア

カ
ウ

ン
ト
に
追
加
さ
れ
た
個
人
情
報
、

G
o
o
gl

e
 の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
広
告

主
か
ら
提
供
さ
れ
る
デ
ー
タ
、

G
o
o
gl

e
 が

推
定
し
た
興
味

 /
 関

心
に
基
づ
い
て

表
示
さ
れ
ま
す
。
｣ 

ユ
ー
ザ
ー
は
、
人
種
、
宗
教
、
性
的
指
向
、
健
康
の
よ
う
な
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情

報
に
基
づ
い
て
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
広
告
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
名
前
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
よ
う
な
ユ
ー
ザ
ー
を
個
人
的
に
特
定
す
る
情

報
を
ユ
ー
ザ
ー
ご
本
人
の
求
め
が
な
い
限
り
広
告
主
に
共
有
し
ま
せ
ん
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
下
記
よ
り
ご
確
認
頂
け
ま
す
。

 

弊
社
は
保
有
す
る
情
報
を
、
機
能
と
コ
ン
テ
ン
ツ
の

パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
、
弊

社
製

品
の
内
外
に
お
け
る
利
用
者
へ
の
お
す
す
め
の

表
示
を
含

め
、
弊

社
製

品
を
提

供
す
る
た
め
に
利
用
し
ま
す
。
弊
社
は
、
利
用
者
に
合

わ
せ
て
関

連
性

の
高
い

パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
製
品
を
作
成
す
る
た
め
に
、
利

用
者
な
ど
か

ら
取

得
お
よ
び
認

識
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
く
利
用
者
の
つ
な
が
り
、
嗜

好
、
関
心

、
お
よ
び
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
利
用
し
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
の
弊
社
製
品

の
利

用
状
況

な
ら
び
に
弊

社
製
品
に
対
す
る
反
応
、
お
よ
び
利
用
者
が
弊
社

製
品
の

内
外
で
つ
な
が

り
を

持
ち
関
心
を
抱
い
て
い
る
人
、
場
所
、
物
に
つ
い
て
も
同

様
に
利
用

し
ま
す
。

 

126

https://adssettings.google.com/authenticated
https://policies.google.com/privacy?hl=ja#whycollect
https://support.google.com/adspolicy/answer/143465?p=privpol_p13nad&visit_id=637545784792993386-2692730420&rd=1
https://support.google.com/ads/answer/1634057?p=privpol_whyad&hl=ja&visit_id=637545784792993386-2692730420&rd=1
https://adssettings.google.com/authenticated
https://adssettings.google.com/authenticated


プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー

 

パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
広
告

 

２
．
利
用
規
約
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー

 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
等

 

2
-
1
. 

利
用
者
情
報
の
取
扱

い
に
係
る
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
ポ
リ
シ
ー
の
内
容
、

掲
載
場
所

 

当
社
に
お
い
て
は
、
お
客
様
と
の
契
約
の
具
体
的
内
容
と
な
る
文
書
で
あ
る
利

用
規
約
の
中
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
を
規
定
し
て
お
り
ま
す

（
h
tt

p
s:

/
/
ab

o
u
t.
ya

h
o
o
.c

o
.jp

/
c
o
m

m
o
n
/
te

rm
s/

c
h
ap

te
r1

/
#c

f2
n
d
）
。
こ
れ

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
が
お
客
様
と
の
約
束
で
あ
り
、
そ
の
内
容
が
弊
社

の
債
務
に
な
る
と
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
も
の
で
す
。
内
容
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

 

※
な
お
、
こ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て
、
お
客
様
に
と
っ
て
よ
り
分
か

り
や
す
く
情
報
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
弊
社
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ

ー
と
い
う
ペ
ー
ジ
を
用
意

し
て
お
り
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー

タ
の
取
得
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
、
お
よ
び
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
連
携

等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
を
説
明
し
て
お
り
ま
す

（
h
tt

p
s:

/
/
p
ri
va

c
y.

ya
h
o
o
.c

o
.jp

/
）
。

 

ま
た
、
過
去

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
末
尾
の
改

定
履
歴
か
ら
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

 

  第
2
章

 
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー

 

当
社
は
、
お
客
様
、
取
引
先
を
は
じ
め
と
し
た
皆
さ
ま
（
以
下
本
章
で
「お

客
様

等
」
と
い
い
ま
す
）の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
連
す
る
情
報
の
重
要
性
を
認
識
し
、
そ

の
情
報
を
正
確
か
つ
誠
実
に
取
り
扱
う
た
め
の
基
本
方
針
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ

シ
ー
）
を
以
下
に
定
め
、
厳
正
に
管
理
い
た
し
ま
す
。

 

注
：
本
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、
当
社
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
連
す
る

情
報
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
に
つ
い
て
は
、

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

 

本
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
は
、
当
社
が
取
り
扱
う
、
個
人
と
し
て
の
お
客
様
等
を

直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
識
別
で
き
る
す
べ
て
の
情
報
（以

下
「パ

ー
ソ
ナ
ル
デ

ー
タ
」
と
い
い
ま
す
）
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

 

1
. 

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
取
得

 

当
社
は
、
以

下
の
場
合
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
適
法
か
つ
公
正
な
方
法
に
よ

り
取
得
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
取
得
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら

か
じ
め
そ
の
利
用
目
的
を
通
知
ま
た
は
公
表
（
次
条
に
よ
る
利
用
目
的
の
公
表

を
含
み
ま
す
）し

ま
す
。

 

1
. 

端
末
操
作
を
通
じ
て
お
客
様
等
に
ご
入
力
い
た
だ
く
場
合

 

2
. 

お
客
様
等
か
ら
直
接
ま
た
は
書
面
等
の
媒
体
を
通
じ
て
ご
提

供
い
た
だ
く
場
合

 

3
. 

お
客
様
等
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
、
商
品
、
広
告
、
コ
ン
テ
ン
ツ
（
以

下
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
「サ

ー
ビ
ス
等
」
（
※

1
）と

い
い
ま
す
）の

利
用
・
閲
覧
に
伴
っ
て
自
動
的
に
送
信
さ
れ
る
場
合

 

4
. 

上
記
の
他
、
お
客
様
等
の
同
意
を
得
た
第
三
者
か
ら
提
供
を

受
け
る
場
合
な
ど
、
適
法
に
取
得
す
る
場
合

 

※
1
 
サ
ー
ビ
ス
等
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
（
※

2
）
向
け
お
よ
び
ご
本
人
以
外
の
お
客
様

等
向
け
の
サ

ー
ビ
ス
、
商
品
、
広
告
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
含
み
ま
す
。

 

※
2
 
パ
ー
ト
ナ
ー
と
は
、
グ
ル
ー
プ
企
業
（
※

3
）な

ら
び
に
当
社
の
情
報
提
供
元

お
よ
び
広
告
主
、
広
告
配
信
先
そ
の
他
の
提
携
先
を
い
い
ま
す
。

 

※
3
 
グ
ル
ー
プ
企
業
と
は
、

Z
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
な
ら
び
に
そ
の
親

会
社
、
子
会

社
お
よ
び
関
連
会
社
（
「財

務
諸
表
等
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方

法
に
関
す
る
規
則
」
に
い
う
「
親
会
社
」
「
子
会
社
」
お
よ
び
「
関
連
会
社
」
を
い
い

ま
す
）
を
い
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
企
業
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

 

G
o
o
gl

e
 は

、
大
勢
の
人
々
が
日
常
的
に
新
し
い
方
法
で
世
界
に
つ
い
て
知
り
、

世
界
の
人
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
を
支
援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

G
o
o
gl

e
 の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

 ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て
、
で
き

る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
具
体
例
、
説
明
動
画
、
主
な
用
語
の

定
義
を
提
示
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
記
よ
り
ご
確
認
頂
け
ま
す
。

 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー

 

弊
社
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
お
い
て
、
弊

社
製
品

（
F
ac

e
bo

o
k、

In
st

ag
ra

m
、

M
e
ss

e
n
ge

r 
そ
の
他
）を

運
営
す
る
に
当
た
っ
て
使
用

す
る
情

報
に

つ
い
て
、

 「
弊
社
が
取
得
す
る
情
報
の
種
類
」
、
「
弊
社

が
取
得
し
た
情
報

の
利

用
目

 的
」
、
「
情
報
の
共
有
方
法
」
、
「
ポ
リ
シ
ー
変
更

の
際

の
通
知

方
法

」
等

の

項
 目

に
よ
り
説
明
し
て
い
ま
す
。

 

M
e
ta

 の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
は
、
下
記

 U
R

L
 よ

り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.f
ac

e
b
o
o
k.

c
o
m

/
p
ri
va

c
y/

p
o
lic

y/
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2
. 

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
利
用
目
的

 

当
社
は
、
取
得
し
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
以
下
の
目
的
ま
た
は
個
別
に
お
客

様
等
に
通
知

も
し
く
は
個
別
の
サ
ー
ビ
ス
等
に
お
い
て
公
表
す
る
目
的
の
た
め

に
の
み
利
用

（
※

4
）し

、
こ
れ

ら
の
利
用
目
的
以
外
の
目
的
で
は
利
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
目
的
外
利
用
を
し
な
い
為
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ

ー
タ
の
具
体
的
な
活
用
事
例
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

 

1
. 

お
客
様
等
に
適
し
た
当
社
の
サ
ー
ビ
ス
等
を
ご
提
供
す
る
た

め
 

2
. 

お
客
様
等
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
た
め

 

3
. 

商
品
の
配
送
、
代
金
請
求
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
等
を
す
る
た
め

 

4
. 

お
客
様
等
に
当
社
お
よ
び
パ
ー
ト
ナ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
等
に
関

す
る
お
知
ら
せ
を
す
る
た
め

 

5
. 

当
社
の
サ
ー
ビ
ス
等
の
安
全
な
ご
提
供
を
確
保
す
る
た
め
。

こ
れ
に
は
、
利
用
規
約
に
違
反
し
て
い
る
お
客
様
を
発
見
し
て

当
該
お
客
様
に
通
知
を
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
等
を
悪
用
し
た
詐

欺
や
不
正
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
不
正
行
為
を
調
査
・検

出
・
予
防

し
た
り
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
ま
す

 

6
. 

当
社
の
サ
ー
ビ
ス
等
の
改
善
お
よ
び
当
社
の
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
等
を
検
討
す
る
た
め

 

7
. 

当
社
の
サ
ー
ビ
ス
等
の
ご
利
用
状
況
等
を
調
査
、
分
析
す
る

た
め

 

上
記
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
社
が
第
三
者
か
ら
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
提
供
を
受

け
る
際
に
、
当
該
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
利
用
目
的
に
つ
い
て
別
途
定
め
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
定
め
に
従
い
当
該
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
利
用
し
ま
す
。

 

※
4
 
本
条
に
定
め
る
利
用
に
は
、
当
社
が
取
り
扱
う
お
客
様
等
の

Y
ah

o
o
! 

J
A

P
A

N
 I
D
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の

ID
、
広
告

ID
（
A

d
ve

rt
is

in
g 

Id
e
n
ti
fi
e
r(

ID
F
A

)お
よ

び
G

o
o
gl

e
 A

d
ve

rt
is

in
g 

Id
e
n
ti
fi
e
r(

A
A

ID
)を

含
み
ま
す
が
こ
れ
に
限
り
ま
せ

ん
）
、
ク
ッ
キ
ー
そ
の
他
の
各
種
識
別
子
を
紐
づ
け
て
管
理
し
、
利
用
す
る
場
合

を
含
み
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
限
ら
ず
、
当
社
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
よ
り
受
領
す
る
ウ

ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
履
歴
・
検
索
履
歴
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
運
営
す
る
店
舗
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
等
で
の
購
買
履
歴
、
位
置
情
報
等
の
行
動
履
歴
、
暗
号
化
さ

れ
た
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、
ク
ッ
キ
ー
、
広
告

ID
等
の
個
人
関
連
情
報
を
、
当
社
の

保
有
す
る
パ

ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
と
紐
づ
け
た
う
え
で
利
用
し
ま
す
。
た
だ
し
、
当
該

紐
づ
け
に
あ
た
り
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（以

下
「個

人
情
報
保
護

法
」
と
い
い
ま
す
）
に
よ
り
お
客
様
等
の
同
意
が
必
要
な
場
合
に
は
、
個
人
情
報

保
護
法
お
よ
び
関
連
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
た
態
様
で
本
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ

シ
ー
に
同
意
い
た
だ
い
た
場
合
に
の

み
紐
づ
け
を
行
い
ま
す
。

 

3
. 

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
提
供
の
同
意

 

1
. 

法
令
で
認
め
ら
れ
た
場
合
の
ほ
か
、
お
客
様
等
の
同
意
を
い

た
だ
い
た
場
合
は
、
当
社
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
等
の
第
三
者
（
外

国
に
あ
る
第
三
者
を
含
み
ま
す
。
以
下
同
じ
）
に
対
し
て
パ
ー

ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、
以
下
の
場
合

に
お
い
て
は
、
氏
名
や
住
所
な
ど
直
接
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
を
除
外
し
た
上
で
、
当
社
は
第
三
者

に
対
し
て
、
必
要
な
範
囲
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
提
供
い
た

し
ま
す
。

 

1
. 

当
社
の
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
に
必
要
な
場
合
（当

社
の
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
広
告
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
等
に
必
要
な
場
合
を
含
み
ま
す
） 

2
. 

当
社
の
サ
ー
ビ
ス
等
の
品
質
向
上
の
た
め
に
必
要

な
場
合

 

3
. 

当
社
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
等
の
検
討
の
た
め
に
必

要
な
場
合

 

4
. 

調
査
・
研
究
・分

析
の
た
め
に
研
究
機
関
に
提
供
す

る
場
合
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2
. 

前
項
の
場
合
に
加
え
、
以
下
の
場
合
に
お
い
て
は
、
お
客
様

等
か
ら
別
途
グ
ル
ー
プ
企
業
と
の
デ
ー
タ
連
携
を
許
可
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
、
氏
名
や
住
所
な
ど
直
接
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
を
除
外
し
た
上
で
、

当
社
は
、
グ
ル
ー
プ
企
業
に
対
し
て
、
必
要
な
範
囲
で
パ
ー
ソ

ナ
ル
デ
ー
タ
を
提
供
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
当
該
提
供
に
あ
た

り
、
当
社
は
グ
ル
ー
プ
企
業
に
よ
る
第
三
者
へ
の
再
提
供

（
法
令
上
の
強
制
力
を
伴
う
開
示
請
求
に
応
じ
る
場
合
を
除
き

ま
す
）
を
禁
止
し
ま
す
。

 

1
. 

グ
ル
ー
プ
企
業
の
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
に
必
要
な

場
合

 

2
. 

グ
ル
ー
プ
企
業
の
サ
ー
ビ
ス
等
の
品
質
向
上
の
た

め
に
必
要
な
場
合

 

3
. 

グ
ル
ー
プ
企
業
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
等
の
検
討
の

た
め
に
必
要
な
場
合

 

3
. 

個
別
の
サ
ー
ビ
ス
等
に
お
い
て
別
途
の
条
件
で
ご
契
約
い
た

だ
い
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
契
約
条
件
が
優
先
し
て
適
用

さ
れ
ま
す
。

 

4
. 

上
記
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
社
は
、
電
子
掲
示
板
な

ど
、
不
特
定
ま
た
は
多
数
の
お
客
様
等
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
お
客
様
等
が
投
稿
し
た
口
コ
ミ
、
レ
ビ
ュ

ー
、
コ
メ
ン
ト
等
の
情
報
の
う
ち
公
開
さ
れ
た
情
報
（
投
稿
に

紐
づ
い
て
公
開
さ
れ
た
お
客
様
等
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
や
一
部

を
非
表
示
に
し
た

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
 I
D
等
の
情
報
を
含
み
ま

す
）
を
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
社
が

第
三
者
に
提
供
し
た
情
報
は
、
当
該
第
三
者
の
商
品
、
サ
ー

ビ
ス
、
広
告
等
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

4
. 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

 

1
. 

当
社
は
、
個
人
情
報
保
護
法
お
よ
び
本
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ

シ
ー
に
従
っ
て
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
適
切
に
取
り
扱
い
ま

す
。
ま
た
、
目
的
外
利
用
等
の
不
適
切
な
取
り
扱
い
を
防
ぐ
た

め
、
以
下
の
安
全
管
理
措
置
を
実
施
し
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ

お
よ
び
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
処
理
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の

安
全
を
確
保
し
ま
す
。

 

1
. 

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
関
す
る
責
任
者

を
設
置
す
る

 

2
. 

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
取
り
扱
う
従
業
者
お
よ
び
当

該
従
業
者
が
取
り
扱
う
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
範
囲

を
明
確
化
し
、
個
人
情
報
保
護
法
や
パ
ー
ソ
ナ
ル

デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
関
す
る
社
内
規
程
に
違
反
し

て
い
る
事
実
ま
た
は
兆
候
を
把
握
し
た
場
合
の
責

任
者
へ
の
報
告
連
絡
体
制
を
整
備
す
る

 

3
. 

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
関
す
る
留
意
事

項
に
つ
い
て
、
従
業
者
に
定
期
的
な
教
育
を
実
施

す
る

 

4
. 

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
取
り
扱
う
区
域
に
お
い
て
、

従
業
者
の
入
退
室
管
理
お
よ
び
持
ち
込
む
機
器
等

の
制
限
を
行
う
と
と
も
に
、
権
限
を
有
し
な
い
者
に
よ

る
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
閲
覧
を
防
止
す
る
措
置
を

実
施
す
る

 

5
. 

ア
ク
セ
ス
制
御
を
実
施
し
て
、
担
当
者
お
よ
び
取
り

扱
う
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
範
囲
を
限
定

す
る

 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
安
全
管
理
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
担
保
す
る

た
め
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
認
証
を
取
得
し
、
定
期
的
に
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マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

当
社
が
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
を
第
三
者
に
委
託
す
る
場
合
は
、
当

社
が
定
め
る
委
託
先
選
定
基
準
を
満
た
す
者
に
委
託
し
、
委
託
先
と
契
約
を
締

結
し
て
委
託
先
に
よ
る
業
務
を
適
切
に
管
理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
社
は
、
当

社
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
て
い
る
第
三
者
に
の
み
パ

ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
提
供
し
ま
す
。

 

2
. 

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
漏
え
い
等
の
事
故
が
発
生
し
た
場

合
、
当
社
は
、
個
人
情
報
保
護
法
お
よ
び
関
連
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
則
り
、
監
督
官
庁
へ
の
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該

監
督
官
庁
の
指
示
に
従
い
、
類
似
事
案
の
発
生
防
止
措
置

お
よ
び
再
発
防
止
措
置
等
の
必
要
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

 

5
. 

承
継
し
た
サ
ー
ビ
ス
等

 

前
四
条
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
社
が
合
併
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
承
継
し
た
サ
ー

ビ
ス
等
で
の

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
承
継
前
の
サ
ー
ビ
ス
等
で
の
利

用
目
的
お
よ
び
こ
れ
に
合
理
的
に
関
連
す
る
範
囲
で
取
り
扱
い
、
承
継
前
に
同

意
い
た
だ
い
た
範
囲
で
第
三
者
に
対
し
て
提
供
い
た
し
ま
す
。

 

詳
細
は
こ
ち
ら
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

た
だ
し
、
当
該
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
で
あ
っ
て
も
本
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
同

意
を
い
た
だ
い
た
場
合
は
、
前
四
条
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

 

  

2
-
2
. 

サ
ー
ビ
ス
利
用
開
始

前
の
利
用
者
へ
の
示

し
方
、
通
知

/
同
意
取

得
の
方
法
（
導
線
等
）

 
 

〇
Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
 I
D
取
得
時
の
導
線

 

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
 I
D
取
得
時
に
掲
出
さ
れ
る
約
款
に
利
用
規
約
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

ポ
リ
シ
ー
を
含
む
）が

含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
承
諾
い
た
だ
い
た
上
で

ID
登

録
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

 

〇
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
導
線

 

約
款
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
時
に
同
意
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
掲
出
場
所
は
サ

ー
ビ
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
サ
イ
ト
下
部
（
フ
ッ
タ
部
分
）
や
ア
プ
リ
設
定
に
お

い
て
利
用
規

約
（プ

ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
を
含
む
）
お
よ
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン

タ
ー
へ
の
リ
ン
ク
を
掲
出
し
て
い
ま
す
。

 

  

・
ユ
ー
ザ
ー
が

 G
o
o
gl

e
 ア

カ
ウ
ン
ト
を
作
成
す
る
際
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー

へ
の
リ
ン
ク
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
選
択
肢
、
及
び
ア
カ
ウ
ン
ト
作
成
の
流

れ
自
体
に
関
す
る
明
確
な
説
明
が
示
さ
れ
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
は
ア
カ
ウ
ン
ト
作

成
後
い
つ
で
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
ア
ク
セ
ス
し
た
り
、
設
定
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

・
ア
カ
ウ
ン
ト
設
定
の
流
れ
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
概
要
も
含
ま
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
新
た
な
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
す
る
す
べ
て
の
ユ
ー
ザ
ー
が

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
概
要
を
閲
覧
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
方
法
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
監
視
機
関
（
IC

O
）を

含
む
デ
ー
タ
保
護
当
局
と
の
協
議
を
経
て

採
用
さ
れ
ま
し
た
。

 

・
ア
カ
ウ
ン
ト
作
成
の
流
れ
の
最
後
に
、
ユ
ー
ザ
ー
は
、
利
用
規
約
へ
の
同
意
を

示
す
ボ
ッ
ク
ス
と
は
別
の
、
｢上

述
の

 [
 す

な
わ
ち
、
ユ
ー
ザ
ー
が
選
択
し
た
設

定
に
よ
る

 ]
 ユ

ー
ザ
ー
情
報
の
処
理
｣に

対
す
る
同
意
を
示
す
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
ア
カ
ウ
ン
ト
作
成
プ
ロ
セ
ス
終
了
前
に
さ

ら
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
説
明
が
示
さ
れ
ま
す
。

 

・
ア
カ
ウ
ン
ト
作
成
時
に
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に
い
く
つ
か
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
設
定
が
提

示
さ
れ
、
特
定
の
処
理
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
広

告
へ
の
同
意
な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
が
選
択
を
お
こ
な
う
機
会
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

 

弊
社
は
、
弊
社
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
自
ら
の

個
人

デ
ー
タ
が

ど
の

よ
う
に

利
用
さ
れ
て
い
る
か
に
関
す
る
十
分
な
情
報
を
確

実
に
受

領
し
、
ま
た
、
弊

社
と

共
有
す
る
情
報
を
精
査
及
び
管
理
す
る
た
め
の
権

限
を
確

実
に
付

与
さ
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
多
く
の
方
法
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
利

用
者

は
、

弊
社
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
登
録
及
び
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
選

択
に
お
い
て
、
十

分

な
情
報
に
基
づ
い
た
意
思
決
定
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

 

 弊
社
に
よ
る
個
人
デ
ー
タ
の
収
集
及
び
利
用
に
関

す
る
す
べ

て
の

利
用

者
へ
の

十
分
な
通
知
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
利

用
者

に
な
る
か
も
し
れ

な
い
人

に
は
全
て
、
最
初
の
登
録
前
に
弊
社
の
デ
ー
タ
に
関

す
る
ポ
リ
シ
ー
が

提
示
さ

れ
ま
す
。
利
用
者
は
、
登
録
時
に
、
関
連
す
る
サ

ー
ビ
ス
利

用
規
約

、
デ
ー
タ
に

関
す
る
ポ
リ
シ
ー
及
び

C
o
o
ki

e
 に

関
す
る
ポ
リ
シ
ー
を
確
認

及
び
同

意
す
る
よ
う

求
め
ら
れ
ま
す
。
登
録
が
完
了
し
た
利
用
者
は
、

F
ac

e
b
o
o
k 
の
サ

ー
ビ
ス
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
、

In
st

ag
ra

m
 ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
並
び
に

 F
ac

e
b
o
o
k 
の

サ
ー
ビ
ス
及

び
 I
n
st

ag
ra

m
 上

の
ア
プ
リ
内
メ
ニ
ュ
ー
経
由
で
、
デ
ー
タ
に
関
す
る
ポ
リ
シ
ー
へ

容
易
に
ア
ク
セ
ス
可
能
と
な
り
ま
す
。

 

2
-
3
. 

変
更
に
際
し
て
の
通

知
/
同
意
取
得
の
方
法

 

重
要
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
等
の
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ア
プ
リ
に
お
け
る
プ

ッ
シ
ュ
通
知

に
加
え
、
全
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
メ
ー
ル
送
信
な
ど
、
確
実
に
本
人
に
通

知
で
き
る
方
法
を
採
用
し
て
お
り
ま
す
。

 

  

G
o
o
gl

e
 で

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
記
載
し
て
い
る
と
お
り
、
ユ
ー
ザ
ー
へ

の
変
更
通
知
を
状
況
に
応
じ
て
様
々
な
方
法
で
行
っ
て
い
ま
す
。

G
o
o
gl

e
 は

、

最
終
更
新
日
時
を
常
に
表
示
し
、
旧
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
ユ
ー
ザ
ー
が
参
照
で
き
る
よ

う
に
ア
ー
カ
イ
ブ
に
保
存
し
て
い
ま
す
。
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
メ
ー
ル
で

お
知
ら
せ
す
る
な
ど
、
重
要
な
変
更
に
つ
い
て
は
よ
り
明
確
な
方
法
で
告
知
し
て

い
ま
す
。

G
o
o
gl

e
 は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
を
遵
守
す
る
こ
と
を
重
く
捉
え
、
ユ

ー
ザ
ー
に
よ
る
明
示
的
な
同
意
な
く
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く
ユ
ー
ザ
ー
の
権
利
を
縮

小
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

デ
ー
タ
ポ
リ
シ
ー
に
変
更
を
加
え
る
場
合
、
弊
社

は
事

前
に
利
用

者
へ

通
知
し
、

利
用
者
が
改
訂
後
の
ポ
リ
シ
ー
を
確
認
し
、
今
後
製

品
の

利
用
を
続

け
る
か

ど
う

か
を
検
討
す
る
機
会
を
設
け
ま
す
。
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2
-
4
. 

利
用
開
始
後
（
最
初
の

同
意
・
通
知
後
）
に
お

け
る
、
定
期
的
な
通
知

等
の
工
夫

 

2
0
2
0
年
よ
り
、
メ
ー
ル
送
信
の
方
法
に
よ
り
、
定
期
的
に
お
客
様
へ
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
設
定
の
見
直
し
の
お
願
い
を
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
最
近
の
取
組
み
の

紹
介
と
共
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

 

直
近
で
は
、

20
2
3
年

7
月
に
配
信
を
行
い
ま
し
た
。

 

  

G
o
o
gl

e
は
、

G
o
o
gl

e
 ア

カ
ウ
ン
ト
に
保
存
さ
れ
る
情
報
を
管
理
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
設
定
を
見
直
し
、
か
つ
、
自
身
の
意
向
に
合
わ
せ
て
調
整

す
る
こ
と
を
、
ユ
ー
ザ
ー
に
推
奨
し
て
い
ま
す
。
ア
カ
ウ
ン
ト
の
作
成
の
最
後
の
段

階
に
お
い
て
、
ユ
ー
ザ
ー
は
、
ア
カ
ウ
ン
ト
の
カ
ス
タ
ム
設
定
に
関
す
る
通
知
を

受
け
取
り
た
い
か
ど
う
か
に
関
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、

G
o
o
gl

e
は
、
ヘ
ル
プ
ペ
ー
ジ
や
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
や

セ
ー
フ
ァ
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
デ
ー
等
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
な
ど
を
通
じ
て
、
ユ

ー
ザ
ー
へ
の
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

弊
社
は
、
利
用
者
に
対
し
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
関
連

の
設

定
に
関
す
る
情

報
を
提

供
し
、
利
用
者
が
自
ら
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
関
連
の
設

定
を
管

理
す
る
の

を
支
援

す

る
た
め
の
様
々
な
啓
発
ツ
ー
ル
及
び
機
能
を
利

用
し
て
い
ま
す
。

F
ac

e
b
o
o
k 
の

サ
ー

 ビ
ス
の
実
例
を
以
下
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

 

●
 プ

ラ
イ
バ
シ
ー
ツ
ア
ー
：
 新

規
及
び
既
存
利

用
者

は
、
自

ら
の

情
報

が
ど
の

よ
う
に
共
有
さ
れ
る
か
を
管
理
す
る
た
め
に
、
自
ら
が

使
用

す
る
こ
と
の

で
き
る
機

能
及
び
設
定
を
段
階
的
に
学
べ
る
ツ
ア
ー
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
た

な
利
用
者
は
全
員
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ツ
ア
ー
に
参

加
す
る
よ
う
促
さ
れ

ま
す
。

 

●
ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
：弊

社
は
、
広
範
囲
に
わ
た
る
ト
ピ
ッ
ク
を
検
索

可
能

な
ヘ
ル

プ
セ
ン
タ
ー
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
弊
社
の

サ
ー
ビ
ス
の

流
れ

や
利

用
者
に
よ
る
管
理
に
関
す
る
詳
細
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

●
 ア

カ
ウ
ン
ト
設
定
：
 全

て
の
利
用
者
は
、
「
設

定
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
内

の
「設

定
」
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
関
連
の
設
定
及
び
管
理

に
容
易

に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

●
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
設
定
の
確
認
：
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
設

定
の

確
認

ツ
ー
ル

で
は

、
利

用
者
は
デ
ー
タ
共
有
範
囲
に
関
す
る
自
身
の
選
択

を
確

認
す
る
こ
と
が

で
き
ま

す
。
こ
の
ツ
ー
ル
は
利
用
者
の
重
要
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
関

連
の
設

定
に
関

す
る
リ

マ
イ
ン
ダ
ー
の
役
割
を
果
た
し
、
利
用
者
に
自
身

が
選

択
し
た
内
容

を
維

持
す
る

か
又
は
更
新
す
る
か
に
つ
い
て
評
価
す
る
よ
う
促
し
ま
す
。

 

●
 全

体
公
開
投
稿
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
：利

用
者
が
友
達

の
み
と
の
共

有
で
は
な
く
コ

ン
テ
ン
ツ
を
一
般
公
開
す
る
意
図
が
あ
る
か
を
確
認

す
る
た
め
に
、
弊

社
は

、
利

用
者
が
ン
テ
ン
ツ
を
一
般
公
開
す
る
と
い
う
選
択
を
行

う
前

に
、
短

い
通

知
を
利

用
者
に
送
り
ま
す
。

 

●
 F

ac
e
b
o
o
k 
ヒ
ン
ト
：さ

ら
に
、
弊
社
は
、
利
用
者

に
対

し
て
、
ヒ
ン
ト
を
通

じ
て

F
ac

e
b
o
o
k 
の
サ
ー
ビ
ス
上
で
の
管
理
の
活
用
や
個

人
情
報

の
保

護
に
関

す
る

啓
発
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ヒ
ン
ト
は
利

用
者
の

フ
ィ
ー
ド
に
表

示
さ
れ

、

世
界
中
の
利
用
者
が
自
身
に
合
っ
た
か
た
ち
で

 F
ac

e
b
o
o
k 
の

サ
ー
ビ
ス
を
利

 

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ

る
も
の
と
し
て
製

品
内

に
組

み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ヒ
ン
ト
は
利
用
者
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
安

全
に
保

つ
方

法
か
ら

 F
ac

e
b
o
o
k 
の
サ
ー
ビ
ス
上
で
の
個
人
情

報
の
管

理
及
び
保

護
、
そ
し

て
友
達
と
の
交
流
の
新
た
な
方
法
ま
で
広
範
な
ト
ピ
ッ
ク
を
扱

っ
て
い
ま
す
。

 

●
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
：
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
は

、
弊

社
の

ア
プ
リ
や

テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
弊

社
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
利

用
者
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
、
使
い
や

す
く
、
集
中
的

な
教

育
ハ

ブ

で
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
用
者
情
報

の
収

集
と
使

用
に
関

す
る

弊
社
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
最
新
で
透
明
性
の

高
い
、
理
解

し
や

す
い
情

報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
に
は

、
共

有
、
安
全

性
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
、
位
置
情
報
、
デ
ー
タ
収
集
、
デ
ー
タ
使
用

、
広

告
、
テ
ィ
ー
ン
、
な
ど
の
共

通
 の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ト
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
モ
ジ
ュ
ー
ル

、
利

用
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

オ
プ
シ
ョ
ン
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ツ
ー
ル
に
関
す
る
教
育

、
お
よ
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

更
新
に
関
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利

用
者

が
す
ぐ
に
行

動
を
起

こ
せ
る
よ
う
に
、
関
連
す
る
規
約
や
ポ
リ
シ
ー
な
ど
の

資
料

や
、
関

連
す
る
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
設
定
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ン
ク
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

 

透
明

性
確
保
の
た
め
の
工
夫

 

2
-
5
. 

利
用
者
情
報
の
取
扱

い
を
分
か
り
や
す
く
す

る
た
め
の
考
え
方
、
工

夫
や
対
処
（
利
用
者
へ

の
働
き
か
け
や
情
報

提
供
、
ユ
ー
ザ
テ
ス
ト

の
実
施
等
）
 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
お
い
て
お
客
様
に
弊
社
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
の
す
べ
て
を
分
か
り
や
す
く
ご
説
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
図

表
等
を
用
い
て
そ
の
詳
細
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
「プ

ラ
イ
バ

シ
ー
セ
ン
タ
ー
」
（
h
tt

p
s:

/
/
p
ri
va

c
y.

ya
h
o
o
.c

o
.jp

/
）を

ご
用

意
し
、
パ
ー
ソ
ナ
ル

デ
ー
タ
の
取

得
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
連
携
等

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
を
説
明
し
、
様
々
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
て
定
期
的

に
更
新
し
て
お
り
ま
す
。

 

利
用
目
的
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
お
よ
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ

ー
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
利
用
目
的
を
掲
げ
た
上
で
、
そ
の
利
用
目
的
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
内
の
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
」
の
ペ
ー

・
ユ
ー
ザ
ー
の
理
解
を
高
め
る
た
め
、

G
o
o
gl

e
 の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

 ポ
リ
シ
ー
で

は
、
画
像
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
動
画
及
び
主
要
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
わ
か
り
や
す
く
ハ

イ
ラ
イ
ト
し
た
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

・
G

o
o
gl

e
 は

、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
設
定
を
確
認
及
び
調
整
し
、
自

動
削
除
な
ど
の
ツ
ー
ル
を
利
用
す
る
こ
と
な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
ご
自
身
が

 G
o
o
gl

e
 

ア
カ
ウ
ン
ト
に
保
存
さ
れ
て
い
る
情
報
を
管
理
さ
れ
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

 

・
G

o
o
gl

e
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
ヘ
ル
プ
ペ
ー
ジ
や
セ
ー
フ
ァ
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
デ
ー
な
ど
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

 

自
分
の
個
人
情
報
を
理
解
し
、
管
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は

、
関

連
す
る

デ
ー
タ
取
り
扱
い
方
法
に
つ
い
て
利
用
者
に
通
知
す
る
こ
と
が
不

可
欠

で
す
。
し

か
し
、
そ
の
通
知
は
意
味
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば

効
果

的
で
あ
る
と
は

言
え
ま

せ
ん
。
日
本
人
が
日
々
接
す
る
組
織
や
サ
ー
ビ
ス
の

数
が

多
い
こ
と
を
考
え
る

と
、
「
通
知
疲
れ
」
を
起
こ
さ
ず
に
十
分
な
情
報
を
提

供
す
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ

い
か
、
と
い
う
点
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
利
用
者
は
情

報
を
得

る
必

要
が

あ
り
ま

す
が
、
単
に
伝
え
る
情
報
の
量
を
増
や
す
だ
け
で
は
十

分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
弊

社
と
し
て
は
、
事
業
者
に
対
し
て
長
く
て
複
雑
な
、
あ
る
い
は

法
律

用
語

を
多

用
し

た
事
前
の
通
知
す
る
よ
う
求
め
る
事
細
か
な
ル
ー
ル

を
適

用
す
る
こ
と
は

、
消
費

者
の
利
益
に
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
事

業
者
は

、
人

々
に
情

報
を
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ジ
に
お
い
て
ご
説
明
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
の
ペ

ー
ジ
で
は
、
「
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
」
や
「広

告
の
表
示
」
等
、
利
用
の
具
体
例
と
し
て

 

1
7
 の

項
目
を
掲
げ
、
そ
の
項
目
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
い
る
の

か
ご
説
明
し
て
お
り
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
お
よ
び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
内
容

や
、
同
意
取

得
に
あ
た
っ
て
の
お
客
様
へ
の
情
報
提
供
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
法
務
部

門
が
事
業
部
門
と
調
整
の
上
判
断
し
、
お
客
様
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

与
え
得
る
影

響
等
に
応
じ
て
、
法
務
部
門
、
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
部
門
、
広
報
部

門
、

C
S
部
門
等
が
複
眼
的
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
影
響
評
価
を
行
う
会
議
体
で
検
討

を
行
っ
た
り
、
チ
ー
フ
・
デ
ー
タ
・
オ
フ
ィ
サ
ー
（
C

D
O
）
が
責
任
者
と
し
て
決
裁
す
る

仕
組
み
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
が
適

切
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
社
内
の
デ
ー
タ
利
用
等
に
通
じ
た
者
が
第
三
者
的
な

立
場
か
ら
監
視
・
評
価
す
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、
デ
ー
タ
・
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
・

オ
フ
ィ
サ

ー
（
D

P
O
）
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

 

ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
影
響
評
価
（
P

IA
）の

運
用
体
制

を
整
備
し
て
本
格
運
用
に

向
け
て
取
組

み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

 

加
え
て
、
第

三
者
か
ら
監
視
・
評
価
を
受
け
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、
親
会
社

で
あ
る

Z
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
に
お
い
て
外
部
の
多
様
な
専
門
家
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ト
（
ユ
ー
ザ
ー
目
線
を
踏
ま
え
た
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
関
す
る
有
識
者
会
議
）
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

 

  

提
供
す
る
と
同
時
に
、
人
々
が
自
分
に
と
っ
て
意
味

の
あ
る
プ
ラ
イ
バ

シ
ー

 の
選

択
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
新
し
い
方
法
を
見
つ
け
る
必

要
が

あ
り
ま
す
。

 

 そ
の
出
発
点
と
し
て
、
「人

」
に
焦
点
を
当
て
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
情
報

を
ど
の
よ
う
に

理
解
し
、
異
な
る
タ
イ
プ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
通
知
と
ど
の

よ
う
に
関
わ

り
合
い
を
持

っ
て
行
く
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
効

果
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
人
々

の
多

様
性

や
、
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
デ
バ
イ
ス
や
人
工
知
能
な
ど
の
進

化
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

人
々
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
ど
の
よ
う
に
作
用

す
る
か
を
認

識
し
、
そ
れ

に
合
わ

せ
て
設
計
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
「
人
」を

中
心
に
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
の

み
、
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
よ
り
良
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
開

発

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
要
す
る
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

す
る
通
知
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
利
用
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の

に
、

画
一
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
む
し
ろ
、
様
々
な
コ
ン
テ
ク
ス

ト
、
利
用
者
、
サ
ー
ビ
ス
を
考
慮
し
た
上
で
、
最
適

 な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

 こ
の
哲
学
に
基
づ
き
、
昨
年
、
私
た
ち
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
ポ
リ
シ
ー
を
更

新
し
、

私
た
ち
の
デ
ー
タ
慣
行
を
よ
り
明
確
に
、
読
み
や

す
い
レ
ベ
ル

で
記

載
し
ま
し
た
。

こ
の
方
針
に
は
、
私
た
ち
が
第
三
者
と
ど
の
よ
う
に
協

力
し
、
会
社

全
体

で
デ
ー

タ
を
ど
の
よ
う
に
共
有
し
、
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
広

告
に
使

用
し
、
私

た
ち
の

セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
と
完
全
性
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
に
機

能
し
て
い
る
か
を
示

す
、
よ
り

詳
細
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
更
新
は
、
一

般
的

に
利

用
者

に
よ
り
高

い
透
明
性
を
提
供
し
、
基
本
と
な
る
基
礎
的
な
テ
キ
ス
ト
で
、
よ
り
具

体
的

に
私
た

ち
の
現
在
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
デ
ザ

イ
ン
は

、
利

用
者

の
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
最
も
促
進
し
、
関
連
す
る
設
定
や

よ
 

り
詳
細
な
情
報
へ
の
直
接
ア
ク
セ
ス
を
組
み
込
む
た
め
に
刷
新
さ
れ

ま
し
た
。
弊

社
は
社
内
調
査
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
利

用
者

と
効

果

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
の
重
要
な
要

素
が

あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま

し
た
。
す
な
わ
ち
、

(1
)明

確
で
、
シ
ン
プ
ル
で
、
利

用
者
中

心
で
あ
る
こ
と
、

(2
)利

用
者
の
懸
念
を
予
測
し
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
、

(3
)私

た
ち
が
言

っ
た
こ
と
を
実

行
す
る
と
い
う
確
信
を
強
め
る
こ
と
、

(4
)可

能
で
あ
れ

ば
、
透

明
性

と
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
感
覚
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
、
で
す
。

 

2
-
6
. 

同
意
取
得

/
通
知
に
際

し
て
の
、
利
用
規
約
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ

ー
を
理
解
し
や
す
く
す

る
た
め
の
工
夫

 

（
階
層
的
ア
プ
ロ
ー

チ
、
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
、

ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ
イ
ム
、

ア
イ
コ
ン
、
モ
バ
イ
ル

及
び
ス
マ
ー
ト
デ
バ

イ

ス
の
特

徴
の
利
用
等
）

 
 

上
記
の
と
お
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
お
い
て
お
客
様
に
弊
社
の
パ
ー
ソ

ナ
ル
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
す
べ
て
を
分
か
り
や
す
く
ご
説
明
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
図
表
等
を
用
い
て
そ
の
詳
細
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
た
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
」
（h

tt
p
s:

/
/
p
ri
va

c
y.

ya
h
o
o
.c

o.
jp

/
）を

ご
用

意

し
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
取
得
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
、
パ
ー
ソ
ナ
ル

デ
ー
タ
の
連
携
等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
を
説
明
し
て
お
り
ま
す
。

 

2
0
2
1
年

9
月
に
は
こ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

（
h
tt

p
s:

/
/
ab

o
u
t.
ya

h
o
o
.c

o
.jp

/
p
r/

re
le

as
e
/2

0
2
1
/
0
9
/0

9
b
/
）、

で
き
る
限
り
説

明
を
段
階
的
に
表
示
す
る
こ
と
で
一
度
に
表
示
す
る
文
量
を
減
ら
し
、
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
も
交
え
て
説
明
す
る
な
ど
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
向
上
し
、
一
層
わ
か
り
や

す
く
、
目
を
通
し
た
く
な
る
よ
う
な
ペ
ー
ジ
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
お
客

様
の
デ
ー
タ
に
関
す
る
設
定
項
目
を
一
ヶ
所
に
集
約
し
、
「
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
・
メ
ー
ル
配
信
設
定
」
（
h
tt

p
s:

/
/
ac

c
o
u
n
ts

.y
ah

o
o
.c

o
.jp

/
p
ri
va

c
y）
と
し
て

ご
提
供
す
る
と
と
も
に
、
各
設
定
に
つ
い
て
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
「
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の

設
定
」
に
お
い
て
詳
細
を
説
明
し
て
お
り
ま
す

（
h
tt

p
s:

/
/
p
ri
va

c
y.

ya
h
o
o
.c

o
.jp

/
se

tt
in

g/
）
。
こ
の
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
設
定
」ペ

ー
ジ
へ
は
、
お
客
様
が
辿
り
着
き
や
す
い
よ
う
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ュ
ー
に
リ
ン
ク
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

 

加
え
て
、
同

意
取
得
や
重
要
な
通
知
に
際
し
て
は
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
利
用
す
る
な

ど
し
て
お
客
様
が
必
ず
目
に
す
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

 

  

G
o
o
gl

e
は
、
有
識
者
や
規
制
当
局
に
対
し

G
o
o
gl

e
の
説
明
責
任
を
果
た
す
た

め
に
、

G
o
o
gl

e
の
デ
ー
タ
慣
行
を
包
括
的
か
つ
正
確
に
記
載
す
る
必
要
性
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
ユ
ー
ザ
ー
の
関
心
を
最
大
限
に
高
め
る
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
ポ
リ
シ
ー
の
作
成
に
多
大
な
資
源
を
投
入
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

G
o
o
gl

e

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
範
囲
外
で
も
、
ユ
ー
ザ
ー
が
自
分
の
選
択
が
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
与
え
る
影
響
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
、

G
o
o
gl

e
製
品
上
で
直
接

設
定
す
る
機
能
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
関

心
を
高
め
る
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

 

ユ
ー
ザ
ー
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
影
響
を
与
え
る

G
o
o
gl

e
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

ポ
リ
シ
ー
の
項
目
の
う
ち
、

2
0
1
8
年
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
最
新
版
を

設
計
す
る
際
に

G
o
o
gl

e
が
考
慮
し
た
要
素
は
以
下
の
通
り
で
す
。

 

・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
し
や
す
さ
：
G

o
o
gl

e
は
、
明
確
な
見
出
し
、
簡
単
な
ナ
ビ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
、
オ
ー
バ
ー
レ
イ
な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
が
探
し
て
い
る
も
の
を
見
つ
け
や

す
く
す
る
た
め
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
を
再
設
計
・
再
編
成
し
ま
し
た
。

 

・
わ
か
り
や
す
さ
：
G

o
o
gl

e
 は

、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

 ポ
リ
シ
ー
に
、
よ
り
明
確
な
表
現

と
詳
細
な
説
明
を
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
説
明
用
の
動
画
や
図
を
追
加
し
、
文

弊
社
は
日
々
新
し
い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
管
理
機
能
の

開
発
や

、
利
用

者
に
分

か
り

や
す
い
設
計
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の

研
究

に
注
力

し
、
社

外
の

デ

ザ
イ
ナ
ー
、
開
発
者
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
専
門
家
、
規
制

当
局
な
ど
と
も
協

力
し
て
い

き
ま
す
。

 

 昨
年
、
私
た
ち
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
ポ
リ
シ
ー
を
更

新
し
、
読

み
や
す
い
レ
ベ
ル
で

私
た
ち
の
デ
ー
タ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
よ
り
明
確
に
示
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
は

、
私

た
ち

が
ど
の
よ
う
に
第
三
者
と
協
力
し
て
い
る
か
、
私
た
ち
が
ど
の

よ
う
に
会

社
全

体

で
デ
ー
タ
を
共
有
し
て
い
る
か
、
私
た
ち
が
ど
の

よ
う
に
広

告
の
た
め
に
デ
ー
タ
を

使
用
し
て
い
る
か
、
私
た
ち
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
お
よ
び
完

全
性
シ
ス
テ
ム
が
ど
の

よ

う
に
機
能
し
て
い
る
か
、
な
ど
を
具
体
的
に
示
す
、
よ
り
充

実
し
た
情

報
が

含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
更
新
は
、
一
般
的
に
利
用
者
に
よ
り
高
い
透

明
性

を
提

供
し
、

こ
の
基
本
と
な
る
基
礎
的
な
テ
キ
ス
ト
で
、
よ
り
具
体
的

に
私

た
ち
の

現
在

の
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
は
、
利
用

者
の

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

最
適
に
促
進
し
、
関
連
す
る
設
定
や
よ
り
詳
細
な
情

報
へ

の
直
接

ア
ク
セ
ス
を
組

み
込
む
た
め
に
刷
新
さ
れ
ま
し
た
。
弊
社
は
社
内
調

査
を
行
い
、
こ
れ

に
よ
り
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
利
用
者
と
効
果
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
の

重
要
な
要
素
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
、

(1
)明

確
で
、
シ
ン
プ
ル

で
、
利
用
者
中
心
で
あ
る
こ
と
、

(2
) 
利
用
者
の
懸
念

を
予
測

し
、
そ
れ
を
阻

止
す

る
こ
と
、

(3
)私

た
ち
が
言
っ
た
こ
と
を
実
行
す
る
と
い
う
確

信
を
強
め
る
こ
と
、

(4
)

可
能
で
あ
れ
ば
、
透
明
性
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
感
覚

を
組

み
合

わ
せ

る
こ
と
、
で

132



字
に
よ
る
説
明
に
加
え
て
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
視
覚
的
な
情
報
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

 

・
透
明
性
と
管
理
：
G

o
o
gl

e
 は

、
ユ
ー
ザ
ー
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

 ポ
リ
シ
ー
を
読
ん

だ
際
に
、
す
ぐ
ユ
ー
ザ
ー
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
設
定
を
変
更
で
き
る
よ
う
に
設
定
に

直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
る
リ
ン
ク
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
設
定
変
更
を
容
易
に
し
ま
し

た
。

 

す
。

 

 フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が
設
立
・
支
援
す
る
業
界
横
断
的

な
取

り
組

み
で
あ
る

T
T
C

 

L
ab

s 
を
通
じ
て
、
私
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
や
企
業
と
協
力
し
、
デ
ー
タ
と
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
選
択
に
つ
い
て
よ
り
よ
く
人
々
に
知

ら
せ

る
た
め
の

創
造

的
な
デ

ザ
イ
ン
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば

、
私

た
ち
は

2
0
2
1
年

に

「
若
者
の
た
め
の
信
頼
、
透
明
性
、
管
理
の
あ
る
デ
ザ

イ
ン
方

法
」
と
言

う
報

告
書

を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
で
強
調
す
る
主
要

な
原
則

と
デ
ザ

イ
ン
上

の
考

慮
点
は
、

2
0
1
8
 年

2
 月

か
ら

20
1
9
 年

9
月
に
か
け
て
専

門
家
と
若

者
を
集

め
た

デ
ザ
イ
ン
・
ジ
ャ
ム
と
呼
ば
れ
る
共
創
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

成
果

か
ら
着

想
を
得
た

も
の

で
す
。

 世
界
中
の

T
T
C

 L
ab

s 
デ
ザ
イ
ン
・ジ

ャ
ム
で
共
創
さ
れ

た
デ
ジ
タ

ル
・
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
に
基
づ
き
、

3
 つ

の
重
要
な
原
則

が
浮

か
び
上
が

り
ま
し
た
。

各
原
則
に
は
、
政
策
立
案
者
と
製
品
メ
ー
カ
ー
双
方

の
意

思
決
定

の
指

針
と
な

る
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
考
慮
事
項
が

添
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

(1
)さ

ま
ざ
ま
な
成
熟
度
と
進
化
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
対
応

し
た
デ
ザ

イ
ン
、

(2
)意

味
の
あ
る
透
明
性
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
自
律
性
を
備
え
た
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン

ト
、

(3
)時

間
を
か
け
た
デ
ー
タ
教
育
の
提
供
。
製
品

ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
サ

ポ
ー
ト
す

る
た
め
に
、
役
立
つ
質
問
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作

成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

3
 つ

の

原
則
の
間
に
は
生
産
的
な
相
互
作
用
が
あ
る
こ
と
を
反

映
し
、
設

計
上

の
考
慮

事
項
を
有
用
な
ク
ラ
ス
タ
ー
に
分
類
し
た
。
私
た
ち
の
目

標
は

、
若

者
が

自
分
自

身
の
デ
ー
タ
と
そ
れ
が
生
活
に
与
え
る
影
響
を
可
視

化
し
、
複

雑
な
親

や
保
護

者
と
の
関
係
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

 

オ
プ
ト
ア
ウ
ト

 

2
-
7
. 

利
用
者
情
報
の
提
供

を
希
望
し
な
い
意
思
を

示
す
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
の

設
置
状
況
（
方
法
、
対

象
範
囲
等
含
む
）
 

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
 I
D
の
「
登
録
情
報
」
に
お
い
て
、
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
メ
ー
ル
配
信

設
定
」
（
h
tt

p
s:

/
/
ac

c
o
u
n
ts

.y
ah

o
o
.c

o
.jp

/
p
ri
va

c
y）
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

 

こ
こ
で
は
、
「
各
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
の
デ
ー
タ
利
用
」
に
お
い
て
、
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
サ

ー
ビ
ス
上
で
の
デ
ー
タ
利
用
に
つ
い
て
、
「
グ
ル
ー
プ
企
業
へ
の
デ

ー
タ
連
携
設
定
」
に
お
い
て
、
グ
ル
ー
プ
企
業
へ
の
デ
ー
タ
連
携
に
つ
い
て
、
「外

部
企
業
へ
の
デ
ー
タ
提
供
設
定
」
に
お
い
て
、
個
別
の
外
部
企
業
へ
の
デ
ー
タ

提
供
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
が
可
能
で
す
。

 

上
記
設
定
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
設
定
」

（
h
tt

p
s:

/
/
p
ri
va

c
y.

ya
h
o
o
.c

o
.jp

/
se

tt
in

g/
）
に
お
い
て
も
ご
案
内
し
て
お
り
ま

す
。

 

ま
た
、

2
0
2
3
年

7
月
よ
り
、

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
 I
D
で
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
お
客
様

が
、
行
動
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
に
利
用
さ
れ
る
ご
自
身
の
情
報
や
表
示
さ
れ
る

内
容
を
よ
り
詳
細
に
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
ア
ド
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
セ
ン
タ
ー
」

（
h
tt

p
s:

/
/
ad

-
p
e
rs

o
n
al

iz
e
-
c
e
n
te

r.
ya

h
o
o
.c

o
.jp

/
）
を
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。

 

  

ユ
ー
ザ
ー
は
、

G
o
o
gl

e
 ア

カ
ウ
ン
ト
を
作
成
す
る
際
に
、

G
o
o
gl

e
 と

共
有
す
る

情
報
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
時
に
、
ア
カ
ウ
ン
ト
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
重
要
な
設
定
管
理
項
目
が
提
示
さ
れ
ま

す
。
ア
カ
ウ
ン
ト
作
成
後
も
、
ユ
ー
ザ
ー
は
、

h
tt

p
s:

/
/
m

ya
c
c
o
u
n
t.
go

o
gl

e
.c

o
m

/
 に

あ
る

 G
o
o
gl

e
 ア

カ
ウ
ン
ト
の
一
括
管

理
用
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
を
通
じ
て
、
い
つ
で
も

  
G

o
o
gl

e
 ア

カ
ウ
ン
ト
設
定
を
確
認

し
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ツ
ー
ル
は
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
お
よ
び
モ
バ
イ

ル
の
デ
バ
イ
ス
上
の
あ
ら
ゆ
る
ブ
ラ
ウ
ザ
を
通
じ
て
使
用
で
き
ま
す
。

 

G
o
o
gl

e
 の

ユ
ー
ザ
ー
は
ア
カ
ウ
ン
ト

 ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
特

定

の
設
定
ボ
タ
ン
を

 O
N

 ま
た
は

 O
F
F
 に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（オ

プ
ト
ア
ウ
ト
と

オ
プ
ト
イ
ン
）
。
例
え
ば
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
履
歴
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
サ
イ
ン
イ
ン
し
た

デ
バ
イ
ス
を
持
っ
て
訪
れ
た
場
所
に
関
す
る
情
報
を

G
o
o
gl

e
 ア

カ
ウ
ン
ト
上
に

保
存
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
位
置
情
報
を
収
集
し
保
存
す
る
特
定
の
方
法
で
あ
り
、

位
置
情
報
は
、

G
o
o
gl

e
 マ

ッ
プ
、
フ
ォ
ト
、
検
索
を
含
む
、

G
o
o
gl

e
 の

製
品
と
サ

ー
ビ
ス
を
使
う
に
あ
た
っ
て
ユ
ー
ザ
ー
に
様
々
な
利
点
を
も
た
ら
し
ま
す
。

 

ユ
ー
ザ
ー
は
、
こ
れ
ら
を
い
つ
で
も
無
効
に
で
き
（
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
）、

無
効
に
し
た

後
も
、

G
o
o
gl

e
 マ

ッ
プ
、
フ
ォ
ト
、
検
索

を
含
む

 G
o
o
gl

e
 の

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

使
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

弊
社
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
際
し
て
利

用
者

が
提

供
を
求

め
ら
れ

る

情
報
は
、
氏
名
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
又
は
電
話
番
号

、
性

別
、
生
年

月
日

の
み
で

す
。

In
st

ag
ra

m
 の

利
用
に
際
し
て
利
用
者
が
提
供

を
求
め
ら
れ
る
情

報
は

、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
又
は
電
話
番
号
、
及
び
生
年
月
日

の
み

で
す
。
ま
た
、
利

用
者

は
、
自
ら
の
選
択
に
よ
り
、
自
身
の
住
所
、
言
語

、
学
歴

、
仕

事
、
趣

味
及

び
好

き

な
映
画
や
本
、
音
楽
に
関
す
る
情
報
等
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

の
追

加
情

報
を
弊
社

に

提
供
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
追
加
情
報
の
提

供
は

完
全

に
利

用
者

の
任
意

で
、
こ
れ
ら
の
追
加
情
報
を
提
供
し
な
く
て
利
用
者

は
弊

社
の

サ
ー
ビ
ス
を
利

用

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

 利
用
者
が
よ
り
自
身
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
弊

社

は
既
存
の
管
理
方
法
を
改
善
し
、
新
し
い
管
理
方
法
を
構

築
し
て
き
ま
し
た
。

 

• 
設
定
や
管
理
す
る
た
め
の
ペ
ー
ジ
を
見
つ
け
や

す
く
す
る
た
め
に
、
「
設

定
」
メ

ニ
ュ
ー
を
再
設
計
し
ま
し
た
。
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
を
通

じ
て
、
利

用
者

は
プ
ラ
イ
バ

シ

ー
設
定
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
ロ
グ
イ
ン
情
報
、
広
告
設

定
、
そ
の

他
の

設
定

に
ア
ク

セ
ス
し
、
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

• 
F
ac

e
b
o
o
k 
外
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
は
、
利
用
者
が

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
を

利
用
し
た
際
に
弊
社
が
受
け
取
っ
た
情
報
を
確
認

し
、
そ
の

情
報

を
ア
カ
ウ
ン
ト

か
ら
消
去
し
た
り
、
今
後
弊
社
が
ア
カ
ウ
ン
ト
に
関
連

付
け
た
情
報

を
保

存
す
る

機
能
を
オ
フ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
も
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

 

• 
「
広
告
表
示
の
設
定
」
で
は
、
広
告
の
仕
組
み
や
広

告
に
関

す
る
す
べ

て
の
設

定
を
ま
と
め
て
確
認
で
き
ま
す
。

 

• 
ま
た
、
広
告
コ
ン
テ
ン
ツ
を
よ
り
調
整
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

A
d
 T

o
p
ic

s 
と

In
te

re
st

 C
at

e
go

ri
e
s 
を

 A
d
 T

o
p
ic

s 
C

o
n
tr

o
l 
に
統

合
し
、

1
 つ

の
サ

ー
フ
ェ
ス

で
広
告
コ
ン
テ
ン
ツ
を
調
整
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
統

合
さ
れ
た

 A
d
 T

o
p
ic

s 

C
o
n
tr

o
l 
は
、
よ
り
広
範
な
広
告
ト
ピ
ッ
ク
を
カ
バ

ー
し
、
ト
ピ
ッ
ク
の

 透
明

性
と
制

御
機
能
を
拡
張
し
て
い
ま
す
。

 「
広
告
ト
ピ
ッ
ク
を
管

理
」
で
は

、
引

き
続

き
利

用

者
に
選
択
し
た
ト
ピ
ッ
ク
に
係
る
広
告
の
表
示
を
減

ら
す
機

能
を
提

供
し
、
利

用

者
が
関
連
付
け
ら
れ
た
場
合
、
対
応
す
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
セ
グ
メ
ン
ト
か

ら
削

除

し
、
広
告
配
信
に
お
い
て
選
択
し
た
ト
ピ
ッ
ク
に
関

連
す
る
広

告
コ
ン
テ
ン
ツ
を
フ

ィ
ル
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の

機
能
に
よ
り
、
利

用
者

133
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は
広
告
体
験
に
対
す
る
主
体
性
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

• 
ま
た
、
日
本
を
含
め
、
定
期
的
に
利
用
者
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
設
定

の
見

直
し
を

促
し
て
い
ま
す
。

 

2
-
8
. 

オ
プ
ト
ア
ウ
ト
を
し
た
場

合
の
サ
ー
ビ
ス
利
用

継
続
の
可
否

 

お
客
様
が
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
各
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
継
続
は
可

能
で
す
。

 

ま
た
、
行
動
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
を
拒
否
し
た
場
合
で
も
、
広
告
の
精
度
が
悪
く

な
る
以
外
に
お
客
様
に
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

  

2
-
7
 参

照
。

 

2
-
9
. 

利
用
者
情
報
の
提
供

に
つ
い
て
個
別
に
選

択
で
き
る
ダ
ッ
シ
ュ
ボ

ー
ド
等
の
設
置
状
況

（
方
法
、
対
象
範
囲
等

含
む
）
 

上
記
の
と
お
り
、

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
 I
D
の
「登

録
情
報
」
に
お
い
て
、
「
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
・
メ
ー
ル
配
信
設
定
」
（
h
tt

p
s:

/
/
ac

c
o
u
n
ts

.y
ah

o
o
.c

o
.jp

/
p
ri
va

c
y）
を
設
置
し

て
お
り
、
お
客
様
は
い
つ
で
も
設
定
変
更
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 

  

弊
社
は
、
利
用
者
が
弊
社
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
の

体
験

を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し

て
管
理
す
る
た
め
の
一
連
の
ツ
ー
ル
や
機
能
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

 

• 
「
こ
の
広
告
が
表
示
さ
れ
る
理
由
」
ツ
ー
ル
に
よ
り
、
利
用

者
は
広

告
主

の
パ

ー

ソ
ナ
ラ
イ
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
要
素
を
理
解
し
、
今
後
こ
の

デ
ー
タ
が
ど
の

よ
う
に
使

用
さ
れ
る
か
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

ツ
ー
ル

は
、
例

え
ば

、

F
ac

e
b
o
o
k 
上
の
ど
の
広
告
か
ら
で
も
、
右
上
の

 3
 つ

の
点

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ
と

で
ア
ク
セ
ス
で
き
、
こ
れ
ま
で
に
数
百
万
人
の
日
本

人
に
利

用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

「
こ
の
広
告
が
表
示
さ
れ
る
理
由
」か

ら
、
利
用
者
は
簡

単
に
広
告

設
定

に
ア
ク

セ
ス
し
、
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（上

記
 2

.-
7
 参

照
）
。

 広
告

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ツ
ー
ル
は
、
広
告
の
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
特
定

の
種

類
の

デ
ー
タ
が

使

用
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
広

告
の
配

信
に
特

定
の

種
類

の
デ
ー
タ
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
利

用
者

が
具

体
的

か
つ
細

か
な
調
整
を
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

 

• 
2
0
2
0
 年

、
弊
社
は
「
F
ac

eb
o
o
k 
外
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」
機

能
と
い
う
、
か

つ
て

な
か
っ
た
機
能
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
機
能
に
よ
り
、
利

用
者
は

事
業

者
や
組

織
が
自
社
ア
プ
リ
又
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
訪
問
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
閲

覧
、
及

び
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
へ
の
ア
イ
テ
ム
の
追
加
な
ど
の
利

用
者

の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

関
し
て
弊
社
と
共
有
し
て
い
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
概
要

の
確

認
や

、
各

自
の

F
ac

e
b
o
o
k 
の
ア
カ
ウ
ン
ト
と
当
該
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
の

関
連

付
け
を
解
除

す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

 

2
-
1
0
 

オ
プ
ト
ア
ウ
ト
に
関
す

る
通
知
事
項
、
導
線

 

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
 I
D
の
「
登
録
情
報
」
に
お
い
て
、
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
メ
ー
ル
配

信
」
（
h
tt

p
s:

/
/
ac

c
o
u
n
ts

.y
ah

o
o
.c

o
.jp

/p
ri
va

c
y）
画
面
を
設
置
し
て
お
り
、
お
客

様
は
い
つ
で
も
設
定
変
更
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ

ー
の
ト
ッ
プ
画
面
か
ら
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
設
定
」
へ
遷
移
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

 

G
o
o
gl

e
で
は
、
詳
細
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
を
作
成
・
公
表
し
て
お
り
、
ユ
ー

ザ
ー
の
デ
ー
タ
の
取
扱
い
方
法
や
、

G
o
o
gl

e
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
及
び
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
ユ
ー
ザ
ー
の
デ
ー
タ
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
た
め
に

G
o
o
gl

e
が
講
じ

て
い
る
対
策
を
ユ
ー
ザ
ー
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

 

 G
o
o
gl

e
は
、

G
o
o
gl

e
が
収
集
す
る
情
報
の
種
類
、
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
理
由
、
ユ

ー
ザ

ー
が

自
身

の
情
報
を
更

新
、
管

理
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
及
び
削

除
で
き
る
方

法
を
ユ
ー
ザ
ー
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
、
利
用
し
や
す
い
オ
ン
ラ
イ
ン
の
リ
ソ
ー

ス
、
説

明
手

段
、
及

び
動

画
を

開
発

し
て

い
ま

す
。

G
o
o
gl

e
が

、

sa
fe

ty
.g

o
o
gl

e
/
p
ri
va

c
y/

d
at

a
等
の
リ
ソ
ー
ス
を
開
発
し
た
理
由
は
、
ユ
ー
ザ
ー

の
情

報
は
保

護
さ
れ
て
お
り
、
適
切

に
管

理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ユ
ー
ザ

ー
に
ご

理
解

い
た
だ
き
た
い
か

ら
で
す
。
さ
ら
に
、
で
き
る
だ
け
わ

か
り
や

す
く
お
伝

え
で

き
る
よ
う
に
、
具
体
例
、
説
明
動
画
、
及
び
主
な
用
語
の
定
義
も
追
加
し
て
、
ユ
ー

ザ
ー
が

G
o
o
gl

e
の
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

 

  
  

  

G
o
o
gl

e
で
は

、
ユ
ー
ザ

ー
自

身
の

デ
ー
タ
の

閲
覧

・
削

除
を
容

易
に
し
て
い
ま

す
。
ユ
ー
ザ
ー
が
、
ど
の
デ
ー
タ
を
保
存
し
、
共
有
し
、
又
は
削
除
す
る
か
に
つ
い

て
、
情
報
を
得
た
上
で
選
択
で
き
る
よ
う
に
、

G
o
o
gl

e
が
収

集
す
る
デ
ー
タ
の
種

類
、
及
び
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
理
由
を
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
ユ
ー
ザ
ー
は
、
自
身
の

G
o
o
gl

e
ア
カ
ウ
ン
ト
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
て
、
利
用
し
て
い
る

G
o
o
gl

e
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
、
及
び
保
存
し
て
い
る
デ
ー
タ
の
概

要
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
｢マ

イ
 ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
｣を

使
え
ば
、
ユ
ー
ザ

ー
は
自
身
の

G
o
o
gl

e
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
直
接
デ
ー
タ
を
見
た
り
削
除
し
た
り
す
る

こ
と
が

容
易

に
行

え
ま
す
。
特

に
検

索
に
つ
い
て
は

、
ユ
ー
ザ

ー
に
対

し
て
、
検

2
-
7
 参

照
。

 

 利
用
者
は
、
「
設
定
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
か
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
設
定

、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
お
よ
び
ロ
グ
イ
ン
に
係
る
情
報
、
広
告
の
表
示
の

設
定

、
そ
の
他

の
設

定
に
ア

ク
セ
ス
し
、
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
ル

プ
セ
ン
タ
ー
で
は

、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
設
定
や
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
の
わ
か
り
や

す
い
説

明
や

、
よ
く
あ
る
質

問
に

対
す
る
回
答
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
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索
履
歴
を
閲
覧
又
は
削
除
で
き
る
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

 

  
  

  

G
o
o
gl

e
は

、
一

般
ユ

ー
ザ

ー
向

け
製

品
に
使

用
さ
れ

て
い

る
C

h
ro

m
e

の

In
c
o
gn

it
o
モ
ー
ド
、
検
索
、

Y
o
u
T
ub

e
、
マ
ッ
プ
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
機
能
に

加
え
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
診
断
ツ
ー
ル
も
開
発
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
が

G
o
o
gl

e
ア
カ

ウ
ン
ト
に
保

存
さ
れ

る
デ
ー
タ
の

種
類
を
わ

ず
か
な
時

間
で
選
択

で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ユ
ー
ザ

ー
は

、
こ
れ

ら
の

設
定

を
希

望
す
る
だ
け
何
度

で
も
変

更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

 

●
 
ユ
ー
ザ
ー
は
い
つ
で
も
、

G
o
o
gl

e
 ア

カ
ウ
ン
ト
に
保
存
さ
れ
た
デ
ー
タ

の
概
要
を
表
示
し
、
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

●
 

G
o
o
gl

e
 ア

カ
ウ
ン
ト
に
一
定
期
間
保
存
さ
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
自
動

的
に
削
除
す
る
よ
う
に
選
択
で
き
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
で
も
手
動
で
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
削
除

で
き
ま
す
。

 

●
 

G
o
o
gl

e
 が

使
用
す
る
匿
名
化
手
法
に
よ
り
、
個
人
に
関
連
付
け
ら
れ

な
い
デ
ー
タ
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

 

最
後
に
、

G
o
o
gl

e
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
記
載
し
て
い
な
い
目
的
の
た
め

に
ユ
ー
ザ
ー
の
情
報
を
使
用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
ユ
ー
ザ
ー
の
同
意
を
求
め

ま
す
。

 

デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ

 

2
-
1
1
. 

デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
取
組
（
デ
ー

タ
ポ
ー
テ
ビ
リ
テ
ィ
を

求
め
る
方
法
、
対
象
範

囲
）
 

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
 I
D
の
「
登
録
情
報
」
に
お
い
て
、
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
管

理
」
（
h
tt

p
s:

/
/
ac

c
o
u
n
ts

.y
ah

o
o
.c

o
.jp

/a
c
ti
vi

ty
/
）
を
設
置
し
て
お
り
、
お
客
様

は
い
つ
で
も

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
の
各
履
歴
（
サ
ー
ビ
ス
利
用
履
歴
、
位
置
情
報
の

履
歴
、
ア
ク
セ
ス
履
歴
）
や
登
録
情
報
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
デ
ー
タ
の
作
成
・ダ

ウ
ン

ロ
ー
ド
（
当
社

指
定
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
よ
り
ま
す
）
が
で
き
ま
す
（デ

ー
タ
提
供
先

の
指
定
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
対
応
し
て
お
り
ま
せ
ん
）
。

 

  

G
o
o
gl

e
 T

ak
e
o
u
t 
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
管
理
権

限
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
は
、

G
o
o
gl

e
 に

保
存
し
た
自
身
の
デ
ー
タ
の

最
新
版
コ
ピ
ー
を
自
身
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
り
、
サ
ー
ド
パ

ー
テ
ィ
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
サ
イ
ト
に
直
接
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

 G
o
o
gl

e
 は

 1
0
 年

以
上
前
か
ら
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
準
備
し
、

2
0
1
1
 年

か
ら
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
製
品
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

G
o
o
gl

e
 は

こ
の
課

題
に
つ
い
て
、
常
に
先
取
り
し
て
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
ユ
ー
ザ
ー
は
複
数

の
サ
ー
ビ
ス
の
中
か
ら
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
試
し
最
も
気
に
入
っ
た
製
品
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
サ
ー
ビ
ス
間
の
競
争
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

 

弊
社
は
、
あ
る
サ
ー
ビ
ス
と
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
場
合

、
そ
の

デ
ー
タ
を
別
の

サ

ー
ビ
ス
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
の

ポ
ー

タ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
利
用
者
に
管
理
権
限
と
選
択
肢

を
与

え
る
と
と
も
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
促
進
し
ま
す
。
弊
社
に
は
、

2
0
1
0
 年

に
 F

ac
e
b
o
o
k 
の

 「
D

o
w

n
lo

ad
 Y

o
u
r 

In
fo

rm
at

io
n
」
ツ
ー
ル
を
リ
リ
ー
ス
す
る
な
ど
、
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の

取
り

組
み
に
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

2
01

0
 年

以
降
、
弊
社

 は
、
利
用

者
が

サ
ー
ビ

ス
間
を
容
易
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
し
、
利
用
者

に
選

択
肢
を
与
え
、
開

発
者
が

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
競
争
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
新
し
い
デ
ー
タ
ポ
ー

タ
ビ
リ
テ
ィ
ツ
ー
ル
に
投
資
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

2
0
1
9
 年

以
降
、
弊

社
の

創
業

者
兼

 C
E
O

 の
マ
ー
ク
・
ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
は
、

"
規
制

は
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ

の
原
則
を
保
証
す
べ
き

"と
、
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
規

制
を
繰
り
返

し
求
め
て
い
ま
す
。

 

 デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
弊
社
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は

、
G

D
P

R
 な

ど
の

 デ

ー
タ
保
護
法
案
で
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
法
的
要

件
と
な
る
ず
っ
と
以

前
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を
開
発
し
て
き
た
こ
と
で
も
証

明
さ
れ

て
い
ま
す
。
弊

社

の
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
ツ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
利
用
者
は
弊
社

の
ア
プ
リ
で
共

有
 し

た

デ
ー
タ
を
簡
単
に
閲
覧
し
た
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
弊

社
が
提
供
す
る
主
な
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
ツ
ー
ル
に
は

、
「
D

ow
n
lo

ad
 Y

o
u
r 

In
fo

rm
at

io
n
 （

 D
Y
I 
）
 」
と
「
T
ra

n
sf

e
r 

Y
o
u
rI
n
fo

rm
at

io
n
（
T
Y
I）
」
の

 2
 つ

が
あ

り
ま
す
。

 

 F
ac

e
b
o
o
k 
と

 I
n
st

ag
ra

m
 に

お
い
て
利

用
可
能
な
「
D

ow
n
lo

ad
 Y

o
u
r 

In
fo

rm
at

io
n
」
ツ
ー
ル
に
は
、

2
 つ

の
情
報
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

1
）
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
情
報
、
投
稿
、
「い

い
ね
！
」
、
コ
メ
ン
ト
な
ど
、
リ
ク
エ
ス
ト
す
る
利

用
者

が
 

F
ac

e
b
o
o
k 
上
で
入
力
、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
、
共
有
し
た
情

報
、

2）
リ
ク
エ

 ス
ト
す
る
利

用
者
の

 F
ac

e
b
o
o
k 
ア
カ
ウ
ン
ト
に
関
連
す
る
情
報

（
F
ac

e
b
o
o
kへ

の
ロ
グ
イ

ン
、
使
用
デ
バ
イ
ス
、
フ
ィ
ー
ド
、
ウ
ォ
ッ
チ
、
ニ
ュ
ー
ス
の
推

奨
に
使

用
す
る
情

報

な
ど
）で

す
。
利
用
者
は
、
「
設
定
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
内

の
「設

定
」
下

、
「
あ
な
た

の
情
報
」
に
お
け
る
「個

人
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」を

選
択

す
る
こ
と
で
、
リ
ク

エ
ス
ト
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

 2
0
2
0
 年

、
弊
社
は
、

F
ac

eb
o
o
k 
利
用
者
が

 F
ac

e
b
o
o
k 
の

写
真

や
ビ
デ
オ
を
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B
ac

kB
la

ze
、

D
ro

p
b
o
x、

K
o
o
fr
、

G
o
o
gl

e
 フ

ォ
ト
に
直

接
転

送
で
き
る
「
T
ra

n
sf

e
r 

Y
o
u
rI
n
fo

rm
at

io
n
」
ツ
ー
ル
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ

以
降
も
、
新

し
い
デ

ー
タ
タ
イ
プ
（ノ

ー
ト
、
投
稿
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
）と

新
し
い
転

送
先

（P
h
o
to

b
u
c
ke

t、

G
o
o
gl

e
 カ

レ
ン
ダ
ー
、

G
o
o
gl

e
 ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、

 B
lo

gg
e
r、

W
o
rd

P
re

ss
 な

ど
）
を

追
加
し
続
け
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の

設
定

と
プ
ラ
イ

バ
シ
ー

 →
 ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
ア
カ
ウ
ン
ト
全
体
の

情
報

を
管

理
設

定
 →

 あ
な

た
の

F
ac

eb
o
o
k情

報
 に

ア
ク
セ
ス
し
、
情
報
の
転
送

を
選

択
す
る
こ
と
で
、
写

真
、
ビ
デ
オ
、
メ
モ
、
投
稿
の
転
送
リ
ク
エ
ス
ト
を
開

始
で
き
ま
す
。
そ
こ
か

ら
、
利

用
者
は
転
送
先
を
選
択
し
、
そ
の
転
送
先
に
適
し
た

 デ
ー
タ
（例

：
投

稿
日

の
範

囲
や
特
定
の
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
）を

選
択
す
る
こ
と

 が
で
き
ま
す
。
今

後
、
新

し
い

デ
ー
タ
の
種
類
や
転
送
先
を
追
加
し
て
い
く
予
定

 で
す
。

In
st

ag
ra

m
利

用
者

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
写
真
を
転
送

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

2
-
1
2
. 

デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ

が
可
能
で
あ
る
場
合

 

・
提
供
さ
れ
る
デ
ー

タ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

 

・
提
供
先
の
要
件

 

・
イ
ン
タ
ー
オ
ペ
ラ
ビ

リ
テ
ィ
確
保
に
関

す
る
考
慮
状
況

 
 

上
記
の
と
お
り
、

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
 I
D
の
「登

録
情
報
」
に
お
い
て
、
「
パ
ー
ソ
ナ

ル
デ
ー
タ
の
管
理
」
（
h
tt

p
s:

/
/
ac

c
o
u
n
ts

.y
ah

o
o
.c

o
.jp

/
ac

ti
vi

ty
/
）
を
設
置
し
て

お
り
、
お
客

様
は
い
つ
で
も

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
の
各
履
歴
（
サ
ー
ビ
ス
利
用
履

歴
、
位
置
情
報
の
履
歴
、
ア
ク
セ
ス
履
歴
）
や
登
録
情
報
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
デ
ー

タ
の
作
成
・ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
（
当
社
指
定
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
よ
り
ま
す
）
が
で
き
ま

す
（
デ
ー
タ
提

供
先
の
指
定
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
対
応
し
て
お
り
ま
せ
ん
）
。

 

  

ユ
ー
ザ
ー
は
、
製
品
、
デ
ー
タ
の
種
類
、
用
途
に
応
じ
て
選
択
で
き
る
ざ
ま
ざ
ま

な
業
界
基
準
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
、
自
身
の
デ
ー
タ
を
エ
ク
ス
ポ
ー
ト
で
き
ま
す
。

例
え
ば

 G
o
o
gl

e
 ド
ラ
イ
ブ
か
ら
、

G
o
o
gl

e
 ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
文
書
を

 .
d
o
c
x 
フ
ァ
イ

ル
と
し
て
エ
ク
ス
ポ
ー
ト
し
、

M
ic

ro
so

ft
 O

ff
ic

e
 で

簡
単
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
デ
ー
タ
を
複
数
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
最
大
化
し
、
利
用
者
自
身
の
デ
ー
タ
活
用
方
法
の
選

択
肢
を
広
げ
て
い
ま
す
。

 

 D
at

a 
T
ra

n
sf

e
r 

P
ro

je
c
t 
（
D

T
P
）
 は

、
G

o
o
gl

e
 が

2
0
1
8
 年

に
、
世
界
中
の

人
々
が
簡
単
に
利
用
で
き
る
デ
ー
タ

 ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
提
供
を
目
指
し
て
、
他

社
と
連
携
し
て
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
構
築
を
行
う
べ
く
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
間
に
お
け
る
直
接
の
デ
ー
タ
転
送
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。
直
接

転
送
が
で
き
な
い
と
、
利
用
者
が
デ
ー
タ
の
コ
ピ
ー
を
新
た
な
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
へ

移
行
し
た
い
場
合
、
デ
ー
タ
を
個
人
用
デ
バ
イ
ス
に
一
旦
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
後
、

新
し
い
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
へ
再
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
世
界
中
の

消
費
者
は
、
保
存
容
量
が
限
ら
れ
た
個
人
用
デ
バ
イ
ス
や
、
高
額
な
デ
ー
タ
回

線
使
用
料
と
い
っ
た
デ
ー
タ
移
行
を
困
難
に
し
か
ね
な
い
イ
ン
フ
ラ
面
で
の
制
限

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
の
管
理
権
限
と
選
択
権
を
最
大
化
す
る
た
め

に
、
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
よ
り
包
摂
的
で
柔
軟
か
つ
、
開
か
れ
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

G
o
o
gl

e
 は

、
全
て
の
ユ
ー
ザ
ー
が
、
異
な
る
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
間
で
直
接
、
デ
ー
タ
を
シ
ー
ム
レ
ス
か
つ
安
全
に
移
行
で
き
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

D
T
P
は
、
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
ユ
ー
ザ
ー
の
ア
ク
セ

ス
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
業
界
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
力
し
立
ち
上
げ
た
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
で
、
ど
の
企
業
も
安
全
で
拡
張
性
の
あ
る
直
接
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
直
接
的
な
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ

テ
ィ
と
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
自
分
の
デ
ー
タ
を
個
人
の
デ
バ
イ
ス
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
な
く
、
あ
る
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
か
ら
別
の
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ

ー
に
直
接
転
送
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

2 
つ
の
製
品
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
間
で
、
デ
ー
タ
を
直
接
イ
ン
ポ
ー
ト
お
よ
び
エ
ク
ス
ポ
ー
ト
す
る
接

続
を
可
能
に
し
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
は
、

D
P

T
 に

よ
り
低
帯
域
幅
で
デ
ー
タ
の
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
行
う
こ
と
に
よ
る
多
額
の
個
人
支
出
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
新
興
国
の
人
々
や
低
速
、
従
量
制
の
接
続

環
境
に
あ
る
人
に
と
っ
て
、
特
に
重
要
で
す
。

 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
利
用
で
き
る
「
あ
な
た
の

情
報

を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
」
ツ
ー
ル
に
は
、

2
 つ

の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
：
1
）
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
個
人

が
F
ac

e
b
o
o
k 
上
で
入
力
、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
、
共
有
し
た
情
報

（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

情

報
、
投
稿
、
「
い
い
ね
！
」
、
コ
メ
ン
ト
な
ど
）
、

2）
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
個

人
の

F
ac

e
b
o
o
k 
ア
カ
ウ
ン
ト
に
関
連
す
る
情
報
（
F
ac

e
b
o
o
k 
へ

の
ロ
グ
イ
ン
、
使

用
し

て
い
る
デ
バ
イ
ス
、

F
e
ed
、

W
at

c
h
、

N
ew

s 
の
レ
コ
メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
に
使

用
さ
れ

る
情
報
な
ど
）
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
利
用
者
も
同
様

の
カ
テ
ゴ
リ
の

情
報

を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

 利
用
者
は
、
「
設
定
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
→
「
設
定
」
→
「
あ
な
た
の

F
ac

e
b
o
o
k 
情

報
」
の
順
に
進
み
、
「
あ
な
た
の
情
報
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
を
選

択
す
る
こ
と
で
、
リ

ク
エ
ス
ト
を
開
始
で
き
ま
す
。
そ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
利

用
者

は
リ
ク
エ
ス
ト
か

ら
デ

ー
タ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
追
加
ま
た
は
削
除
し
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
リ
ク
エ
ス
ト
の

フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
を
選
択
し
、
写
真
、
ビ
デ
オ
、
そ
の
他
の
メ
デ
ィ
ア
の

品
質
を
調

整
し
、
情

報

の
特
定
の
日
付
範
囲
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利

用
者
が

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

に
入
会
し
た
時
期
に
も
よ
り
ま
す
が
、

1
0
0
 以

上
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
か

ら
デ
ー
タ
を
選

択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
利
用
者

も
同

様
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
の

情

報
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
利

用
者

は
、
自
分

の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
に
行
き
、
メ
ニ
ュ
ー
→
自
分
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
→

自
分
の
情

報
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
リ
ク

エ
ス
ト
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

 D
o
w

n
lo

ad
 Y

o
u
r 

In
fo

rm
at

io
n
 ツ

ー
ル
を
使
っ
て
、
利

用
者
は
い
つ
で
も
デ
ー
タ

フ
ァ
イ
ル
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
、

H
T
M

L
 フ

ァ
イ
ル
ま
た
は

機
械

可
読
の

J
S
O

N
 フ

ォ
ー

マ
ッ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
を
選
択
で
き
ま
す
。

H
T
M

L
 は

、
F
ac

e
b
o
o
k 
で

一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
、
見
や
す
い
デ
ー
タ
形

式
で
す
。
利
用

者
が

ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
を
要
求
す
る
と
、

.Z
IP

 フ
ァ
イ
ル
へ
の
リ
ン
ク
が
送

ら
れ

、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ

れ
て
展
開
さ
れ
る
と
、

"
in

d
e
x 

"
と
い
う
名
前
の

.H
T
M

L
 フ

ァ
イ
ル
が

含
ま
れ

、
ウ

ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
で
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
開
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

.Z
IP

 フ
ァ
イ
ル

に
は
、
要
求
さ
れ
た
画
像
や
動
画
を
含
む
フ
ァ
イ
ル

が
入

っ
た
フ
ォ
ル
ダ
が

含
ま

れ
ま
す
。

J
S
O

N
 は

、
J
S
O

N
 デ

ー
タ
の
イ
ン
ポ
ー
ト
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
他

の
サ

ー

ビ
ス
に
デ
ー
タ
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
、
機

械
可

読
の

デ
ー
タ

形
式
で
す
。

 

 弊
社
は
、
利
用
者
が
情
報
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
要
求

し
た
と
き
に
、
ア
カ
ウ
ン
ト
を

安
全
に
保
ち
、
情
報
を
保
護
す
る
た
め
に
、
多
く
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
を
行

っ
て

い
ま
す
。
情
報
の
コ
ピ
ー
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
開
始

す
る
前

に
、
ま
ず
、
パ

ス
ワ
ー

ド
の
再
入
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
開
始

す
る
前

に
、

追
加
の
認
証
ス
テ
ッ
プ
を
完
了
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ア
カ
ウ

ン
ト
保
護
の
た
め
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
リ
ク
エ
ス
ト
は

数
日

後
に
期
限

切
れ

と
な
り

ま
す
が
、
利
用
者
は
い
つ
で
も
新
し
い
リ
ク
エ
ス
ト
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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ま
た
、
「
T
Y
I」
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
間
で
直

接
デ
ー
タ
の
転

送
を
リ
ク

 エ

ス
ト
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
ツ
ー
ル
は
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の

「
D

at
a 

T
ra

n
sf

e
r 

P
ro

je
c
t」
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
弊
社
は

 2
0
1
8
 年

に
オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
の

 D
T
P
（D

at
a 

T
ra

n
sf

e
r 

P
ro

je
c
t）
に
参
加

し
、
業

界
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
協

 力

し
て
、

2
 つ

の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
間
の
直
接

転
送
を
可

能
に
す
る
デ
ー
タ
ポ

ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
、

M
e
ta
、
ア
ッ
プ
ル
、
グ
ー
グ
ル
の

3
 

社
は
、
あ
る
サ
ー
ビ
ス
か
ら
別
の
サ
ー
ビ
ス
へ
デ
ー
タ
を
移

行
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ユ
ー
ザ
ー
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
図
る
こ
と
を
使

命

と
す
る
非
営
利
団
体
、
デ
ー
タ
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
D

at
a 

T
ra

n
sf

e
r 

In
it
ia

ti
ve
）
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

D
T
I 
は

、
D

T
P

 に
関

す
る
過

去
数

年

間
の
活
動
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
を
拡
張
す
る
も
の
で
す
。

D
T
I 
は
、
あ
ら
ゆ
る

2
 つ

の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
接
続
で
き
る

D
T
P

 オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
構
築
と
強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
合
法
的

で
安
全

か
つ
信
頼

で
き
る
方
法

で
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
間
の
利
用
者
主
導
に
よ
る
デ
ー
タ
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
ポ
ー

タ
ビ
リ
テ
ィ
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

動
機
は

、

各
企
業
が
独
自
の
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
一

か
ら
構

築
す
る
の
で

は
な
く
、
ア
ダ
プ
タ
ー
や
デ
ー
タ
モ
デ
ル
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多

く
の

企
業

が

デ
ー
タ
の
イ
ン
ポ
ー
ト
や
エ
ク
ス
ポ
ー
ト
を
容
易
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

 

 D
T
P

 は
、
あ
る
シ
ス
テ
ム
か
ら
別
の
シ
ス
テ
ム
へ
シ
ー
ム
レ
ス
に
デ
ー
タ
を
移
動

さ
せ
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
互
運
用
可
能
な
サ

ー
ビ
ス
に
依
存

し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、

D
T
P

 は
 O

A
u
th

 と
呼
ば
れ
る
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の

認
証
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
て
お
り
、
転
送
元
と
転
送
先
が
互
い
に
通

信
し
、
転
送

が
許

可
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
同
様

に
、
利

用
者
が

転
送

を
承

認

す
る
と
、

D
T
P

 は
、
異
な
る
シ
ス
テ
ム
間
で
デ
ー
タ
が

シ
ー
ム
レ
ス
に
移

動
で
き

る
よ
う
に
、
共
通
の
デ
ー
タ
型
を
使
用
し
て
、
非
常
に
異
な
る
シ
ス
テ
ム
の
相

互

運
用
を
可
能
に
す
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
提
供
し
ま
す
。

 

 プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
最
優
先
事
項
で
す
。
そ
の

た
め
、
利

用
者

が
デ

ー
タ
の
コ
ピ
ー
を
転
送
す
る
よ
う
要
求
し
た
場
合
、
ア
カ
ウ
ン
ト
の
安

全
を
確
保

す

る
た
め
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
多
数
実
施
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の

デ
ー
タ
は

転
送
中
に
暗
号
化
さ
れ
、
転
送
を
開
始
す
る
前
に
パ
ス
ワ
ー
ド
の

入
力

が
求

め

ら
れ
、
転
送
が
完
了
す
る
と
ア
ク
セ
ス
ト
ー
ク
ン
が

削
除
さ
れ

ま
す
。

 

 現
在
の
サ
ー
ビ
ス
間
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
は

、
転

送
を

行
う
た
め
に

2
 つ

の
異
な
る
サ
ー
ビ
ス
間
を
直
通
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

T
Y
I 

を
実
現
す
る

D
T
P

 フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
企
業
が
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
ツ
ー
ル

 を
構

築
す
る
た
び
に
一
か
ら
作
り
直
す
必
要
が
な
い
よ
う
、
サ

ー
ビ
ス
間

の
直

接
ポ
ー

タ
ビ
リ
テ
ィ
を
容
易
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
企

業
で
も
、
オ
ー

プ
ン
ソ
ー
ス
の

 D
T
P

 フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
統

合
し
た
シ
ス
テ
ム
を
構

築

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

T
Y
I 
ツ
ー
ル
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ビ
ュ
ー
を
受

け
、
転

送

さ
れ
る
デ
ー
タ
を
適
切
に
保
護
す
る
こ
と
を
義
務

づ
け
る
特

定
の
業

界
標

準
の

セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
要
件
に
同
意
し
た
転
送
先
へ
の
転
送
を
サ

ポ
ー
ト
し

 て
い
ま
す
。
さ
ら

に
多
く
の
企
業
が

 D
T
P

 フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
採

用
し
、
弊

社
の
サ

ー
ビ
ス
の
利

用
者
に
さ
ら
な
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま

す
。

 

2
-
1
3
. 

個
人
情
報
保
護
法
に

基
づ
く
開
示
請
求
へ

の
対
応
状
況
（
電
磁
的

な
開
示

の
実
施
状

況
、
開
示
請
求
の
方

法
、
提
供
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

等
）
 

上
記
の
と
お
り
、

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
 I
D
の
「登

録
情
報
」
に
お
い
て
、
「
パ
ー
ソ
ナ

ル
デ
ー
タ
の
管
理
」
（
h
tt

p
s:

/
/
ac

c
o
u
n
ts

.y
ah

o
o
.c

o
.jp

/
ac

ti
vi

ty
/
）
を
設
置
し
て

お
り
、
お
客

様
は
い
つ
で
も

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
の
各
履
歴
（
サ
ー
ビ
ス
利
用
履

歴
、
位
置
情
報
の
履
歴
、
ア
ク
セ
ス
履
歴
）
や
登
録
情
報
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
デ
ー

タ
の
作
成
・ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

 

従
来
か
ら
提
供
し
て
い
る
「
郵
送
に
よ
る
個
人
情
報
開
示
手
続
き
」

（
h
tt

p
s:

/
/
p
ri
va

c
y.

ya
h
o
o
.c

o
.jp

/
p
id

is
c
lo

su
re

.h
tm

l）
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
ご

利
用
が
可
能
で
す
。

 

G
o
o
gl

e
 は

従
前
よ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
自
身
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
た
り
削
除
す
る

た
め
の
堅
牢
で
使
い
や
す
い
ツ
ー
ル
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル

を
、
さ
ら
に
堅
牢
か
つ
直
観
的
に
使
用
で
き
る
方
法
を
引
き
続
き
模
索
し
て
い
ま

す
。

 

G
o
o
gl

e
 の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
設
定
と
管
理
の
中
心
で
あ
る

 G
o
o
gl

e 
ア
カ
ウ
ン
ト
に

は
、
使
用
し
て
い
る

 G
o
o
gl

e
 の

サ
ー
ビ
ス
、
メ
ー
ル
や
写
真
な
ど
の
保
存
デ
ー
タ

の
概
要
を
確
認
で
き
る
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

G
oo

gl
e
 ア

カ
ウ
ン

ト
に
は
、

G
o
o
gl

e
 の

サ
ー
ビ
ス
全
般
を
通
じ
て
検
索
、
閲
覧
、
視
聴
す
る
な
ど
の

弊
社
は
、
個
人
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
使
い
や

す
い
セ
ル

フ
ヘ
ル

プ
ツ
ー

ル
を
利
用
者
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
「
D

Y
I」
「
T
Y
I」
ツ
ー
ル

に
つ
い
て
は

、
上

記
質

問
 2

-
1
1
お
よ
び

 2
-
1
2
 に

対
す
る
回
答
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

 ま
た
、
弊
社
は
、
消
費
者
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
質

問
又
は
弊

社
の

プ
ラ
イ

バ
シ
ー
慣
行
に
関
す
る
質
問
を
行
え
る
よ
う
に
様

々
な
連
絡

窓
口

を
提

供
し
て
い

 

ま
す
。
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ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
か
ら
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
簡
単
に
確
認
し
、
削
除
で
き
る
ツ
ー

ル
で
あ
る
マ
イ

 ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

 

過
去
の
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
簡
単
に
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
ト
ピ
ッ
ク
、
日
付
、
サ
ー
ビ
ス
で
検
索
で
き
る
ツ
ー
ル
が
用
意
し
て
お
り
、
ユ
ー

ザ
ー
は
は
｢デ

ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
｣か

ら
ア
カ
ウ
ン
ト
に
保
存
さ
れ
た
デ
ー
タ
の

コ
ピ
ー
に
ア
ク
セ
ス
す
る
か
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

ま
た
は

 G
o
o
gl

e
 プ

ラ
イ
バ
シ
ー

 ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
能
な
｢デ

ー

タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
を
リ
ク
エ
ス
ト
｣の

フ
ォ
ー
ム
を
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

ま
た
、

G
o
o
gl

e
は
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
く
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
要
求
に
対

応
す
る
た
め
に
、
メ
ー
ル
エ
イ
リ
ア
ス
（
ap

p
i-

in
q
u
ir
ie

s-
e
xt

e
rn

al
@

go
o
gl

e
.c

o
m
）

を
設
定
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
関
す
る
日
本
の
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
法
定
開

示
事
項
に
お
い
て
こ
れ
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

 

例
え
ば
、

F
ac

eb
o
o
k 
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
利

用
者

及
び
利

用
者

以
外
の

方
々
も
専
用
の
問
い
合
わ
せ
用
フ
ォ
ー
ム
（
下
記

 U
R

L
 参

照
）を

使
用
し
て

 

F
ac

e
b
o
o
k 
の
デ
ー
タ
に
関
す
る
ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て
の

質
問

、
利

用
者

の
情
報

に
関
す
る
質
問
、
苦
情
、
リ
ク
エ
ス
ト
を
弊
社
ま
で
問
い
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
弊
社
の
デ
ー
タ
に
関
す
る
ポ
リ
シ
ー
の

末
尾

に
あ
る

T
R

U
S
T
e
（
外

部

の
第
三
者
紛
争
解
決
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
）
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
へ

の
リ
ン
ク
を
通

じ
て
、

同
社
と
連
携
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 

 弊
社
の
デ
ー
タ
に
関
す
る
ポ
リ
シ
ー
に
は
、
弊
社

に
郵
送

の
メ
ー
ル

で
連

絡
す
る

こ
と
を
希
望
す
る
利
用
者
向
け
の
宛
名
及
び
住

所
も
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関

す
る
利

用
者

か
ら
の

問
い
合

わ
せ
に
対
応
す
る
た
め
の
専
門
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
利

用
者

は
、
弊

社

の
サ
ー
ビ
ス
に
投
稿
さ
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
肖

像
に
係

る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
関
す
る
苦
情
を
申
し
立
て
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
弊
社

の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関

す

る
運
営
の
専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
受
領
さ
れ
た
質

問
に
対
し
て
は

、
速

や
か

に

回
答
が
な
さ
れ
ま
す
。

 

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.f
ac

e
b
o
o
k.

c
o
m

/
h
e
lp

/
c
o
n
ta

c
t/

8
6
1
93

7
6
2
7
2
53

1
3
8  

 ま
た
、
弊
社
は
、
弊
社
の
ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
設

定
と
ツ

ー
ル
に
関
す
る
分
か
り
易
い
説
明
、
問
い
合
わ
せ
用

フ
ォ
ー
ム
へ

の
リ
ン
ク
、
及

び
よ
く
あ
る
ご
質
問
へ
の
回
答
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

 

３
．
他
ア
プ
リ
や
サ
イ
ト
を
経
由
し
た
情
報
収
集
の
状
況

 

3
-
1
. 

他
ア
プ
リ
や
サ
イ
ト
を

経
由
し
た
情
報
収
集

の
状
況

 

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
の
広
告
主
や
広
告
配
信
先
等
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
や
ア
プ
リ
を
利

用
し
た
場
合
に
、
当
該
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
や
ア
プ
リ
に

Y
ah

o
o
! 

J
A

P
A

N
の

「
ウ
ェ
ブ
ビ
ー
コ
ン
」
等
を
設
置
し
て
ク
ッ
キ
ー
や
端
末
情
報
を
参
照
す

る
こ
と
で
、
お
客
様
が
ご
利
用
の
端
末
を
識
別
す
る
た
め
の
情
報
等
を
取
得
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

  

こ
の
質
問
は
、
他
の
第
三
者
企
業
か
ら
情
報
を
提
供
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
状

況
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
理
解
し
、
下
記
回
答
い
た
し
ま
す
。

 

 G
o
o
gl

e
 は

、
ユ
ー
ザ
ー
が
同
意
し
た
場
合
、

 G
o
o
gl

e
 の

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ

ス
に
使
用
し
た
ア
プ
リ
、
ブ
ラ
ウ
ザ
、
お
よ
び
デ
バ
イ
ス
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し

ま
す
。

G
o
o
gl

e
 が

収
集
す
る
情
報
に
は
、
固
有

 I
D
、
ブ
ラ
ウ
ザ
の
種
類
お
よ
び

設
定
、
デ
バ
イ
ス
の
種
類
お
よ
び
設
定
、
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ

 シ
ス
テ
ム
、
モ
バ
イ

ル
 ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
情
報
（携

帯
通
信
事
業
者
名
や
電
話
番
号
な
ど
）
、

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
番
号
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

G
o
o
gl

e
 の

サ
ー
ビ
ス
と
ユ
ー
ザ
ー
の
ア
プ
リ
、
ブ
ラ
ウ
ザ
、
お
よ
び
デ
バ
イ
ス
の
間
の
通
信

に
つ
い
て
の
情
報
も
収
集
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、

IP
 ア

ド
レ
ス
、
障
害
レ
ポ
ー
ト
、

シ
ス
テ
ム

 ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
リ
ク
エ
ス
ト
の
日
時
と
参
照

 U
R

L
 な

ど
が
あ
り
ま

す
。

 

ま
た
、
信
頼
で
き
る
パ

ー
ト
ナ
ー
か

ら
ユ
ー
ザ

ー
に
関
す
る
情
報
の

提
供
を
受
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

 パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

 G
o
o
gl

e
 の

ビ
ジ
ネ
ス

 サ
ー
ビ
ス
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
サ

イ
ト
に
関

す
る
情

報
の

提
供

を
受

け

た
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

 パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
不
正
使
用
防
止
の
た
め
の
情
報
の
提
供

を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
広
告

主
か

ら
、
広

告
や
リ
サ

ー
チ
の

サ
ー
ビ

ス
を
そ
の

広
告

主
に
提

供
す
る
た
め
の

情
報

の
提

供
を
受

け
る
こ
と
が

あ
り
ま

す
。

 

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
明
記
し
て
お
り
ま
す
。

 

ま
た
、
電
気
通
信
事
業
法
第

2
7
条
の

1
2
に
基
づ
き
、

G
o
o
gl

e
が
提
供
す
る
主

要
な
タ
グ
や
情
報
収
集
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
に
埋
め
込
ま
れ

た
際
に

G
o
o
gl

e
に
送
信
さ
れ
る
（
ま
た
は
送
信
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
）
ユ
ー
ザ

ー
情
報
と
、

G
o
o
gl

e
の
主
な
利
用
目
的
を
記
載
し
た
通
知
・
公
表
の
た
め
の
参

考
情
報
を
開
示
し
て
い
ま
す
。

 

M
e
ta

 社
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
は
、
当
社
が

ど
の
よ
う
な
情
報

を
収

集
し
、

受
け
取
る
か
を
定
め
て
い
ま
す
（
「
当
社
が
収
集

す
る
情

報
と
は
」
を
参

照
）
。

 

 弊
社
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
（
弊
社
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
使

用
ま
た
は

統
合

し
て
自

社
の

製

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
広
告
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
企
業

や
人

々
）
、

測
定
ベ
ン
ダ
ー
（
広
告
主
が
コ
ン
テ
ン
ツ
や
広
告

の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
把

握
す

る
た
め
の
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
第
三
者
企
業
）
、
そ
の

他
第

三
者

（
弊

社
と
情

報
を
共
有
し
て
い
る
が
弊
社
の
製
品
を
必
ず
し
も
使
用

し
て
い
な
い
組

織
や
団

体
）
か
ら
、
弊
社
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
上
お
よ
び
プ
ロ
ダ
ク
ト
外

の
利

用
者

の
活

動
に
関

す
る
様
々
な
情
報
を
収
集
お
よ
び
受
領
し
て
い
ま
す
。
弊

社
が
受

け
取

る
情

報

の
例
と
し
て
は
、
デ
バ
イ
ス
情
報
、
利
用
者
が
訪
問

し
た
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
と
ク
ッ
キ

ー
デ
ー
タ
、
利
用
者
が
行
っ
た
購
入
、
利
用
者
が
見
た
広

告
、

 利
用

者
が

パ
ー

ト
ナ
ー
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
か

、
な
ど
が

あ
り
ま

す
。

 

 パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
利
用
者
の
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
ク
ッ
キ
ー
、
広

告
デ
バ

イ
ス

 

ID
 な

ど
の
情
報
を
弊
社
と
共
有
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
利

用
者

が
ア
カ
ウ
ン
ト
を
持

っ

て
い
る
場
合
、
そ
の
活
動
と
ア
カ
ウ
ン
ト
を
マ
ッ
チ
さ
せ

る
の

に
役
立

ち
ま
す
。
弊

社
は
、
利
用
者
が
弊
社
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
い
る
か

、
ア
カ
ウ
ン
ト
を

持
っ
て
い
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
情
報
を
受
け
取

り
ま
す
。

 

 ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理

支
援
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
よ
う
弊
社
に
指
示
し
た
場
合
、
利
用
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
弊

社

と
共
有
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

3
-
2
. 

他
ア
プ
リ
提
供
者
や
サ

イ
ト
運
営
者
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
同
意
取
得

広
告
主
様
に
遵
守
を
求
め
る
「
広
告
デ
ー
タ
利
用
基
準
」
（
h
tt

p
s:

/
/
ad

s-

h
e
lp

.y
ah

o
o
-
n
e
t.
jp

/
s/

ar
ti
c
le

/
H

0
0
0
0
4
4
2
9
7
?l

an
gu

ag
e
=j

a）
に
お
い
て
、
広
告

主
様
が
当
社

に
デ
ー
タ
を
送
信
す
る
場
合
、
広
告
主
様
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
や
、
ト
ッ
プ
画
面
か
ら

1
～

例
え
ば

 G
o
o
gl

e
 P

la
y 
で
は
、
ア
プ
リ
と
ゲ
ー
ム
が
ユ
ー
ザ
ー
の
デ
バ
イ
ス
上
で

ア
ク
セ
ス
し
よ
う
と
す
る
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
ユ
ー
ザ
ー
が
十
分
な
情
報
を
得
た
上

で
判
断
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
以
前
か
ら
、
デ
ベ
ロ

ッ
パ
ー
へ
、

 G
o
o
gl

e
 P

la
y 
ス
ト
ア
の
ア
プ
リ
一
覧
で
、
ど
の
よ
う
に
個
人
情
報
を

1
-
3
 参

照
。
ま
た
、

M
e
ta

 の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
（
「M

e
ta

 製
品

ま
た
は
統

合
パ
ー
ト
ナ
ー
と
お
客
様
の
情
報
は
ど
の
よ
う
に
共

有
さ
れ

ま
す
か

」
、
「
第

三
者

と
ど
の
よ
う
に
情
報
を
共
有
し
ま
す
か
」
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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や
通
知
を
促
し
て
い
る

か
 

2
回
の
総
裁
で
到
達
で
き
る
場
所
に
取
得
の
事
実
や
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
な
ど
を
以
下

の
よ
う
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
定
め
て
い
ま
す
。

 

1
. 

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
第
三
者
が
提
供
す
る
広

告
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
、
当
該
第
三
者
が
ク
ッ

キ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
ユ
ー
ザ
ー
の
対
象
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
の

訪
問
・
行
動
履
歴
情
報
を
取
得
、
利
用
す
る
こ
と
が
あ
る
旨

 

2
. 

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
第
三
者
が
提
供
す
る
広

告
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
手
段
に
よ
り
、
当
該
第
三

者
に
よ
っ
て
対
象
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
収
集
さ
れ
た
ユ
ー
ザ

ー
の
訪
問
・
行
動
履
歴
情
報
の
広
告
配
信
へ
の
利
用
を
停
止

す
る
こ
と
が
で
き
る
旨

 

 ま
た
、
具
体
的
な
記
載
例
に
つ
い
て
も
以
下
の
と
お
り
提
供
し
て
い
ま
す
。

 

＜
記
載
例
＞

 

●
●
（
広
告
主
様
サ
イ
ト
の
名
称
）で

は
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
第

三
者
が
提
供
す
る
広
告
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
、
当
該
第
三
者
が
ク

ッ
キ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
ユ
ー
ザ
ー
の
●
●
へ
の
訪
問
・
行
動
履
歴
情
報
を
取
得
、

利
用
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
当
該
第
三
者
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
訪
問
・

行
動
履
歴
情
報
は
、
当
該
第
三
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
従
っ
て
取
り
扱

わ
れ
ま
す
。

 

ユ
ー
ザ
ー
は
、
第
三
者
が
提
供
す
る
広
告
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
手
段

に
よ
り
、
取
得
さ
れ
た
訪
問
・
行
動
履
歴
情
報
の
広
告
配
信
へ
の
利
用
を
停
止
で

き
ま
す
。

 

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
：
h
tt

p
s:

/
/
b
to

p
to

u
t.
ya

h
o
o
.c

o
.jp

/
o
p
to

u
t/

in
d
e
x.

h
tm

l  

  

収
集
し
使
用
し
て
い
る
か
を
開
示
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

2
0
2
2
年

4
月
以
降
、
す
べ
て
の
ア
プ
リ
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
提
供
を
義

務
付
け
て
い
ま
す
。

20
1
5
 年

に
 A

n
d
ro

id
 M

ar
sh

m
al

lo
w

 を
公
開
し
た
時
に
は
、

ユ
ー
ザ
ー
が
い
つ
で
も
、
自
身
の
デ
バ
イ
ス
で
こ
ま
め
に
許
可
を
確
認
、
付
与
、

拒
否
で
き
る
ラ
ン
タ
イ
ム
権
限
を
導
入
し
ま
し
た
。

 

パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
利
用
者
が
パ
ー
ト
ナ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
訪

問
、
利

用
し
た
場

合
、
ま
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
が
連
携
す
る
外
部
パ
ー
ト
ナ
ー
を
通

し
て
、
利

用
者
の

デ
ー
タ
を
受
け
取
り
ま
す
。
弊
社
は
、
こ
れ
ら
の
パ

ー
ト
ナ
ー
が
弊

社
に
デ
ー
タ
を

提
供
す
る
前
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
利
用
者
の
デ
ー
タ
を
取

得
、
利
用

、
共

有
す
る

正
当
な
権
利
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
当
該
パ
ー
ト
ナ
ー
に
要

求
し
ま
す
。

 

3
-
3
. 

情
報
収
集
モ
ジ
ュ
ー

ル
や

J
av

aS
c
ri
p
t
の

他
ア
プ
リ
提
供
者
や
サ

イ
ト
運

営
者
へ
の
提
供

に
よ
る
利
用
者
情
報

の
外
部
送
信
の
状
況

 

お
客
様
が

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
の
当
該
広
告
主
や
広
告
配
信
先
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
ペ

ー
ジ
や
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
場
合
に
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
や
ア
プ

リ
に

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
の
「
ウ
ェ
ブ
ビ
ー
コ
ン
」な

ど
を
設
置
し
て
「ク

ッ
キ
ー
」
や
端

末
情
報
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
お
客
様
が
ご
利
用
の
端
末
を
識
別
す
る
た
め
の

情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

 

  

本
質
問
は

 G
o
o
gl

e
 が

デ
ー
タ
に
関
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
ど
の
よ
う
に
や
り
取
り
し

て
い
る
の
か
と
い
う
質
問
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

G
o
o
gl

e
 の

プ
ラ
イ
バ
シ

ー
ポ
リ
シ
ー
に
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

 

こ
れ
ら
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
利
用
者
が
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
を
訪

問
し
た
り
、
サ

ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
り
す
る
際
に
、
あ
る
い
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が

協
力
す
る
他

の
企

業

や
組
織
を
通
じ
て
、
利
用
者
の
情
報
を
収
集
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
ツ
ー
ル

が
ど
の

よ
う
に
機
能
す
る
か
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
説
明
は

、
ヘ
ル

プ
セ
ン
タ
ー

（
h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.f
ac

e
b
o
o
k.

c
o
m

/
h
e
lp

/
33

1
5
0
9
4
9
72

5
3
0
8
7
）
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
ツ
ー
ル
は
、

M
e
ta
に
よ
る
外
部
送
信
を
伴
わ

ず
、
む
し
ろ
企

業
が

サ
イ

ト
、
ア
プ
リ
、
ま
た
は
サ
ー
バ
ー
か
ら

M
e
ta

 に
デ
ー
タ
を
共

有
す
る
こ
と
を
可

能
に

し
ま
す
。

 

 M
e
ta

 の
 P

ix
e
l 
は
、

J
av

aS
c
ri
p
t 
を
使
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル
で
、
パ

ー
ト
ナ

ー
が
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
訪
問
者
や
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
上
で
行

っ
た
行

動
に

関
す
る
デ
ー
タ
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
弊

社
は

、
パ

ー
ト
ナ
ー
が

利
用
者
の
情
報
を
提
供
す
る
前
に
、
そ
の
情
報
を
収

集
、
使

用
、
共

有
す
る
権

利
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
当
該
パ
ー
ト
ナ
ー
に
要
求
し
ま
す
。

 

3
-
4
. 

3
-
3
に
該
当
す
る
場
合

の
、
他
ア
プ
リ
提
供
者

や
サ
イ
ト
運
営
者
へ
の

情
報
提
供
状
況

 

前
述
の
と
お
り
、
広
告
主
様
に
遵
守
を
求
め
る
「
広
告
デ
ー
タ
利
用
基
準
」

（
h
tt

p
s:

/
/
ad

s-
h
e
lp

.y
ah

o
o
-
n
e
t.
jp

/
s/

ar
ti
c
le

/
H

0
0
0
0
4
4
2
9
7?

la
n
gu

ag
e
=
ja
）

に
お
い
て
、
説
明
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
広
告
主
様
の
お
問
い
合
わ
せ

に
応
じ
て
、
以
下
の
ご
案
内
を
す
る
と
い
う
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

①
Y
!広

告
タ
グ

(C
V
タ
グ
お
よ
び
リ
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
タ
グ

)で
送
信
さ
れ
る
情
報
の

内
容

 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
に
通
常
用
い
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
、
デ
バ
イ
ス
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
通
信
に
関
す
る
情
報

 

・
閲
覧
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
デ
ー
タ

 

・
ユ
ー
ザ
ー
識
別
子
（
c
o
o
ki

e
, 
端
末
識
別
子
等
） 

・
タ
グ
発
火
日

時
 

・
広
告
主
が
タ
グ
に
設
定
し
た
情
報

 (
広
告
ア
カ
ウ
ン
ト

ID
、

C
V
ラ
ベ
ル
な
ど

) 

②
利
用
目
的

 

ヤ
フ
ー
広
告

の
配
信
お
よ
び
効
果
分
析
な
ど

 

M
e
ta

 は
、
広
告
主
が
当
社
に
提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル

デ
ー
タ
を
、
第
三

者

（
他
の
広
告
主
を
含
む
）と

共
有
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

 

 M
e
ta

 は
ま
た
、
広
告
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル

を
使
用

し
て
共

有
さ
れ

た
デ
ー
タ
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
や
分
析
を
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
企

業
に

提
供
し
ま
す
。
例
え
ば
、

E
ve

n
ts

 M
an

ag
e
r 
や

A
d
s 

M
an

ag
e
r 
で
す
。
当

社
の

ビ

ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル
利
用
規
約
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
こ
れ

ら
の

レ
ポ
ー
ト
お
よ

び
分
析
は
、
集
計
お
よ
び
匿
名
ベ
ー
ス
で
提
供

さ
れ

ま
す
（
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル
利

用
規
約
の
セ
ク
シ
ョ
ン

2.
a.

ii.
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 こ
れ
ら
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
は

、
ヘ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
で
説

明
し
て
い
ま
す
。

 

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.f
ac

e
b
o
o
k.

c
o
m

/
b
u
si

n
e
ss

/
h
e
lp

/
89

8
1
8
5
5
6
02

3
2
1
8
0
?i

d
=
1
2
05

3
7
6
6 
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③
送
信
先

 

ヤ
フ
ー
株
式
会
社

 

8
2
8
3
2
1
4
2
 

h
tt

p
s:

/
/
w

w
w

.f
ac

e
b
o
o
k.

c
o
m

/
b
u
si

n
e
ss

/
h
e
lp

/
20

0
0
0
0
8
4
00

4
4
5
5
4
?i

d 

=
8
0
2
7
4
5
1
5
6
58

0
2
1
4
. 

3
-
5
 

情
報
収
集
モ
ジ
ュ
ー

ル
や

J
av

aS
c
ri
p
t
に

つ
い
て
、
送
信
さ
れ
る

情
報
の
内
容
や
送
信

先
等
の
変
更
等

 

当
社
が
広
告

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
様
に
無
断
で
、
送
信
さ
れ
る
情
報
の
内
容
や
送
信
先

を
変
更
す
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

 

J
av

a 
sc

ri
p
t 
ピ
ク
セ
ル
を
使
用
し
て
共
有
さ
れ
る
デ
ー
タ
は

、
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル

規
約
に
従
い
、
「ビ

ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル
デ
ー
タ
」と

し
て
扱

わ
れ
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ー

ル
利
用
規
約
の
セ
ク
シ
ョ
ン

1
b
 に

規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
弊
社

は
、
利

用
者

が
弊
社
に
提
供
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル
デ
ー
タ
を
第

三
者

(広
告
主

を
含

む
)と

共

有
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
（た

だ
し
、
弊
社
が
か
か

る
提

供
を
認

め
ら
れ

る
こ
と

を
利
用
者
が
弊
社
に
通
知
し
た
場
合
、
ま
た
は
か
か

る
提

供
が
法

律
に
よ
り
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
）
。

 

3
-
6
. 

複
数
の
他
ア
プ
リ
や
サ

イ
ト
か
ら
利
用
者
情
報

を
収
集
し
て
い
る
場
合

の
、
情
報
管
理
状
況

 

当
社
が
取
り
扱
う
お
客
様
等
の

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
 I
D
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の

ID
、
広
告

ID
（
A

d
ve

rt
is

in
g 

Id
e
n
ti
fi
e
r(

ID
F
A

)お
よ
び

G
o
o
gl

e
 A

d
ve

rt
is

in
g 

Id
e
n
ti
fi
e
r(

A
A

ID
)を

含
み
ま
す
が
こ
れ
に
限
り
ま
せ
ん
）
、
ク
ッ
キ
ー
そ
の
他
の
各

種
識
別
子
を
紐
づ
け
て
管
理
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
記
載
の
利
用
目
的
に

利
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

  

G
o
o
gl

e
 は

収
集
し
た
デ
ー
タ
を
、
デ
ー
タ
の
内

容
、
デ
ー
タ
の
用

途
、
ユ
ー
ザ

ー

の
設
定
内
容
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
一
定
期
間
保
持
し
ま
す
。

 

・
G

o
o
gl

e
 が

収
集
す
る
デ
ー
タ
に
は

、
ユ
ー
ザ

ー
が
い
つ
で
も
削

除
で
き
る
も
の

（
ユ
ー
ザ

ー
が
作

成
ま
た
は
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
）
が

あ
り
ま
す
。

ユ
ー
ザ

ー
は

、
ア
カ
ウ
ン
ト
に
保

存
さ
れ

て
い
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
情

報
も
削

除
で

き
ま
す
。
ま
た
、
一
定
期
間
後

に
自
動
的
に
削
除
さ
れ
る
よ
う
設

定
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

 

・
そ
の
他
の
デ
ー
タ
（
サ
ー
バ

ー
ロ
グ
内
の
広
告

デ
ー
タ
な
ど
）
は
、
一
定
期
間
後

に
自
動
的
に
削
除
さ
れ
る
か
、
匿
名
化
さ
れ
ま
す
。

 

・
サ
ー
ビ
ス
の
使
用
頻
度
に
関
す
る
情
報
な
ど
一
部
の
デ
ー
タ
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が

 

G
o
o
gl

e
 ア

カ
ウ
ン
ト
を
削
除
す
る
ま
で

 G
o
o
gl

e
 が

保
持
し
ま
す
。

 

・
ま
た
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
詐
欺
お
よ
び
濫
用
の
防
止
、
取
引
記
録
の
保
持
な
ど
、

正
当
な
業
務
上
ま
た
は
法
律
上
の
目
的
の
た
め
に
必
要
に
応
じ
て
他
の
デ
ー
タ

よ
り
も
長
期
間
保
持
す
る
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

 

第
三
者
の
ア
プ
リ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
収
集
し
た
情
報

は
、
以
下

の
と
お
り
、

 弊

社
の
デ
ー
タ
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
い
て
管
理
／
保
存

さ
れ

て
い
ま
す
。

 

 弊
社
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
は
、
当
社
が
ど
の
よ
う
に
情
報

を
転

送
す
る

か
に
つ
い
て
の
詳
細
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
（
「情

報
の

転
送

方
法

」
を
参

照
）
。

こ
れ
に
は
、
国
際
的
な
デ
ー
タ
転
送
に
関
す
る
情

報
の

保
護
方
法

も
含

ま
れ

ま

す
。

 

 弊
社
は
、
社
内
の
オ
フ
ィ
ス
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
と
、
ま
た
、
社
外
の

弊
社

パ
ー
ト

ナ
ー
、
効
果
測
定
を
行
う
ベ
ン
ダ
ー
、
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
、
そ
の

他
の
第

三
者
と
、
取
得
す
る
情
報
を
世
界
規
模
で
共
有
し
て
い
ま
す
。

M
et

aは
利

用
者

、

パ
ー
ト
ナ
ー
、
社
員
を
全
世
界
に
も
つ
グ
ロ
ー
バ

ル
な
企

業
で
あ
る
た
め
、
移

転

は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

理
由

に
は
以

下
の

よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

 

• 
ご
利
用
の

M
e
ta
製
品
の
規
約
お
よ
び
本
ポ
リ
シ
ー
に
定

め
る
サ

ー
ビ
ス
を
運

営

し
、
提
供
す
る
た
め
。
こ
れ
に
は
、
利
用
者
が
世
界

中
に
い
る
家
族

や
友

達
と
情

報
を
共
有
し
、
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

含
ま
れ

ま
す
。

 

• 
弊
社
製
品
の
修
復
、
分
析
、
向
上
を
可
能
と
す
る
た
め
。

 

 ま
た
上
記
の
と
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ー
ル
を
使
用
し
て

M
e
ta

 と
共
有

さ
れ

る
情

報

は
、

M
e
ta

 B
u
si

n
e
ss

 T
o
o
ls

 T
e
rm

s、
M

e
ta

 D
at

a 
S
e
c
u
ri
ty

 T
e
rm

s、
お
よ
び

M
e
ta

 D
at

aP
ro

c
e
ss

in
g 

T
e
rm

s）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
に
管

理
さ
れ

ま

す
。

 

４
．
他
社
へ
の
デ
ー
タ
提
供
、
他
社
と
の
連
携
の
状
況

 

4
-
1
. 

他
社
に
対
す
る
、
取
得

し
た
利
用
者
情
報
・
位

置
情
報
に
基
づ
く
デ
ー

タ
提
供

の
内
容
、
提
供

に
関
す
る
留
意
点
（
ユ

ー
ザ
へ

の
説
明
、
他

社
の
監
督
、
安
全
管

理
な
ど
）
 

法
令
で
認
め
ら
れ
た
場
合
の
ほ
か
、
お
客
様
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
場
合
に
限

り
、
お
客
様
へ
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ

ー
の
範
囲
内
で
グ
ル
ー
プ
企
業
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
へ
の
デ
ー
タ
連
携
を
行
う
こ

と
に
つ
い
て
、
連
携
す
る
デ
ー
タ
の
範
囲
、
連
携
先
に
範
囲
等
に
つ
い
て
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
連
携
」

（
h
tt

p
s:

/
/
p
ri
va

c
y.

ya
h
o
o
.c

o
.jp

/
c
o
n
n
e
c
ti
o
n
/
）
の
項
目
で
説
明
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
社

は
、
当
社
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
て
い
る

第
三
者
に
の

み
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
提
供
し
ま
す
。

 

な
お
、
位
置

情
報
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
「
位
置
情
報
の
利

用
に
つ
い
て
」
の
項
目
で
、
取
得
し
た
お
客
様
の
位
置
情
報
（
端
末
か
ら
取
得
可

能
な

G
P

S
位
置
情
報
、

W
i-

F
i情

報
、

B
lu

e
to

o
th

情
報
等
）
を
サ
ー
ビ
ス
等
の

提
供
（
お
客

様
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、
お
客
様
へ
の
お
知
ら
せ
、
適

切
か
つ
安
全
な
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
の
た
め
の
不
正
対
策
を
含
み
ま
す
）
、
改

善
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
等
の
検
討
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
ご
利
用
状
況
等
の
調
査
、

分
析
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
旨
を
説
明
し
て
お
り
ま
す
。

 

  

G
o
o
gl

e
 以

外
の
者
と
の
個
人
情
報
共
有
に
関
す
る

 G
o
o
gl

e
 の

ポ
リ
シ
ー
は
、

G
o
o
gl

e
 の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
｢ご

自
分
の
情
報
の
共
有
｣の

項
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

G
o
o
gl

e
 の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

 ポ
リ
シ
ー
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
個

人
情
報
並
び
に
第
三
者
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

 

1
-
3
 参

照
。
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4
-
2
. 

利
用
者
情
報
・
位
置
情

報
の
取
得
・
活
用
に
関

す
る
、
他
社
と
の
連
携

状
況
、
連
携
に
関
す
る

留
意
点
（
ユ
ー
ザ
へ
の

説
明
、
他
社
の
監
督
、

安
全
管
理
等
）
 

上
記
の
と
お
り
、
同
意
取
得
に
あ
た
っ
て
の
お
客
様
へ
の
情
報
提
供
の
在
り
方

に
つ
い
て
は

、
法
務
部
門
が
事
業
部
門
と
調
整
の
上
判
断
し
、
お
客
様
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
与
え
得
る
影
響
等
に
応
じ
て
、
さ
ら
に
デ
ー
タ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
D

D
）
会

で
検
討
し
た
上
で
、
チ
ー
フ
・
デ
ー
タ
・
オ
フ
ィ
サ
ー
（
C

D
O
）
が
責
任
者
と
し
て
決

裁
す
る
仕
組
み
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
こ
れ

ら
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
が
適
切
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
第
三

者
か
ら
監
視
・
評
価
を
受
け
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、
社
内
の
デ
ー
タ
利
用
等

に
通
じ
た
者
が
同
様
に
第
三
者
的
な
立
場
か
ら
監
視
・
評
価
す
る
た
め
の
仕
組

み
と
し
て
、
デ
ー
タ
・プ

ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
（D

P
O
）を

設
置
し
て
お
り
ま

す
。

 

ま
た
、
当
社

は
、
当
社
が
定
め
る
基
準
を
満
た
す
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
て
い
る

第
三
者
に
の
み
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
提
供
し
ま
す
。

 

な
お
、
上
記

の
と
お
り
、
位
置
情
報
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の

「
位
置
情
報
の
利
用
に
つ
い
て
」の

項
目
で
、
取
得
し
た
お
客
様
の
位
置
情
報

（
端
末
か
ら
取
得
可
能
な

G
P

S
位
置
情
報
、

W
i-

F
i情

報
、

B
lu

et
o
o
th

情
報

等
）
を
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
（お

客
様
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、
お
客

様
へ
の
お
知
ら
せ
、
適
切
か
つ
安
全
な
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
の
た
め
の
不
正
対

策
を
含
み
ま
す
）
、
改
善
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
等
の
検
討
、
サ
ー
ビ
ス
等
の
ご
利

用
状
況
等
の
調
査
、
分
析
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
旨
を
説
明
し
て
お
り
ま
す
。

 

  

G
o
o
gl

e
 は

、
以
下
の
場
合
を
除
い
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
個
人
情
報
を

 G
o
o
gl

e
 以

外

の
企
業
、
組
織
、
個
人
と
共
有
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 ユ
ー
ザ

ー
の
同
意
を
得
た
場
合

  

G
o
o
gl

e
 は

、
ユ
ー
ザ
ー
の
同
意
を
得
た
場
合
に
、

G
o
o
gl

e
 以

外
の
者
と
個
人
情

報
を
共
有
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ユ
ー
ザ

ー
が

 G
o
o
gl

e
 H

o
m

e
 か

ら
予
約
サ
ー
ビ

ス
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
予
約
し
た
場
合
、
ユ
ー
ザ
ー
の
許
可
を
得
た
う
え
で
ユ
ー
ザ
ー

の
お
名
前
や
電
話
番

号
を
レ
ス
ト
ラ
ン
と
共

有
し
ま
す
。
機

密
性

の
高
い
個
人
情

報
を
共
有
す
る
場
合
は
、
ユ
ー
ザ
ー
に
明
示
的
な
同
意
を
求
め
ま
す
。

 

 ド
メ
イ
ン
管
理
者
の
場
合

  

G
o
o
gl

e
 サ

ー
ビ
ス
を
使
用
す
る
組
織
の
従
業
員
ま
た
は
学
生
の
場
合
、
お
使
い

の
 G

o
o
gl

e
 ア

カ
ウ
ン
ト
に
は
、
ア
カ
ウ
ン
ト
を
管
理
す
る
ド
メ
イ
ン
管
理
者
お
よ
び

販
売
パ
ー
ト
ナ
ー
が
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

 

ド
メ
イ
ン
管
理
者
お
よ
び
当
該

販
売
パ

ー
ト
ナ
ー
は
次

の
こ
と
を
行

う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

  

・
ユ
ー
ザ

ー
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
保
存

さ
れ

た
情

報
（
メ
ー
ル
な
ど
）
に
ア
ク
セ
ス
し
、

そ
の
情
報
を
保
持
す
る
こ
と
。

  

・
ユ
ー
ザ
ー
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
関

す
る
統
計
情

報
（
ユ
ー
ザ
ー
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し

た
ア
プ
リ
の
数
な
ど
）
を
表
示
す
る
こ
と
。

  

・
ユ
ー
ザ
ー
の
ア
カ
ウ
ン
ト
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
変
更
す
る
こ
と
。

  

・
ユ
ー
ザ
ー
の
ア
カ
ウ
ン
ト
の
ア
ク
セ
ス
権
を
一
時
停
止
ま
た
は
停
止
す
る
こ
と
。

  

・
適

用
さ
れ

る
法

律
、
規
制

、
法

的
手

続
き
、
ま
た
は

強
制
力

の
あ
る
政

府
機
関

の
要
請
に
応
じ
る
た
め
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
ア
カ
ウ
ン
ト
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
。

  

・
ご
自
分
の
情
報
ま
た
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
設
定
の
削
除
や
編
集
を
行
う
ユ
ー
ザ
ー

の
権
限
を
制
限
す
る
こ
と
。

 

 外
部
処
理
の
場
合

  

G
o
o
gl

e
 は

、
G

o
o
gl

e
 の

関
連
会
社
お
よ
び
そ
の
他
の
信
頼
で
き
る
企
業
ま
た
は

個
人
に
対
し
、
個
人
情
報
を

 G
o
o
gl

e
 の

た
め
に
処
理
さ
せ
る
目
的
で
当
該
個
人

情
報

を
提
供

し
ま
す
。
そ
の

場
合

、
当

該
関

連
会

社
、
企

業
、
ま
た
は

個
人

は
、

G
o
o
gl

e
 の

指
示
に
基
づ
き

 G
o
o
gl

e
 の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

 ポ
リ
シ
ー
な
ら
び
に
そ
の

他
の
適
切
な
機
密
保
持
お
よ
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
方
策
に
従
っ
て
当
該
処
理
を
行

い
ま
す
。
た
と
え
ば

、
G

o
o
gl

e
 で

は
カ
ス
タ
マ
ー

 サ
ポ
ー
ト
の

提
供
を
サ
ー
ビ
ス

 

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
委
託
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

 G
o
o
gl

e
 は

、
個
人
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
担
当
者
を
、
そ
の
情
報
の
処
理
の
た

め
に
そ
の
情
報
を
必
要
と
す
る

 G
o
o
gl

e
 の

社
員
、
請
負
業
者
ま
た
は
業
務
委
託

先
、
お
よ
び
代
理
人

に
限
定
し
て
い
ま
す
。
内
部

ツ
ー
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

厳
重

に
管
理

さ
れ
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
の
悪

用
に
対
し
て
は

ゼ
ロ
・
ト
レ
ラ
ン
ス
・
ポ
リ
シ

ー
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
従
業
員
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
当
該
担
当
者
は
い

ず
れ

も
、
厳
格
な
契

約
上
の

守
秘
義

務
を
負

っ
て
お
り
、
当
該
義

務
を
履
行
し
な

か
っ
た
場
合
は
懲
戒
処
分
ま
た
は
契
約
解
除
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

 法
律
上
の
理
由
の
場
合

  

G
o
o
gl

e
 は

、
個
人
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
使
用
、
保
存
、
ま
た
は
開
示
が
以
下
の

理
由
で
合
理
的
に
必
要
だ
と
誠
実
に
判
断
し
た
場
合
、
そ
の
情
報
を

 G
o
o
gl

e
 以

外
の
者
と
共
有
し
ま
す
。

  

適
用

さ
れ

る
法

律
、
規

制
、
法

的
手

続
き
ま
た
は

強
制

力
の

あ
る
政

府
機

関
の

要
請

に
応

じ
る
た
め
。
政

府
か

ら
受

け
た
要

請
の

数
と
種

類
に
つ
い
て
の

情
報

は
、

G
o
o
gl

e
 の

透
明
性
レ
ポ
ー
ト
で
開
示
し
て
い
ま
す
。

  

違
反
の

可
能

性
の

調
査
な
ど
、
適
用

さ
れ

る
利

用
規

約
の
遵
守

徹
底

を
図

る
た

め
。

  

不
正
行
為

、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
技
術

上
の
問

題
に
つ
い
て
検

知
、
防

止
ま
た
は
そ

の
他
の
対
処
を
行
う
た
め
。

  

こ
こ
数
年
間
、
弊
社
は
デ
ー
タ
の
扱
い
方
を
変
更

し
、
デ
ー
タ
へ
の

ア
ク
セ
ス
と
デ

ー
タ
の
管
理
に
関
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
責
任
の
持
ち
方
を
変

え
て
き
ま
し
た
。

 

A
P

I 
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
、
ア
プ
リ
レ
ビ
ュ
ー
を
拡

張
し
、
ア
プ
リ
開

発
者

の

調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
開
発
者
が

 F
ac

eb
o
o
k 
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
責

任
を

持
っ
て
使
用
し
続
け
る
た
め
に
必
要
な
ツ
ー
ル
と
情

報
を
確

実
に
持

て
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
弊
社
は
次
の

4
 つ

の
分
野
で
改
善
を
図

っ
て
き
ま
し
た
。

 

• 
開
発
者
に
デ
ー
タ
の
使
用
と
シ
ェ
ア
に
関
す
る
さ
ら
に
明

確
に
な
っ
た
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
提
供
し
ま
す
。

 

• 
開
発
者
に
責
任
を
持
た
せ
る
た
め
の
新
し
い
ツ
ー
ル

と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
ビ
ル

ド

し
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
年
ご
と
の
デ
ー
タ
の
使
用

状
況
の

確
認
プ
ロ
セ
ス
が

あ

り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
開
発
者
は

 M
e
ta

 プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

 A
P

I 
経

由

で
自
分
た
ち
が
ア
ク
セ
ス
す
る
デ
ー
タ
の
タ
イ
プ
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、
デ
ー
タ
の
利
用

方
法
が

 M
e
ta

 の
規
約
と
ポ
リ
シ
ー
に
準
拠
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

で
き
ま
す
。

 

• 
開
発
者
の
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
を
改
善
す
る
。
開
発
プ
ロ
セ
ス
と
ア
プ
リ
レ
ビ
ュ
ー

プ
ロ
セ
ス
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
多
種
多
様
な
開

発
者
を
よ
り
良

く
サ

ポ
ー
ト
で
き

る
よ
う
に
し
、
ア
プ
リ
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
を
更
新
し
て
必

要
な
す
べ
て
の

ア
ク
シ
ョ
ン

を
さ
ら
に
容
易
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
き
ま
し

 た
。

 

• 
利
用
者
の
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
を
改
善
し
、
ア
プ
リ
で
利
用

者
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
エ

ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
追
加
の
ポ
リ
シ
ー
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
提

供
し
て

い
ま
す
。

 

 最
初
の
分
野
で
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
弊

社
は

２
０
２
０
年

7
 月

、
弊

社
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
ツ
ー
ル
を
使
用
す
る
際
、
デ
ー
タ
を
保

護
し
、
利

用
者

の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
す
る
と
い
う
責
任
を
事
業
者

と
開

発
者

が
明
確

に
理

解
で
き

る
よ
う
、
新
し
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
規
約
と
開
発

者
ポ
リ
シ
ー
を
導

入
し
ま
し
た
。

 

 プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
規
約

:プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
規
約

は
更

新
さ
れ

、
デ
ー
タ
利

用
の

制
限
、
デ
ー
タ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
要
件
、
規
定
の
実
施

、
利
用

規
約
と
保

証
(知

的
財

産
権
な
ど

)に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、

F
ac

e
b
o
o
k 
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
で
製
品
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
ビ
ル
ド
す
る
際
の

、
開

発
者
の
権

利
と
責
任

を

よ
り
良
く
概
説
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

 

• 
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
デ
ー
タ
の
利
用
と
シ
ェ
ア
：
更
新
さ
れ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
規

約
で
は
、

F
ac

eb
o
o
k 
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
開
発

者
が

受
け
取

る
デ
ー
タ
の

二
層
構
造
を
定
義
し
、
各
層
の
デ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
利
用

し
シ
ェ
ア
す
る
か

に

関
す
る
明
確
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
デ
ー
タ

と
制
限
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
デ
ー
タ
と
い
う
こ
の
新

し
い
区

分
は

、
情

報
開

発
者
が

利
用
者
の
明
示
的
な
同
意
な
し
に
第
三
者
と
シ
ェ
ア
で

 き
る
も
の

を
制

限
し
、
利

用
者
デ
ー
タ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
保
護
を
強
化
し
ま
す
。

 

• 
デ
ー
タ
の
削
除
：
デ
ー
タ
削
除
に
関
す
る
ポ
リ
シ
ー
の

要
件

も
明

確
化

し
て
い
ま

す
。
開
発
者
は
、
正
当
な
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
目
的
の
た
め
の

デ
ー
タ
利

用
の

必
要

が
な
く
な
っ
た
場
合
、
開
発
者
が
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
運

営
を
中
止

し
た
場

合
、

弊
社

F
ac

e
b
o
o
k 
社
が
削
除
を
要
請
し
た
場
合
、
ま
た
は

開
発
者
が

デ
ー
タ
を
間

違
っ
て
受
け
取
っ
た
場
合
、
開
発
者
は
デ
ー
タ
を
削

除
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ

ま

す
。

 

• 
施
行

&
監
督
：
本
規
約
で
は
、
開
発
者
に
対
す
る
弊

社
の

デ
ー
タ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

要
件
の
規
定
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
漏

え
い
が

発
生
し
た
場
合

に
は

、

弊
社
に
通
知
し
、
す
ぐ
に
問
題
の
修
復
を
始
め
、
妥

当
な
範

囲
で
弊

社
と
協
働

す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
監
査
、
停
止

、
施

行
に
関
す
る
弊

社
の

規

定
も
明
確
化
し
て
い
ま
す
。

 

• 
開
発
者
ポ
リ
シ
ー
：
統
合
、
品
質
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

、
ユ
ー
ザ

ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン

ス
、
コ
ン
テ
ン
ツ
、
美
的
、
機
能
に
関
す
る
ポ
リ
シ
ー
が

、
開

発
者
ポ
リ
シ
ー
と
い
う

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

 1
-
4
 及

び
 3

-
1
 参

照
。
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法
律
上
の
義
務
に
応
じ
て
、
ま
た
は
法
律
上
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、

G
o
o
gl

e
、

G
o
o
gl

e
 の

ユ
ー
ザ
ー
、
ま
た
は
一
般
の
人
々
の
権
利
、
財
産
、
ま
た
は
安
全
に

害
が
及
ぶ
こ
と
を
防
ぐ
た
め
。

 

５
．
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
に
よ
る
情
報
取
得
へ
の
対
応
方
針

 

5
-
1
. 

ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
や
ア

プ
リ
経
由
等
で
サ
ー
ド

パ
ー
テ
ィ
が
情
報
取
得

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

方
針

 

（
T
h
ir
d
 P

ar
ty

 C
o
o
ki

e

や
広
告

ID
等
の
取
扱

い
）
 

ウ
ェ
ブ
と
ア
プ
リ
で
方

針
は
同
じ
か
異
な
る

か
。

 
 

Y
ah

o
o
! 
J
A

P
A

N
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
に
対
し
て
、
「
ク
ッ
キ
ー
」
や
「
ア
プ
リ
開

発
キ
ッ
ト
」
な
ど
を
用
い
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
取
得
を
認
め
て
い
る
場
合
が

あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
「
利
用
者
情
報
の
外
部
送
信
に
関
す
る
公
表

事
項
」
（
h
tt

p
s:

/
/
p
ri
va

c
y.

ya
h
o
o
.c

o
.jp

/
ac

q
u
is

it
io

n
/
th

ir
d
p
ar

ti
e
s.

h
tm

l）
に
お

い
て
こ
れ
ら
を
説
明
す
る
と
と
も
に
取
得
先
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

 

 パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
へ
送
信
さ
れ
た
利
用
者
に
関
す
る
情
報
は
、
以
下
の
よ
う
な
目

的
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
に
沿
っ
て

取
り
扱
わ
れ

ま
す
。

 

• 
広
告
の
配

信
お
よ
び
最
適
化
の
た
め

 

• 
広
告
の
効

果
測
定
お
よ
び
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
改
善
の
た
め

 

• 
広
告
閲
覧

者
の
店
舗
来
店
状
況
の
分
析
の
た
め

 

• 
お
客
様
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
等
を
ご
提
供
す
る
た
め

 

• 
地
図
お
よ
び
渋
滞
情
報
の
提
供
等
の
た
め

 

• 
サ
ー
ビ
ス
等
の
改
善
お
よ
び
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
等
を
検
討
す
る
た
め

 

• 
サ
ー
ビ
ス
等
の
ご
利
用
状
況
等
を
調
査
、
分
析
す
る
た
め

 

• 
お
客
様
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
た
め

 

• 
お
客
様
等
に
当
社
お
よ
び
パ
ー
ト
ナ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
お
知
ら
せ

を
す
る
た
め

 

• 
サ
ー
ビ
ス
等
を
安
全
に
ご
提
供
す
る
た
め

 

• 
お
客
様
へ
商
品
の
配
送
、
代
金
請
求
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
等
を
す
る
た
め

 

第
三

者
と
の

ユ
ー

ザ
ー

の
情

報
共

有
に
関

す
る

 
G

o
o
gl

e
 
の

ポ
リ
シ
ー
は

、

G
o
o
gl

e
 の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
の

｢ご
自
分

の
情

報
の

共
有

｣に
規
定

さ
れ

て
い
ま
す
。

G
o
o
gl

e
 の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
は
す
べ
て
の
ユ
ー
ザ
デ
ー
タ
及

び
第

三
者

に
つ
い
て
グ
ロ
ー
バ

ル
に
適

用
さ
れ

る
も
の
で
す
。
詳

細
は

上
記

 １

－
３

 の
記
載
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

 

 G
o
o
gl

e
 は

、
ユ
ー
ザ
ー
の
デ
ー
タ
を
匿
名
化
、
統
計
化
し
個
人
が
特
定
で
き
な

い
形
で
第
三
者
と
共
有
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

弊
社
は
、
人
々
の
公
開
デ
ー
タ
お
よ
び
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
デ
ー
タ
を
収

集
す
る
た
め

に
設
計
さ
れ
た
自
動
化
さ
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
、
あ
ら
ゆ
る
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
や

サ
ー
ビ
ス
を
標
的
に
し
て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ク
レ
イ
パ

ー

（
悪
意
の
あ
る
ア
プ
リ
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ス
ク
リ
プ
ト
）
は

、
弊

社
が
構

築
し
、
そ
し

て
改
善
す
る
防
御
に
対
応
し
て
、
検
出
を
回
避
す
る
た
め
に
絶
え
ず
戦

術
を
適

応
さ
せ
て
お
り
、
非
常
に
敵
対
的
な
領
域
で
あ
る
こ
と
も
承

知
し
て
い
ま
す
。

 

 攻
撃
者
に
と
っ
て
ス
ク
レ
イ
ピ
ン
グ
を
よ
り
難
し
く
、
よ
り
高

い
代
償

を
必

要
と
す
る

た
め
の
大
規
模
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
弊

社
は

 2
0
1
1
 年

か
ら

バ
グ
発
見
報
奨
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は

、
外

部
の
研
究
者
が
潜
在
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
脆
弱
性
を
報

告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

弊
社
の
製
品
と
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
向

上
に
貢

献
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
よ
り
良
く
保
護

す
る
た
め
に

問
題
を
よ
り
早
く
検
出
・
修
正
す
る
の
に
役
立
っ
て
お
り
、
ま
た
、
資

格
の

あ
る
参

加
者
に
報
酬
を
授
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
質

の
高

い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研

究
が

促
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

 2
0
21

 年
だ
け
で
も
、

4
6
 カ

国
以

上
の

研
究

者
に

 2
3
0
万

米
ド
ル
以
上
を
授
与
し
、
合
計
で
約

 2
5
,0

0
0
 件

の
報

告
を
受
け
、

8
0
0
 件

以
上

に
対
し
て
報
奨
金
を
授
与
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
1
 年

1
2
 月

に
は

、
弊

社
は

バ
グ
発

見
報
奨
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
大
を
発
表
し
ま
し
た
。
拡

大
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
弊
社
は
以
下
の
よ
う
な
報
酬
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

 

• 
個
人
情
報
ま
た
は
機
密
情
報
（
例
：電

子
メ
ー
ル

、
電

話
番
号

、
住

所
、
宗

教
 ま

た
は
政
治
的
所
属
）を

含
む
、
少
な
く
と
も

 1
0
 万

件
の

ユ
ニ
ー
ク
な

 F
ac

e
b
o
o
k 

利
用
者
レ
コ
ー
ド
を
含
む
保
護
さ
れ
て
い
な
い
ま
た
は
公

開
さ
れ
て

 い
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
関
す
る
報
告

 

• 
弊
社
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
け
る
ス
ク
レ
イ
ピ
ン
グ
バ

グ
に
関

す
る
有

効
な

報
告

 

5
-
2
. 

フ
ィ
ン
ガ
ー
プ
リ
ン
ト
、

U
n
if
ie

d
 I
D

 2
.0
等
の

ク
ッ
キ
ー
の
代
替
手
段

で
の
情

報
取
得
の
動

き
に
つ
い
て
の
考
え
方

 

広
告
事
業
に
お
い
て
、
現
在
の

3
rd

 P
ar

ty
 C

o
o
ki

e
に
よ
る
場
合
よ
り
も
お
客
様

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
担
保
で
き
る
代
替
手
段
が
あ
れ
ば
導
入
を
検
討
す
る

可
能
性
は
ご
ざ
い
ま
す
。

 

す
べ

て
の

人
に
開

か
れ

た
ウ
ェ
ブ
を
維

持
す
る
た
め
に
、
広

告
は

不
可

欠
な
要

素
で
す
。
し
か
し
、
変
化

す
る
ユ
ー
ザ

ー
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
へ

の
期

待
に
応

え
ら
れ
な
け
れ

ば
、
そ
の

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の

存
続

は
望

め
ま
せ
ん
。
多

く
の

人
々

は
ウ
ェ
ブ
を
閲
覧
す
る
際
に
身
元
や
情
報
が
安
全
に
保
た
れ
る
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。
こ
の

た
め
、

C
h
ro

m
e
 チ

ー
ム
で
は

プ
ラ
イ
バ

シ
ー
サ

ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
を
ご

紹
介
し
ま
し
た
。

 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
サ

ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
の

重
要

な
目

的
は

、
個

別
ユ
ー
ザ

ー
に
関

す
る

デ
ー
タ
を
共
有
し
た
り
秘
密

裏
に
追

跡
し
た
り
す
る
、
不
透
明

も
し
く
は
ユ
ー
ザ
ー

か
ら
見
え
な
い
技
術

か
ら
、
人

々
を
保

護
す
る
技
術
を
開
発

す
る
こ
と
で
す
。
（
こ

れ
は
フ
ィ
ン
ガ
ー
プ
リ
ン
ト
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
） 

一
例
と
し
て
は
、
端
末
の

 I
P

 ア
ド
レ
ス
を
悪
用
し
て
、
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
の
知
識
が
な

い
利

用
者

や
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
の

選
択

肢
が

な
い
利

用
者

を
特

定
し
よ
う
と
す
る
と

い
っ
た
手
法
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

C
h
ro

m
e
 は

、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
通
常
の
動
作
を

妨
げ
る
こ
と
な
く
利
用
者
の

 ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

 を
保
護
す
る
た
め
に
、

IP
 ア

ド
レ

ス
を
マ
ス
ク
す
る
方
法
の
新
た
な
仕
様
提
案
と
し
て

 G
n
at

c
at

c
he

r 
を
公
開
し
ま

し
た
。
他
の

提
案
仕

様
と
同

様
に
、
ウ
ェ
ブ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か

ら
の

フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク

に
基
づ
き
今
後
も
改
良
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

 

こ
の
点
に
関
す
る

 G
o
o
gl

e
 の

考
え
に
関
す
る
詳
細
は
こ
ち
ら
よ
り
ご
確
認
頂
け

ま
す
。

 

オ
ン
ラ
イ
ン
広
告
業
界
で
は
、
以
前
か
ら
、
異
な
る
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
間

で
収

集
さ
れ

る
デ
ー
タ
の
収
集
と
使
用
を
制
限
す
る
方
向
で
動
い
て
い
ま
す
。

A
p
p
le

 は
数

年

前
か
ら

 S
af

ar
i 
ブ
ラ
ウ
ザ
で
ク
ッ
キ
ー
を
使
用
す
る
機

能
を
制

限
し
て
い
ま
す
。

G
o
o
gl

e
 も

 2
0
2
3
 年

後
半
に
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
製
ク
ッ
キ
ー
を
段
階

的
に
廃

止
す

る
予
定
で
す
。

 

 弊
社
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し
な
が

ら
パ

ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ

た
広
告
を
可
能
に
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
構
築
す
る
と
同
時

に
、
自

由
で
オ
ー
プ

ン
な
ウ
ェ
ブ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
す
。

 

 弊
社
は
今
後
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
る
透
明
性
と
利

用
者

に
よ
る
管

理
を
確

保

す
る
べ
く
投
資
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
業
界
に
お
け
る
他

の
事
業

者
も
こ
う
し
た

原
則
を
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の

基
礎

に
据

え
る
で
し
ょ
う
し
、
ま

た
そ
う
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
や

る
べ
き
こ
と
が

あ
る
こ

と
も
認
識
し
て
い
ま
す
。

 

 こ
こ
数
年
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
き
た
方
法
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
今

後
も
優

先
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
技

術
（
P
E
T
s）
へ

の
投

資
で

す
。
こ
れ
は
、
処
理
す
る
個
人
情
報
を
最
小
限
に
し
な
が

ら
パ

ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ

れ
た
広
告
を
提
供
し
、
個
人
情
報
の
保
護
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま

す
。

P
E
T
s 
は
、
暗
号
技
術
や
統
計
学
な
ど
の
高

度
な
技

術
を
駆
使

し
て
い
ま
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す
。
こ
れ
ら
の
技
術
は
、
広
告
の
測
定
や
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

重

要
な
機
能
を
維
持
し
な
が
ら
、
処
理
す
る
デ
ー
タ
を
最
小

限
に
す
る
の

に
役

立
ち

ま
す
。
例
え
ば
、
購
入
し
た
商
品
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
個
人

情
報

を
遠

隔

地
の
サ
ー
バ
ー
や
ク
ラ
ウ
ド
に
送
信
す
る
こ
と
な
く
、
利

用
者

の
デ
バ

イ
ス
に
残

っ

て
い
る
デ
ー
タ
を
使
っ
て
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
学
習
す
る
方

法
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
例
え
ば
、

M
P

C
（
S
e
c
u
re

 M
u
lt
i-

P
ar

ty
C

o
m

p
u
ta

ti
o
n
）
は

、
2
 つ

以
上

の

組
織
が
、
互
い
に
情
報
を
知
る
こ
と
を
で
き
な
く
し
な
が

ら
も
協

同
す
る
こ
と
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

し
た
広

告
測
定

シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
た
業
界
の
取
り
組
み
を
リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。

 

 ま
た
、

W
o
rl
d
 F

e
d
e
ra

ti
o
n
 o

f 
A

d
ve

rt
is

e
rs
（
世

界
広

告
主

連
盟
）
の

ク
ロ
ス
メ
デ

ィ
ア
測
定
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
な
ど
、
業
界
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
参

加
し
、
高

度
な
広
告

ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
可
能
に
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
重
視

の
測
定

シ
ス
テ
ム
の
構

築
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

 

 こ
れ
ら
の
技
術
は
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
一
部
で
す
が

、
同

時
に
、
デ
ー
タ
の

最
小

化

な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
基
本
的
な
原
則
を
守

り
な
が

ら
、
当

社
の

製
品
が

デ
ー
タ
を
収
集
・
使
用
す
る
方
法
を
検
討
し
続
け
る
必

要
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

人
々
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
つ
つ
、
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
広

告
の
メ
リ
ッ

ト
を
維
持
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

 

 ま
た
、
業
界

や
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
、
政
策
立
案
者
な
ど
と
協

力
し
て
、
人

々
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
し
つ
つ
、
自
由
で
オ
ー
プ
ン
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
あ
ら
ゆ
る
規
模
の
企
業
が
広
告
を
通
じ
て
顧
客

に
リ
ー
チ
で
き
る
よ
う
に
す
る

方
法
を
模
索
す
る
こ
と
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。
当
社

は
、

C
o
o
ki

e
 や

デ
ー
タ
収

集
に
関
す
る
ポ

 リ
シ
ー
や
慣
行
の
変
化
に
合
わ
せ

て
、
こ
の

活
動

を
継

続
し
て

い
き
ま
す
。

 

６
．

P
IA
・
ア
ウ
ト
カ
ム
に
つ
い
て
の
考
え
方

 

6
-
1
. 

P
IA

の
導
入
状
況

 

（
G

D
P

R
の

D
P

IA
の

具
体
的
な
実
施
方
法

や
、
そ
の
他
の
実
施

事
例
）
 

上
記
の
と
お
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
影
響
評
価
（
P
IA
）
の
運
用
体
制
を
整
備
し
て
本

格
運
用
に
向
け
て
取
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る

 G
o
o
gl

e
 の

投
資
は
、
す
べ
て
の
プ
ロ

ダ
ク
ト
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
ま
す
。

G
o
o
gl

e
 
の
製
品
や
機
能
は
、

G
o
o
gl

e
 社

内
全
体
か
ら
の
意
見
に
加
え
て
、
世
界
中
の
ユ
ー
ザ
ー
や
専
門
家
か
ら
定
期
的

に
意
見
を
募
る

 G
o
o
gl

e
 の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
デ
ー
タ
保
護
オ
フ
ィ
ス
の
専
門
家

の
承
諾
を
得
る
ま
で
提
供
を
開
始
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

弊
社
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
レ
ビ
ュ
ー
の
プ
ロ
セ
ス
は

、
M

e
ta

 の
新
し
い
製

品
、
サ

ー

ビ
ス
、
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
開
発
す
る
際
の
中
心
的
な
部

分
で
す
。
こ
の

プ
ロ
セ
ス
を

通
じ
て
、
新
規
ま
た
は
更
新
さ
れ
た
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
慣
行

の
一

部
と
し
て
デ

ー
タ
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
、
保
護
さ
れ
る
か
を
評
価

し
ま
す
。
私

た
ち
は

、
個

人
情
報
の
収
集
、
使
用
、
共
有
に
関
わ
る
潜
在
的

な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
リ
ス
ク
を
特

定
し
、
そ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
軽
減
策
を
策
定

し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
目

標
は
、
私
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
私
た
ち
の

製
品

と
サ

ー
ビ
ス
の

利
点

を

最
大
化
す
る
一
方
で
、
潜
在
的
な
リ
ス
ク
を
特
定
し
軽

減
す
る
た
め
に
前

も
っ
て

取
り
組
む
こ
と
で
す
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
製
品
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
法

的
規

制
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
ポ
リ
シ
ー
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

つ
、
法
務

、
ポ
リ
シ
ー
、

そ
の
他
の
ク
ロ
ス
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
チ
ー
ム
に
ま
た
が

る
社
内

の
プ
ラ
イ
バ

シ

ー
専
門
家
の
専
門
家
グ
ル
ー
プ
と
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
レ
ビ
ュ
ー
チ
ー
ム
が

主
導

す

る
、
協
力
的
で
ク
ロ
ス
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
こ
の

グ
ル

ー
プ
は

、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
レ
ビ
ュ
ー
の
決
定
と
推
奨
を
行
う
責
任

を
負

っ
て
い
ま
す
。

 

 こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
環
と
し
て
、
機
能
横
断
的
な
チ
ー
ム
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

連

す
る
潜
在
的
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
リ
ス
ク
を
評
価
し
、
そ
れ

ら
の

リ
ス
ク
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
た
め
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
に
必
要
な
変
更

が
あ
る
か
ど
う
か

を
判

断

し
ま
す
。
何
が
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
部
門
横
断
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ

ー
間

で
合

意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
チ
ー
ム
は
中
央
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・レ

ビ
ュ
ー
に
エ
ス

カ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
さ
ら
に
必
要
で
あ
れ
ば

C
E
O

 に
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
解
決

を
図
り
ま
す
。

 

 プ
ロ
ダ
ク
ト
や
機
能
の
開
発
、
新
規
ま
た
は
変
更
さ
れ
た
慣

行
の
見

直
し
は

、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
観
点
か
ら
行

わ
れ

ま
す
。

 

1
. 
目
的
の
限
定
：人

々
に
価
値
を
提
供
す
る
、
限
定

さ
れ

た
明
確

な
目

的
の

た
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め
に
の
み
デ
ー
タ
を
処
理
す
る
。

 

2
. 
デ
ー
タ
の
最
小
化
：
明
確
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必

要
な
最

小
限
の

デ

ー
タ
を
収
集
・
作
成
す
る
。

 

3
. 
デ
ー
タ
の
保
持
：明

確
に
示
さ
れ
た
目
的
を
遂

行
す
る
た
め
に
実

際
に
必

要
と

さ
れ
る
期
間
の
み
、
デ
ー
タ
を
保
持
す
る
。

 

4
. 
外
部
に
よ
る
デ
ー
タ
誤
用
：
デ
ー
タ
の
乱
用
、
偶

発
的

な
損

失
、
お
よ
び
権

限

の
な
い
第
三
者
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
か
ら
デ
ー
タ
を
保

護
す
る
。

 

5
. 
透
明
性
と
管
理
：
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
動
作
や
デ
ー
タ
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
、
積

極

的
に
、
明
確
に
、
正
直
に
伝
え
る
。
可
能
な
限
り
、
ま
た
適

切
な
場

合
に
は

、

人
々
が
管
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

6
. 
デ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
管
理
：
弊
社
が
収
集
ま
た
は
作

成
し
た
デ
ー
タ
に

人
々
が
ア
ク
セ
ス
し
、
管
理
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

7
. 
公
正
さ
：
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
の
リ
ス
ク
を
特

定
し
て
軽

減
し
、
人

々
の
た

め
に
価
値
が
創
造
さ
れ
る
よ
う
な
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
構

築
す
る
。

 

8
. 
説
明
責
任
：
弊
社
の
意
思
決
定
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
、
業

務
に
関

わ
る
内

部
プ
ロ
セ

ス
お
よ
び
技
術
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
維
持
す
る
。

 

6
-
2
. 

利
用
者
情
報
の
取
扱

い
に
関
す
る
ア
ウ
ト
カ

ム
に
つ
い
て
の
検
討

状
況
（
検
討
し
て
い
る

場
合
、
ど
の
よ
う
な
考

え
方
に
基
づ
き
判
断
し

て
い
る
か
）
 

上
記
の
と
お
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
影
響
評
価
（
P
IA
）
の
運
用
体
制
を
整
備
し
て
本

格
運
用
に
向
け
て
取
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
中
で
お
客
様
に
提
供

す
る
便
益
と
デ
ー
タ
の
利
用
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
影
響
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
か
考

慮
さ
れ
る
予
定
で
す
。

 

弊
社
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
リ
ス
ク
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
、
利
用

者
デ
ー
タ
の

収
集
、
使
用
、
共
有
、
保
存
方
法
に
関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
リ
ス
ク
を
評

価
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
活
用
し
て
リ
ス
ク
テ
ー
マ
を
特
定
し
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
強
化
し
、
将
来
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
備
え
ま
す
。

 

 弊
社
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
リ
ス
ク
に
対
処
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
期

待
に
応

え
、
規
制
上
の
義
務
を
果
た
す
た
め
に
、
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
技
術
的

管
理

を
含

む

保
護
措
置
を
設
計
し
て
い
ま
す
。

 

 弊
社
は
、
潜
在
的
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
リ
ス
ク
を
特
定

す
る
た
め
に
、
プ
ロ
セ
ス
や
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
積
極
的
に
テ
ス
ト
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
レ
ッ
ド
チ
ー
ム
を
設

立
し
ま
し

た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
レ
ッ
ド
チ
ー
ム
は
、
メ
タ
社
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
対

す
る
ア
プ
ロ

ー
チ
に
更
な
る
信
頼
を
提
供
す
る
た
め
に
、
当
社

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
と
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
回
避
し
て
機
密
デ
ー
タ
を
盗

み
出

そ
う
と
す
る
外

部
の

当

事
者
の
役
割
を
引
き
受
け
ま
す
。

 

6
-
3
. 

利
用
者
に
対
す
る
、

P
IA

の
結
果
や
ア
ウ
ト

カ
ム
の
説
明
の
取
組

状
況

 

P
IA

の
本
格
運
用
に
あ
た
っ
て
検
討
予
定
で
す
。

 
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
決
定
は
、
私
た
ち
が
利

用
者
と
ど
の

よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
か
と
い
う

 D
N

A
 に

組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

 

 弊
社
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ル
ー
ム
の
投
稿
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
、
透

明
性

レ
ポ

ー
ト
、
利
用
者
へ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
通
知

 と
更
新
、

F
ac

eb
o
o
k 
ヘ
ル

プ
セ
ン
タ

ー
（
利
用
者
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
共
有
の
設
定

 行
う
際

に
利

用
で
き
る
「
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
チ
ェ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」な

ど
を
含
む
）を

通
じ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

す
る
決

定
事
項
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

 

７
．
個
人
情
報
保
護

管
理
者
の
設
置
状
況

 

7
-
1
 

設
置
状
況

 
 

お
客
様
の
デ
ー
タ
を
守
る
た
め
に
、

C
IS

O
（
最
高
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
責
任
者
）
・

C
D

O
（
最
高

デ
ー
タ
責
任
者
）
・
D

P
O
（
デ
ー
タ
・プ

ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
・オ

フ
ィ
サ
ー
）
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

 

G
o
o
gl

e
で
は

、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

領
域

に
お
い
て
、
人

員
体

制

含
め
多

く
の

リ
ソ
ー
ス
を
投

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世

界
の

様
々

な
拠

点
で
担

当

者
が
従
事
し
て
お
り
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
や
サ
ー
ビ
ス
毎
に
担
当
が
異
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

 

各
企

業
に
お
い
て
、
最

適
な
管

理
者

が
選

任
さ
れ

る
た
め
に
は

、
そ
の

要
件

は

実
効
的
か
つ
合
理

的
な
観
点
か

ら
判
断
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
（
特
定
の
肩
書
や

物
理

的
な
所

在
を
要
求

す
る
等
の

）
規

範
的

な
も
の

に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

 

G
o
o
gl

e
 は

、
電
気
通
信
事
業
法
第

2
7
条
の

5
に
基
づ
く
特
定
利
用
者
情
報
の

規
制
の
対
象
と
し
て
指
定
さ
れ
た
後
、
同
法
第

2
7
条
の

1
0
に
基
づ
き
、
特
定
利

用
者
情
報
取
扱
主
任
者
を
設
置
し
ま
す
。

 

製
品
担
当
の

 C
P

O
 (
最
高
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
責
任

者
)と

ポ
リ
シ
ー
担

当
 C

P
O

 を

任
命
し
て
い
ま
す
。

 

7
-
2
 

名
称
等

 
C

IS
O
（
最
高
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
責
任
者
） 

C
D

O
（
最
高
デ
ー
タ
責
任
者
） 

D
P

O
（
デ
ー
タ
・プ

ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
） 

製
品
担
当

 C
P

O
 M

ic
h
e
l 
P

ro
tt

i 
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
兼
ポ
リ
シ
ー
担
当

 C
P

O
 

E
ri
n
 E

ga
n
 

7
-
3
 

業
務
内
容

 
C

IS
O
（
最
高
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
責
任
者
） 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
推
進
す
る
た
め
に
、

C
IS

O
と
各
組
織
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
責
任
者
を
設
置
し
、
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン
で
お
客
様
の
デ
ー
タ
を
守
る
た
め
に
組

織
的
な
対
策
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

 

製
品
担
当

 C
P

O
 の

 M
ic

h
e
l 
P

ro
tt

i 
が
率
い
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
チ
ー
ム
は

、
技

術
部
門
と
非
技
術
部
門
の
多
数
の
チ
ー
ム
か
ら
成
り
、
そ
れ

ぞ
れ

が
経

験
豊
富

な
リ
ー
ダ
ー
の
下
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
集
中
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

 

 プ
ラ
イ
バ
シ
ー
チ
ー
ム
は
、
包
括
的
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

構
築

に
あ
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 C
D

O
（
最
高

デ
ー
タ
責
任
者
） 

法
令
を
遵
守
し
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
推
進
す
る
た
め

に
、

2
0
1
7
年

度
か
ら

C
D

O
と
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
デ
ー
タ
責
任
者
を
設
置
し
ま
し

た
。

 

 D
P

O
（
デ
ー
タ
・プ

ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
） 

2
0
2
0
年

5
月
に
、
ヤ
フ
ー
が
取
り
扱
う
お
客
様
の
デ
ー
タ
の
保
護
に
つ
い
て
、
客

観
的
・
中
立
的
な
立
場
か
ら
の
助
言
や
、
活
用
方
法
の
監
視
な
ど
を
通
じ
て
、
適

切
な
デ
ー
タ
活
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

D
P

O
を
設
置
し
ま
し
た
。
お
客

様
が
安
心
し
て
快
適
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
デ
ー
タ
の
管
理
を
徹
底

し
て
い
ま
す
。

 

た
っ
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
M

e
ta

 の

あ
ら
ゆ
る
活
動
に
お
い
て
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊

重
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、

こ
れ
が
取
り
組
み
の
指
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

 し
か
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
チ
ー
ム
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

す
る
責
任

を
担

う
数
多

く

の
組
織
の
ひ
と
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

M
e
ta

 で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
で
さ
ま
ざ
ま

な
役
割
を
担
う
何
千
人
も
の
社
員
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
戦

略
、
法
務
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ

の
配

慮
を

浸
透
さ
せ
る
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
適

切
に
取

り
扱

う
に

は
、
部
門
を
越
え
た
深
い
レ
ベ
ル
で
の
連
携
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
は

、
M

e
ta

 

の
全
社
員
が
そ
の
責
任
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

 バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
兼
ポ
リ
シ
ー
担
当

 C
P

O
 の

 E
ri
n
 E

ga
n
 が

率
い
る
プ
ラ
イ

バ
 シ

ー
関
連
公
共
政
策
チ
ー
ム
は
、
新
し
い
規
制

の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
議
論
に

 M
e
ta

 が
参

加
で
き
る
よ
う
指
揮

を
執
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
各
国
の
政
府
や
専

門
家
か

ら
受
け
た
指

摘
が

、

M
e
ta

 の
製
品

 デ
ザ
イ
ン
や
デ
ー
タ
の
使
用
方
法

に
反

映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
審
査
プ
ロ
セ
ス
な
ど
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

 

 プ
ラ
イ
バ
シ
ー
委
員
会
は
、

M
e
ta

 の
取
締
役
会
か

ら
独

立
し
た
委

員
会

で
す
。

四
半
期
ご
と
に
会
合
を
開
き
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

す
る
取

り
組
み

に
つ
い
て
評

価
を
行
い
ま
す
。
同
様
の
分
野
の
監
督
職
の
経
験

が
豊
富

な
社
外

取
締

役
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
、

M
e
ta

 の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
現
状
や
、

F
T
C

 命
令
の
遵
守
状
況
に
関
し
て
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

継
続
的
な
審
査
と
報
告
を
職
務
と
す
る
社
外
の
評

価
者

か
ら
定
期

的
に
報

告
を

受
け
ま
す
。

 

 さ
ら
に
内
部
監
査
チ
ー
ム
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
れ

を
支
え
る
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
全
体
的
な
健
全
性

を
、
独

立
し
た
立

場
か

ら
保

証

し
ま
す
。
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